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1-1 

１  概 説  

１ - １  概 要  

Ｌ Ｃ ８ ８ ５ ８ ０ ０ シ リ ー ズ は 、 Ｘ ｓ ｔ ｏ ｒ ｍ ｙ １ ６  Ｃ Ｐ Ｕ を 中 心 に し て ， １ ２ ８ Ｋ バ イ ト の フ ラ ッ シ ュ   

Ｒ Ｏ Ｍ （ オ ン ボ ー ド 書 き 換 え 可 能 ） ， ６ Ｋ バ イ ト Ｒ Ａ Ｍ ， １ ６ ビ ッ ト タ イ マ × ６ ， 時 計 用 ベ ー ス

タ イ マ ， 同 期 式 Ｓ Ｉ Ｏ × ２ （ 自 動 転 送 機 能 付 き ） ， シ ン グ ル マ ス タ Ｉ ２ Ｃ ／ 同 期 式 Ｓ Ｉ Ｏ × １ ，

非 同 期 式 Ｓ Ｉ Ｏ （ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ） × ２ ， 周 期 可 変 １ ２ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ × ２ ， １ ２ ビ ッ ト 分 解 能 × １ １ チ ャ

ネ ル Ａ Ｄ コ ン バ ー タ ， ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ ， モ ー タ 駆 動 信 号 発 生 回 路 ， シ ス テ ム ク ロ ッ ク

分 周 機 能 ， ４ ０ 要 因 （ ２ ４ モ ジ ュ ー ル ） １ ６ ベ ク タ 割 り 込 み 機 能 ， オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ 機 能

等 を １ チ ッ プ に 集 積 し た １ ６ ビ ッ ト マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で す 。  

 

１ - ２  特 徴  

■ Ｃ Ｐ Ｕ  

・ Ｘ ｓ ｔ ｏ ｒ ｍ ｙ １ ６  

・ ４ Ｇ バ イ ト の ア ド レ ス 空 間  

・ 汎 用 レ ジ ス タ ： １ ６ ビ ッ ト × １ ６ 本  
 

■ Ｒ Ｏ Ｍ  

Ｌ Ｃ ８ ８ Ｆ ５ ８ Ｂ ０ Ａ ：  １ ３ １ ０ ７ ２ × ８ ビ ッ ト （ フ ラ ッ シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ ）  

・ １ ２ ８ バ イ ト 単 位 で の ブ ロ ッ ク 消 去 可 能  

・ デ ー タ の 書 き 込 み は ２ バ イ ト 単 位  
 

■ Ｒ Ａ Ｍ  

Ｌ Ｃ ８ ８ Ｆ ５ ８ Ｂ ０ Ａ ：  ６ １ ４ ４ × ８ ビ ッ ト  
 
 

■ 命 令 サ イ ク ル タ イ ム （ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

 

命令サイクルタイム 発振仕様 システムクロック発振源 発振周波数 

０．０８３μｓ １／１分周 セラミック発振（ＯＳＣ１） １２ＭＨｚ 

０．１００μｓ １／１分周 セラミック発振（ＯＳＣ１） １０ＭＨｚ 

０．５００μｓ １／２分周 セラミック発振（ＯＳＣ１） ４ＭＨｚ 

１μｓ(Typ) １／１分周 内蔵ＲＣ発振 １ＭＨｚ(typ) 

３０．５μｓ １／１分周 水晶発振（ＯＳＣ０） ３２．７６８ｋＨｚ 

 

 

■ ポ ー ト  

・ ノ ー マ ル 耐 圧 入 出 力 ポ ー ト  

１ ビ ッ ト 単 位 で 入 出 力 指 定 可 能    ５ ２ （ Ｐ ０ ｎ ， Ｐ １ ｎ ， Ｐ ２ ｎ ， Ｐ ３ ０ ～ Ｐ ３ ３ ， Ｐ ４ ｎ ， Ｐ ６ ｎ ，

Ｐ ７ ０ ～ Ｐ ７ ２ ， Ｐ Ａ ０ ～ Ｐ Ａ ３ ， Ｐ Ｃ ２ ）  

・ 発 振 、 ノ ー マ ル 耐 圧 出 力 ポ ー ト  ２ （ Ｐ Ｃ ０ ， Ｐ Ｃ １ ）  

・ 発 振 専 用 ポ ー ト  ２ （ Ｃ Ｆ １ ， Ｃ Ｆ ２ ）  

・ リ セ ッ ト 端 子  １ （ Ｒ Ｅ Ｓ Ｂ ）  

・ テ ス ト 端 子  １ （ Ｔ Ｅ Ｓ Ｔ ）  

・ 電 源 端 子  ６ （ Ｖ Ｓ Ｓ １ ～ ３ ， Ｖ Ｄ Ｄ １ ～ ３ ）  
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■ タ イ マ  

・ タ イ マ ０ ： Ｐ Ｗ Ｍ ／ ト グ ル 出 力 可 能 な １ ６ ビ ッ ト の タ イ マ  

① ５ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き  

② ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ × ２ 、 ８ ビ ッ ト タ イ マ ＋ ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ 分 割 モ ー ド 選 択 可 能  

③ ク ロ ッ ク ソ ー ス を シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ 、 内 蔵 Ｒ Ｃ か ら 選 択  

・ タ イ マ １ ： キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 き １ ６ ビ ッ ト タ イ マ  

① ５ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き  

② ８ ビ ッ ト タ イ マ × ２ ｃ ｈ の 分 割 可 能  

③ ク ロ ッ ク ソ ー ス を シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ 、 内 蔵 Ｒ Ｃ か ら 選 択  

・ タ イ マ ２ ： キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 付 き １ ６ ビ ッ ト タ イ マ  

① ４ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き  

② ８ ビ ッ ト タ イ マ × ２ ｃ ｈ に 分 割 可 能  

③ ク ロ ッ ク ソ ー ス を シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ 、 外 部 イ ベ ン ト か ら 選 択  

・ タ イ マ ３ ： Ｐ Ｗ Ｍ ／ ト グ ル 出 力 可 能 な １ ６ ビ ッ ト タ イ マ  

① ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き  

② ８ ビ ッ ト タ イ マ × ２ ｃ ｈ 、 ８ ビ ッ ト タ イ マ ＋ ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ の 分 割 モ ー ド 選 択 可 能  

③ ク ロ ッ ク ソ ー ス を シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ 、 外 部 イ ベ ン ト か ら 選 択  

・ タ イ マ ４ ： ト グ ル 出 力 可 能 な １ ６ ビ ッ ト タ イ マ  

① ク ロ ッ ク ソ ー ス を シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 プ リ ス ケ ー ラ ０ か ら 選 択  

・ タ イ マ ５ ： ト グ ル 出 力 可 能 な １ ６ ビ ッ ト タ イ マ  

① ク ロ ッ ク ソ ー ス を シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 プ リ ス ケ ー ラ ０ か ら 選 択  

 ＊ プ リ ス ケ ー ラ ０ は そ れ ぞ れ 4 ビ ッ ト で 構 成 さ れ ク ロ ッ ク ソ ー ス を シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ ，

Ｏ Ｓ Ｃ １ か ら 選 択  

・ ベ ー ス タ イ マ  

① ク ロ ッ ク は 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ （ ３ ２ ． ７ ６ ８ ｋ Ｈ ｚ 水 晶 発 振 ） ， シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 分 周 出 力 か ら 選

択 で き る 。  

② ７ 種 類 の 時 間 で の 割 り 込 み 発 生 が 可 能  

 

■ シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス  

・ Ｓ Ｉ Ｏ ０ ， Ｓ Ｉ Ｏ １ ： ８ ビ ッ ト 同 期 式 Ｓ Ｉ Ｏ  

① Ｌ Ｓ Ｂ ／ Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 切 り 替 え 可 能  

② ８ ビ ッ ト 以 下 の 通 信 可 能 （ １ ～ ８ ビ ッ ト の ビ ッ ト 指 定 可 能 ）  

③ ８ ビ ッ ト ボ ー レ ー ト ジ ェ ネ レ ー タ 内 蔵 （ 転 送 ク ロ ッ ク ４ ～ ５ １ ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

④ 連 続 デ ー タ 自 動 転 送 機 能 （ ９ ～ ３ ２ ７ ６ ８ ビ ッ ト の ビ ッ ト 単 位 指 定 可 能 ）  

⑤ イ ン タ ー バ ル 機 能 （ イ ン タ ー バ ル 時 間 ０ ～ ６ ４ ｔ Ｓ Ｃ Ｋ ）  

⑥ ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能  

・ Ｓ Ｍ Ｉ Ｉ Ｃ ０ ： シ ン グ ル マ ス タ Ｉ ２ Ｃ ／ ８ ビ ッ ト 同 期 式 Ｓ Ｉ Ｏ  

① モ ー ド ０ ： S i n g l e - m a s t e r の マ ス タ モ ー ド に よ る 通 信  

② モ ー ド １ ： 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル Ｉ ／ Ｏ （ デ ー タ Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 ）  

・ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ ： 非 同 期 式 Ｓ Ｉ Ｏ  

① デ ー タ 長         ： ８ ビ ッ ト （ Ｌ Ｓ Ｂ フ ァ ー ス ト ）  

② ス ト ッ プ ビ ッ ト      ： １ ビ ッ ト  

③ パ リ テ ィ ビ ッ ト      ： な し ／ 偶 数 パ リ テ ィ ／ 奇 数 パ リ テ ィ  

④ 転 送 レ ー ト      ： ４ ／ ８ サ イ ク ル  

⑤ ボ ー レ ー ト ソ ー ス ク ロ ッ ク     ： Ｐ ０ ７ 入 力 信 号 （ Ｔ ０ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ 信 号 ） を ク ロ ッ ク ソ ー  

ス と し て 使 用 可 能  

⑥ 全 二 重 通 信  
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・ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ ： 非 同 期 式 Ｓ Ｉ Ｏ  

① デ ー タ 長    ： ８ ビ ッ ト （ Ｌ Ｓ Ｂ フ ァ ー ス ト ）  

② ス ト ッ プ ビ ッ ト    ： １ ビ ッ ト  

③ パ リ テ ィ ビ ッ ト    ： な し ／ 偶 数 パ リ テ ィ ／ 奇 数 パ リ テ ィ  

④ 転 送 レ ー ト    ： ８ ～ ４ ０ ９ ６ サ イ ク ル  

⑤ ボ ー レ ー ト ソ ー ス ク ロ ッ ク  ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク ／ Ｏ Ｓ Ｃ ０ ／ Ｏ Ｓ Ｃ １  

⑥ ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能  

⑦ 全 二 重 通 信  

 

■ Ａ Ｄ コ ン バ ー タ  

① １ ２ ／ ８ ビ ッ ト 分 解 能 切 り 替 え  

② ア ナ ロ グ 入 力 ： １ １ チ ャ ン ネ ル  

③ コ ン パ レ ー タ モ ー ド  

④ 基 準 電 圧 自 動 発 生  

 

■ Ｐ Ｗ Ｍ  

・ Ｐ Ｗ Ｍ ０ ： 周 期 可 変 １ ２ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ × ２ チ ャ ネ ル （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ ）  

① ２ チ ャ ネ ル １ 組 で 構 成 さ れ 制 御 は 独 立  

② ク ロ ッ ク ソ ー ス を シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ か ら 選 択 可 能  

③ ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 内 蔵 ： Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０ ＝ （ プ リ ス ケ ー ラ 設 定 値 ＋ １ ） × ク ロ ッ ク 周 期  

④ ８ ビ ッ ト 基 本 波 Ｐ Ｗ Ｍ 発 生 回 路 ＋ ４ ビ ッ ト 付 加 パ ル ス 発 生 回 路  

⑤ 基 本 波 Ｐ Ｗ Ｍ モ ー ド  

基 本 波 周 期     １ ６ Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０ ～ ２ ５ ６ Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０  

Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅  ０ ～ （ 基 本 波 周 期 － Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０ ）  

⑥ 基 本 波 ＋ 付 加 パ ル ス モ ー ド  

基 本 波 周 期      １ ６ Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０ ～ ２ ５ ６ Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０  

全 体 周 期        基 本 波 周 期 × １ ６  

Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅    ０ ～ （ 全 体 周 期 － Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０ ）  

 

■ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ  

・ ベ ー ス タ イ マ ＋ 内 蔵 の ウ ォ ッ チ ド ッ グ 専 用 カ ウ ン タ に よ り 動 作 す る 。  

・ 割 り 込 み 、 リ セ ッ ト の 選 択 可 能  

 

■ モ ー タ 駆 動 信 号 発 生 回 路  

 

■ 割 り 込 み （ 周 辺 機 能 ）  

・ ４ ０ 要 因 （ ２ ４ モ ジ ュ ー ル ） １ ６ ベ ク タ  

① 割 り 込 み は ３ レ ベ ル の 多 重 割 り 込 み 制 御 。 割 り 込 み 処 理 中 に 、 同 一 レ ベ ル ま た は

下 位 の レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 が 入 っ て も 受 け 付 け ら れ ま せ ん 。  

② ２ つ 以 上 の ベ ク タ ア ド レ ス へ の 割 り 込 み 要 求 が 同 時 に 発 生 し た 場 合 、 レ ベ ル の 高

い も の が 優 先 さ れ ま す 。 ま た 、 同 一 レ ベ ル で は 飛 び 先 ベ ク タ ア ド レ ス の 小 さ い 方 の

割 り 込 み が 優 先 さ れ ま す 。  
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No. ベクタ 割り込み（周辺機能） 

1 08000H ウォッチドッグタイマ(1) 

2 08004H ベースタイマ(2) 

3 08008H タイマ 0(2) 

4 0800CH INT0(1) 

5 08010H  

6 08014H INT1(1) 

7 08018H INT2(1)／タイマ 1(2)／ＵART2(4) 

8 0801CH INT3(1)／タイマ 2(4)／SMIIC0(1) 

9 08020H INT4(1)／タイマ 3(2) 

10 08024H INT5(1)／タイマ 4(1)／SIO1(2) 

11 08028H USM0(3) 

12 0802CH PWM0(1) 

13 08030H ADC(1)／タイマ 5(1) 

14 08034H INT6(1) 

15 08038H INT7(1)／SIO0(2) 

16 0803CH ポート 0(3) 

・ 優 先 レ ベ ル を ３ レ ベ ル 指 定 可 能  

・ 同 一 レ ベ ル で は ベ ク タ ア ド レ ス の 小 さ い も の が 優 先  

・ （ ） 内 の 数 字 は モ ジ ュ ー ル に お け る 要 因 数  

 

■ 割 り 込 み （ 例 外 処 理 ）  

・ ５ 要 因  １ ベ ク タ  

① 例 外 割 り 込 み 制 御 レ ジ ス タ （ Ｅ Ｘ Ｃ Ｐ Ｌ 、 Ｅ Ｘ Ｃ Ｐ Ｈ ） で 許 可 ・ 禁 止 が 設 定 さ れ る 割 り

込 み 処 理 で あ り 、 一 括 許 可 フ ラ グ に 影 響 さ れ ま せ ん 。  

② 例 外 処 理 割 り 込 み は 、 全 て の 周 辺 機 能 に よ る 割 り 込 み よ り も 優 先 さ れ ま す 。 そ の

た め 、 例 外 割 り 込 み 処 理 中 は 全 て の 割 り 込 み 要 求 を 受 け 付 け ま せ ん 。  

 

No. ベクタ 割り込み（例外処理） 

1 08080H 例外処理(5) 

・ （ ） 内 の 数 字 は 要 因 数  

 

■ サ ブ ル ー チ ン ス タ ッ ク ： ６ Ｋ バ イ ト Ｒ Ａ Ｍ 領 域  

・ Ｐ Ｓ Ｗ を 自 動 待 避 す る サ ブ ル ー チ ン コ ー ル 、 割 り 込 み ベ ク タ コ ー ル ： ６ バ イ ト  

・ Ｐ Ｓ Ｗ を 自 動 待 避 し な い サ ブ ル ー チ ン コ ー ル ： ４ バ イ ト  

 

■ 乗 除 算 命 令  

・ １ ６ ビ ッ ト × １ ６ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ： １ ８ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

・ １ ６ ビ ッ ト ÷ １ ６ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ： １ ８ ～ １ ９ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

・ ３ ２ ビ ッ ト ÷ １ ６ ビ ッ ト  （ 実 行 時 間 ： １ ８ ～ １ ９ Ｔ ｃ ｙ ｃ ）  

 

■ 発 振 回 路  

・ Ｒ Ｃ 発 振 回 路 （ 内 蔵 ）  ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用  

・ Ｏ Ｓ Ｃ １ （ Ｃ Ｆ 発 振 回 路 ）  ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用 （ Ｃ Ｆ １ ， Ｃ Ｆ ２ ）  

・ Ｏ Ｓ Ｃ ０ （ 水 晶 発 振 回 路 ）  ： 低 速 シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用 （ Ｘ Ｔ １ ， Ｘ Ｔ ２ ）  

・ 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 （ 内 蔵 ）  ： 発 振 停 止 時 シ ス テ ム ク ロ ッ ク 用  

・ Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 （ 内 蔵 ）  ： モ ー タ 駆 動 信 号 発 生 回 路 用  
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■ シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 機 能

・ 低 消 費 電 流 動 作 可 能  

・ シ ス テ ム ク ロ ッ ク の １ ～ １ ２ ８ 分 周 の 設 定 が 可 能

■ ス タ ン バ イ 機 能

・ Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド ： 命 令 実 行 停 止 ， 周 辺 回 路 動 作 継 続

① 発 振 の 停 止 は 自 動 的 に は 行 い ま せ ん 。

② シ ス テ ム リ セ ッ ト ま た は 割 り 込 み の 発 生 に よ り 解 除

・ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド ： 命 令 実 行 停 止 ， 周 辺 回 路 動 作 停 止

① Ｏ Ｓ Ｃ １ ， 内 蔵 Ｒ Ｃ 発 振 ， Ｏ Ｓ Ｃ ０ の い ず れ も 自 動 的 に 停 止 し ま す 。

② Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド を 解 除 す る に は 次 の 方 法 が あ り ま す 。

( 1 ) リ セ ッ ト 端 子 に 「 Ｌ 」 レ ベ ル を 入 力 す る 。

( 2 ) Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ３ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｉ Ｎ Ｔ ５ ， Ｉ Ｎ Ｔ ６ ， Ｉ Ｎ Ｔ ７ の 少 な く と も １ つ

の 端 子 に 指 定 さ れ た レ ベ ル を 入 力 す る 。  

( 3 ) Ｐ ０ Ｉ Ｎ Ｔ ， Ｐ ０ ４ Ｉ Ｎ Ｔ ， Ｐ ０ ５ Ｉ Ｎ Ｔ で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

( 4 ) Ｓ Ｉ Ｏ ０ ， Ｓ Ｉ Ｏ １ で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

( 5 ) Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ で 割 り 込 み が 成 立 す る 。  

・ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド ： 命 令 実 行 停 止 ， Ｏ Ｓ Ｃ ０ で 動 作 す る モ ジ ュ ー ル 以 外 の 周 辺 回 路 動

作 停 止

① Ｏ Ｓ Ｃ １ ， 内 蔵 Ｒ Ｃ 発 振 は 自 動 的 に 停 止 し ま す 。

② Ｏ Ｓ Ｃ ０ は 突 入 時 の 状 態 を 維 持 し ま す 。

③ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド を 解 除 す る に は 次 の 方 法 が あ り ま す 。

( 1 ) リ セ ッ ト 端 子 に 「 Ｌ 」 レ ベ ル を 入 力 す る 。

( 2 ) Ｉ Ｎ Ｔ ０ ， Ｉ Ｎ Ｔ １ ， Ｉ Ｎ Ｔ ２ ， Ｉ Ｎ Ｔ ３ ， Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｉ Ｎ Ｔ ５ ， Ｉ Ｎ Ｔ ６ ， Ｉ Ｎ Ｔ ７ の 少 な く と も １ つ

の 端 子 に 指 定 さ れ た レ ベ ル を 入 力 す る 。  

( 3 ) Ｐ ０ Ｉ Ｎ Ｔ ， Ｐ ０ ４ Ｉ Ｎ Ｔ ， Ｐ ０ ５ Ｉ Ｎ Ｔ で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

( 4 ) Ｓ Ｉ Ｏ ０ ， Ｓ Ｉ Ｏ １ で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

( 5 ) Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ で 割 り 込 み が 成 立 す る 。  

( 6 ) ベ ー ス タ イ マ 回 路 で 割 り 込 み 要 因 が 成 立 す る 。  

■ 出 荷 形 態

・ Ｓ Ｑ Ｆ Ｐ ６ ４ （ １ ０ × １ ０ ）   『 鉛 フ リ ー 仕 様 品 』  

■ オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ 機 能

・ タ ー ゲ ッ ト 基 板 に 実 装 状 態 で ソ フ ト デ バ ッ グ 可 能  

・ ソ ー ス ラ イ ン デ バ ッ グ 機 能 、 ト レ ー ス 機 能 、 ブ レ ー ク ポ イ ン ト 設 定

・ １ ワ イ ヤ ー 通 信  

■ 開 発 ツ ー ル

・ オ ン チ ッ プ デ バ ッ ガ  ：  Ｅ Ｏ Ｃ Ｕ Ｉ Ｆ １ ＋ Ｌ Ｃ ８ ８ Ｆ ５ ８ Ｂ ０ Ａ  
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１ - ３  ピン配 置 図

Ｓ Ｑ Ｆ Ｐ ６ ４ （ １ ０ × １ ０ ）  『 鉛 フ リ ー 仕 様 品 』
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１ - ４  システムブロック図
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１ - ５  端 子 機 能 表

I/O 機能説明 

VSS1,VSS2, 

VSS3 

- 電源の－端子 

VDD1,VDD2 

VDD3 

- 電源の＋端子 

ポート 0 I/O ・8 ビットの入出力ポート 

・1 ビット単位の入出力指定可能 

・1 ビット単位のプルアップ抵抗 ON／OFF 可能 

・ポート 0 割り込み入力(P00～P03，P04，P05) 

・HOLD 解除入力（P00～P03，P04，P05） 

・端子機能 

P06：タイマ 0L 出力 

P07：タイマ 0H 出力／ＵＡＲＴ０クロック入力 

P00～P07 

ポート 1 I/O ・8 ビットの入出力ポート 

・1 ビット単位の入出力指定可能 

・1 ビット単位のプルアップ抵抗 ON／OFF 可能 

・端子機能 

 P10：ＳＩＯ０データ出力 

 P11：ＳＩＯ０データ入力／バス入出力 

 P12：ＳＩＯ０クロック入出力 

P13：ＵＡＲＴ０送信 

P14：タイマ 3L 出力／ＵＡＲＴ０受信 

P15：タイマ 3H 出力 

P16：UART2 受信 

P17：UART2 送信 

P10～P17 

ポート 2 I/O ・8 ビットの入出力ポート 

・1 ビット単位の入出力指定可能 

・1 ビット単位のプルアップ抵抗 ON／OFF 可能 

・端子機能 

P20：INT4 入力／HOLD 解除入力／タイマ 3 イベント入力／タイマ 2L キャプチャ入力／

タイマ 2H キャプチャ入力 

P21：INT5 入力／HOLD 解除入力／タイマ 3 イベント入力／タイマ 2L キャプチャ入力／

タイマ 2H キャプチャ入力 

P22：SMIIC クロック入出力 

P23：SMIIC データバス入出力 

P24：SMIIC データ（3 線式 SIO モード時使用） 

P25：タイマ 4 出力 

P26：タイマ 5 出力 

・インタラプト受付形式 

INT4，INT5：H レベル，L レベル，H エッジ，L エッジ，両エッジ 

P20～P27 

ポート 3 I/O ・4 ビットの入出力ポート 

・1 ビット単位の入出力指定可能 

・1 ビット単位のプルアップ抵抗 ON／OFF 可能 

・端子機能 

P30：INT0 入力／HOLD 解除入力／タイマ 2L キャプチャ入力 

P31：INT1 入力／HOLD 解除入力／タイマ 2H キャプチャ入力 

P32：INT2 入力／HOLD 解除入力／タイマ 2 イベント入力／タイマ 2L キャプチャ入力

P33：INT3 入力／HOLD 解除入力／タイマ 2 イベント入力／タイマ 2H キャプチャ入力

・インタラプト受付形式 

INT0～INT3：H レベル，L レベル，H エッジ，L エッジ，両エッジ 

P30～P33 
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 I/O 機能説明 

ポート 4 I/O ・8 ビットの入出力ポート 

・1 ビット単位の入出力指定可能 

・1 ビット単位のプルアップ抵抗 ON／OFF 可能 

・端子機能 

P40：INT6 入力／HOLD 解除入力 

P41：INT7 入力／HOLD 解除入力 

P43：SIO1 データ出力 

P44：SIO1 データ入力／バス入出力 

P45：SIO1 クロック入出力 

P46：PWM0A 出力 

P47：PWM0B 出力 

・インタラプト受付形式 

INT6，INT7：H レベル，L レベル，H エッジ，L エッジ，両エッジ 

P40～P47 

ポート 6 I/O ・8 ビットの入出力ポート 

・1 ビット単位の入出力指定可能 

・1 ビット単位のプルアップ抵抗 ON／OFF 可能 

・端子機能 

 AN0(P70）～AN7(P61)：AD 変換入力ポート 

P60～P67 

ポート 7 I/O ・3 ビットの入出力ポート 

・1 ビット単位の入出力指定可能 

・1 ビット単位のプルアップ抵抗 ON／OFF 可能 

・端子機能 

 AN8(P70）～AN10(P72)：AD 変換入力ポート 

P70～P72 

ポート A I/O ・4 ビットの入出力ポート 

・1 ビット単位の入出力指定可能 

・1 ビット単位のプルアップ抵抗 ON／OFF 可能 

・兼用機能 

PA0：USM0 出力０ 

PA1：USM0 出力１ 

PA2：USM0 出力２ 

PA3：USM0 出力３ 

PA0～PA3 

ポートＣ I/O ・3 ビットの入出力ポート 

・1 ビット単位の出力指定可能 

・端子機能 

PC0：32.768kHz 水晶発振子入力ポート 

PC1：32.768kHz 水晶発振子出力ポート 

PC2:PLL フィルター回路接続 

ＰＣ０～ＰＣ2 

RESB I/O ・リセット端子 

TEST I/O 
・テスト端子 

・オンチップデバッガ通信端子 

CF1 I ・セラミック発振子用入力ポート 

CF2 O ・セラミック発振子用出力ポート 
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１ - ６  ポート出 力 形 態  

ポ ー ト 出 力 形 態 と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 有 無 を 以 下 に 示 し ま す 。  

な お 、 入 力 ポ ー ト で の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト が 出 力 モ ー ド 時 で も 可 能 で す 。  

 

ポート名 
出力形式 

切り替え単位 

出力形

式 

種類 

出力形式 プルアップ抵抗 

P00～P07 

P10～P17 

P20～P27 

P30～P33 

P40～P47 

P60～P67 

P70～P72 

PA0～PA3 

1 ビット単位 

（プログラマブル） 

1 CMOS プログラマブル 

2 Nch オープンドレイン 

PC0 － － Nch オープンドレイン 

（32.768kHz 水晶発振子用入力） 

なし 

PC1 － － Nch オープンドレイン 

（32.768kHz 水晶発振子用出力） 

なし 

PC2 － － CMOS プログラマブル 
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２ 内 部 システム構 成  

２ - １ メモリ空 間  

Ｘ ｓ ｔ ｏ ｒ ｍ ｙ １ ６ は 、 ４ Ｇ バ イ ト の リ ニ ア ア ド レ ス メ モ リ を 制 御 で き ま す 。  

４ Ｇ バ イ ト の メ モ リ 空 間 の う ち ０ ０ ０ ０ _０ ０ ０ ０ ｈ ～ ０ ０ ０ ０ _７ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ の ３ ２ Ｋ バ イ ト は 命 令 で 制

御 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ 動 作 と 周 辺 機 能 を 実 現 す る た め に 使 用 さ れ ま す 。  

０ ０ ０ ０ _ ８ ０ ０ ０ ｈ ～ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ _Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ の 約 ４ Ｇ バ イ ト は プ ロ グ ラ ム 及 び デ ー タ 格 納 用 と し て

使 用 さ れ プ ロ グ ラ ム と し て は プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ （ Ｐ Ｃ ） で 制 御 さ れ ま す 。 ま た 、 デ ー タ 格 納

用 と し て ０ ０ ０ ０ _０ ０ ０ ０ ｈ ～ ０ ０ ０ ０ _７ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ と 同 様 に 命 令 で 制 御 で き ま す 。  

 

 

図 ２ － １ － １   Ｘ ｓ ｔ ｏ ｒ ｍ ｙ １ ６ メ モ リ 空 間  

 

 

0000 0000H 

FFFF FFFFH 

0000 8000H 
0000 7FFFH 

データ／ 

プログラムスタック／

ＳＦＲ空間 

プログラム／ 

データ空間 
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２ - １ - １  プ ロ グ ラ ム ／ デ ー タ 空 間  

プ ロ グ ラ ム ／ デ ー タ 空 間 は ０ ０ ０ ０ _ ８ ０ ０ ０ Ｈ ～ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ _ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｈ の 約 ４ Ｇ バ イ ト あ り ま す が 、

実 際 に 内 蔵 す る メ モ リ は 機 種 に よ り 異 な り ま す 。 プ ロ グ ラ ム 空 間 の う ち ２ ５ ６ バ イ ト を オ プ

シ ョ ン 指 定 領 域 と し て 使 用 し ま す の で 、 こ の 領 域 は プ ロ グ ラ ム 領 域 と し て 使 え ま せ ん 。  

 

２ - １ - ２  デ ー タ ／ プ ロ グ ラ ム ス タ ッ ク ／ Ｓ Ｆ Ｒ 空 間  

デ ー タ ／ プ ロ グ ラ ム ス タ ッ ク ／ Ｓ Ｆ Ｒ 空 間 は ０ ０ ０ ０ _ ０ ０ ０ ０ Ｈ ～ ０ ０ ０ ０ _ ７ Ｆ Ｆ Ｆ Ｈ の ３ ２ Ｋ バ イ

ト あ り ま す が 、 実 際 に 内 蔵 し て い る Ｒ Ａ Ｍ （ デ ー タ ／ プ ロ グ ラ ム ス タ ッ ク ） ／ Ｓ Ｆ Ｒ は 機 種 に

よ り 異 な り ま す 。  

図 ２ － １ － ２ に 示 す よ う に 、 デ ー タ ／ プ ロ グ ラ ム ス タ ッ ク ／ Ｓ Ｆ Ｒ 空 間 の ア ド レ ス に よ り 使 用

で き る 命 令 が 異 な り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２ － １ － ２   デ ー タ ／ プ ロ グ ラ ム ス タ ッ ク ／ Ｓ Ｆ Ｒ 空 間 ア ド レ ッ シ ン グ マ ッ プ  

 

ま た 、 Ｐ Ｓ Ｗ を 自 動 的 に 退 避 す る サ ブ ル ー チ ン 呼 び 出 し 命 令 や イ ン タ ラ プ ト で Ｐ Ｃ が Ｒ Ａ

Ｍ に 格 納 さ れ る 時 に は 、 現 在 の ス タ ッ ク ポ イ ン タ の 値 を Ｓ Ｐ と す る と 、 Ｒ Ａ Ｍ の Ｓ Ｐ に Ｐ Ｃ の

下 位 １ ６ ビ ッ ト が 、 Ｓ Ｐ ＋ ２ に Ｐ Ｃ の 上 位 １ ６ ビ ッ ト が 、 Ｓ Ｐ ＋ ４ に Ｐ Ｓ Ｗ の 値 が 格 納 さ れ 、 Ｓ Ｐ

＝ Ｓ Ｐ ＋ ６ と な り ま す 。 Ｐ Ｓ Ｗ を 自 動 的 に 退 避 し な い サ ブ ル ー チ ン コ ー ル が 発 生 す る と Ｒ Ａ

Ｍ の Ｓ Ｐ に Ｐ Ｃ の 下 位 １ ６ ビ ッ ト が 、 Ｓ Ｐ ＋ ２ に Ｐ Ｃ の 上 位 １ ６ ビ ッ ト が 格 納 さ れ 、 Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋

４ と な り ま す 。  

 

 

間接

0000_7FFFH 

0000_7F00H 
0000_7EFFH 

0000_0000H 

データ／ 
プログラムスタック／

ＳＦＲ空間 

0000_0100H 
0000_00FFH 

直接（ショート）／ビット操作命令
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２ - ２ プログラムカウンタ（ＰＣ）  

プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ （ Ｐ Ｃ ） は ３ ２ ビ ッ ト で 構 成 さ れ て 、 Ｐ Ｃ に よ り 、 ０ ０ ０ ０ _８ ０ ０ ０ ｈ ～ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ _

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ ｈ の 約 ４ Ｇ バ イ ト 空 間 が リ ニ ア に ア ク セ ス で き ま す 。  

Ｃ Ｐ Ｕ の 命 令 は 、 す べ て ２ バ イ ト を 単 位 と し て い る た め 、 最 下 位 ビ ッ ト は 無 効 で ０ と み な さ

れ ま す 。  

分 岐 命 令 ， サ ブ ル ー チ ン 命 令 の 実 行 時 、 割 り 込 み 受 け 付 け 時 や リ セ ッ ト 時 に は 、 各 動

作 に 応 じ た 値 が Ｐ Ｃ に 設 定 さ れ ま す 。  

各 動 作 に お け る Ｐ Ｃ の 設 定 デ ー タ を 表 ２ － ２ － １ に 示 し ま す 。  

 

表 ２ － ２ － １  Ｐ Ｃ 設 定 値  

動作の種類 ＰＣの値 

割
り
込
み 

リセット／ウォッチドッグタイマ 0000_8000H 
ベースタイマ 0000_8004H 
タイマ０ 0000_8008H 
INT0 0000_800CH 
 0000_8010H 
INT1 0000_8014H 
INT2／タイマ１／UART2 0000_8018H 
INT3／タイマ２／SMIIC0 0000_801CH 
INT4／タイマ３ 0000_8020H 
INT5／タイマ４／SIO1 0000_8024H 
USM0 0000_8028H 
PWM0 0000_802CH 
ADC／タイマ５ 0000_8030H 
INT6 0000_8034H 
INT7／SIO0 0000_8038H 
ポート０ 0000_803CH 
例外処理 0000_8080H 

無条件分岐命令 JMPF   a24 PC=a24 
JMP    Rb,Rs PC=Rb<<16＋Rs 

Rb：ベースレジスタの内容 
Rs：汎用レジスタの内容 

BR     r12 PC=PC+2+r12[-2048～+2047] 
BR    Rs PC=PC+2+Rs[-32768～+32768] 

Rs：汎用レジスタの内容 
条件分岐命令 BGE, BNC, BLT, BC, BGT, BHI, 

BLE, BLS, BPL, BNV, BMI, BV, 
BNZ, BZ，BN, BP 

PC=PC+nb+r12[-2048～+2048] 
または 
PC=PC+nb+r8[-128～+127] 
nb：命令のバイト数 

ＣＡＬＬ命令 CALLF  a24 PC=a24 
CALL   Rb,Rs 
ICALL   Rb,Rs 

PC=Rb<<16＋Rs 
Rb：ベースレジスタの内容 
Rs：汎用レジスタの内容 

CALLR  r12 
ICALLR  r12 

PC=PC+2+r12[-2048～+2047] 

CALLR  Rs 
ICALLR  Rs 

PC=PC+2+Rs[-32768～+32768] 

リターン命令 RET,IRET PC３２～0０=（SP） 
(SP)はスタックポインタの値 SP で指示され
るＲＡＭの内容 
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２ - ３ 汎 用 レジスタ  

２ - ３ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は １ ６ 本 の 汎 用 レ ジ ス タ （ Ｒ ０ ～ Ｒ １ ５ ） が 実 装 さ れ て い ま す 。  

バ イ ト モ ー ド で は 下 位 ８ ビ ッ ト の み 命 令 実 行 の 対 象 と な り ま す 。 ま た 、 バ イ ト モ ー ド で デ ー

タ を ロ ー ド す る と 上 位 ８ ビ ッ ト は ０ に な り ま す 。  

 

名前 別名 説明 

Ｒ０～Ｒ１３  １６ビットの汎用レジスタです。 

Ｒ１４ ＰＳＷ ＣＰＵの状態を示す１６ビットのレジスタとして使用します。 

Ｒ１５ ＳＰ サブルーチンスタックポインタとして暗示的に使用する１６ビットレジスタです。 

ＳＰのビット０は常に０で使用してください。 

 

２ - ３ - ２  Ｒ ０ ～ Ｒ ７  

各 演 算 で 使 用 さ れ 、 デ ー タ や ア ド レ ス の 値 を 格 納 す る １ ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

 

２ - ３ - ３  Ｒ ８  

① 各 演 算 で 使 用 さ れ 、 デ ー タ や ア ド レ ス の 値 を 格 納 す る １ ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② １ ワ ー ド Ｍ Ｏ Ｖ Ｆ 命 令 で ベ ー ス ア ド レ ス レ ジ ス タ と し て 使 用 さ れ ま す 。  

③ ２ ワ ー ド Ｍ Ｏ Ｖ Ｆ 命 令 で ベ ー ス ア ド レ ス レ ジ ス タ と し て 使 用 さ れ ま す 。  

④ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ ， Ｉ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ ， Ｊ Ｍ Ｐ 命 令 で Ｐ Ｃ ３ ２ ～ １ ６ 指 定 に 使 用 さ れ ま す 。  

 

２ - ３ - ４  Ｒ ９  

① 各 演 算 で 使 用 さ れ 、 デ ー タ や ア ド レ ス の 値 を 格 納 す る １ ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② ２ ワ ー ド Ｍ Ｏ Ｖ Ｆ 命 令 で ベ ー ス ア ド レ ス レ ジ ス タ と し て 使 用 さ れ ま す 。  

③ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ ， Ｉ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ ， Ｊ Ｍ Ｐ 命 令 で Ｐ Ｃ ３ ２ ～ １ ６ 指 定 に 使 用 さ れ ま す 。  

 

２ - ３ - ５  Ｒ １ ０ ～ Ｒ １ ３  

① 各 演 算 で 使 用 さ れ 、 デ ー タ や ア ド レ ス の 値 を 格 納 す る １ ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

② ２ ワ ー ド Ｍ Ｏ Ｖ Ｆ 命 令 で ベ ー ス ア ド レ ス レ ジ ス タ と し て 使 用 さ れ ま す 。  
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２ - ３ - ６  Ｒ １ ４ （ Ｐ Ｓ Ｗ ）  

Ｃ Ｐ Ｕ の 状 態 を 格 納 す る １ ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
 

ビット 記号 機能 

０ Ｚ８ データ転送・演算で、データの下位８ビットが０の時１になります。 

１ Ｚ１６ データ転送・演算で、データが０の時１になります。 

８ビット転送時はＺ８と同じ変化をします。 

２ ＣＹ 次の２つの場合で、データが変化します。 

・算術演算の結果、ビット１５からのキャリー／ボローが入ります。 
・シフト・ローテート命令で値が変化します。 

３ ＨＣ 算術演算の結果、ビット３からのキャリー・ボローが入ります。 

４ ＯＶ 演算のオーバーフローが入ります。 

５ Ｐ データ転送・演算でデータ１の総数が奇数の時１になります。 

６ Ｓ 最後に扱われたデータの最上位ビットを格納します。 

７ ＩＥ 割り込みの許可を行います。 

＊このビットが１でないとすべての割り込みはかかりません。 

８ ＩＬ０ 割り込みレベルを制御します。 

＊ＩＥ＝１の時、ＩＬ２～ＩＬ０で指定されたレベルより高いレベルの割り込み要求が
受け付けられます。 

９ ＩＬ１ 

１０ ＩＬ２ 

１１ ＷＳ 例外割り込み制御レジスタの書込み制御。（０／１：禁止／許可） 

１２ Ｎ０ Ｎ３～Ｎ０の値でレジスタ指定する命令で参照されます。 

データ転送・演算で使われた汎用レジスタのアドレスがここに入ります。 １３ Ｎ１ 

１４ Ｎ２ 

１５ Ｎ３ 
 
（ 注 ） Ｍ Ｕ Ｌ ･ Ｄ Ｉ Ｖ ･ Ｄ Ｉ Ｖ Ｌ Ｈ ･ Ｓ Ｄ Ｉ Ｖ ･ Ｓ Ｄ Ｉ Ｖ Ｌ Ｈ 命 令 実 行 時 の フ ラ グ 変 化 は 以 下 の よ う

に な り ま す 。  
Ｚ ８ , Ｚ １ ６ , Ｐ , Ｓ    …  演 算 結 果 の Ｒ ０ の 値 に 影 響 を 受 け 変 化 し ま す  
Ｈ Ｃ , Ｏ Ｖ , Ｎ ０ ～ Ｎ ３   …  ク リ ア さ れ ま す  
Ｃ Ｙ           …  Ｓ Ｄ Ｉ Ｖ ・ Ｓ Ｄ Ｉ Ｖ Ｌ Ｈ 命 令 時 は S フ ラ グ と 同 一 値 、 そ れ 以 外 の  

場 合 ク リ ア  
 

２ - ３ - ７  Ｒ １ ５ （ Ｓ Ｐ ）  

暗 示 的 に サ ブ ル ー チ ン の ス タ ッ ク ポ イ ン タ と し て 使 用 さ れ る １ ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

サ ブ ル ー チ ン ス タ ッ ク ポ イ ン タ と し て 使 用 さ れ る の で 、 Ｓ Ｐ の ビ ッ ト ０ は 常 に ０ に す る 必 要 が

あ り ま す 。  

Ｓ Ｐ の 値 は 以 下 の よ う に 変 化 し ま す 。  

① Ｐ Ｕ Ｓ Ｈ 命 令 実 行 時  ：  Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ｄ Ａ Ｔ Ａ ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ ２  

② Ｃ Ａ Ｌ Ｌ ， Ｃ Ａ Ｌ Ｌ Ｆ ，  

Ｃ Ａ Ｌ Ｌ Ｒ 命 令 実 行 時  ：  Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ｐ Ｃ Ｌ ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ ２ ，  

Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ｐ Ｃ Ｈ ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ ２  

③ Ｉ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ ， Ｉ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ Ｆ ，  

Ｉ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ Ｒ 命 令 実 行 時  ：  Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ｐ Ｃ Ｌ ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ ２ ，  

                   Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ｐ Ｃ Ｈ ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ ２ ，  

                   Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ＝ Ｐ Ｓ Ｗ ， Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ ＋ ２  

④ Ｐ Ｏ Ｐ 命 令 実 行 時  ：  Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － ２ ， Ｄ Ａ Ｔ Ａ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ）  

⑤ Ｒ Ｅ Ｔ 命 令 実 行 時  ：  Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － ２ ， Ｐ Ｃ Ｈ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ，  

Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － ２ ， Ｐ Ｃ Ｌ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ）  
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⑥ Ｉ Ｒ Ｅ Ｔ 命 令 実 行 時  ：  Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － ２ ， Ｐ Ｓ Ｗ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ，  

                   Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － ２ ， Ｐ Ｃ Ｈ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ） ，  

                   Ｓ Ｐ ＝ Ｓ Ｐ － ２ ， Ｐ Ｃ Ｌ ＝ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｓ Ｐ ）  

  ＊ Ｐ Ｃ Ｌ は Ｐ Ｃ （ プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ ） の ビ ッ ト ０ ～ １ ５ 、 Ｐ Ｃ Ｈ は Ｐ Ｃ の ビ ッ ト １ ６ ～ ３ １ を 示 す 。  

 

２ - ４ プログラムメモリ（ＲＯＭ）  

本 シ リ ー ズ は プ ロ グ ラ ム ／ デ ー タ 空 間 に 以 下 の よ う に 、 プ ロ グ ラ ム メ モ リ （ Ｒ Ｏ Ｍ ） を 内 蔵 し

て い ま す 。  

 

機種名 アドレス ＲＯＭサイズ 

ＬＣ８８Ｆ５８Ｂ０Ａ ００００_８０００H～０００２_７ＦＦＦ １２８Ｋバイト 

 

（ 注 ） 本 シ リ ー ズ は ０ ０ ０ ２ _ ７ Ｆ ０ ０ ～ ０ ０ ０ ２ _ ７ Ｆ Ｆ Ｆ の ２ ５ ６ バ イ ト を オ プ シ ョ ン 指 定 領 域

と し て 使 用 し ま す の で 、 こ の 領 域 は プ ロ グ ラ ム 領 域 と し て 使 用 す る こ と は で き ま  

せ ん 。  

 

２ - ５ データメモリ（ＲＡＭ）  

本 シ リ ー ズ は デ ー タ メ モ リ ま た は プ ロ グ ラ ム ス タ ッ ク 用 と し て 、 以 下 の よ う に Ｒ Ａ Ｍ を 内 蔵 し

て い ま す 。  

 

機種名 アドレス ＲＡＭサイズ 

ＬＣ８８Ｆ５８Ｂ０Ａ ００００_００００Ｈ～００００_１７ＦＦＨ ６１４４バイト 
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２ - ６ 特 殊 機 能 レジスタ（ＳＦＲ）  

本 シ リ ー ズ は 周 辺 機 能 を 制 御 す る た め の 特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） が ア ド レ ス ０ ０ ０ ０ _ ７

Ｆ ０ ０ Ｈ ～ ０ ０ ０ ０ _ ７ Ｆ Ｆ Ｆ Ｈ に 存 在 し て い ま す 。 Ｓ Ｆ Ｒ の 一 覧 を 表 ２ － ６ － １ に 示 し ま す 。 Ｓ Ｆ

Ｒ 内 の 各 レ ジ ス タ の 内 容 は 、 各 項 目 を 参 照 し て く だ さ い 。  

 

表 ２ － ６ － １   Ｓ Ｆ Ｒ 一 覧  

シンボル アドレス R/W 名称 初期値 

 7F00    

 7F01    

IL1L 7F02 R/W 割り込みレベル設定レジスタ１Ｌ 0000_0000 

IL1H 7F03 R/W 割り込みレベル設定レジスタ１Ｈ 0000_0000 

IL2L 7F04 R/W 割り込みレベル設定レジスタ２Ｌ 0000_0000 

IL2H 7F05 R/W 割り込みレベル設定レジスタ２Ｈ 0000_0000 

 7F06    

 7F07    

EXCPL 7F08 R/W 例外割り込み制御レジスタ下位 0000_0000 

EXCPH 7F09 R/W 例外割り込み制御レジスタ上位 LL00_L0L0 

OCR0 7F0A R/W 発振制御レジスタ０ 0000_0000 

OCR1 7F0B R/W 発振制御レジスタ１ 0L00_L000 

WDTCＲ 7F0C R/W ウォッチドッグタイマ制御レジスタ 0L00_0000 

RAND 7F0D  システム予約レジスタ  

BTCR 7F0E R/W ベースタイマ制御レジスタ 0000_0000 

PWRDET 7F0F  システム予約レジスタ  

T0LR 7F10 R/W タイマ０周期設定レジスタ下位 0000_0000 

T0HR 7F11 R/W タイマ０周期設定レジスタ上位 0000_0000 

T0CNT 7F12 R/W タイマ０制御レジスタ 0000_0000 

T0PR 7F13 R/W タイマ０プリスケーラ 0000_0000 

T1LR 7F14 R/W タイマ１周期設定レジスタ下位 0000_0000 

T1HR 7F15 R/W タイマ１周期設定レジスタ上位 0000_0000 

T1CNT 7F16 R/W タイマ１制御レジスタ 0000_0000 

T1PR 7F17 R/W タイマ１プリスケーラ 0000_0000 

T2LR 7F18 R/W タイマ２周期設定レジスタ下位 0000_0000 

T2HR 7F19 R/W タイマ２周期設定レジスタ上位 0000_0000 

T2L 7F1A R タイマ２カウンタ 0000_0000 

T2H 7F1B R タイマ２カウンタ 0000_0000 

T2CNT0 7F1C R/W タイマ２制御レジスタ０ 0000_0000 

T2CNT1 7F1D R/W タイマ２制御レジスタ１ LLL0_0000 

T2CNT2 7F1E R/W タイマ２制御レジスタ２ 000L_0000 

 7F1F    

ADCR 7F20 R/W ＡＤコンバータ制御レジスタ 0000_0000 

ADMR 7F21 R/W ＡＤコンバータモードレジスタ 0000_0000 

ADRL 7F22 R/W ＡＤコンバータ結果レジスタ下位 0000_0000 

ADRH 7F23 R/W ＡＤコンバータ結果レジスタ上位 0000_0000 

注 １ ． 空 欄 は 予 約 領 域 で す の で ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  

注 ２ ． シ ス テ ム 予 約 レ ジ ス タ は ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  
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シンボル アドレス R/W 名称 初期値 

 7F24    

 7F25    

 7F26    

 7F27    

T3LR 7F28 R/W タイマ３周期設定レジスタ下位 0000_0000 

T3HR 7F29 R/W タイマ３周期設定レジスタ上位 0000_0000 

T3L 7F2A R タイマ３カウンタ 0000_0000 

T3H 7F2B R タイマ３カウンタ 0000_0000 

T3CNT0 7F2C R/W タイマ３制御レジスタ０ 0000_0000 

T3CNT1 7F2D R/W タイマ３制御レジスタ１ LLLL_L000 

T3PR 7F2E R/W タイマ３プリスケーラ設定レジスタ 0000_0000 

 7F2F    

S0CNT 7F30 R/W ＳＩＯ０制御レジスタ 0000_0000 

S0BG 7F31 R/W ＳＩＯ０ボーレート制御レジスタ 0000_0000 

S0BUF 7F32 R/W ＳＩＯ０データバッファ 0000_0000 

S0INTVL 7F33 R/W ＳＩＯ０インターバルレジスタ 0000_0000 

S1CNT 7F34 R/W ＳＩＯ１制御レジスタ 0000_0000 

S1BG 7F35 R/W ＳＩＯ１ボーレート制御レジスタ 0000_0000 

S1BUF 7F36 R/W ＳＩＯ１データバッファ 0000_0000 

S1INTVL 7F37 R/W ＳＩＯ１インターバルレジスタ 0000_0000 

U0CR 7F38 R/W ＵＡＲＴ０制御レジスタ 0000_1000 

 7F39    

U0RXL 7F3A R/W ＵＡＲＴ０受信レジスタ下位 0000_0000 

U0RXH 7F3B R/W ＵＡＲＴ０受信レジスタ上位 LLLL_LL00 

U0TXL 7F3C R/W ＵＡＲＴ０送信レジスタ下位 0000_0000 

U0TXH 7F3D R/W ＵＡＲＴ０送信レジスタ下位 LLLL_LLH0 

 7F3E    

 7F3F    

P0LAT 7F40 R/W ポート０データラッチ 0000_0000 

P0IN 7F41 R ポート０入力アドレス XXXX_XXXX 

P0DDR 7F42 R/W ポート０方向制御レジスタ 0000_0000 

P0FSA 7F43 R/W ポート０機能制御レジスタＡ 0000_0000 

P1LAT 7F44 R/W ポート１データラッチ 0000_0000 

P1IN 7F45 R ポート１入力アドレス XXXX_XXXX 

P1DDR 7F46 R/W ポート１方向制御レジスタ 0000_0000 

P1FSA 7F47 R/W ポート１機能制御レジスタＡ 0000_0000 

P2LAT 7F48 R/W ポート２データラッチ 0000_0000 

P2IN 7F49 R ポート２入力アドレス XXXX_XXXX 

P2DDR 7F4A R/W ポート２方向制御レジスタ 0000_0000 

P2FSA 7F4B R/W ポート２機能制御レジスタＡ 0000_0000 

P3LAT 7F4C R/W ポート３データラッチ LLLL_0000 

P3IN 7F4D R ポート３入力アドレス LLLL_XXXX 

P3DDR 7F4E R/W ポート３方向制御レジスタ LLLL_0000 

P3FSA 7F4F R/W ポート３機能制御レジスタＡ LLLL_0000 

注 １ ． 空 欄 は 予 約 領 域 で す の で ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  

注 ２ ． シ ス テ ム 予 約 レ ジ ス タ は ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  
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シンボル アドレス R/W 名称 初期値 

P4LAT 7F50 R/W ポート４データラッチ 0000_0000 

P4IN 7F51 R ポート４入力アドレス XXXX_XXXX 

P4DDR 7F52 R/W ポート４方向制御レジスタ 0000_0000 

P4FSA 7F53 R/W ポート４機能制御レジスタＡ 0000_0000 

 7F54    

 7F55    

 7F56    

 7F57    

P6LAT 7F58 R/W ポート６データラッチ 0000_0000 

P6IN 7F59 R ポート６入力アドレス XXXX_XXXX 

P6DDR 7F5A R/W ポート６方向制御レジスタ 0000_0000 

 7F5B    

P7LAT 7F5C R/W ポート７データラッチ LLLL_L000 

P7IN 7F5D R ポート７入力アドレス LLLL_LXXX 

P7DDR 7F5E R/W ポート７方向制御レジスタ LLLL_L000 

 7F5F    

SMIC0CNT 7F60 R/W Ｉ２Ｃ制御レジスタ０ 0000_0000 

SMIC0STA 7F61 R/W Ｉ２Ｃステイタスレジスタ０ 0000_0000 

SMIC0BRG 7F62 R/W Ｉ２Ｃボーレート制御レジスタ０ 0000_0000 

SMIC0BUF 7F63 R/W Ｉ２Ｃデータバッファ０ 0000_0000 

 7F64    

 7F65    

 7F66    

 7F67    

SMIC0PCNT 7F68 R/W Ｉ２Ｃポート制御レジスタ０ LLLL_0000 

 7F69    

 7F6A    

 7F6B    

U2CNT0 7F6C R/W ＵＡＲＴ２制御レジスタ０ 0010_0000 

U2CNT1 7F6D R/W ＵＡＲＴ２制御レジスタ１ 0000_0000 

U2TBUF 7F6E R/W ＵＡＲＴ２送信データレジスタ 0000_0000 

U2RBUF 7F6F R ＵＡＲＴ２受信データレジスタ 0000_0000 

 7F70    

 7F71    

 7F72    

 7F73    

U2BG 7F74 R/W ＵＡＲＴ２ボーレート制御レジスタ 0000_0000 

 7F75    

FSR0 7F76  システム予約レジスタ  

 7F77    

 7F78    

 7F79    

 7F7A    

 7F7B    

注 １ ． 空 欄 は 予 約 領 域 で す の で ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  

注 ２ ． シ ス テ ム 予 約 レ ジ ス タ は ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  
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シンボル アドレス R/W 名称 初期値 

 7F7C    

 7F7D    

 7F7E    

 7F7F    

USM0CTL 7F80 R/W ＵＳＭ０制御レジスタ 0000_0000 

USM0NPH 7F81 R/W ＵＳＭ０ＰＨＡＳＥ数設定レジスタ 0000_0000 

USM0TWL 7F82 R/W ＵＳＭ０周期設定レジスタ下位 0000_0000 

USM0TWH 7F83 R/W ＵＳＭ０周期設定レジスタ上位 00LL_0000 

USM0LPL 7F84 R/W ＵＳＭ０ＬＯＷ期間設定レジスタ下位 0000_0000 

USM0LPH 7F85 R/W ＵＳＭ０ＬＯＷ期間設定レジスタ上位 L00L_LL00 

USM0PSF 7F86 R/W ＵＳＭ０出力波形設定レジスタ 0000_L000 

 7F87    

USM0PLLC 7F88 R/W ＵＳＭ０用ＰＬＬ制御レジスタ 0L00_0000 

 7F89    

 7F8A    

 7F8B    

 7F8C    

 7F8D    

 7F8E    

 7F8F    

 7F90    

 7F91    

 7F92    

 7F93    

 7F94    

 7F95    

 7F96    

 7F97    

 7F98    

 7F99    

 7F9A    

 7F9B    

 7F9C    

 7F9D    

 7F9E    

 7F9F    

T4LR 7FA0 R/W タイマ４周期設定レジスタ下位 0000_0000 

T4HR 7FA1 R/W タイマ４周期設定レジスタ上位 0000_0000 

T5LR 7FA2 R/W タイマ５周期設定レジスタ下位 0000_0000 

T5HR 7FA3 R/W タイマ５周期設定レジスタ上位 0000_0000 

T45CNT 7FA4 R/W タイマ４５制御レジスタ 0000_0000 

 7FA5    

 7FA6    

 7FA7    

注 １ ． 空 欄 は 予 約 領 域 で す の で ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  

注 ２ ． シ ス テ ム 予 約 レ ジ ス タ は ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  
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シンボル アドレス R/W 名称 初期値 

 7FA8    

 7FA9    

PWM0AL 7FAA R/W ＰＷＭ０ＡコンペアレジスタＬ 0000_LLLL 

PWM0AH 7FAB R/W ＰＷＭ０ＡコンペアレジスタＨ 0000_0000 

PWM0BL 7FAC R/W ＰＷＭ０ＢコンペアレジスタＬ 0000_LLLL 

PWM0BH 7FAD R/W ＰＷＭ０ＢコンペアレジスタＨ 0000_0000 

PWM0C 7FAE R/W ＰＷＭ０制御レジスタ 0000_0000 

PWM0PR 7FAF R/W ＰＷＭ０プリスケーラ 0000_0000 

 7FB0    

 7FB1    

 7FB2    

 7FB3    

 7FB4    

 7FB5    

TMCLK0 7FB6 R/W タイマクロック設定レジスタ０ 0000_00L0 

 7FB7    

 7FB8    

 7FB9    

 7FBA    

 7FBB    

 7FBC    

 7FBD    

 7FBE    

 7FBF    

 7FC0    

 7FC1    

 7FC2    

 7FC3    

 7FC4    

 7FC5    

 7FC6    

 7FC7    

PALAT 7FC8 R/W ポートＡデータラッチ 0000_0000 

PAIN 7FC9 R ポートＡ入力アドレス XXXX_XXXX 

PADDR 7FCA R/W ポートＡ方向制御レジスタ 0000_0000 

PAFSA 7FCB R/W ポートＡ機能制御レジスタＡ 0000_0000 

 7FCC    

 7FCD    

 7FCE    

 7FCF    

PCLAT 7FD0 R/W ポートＣデータラッチ LLLL_L000 

PCIN 7FD1 R ポートＣ入力アドレス LLLL_LXXX 

PCDDR 7FD2 R/W ポートＣ方向制御レジスタ LLLL_L000 

 7FD3    

注 １ ． 空 欄 は 予 約 領 域 で す の で ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  

注 ２ ． シ ス テ ム 予 約 レ ジ ス タ は ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  
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シンボル アドレス R/W 名称 初期値 

 7FD4    

 7FD5    

 7FD6    

 7FD7    

INT01CR 7FD8 R/W ＩＮＴ０１制御レジスタ 0000_0000 

INT23CR 7FD9 R/W ＩＮＴ２３制御レジスタ 0000_0000 

INT45CR 7FDA R/W ＩＮＴ４５制御レジスタ 0000_0000 

INT67CR 7FDB R/W ＩＮＴ６７制御レジスタ 0000_0000 

IRQREG0 7FDC  システム予約レジスタ  

IRQREG1 7FDD  システム予約レジスタ１  

 7FDE    

 7FDF    

RTS1ADRL 7FE0 R/W ＲＴＳ１ベースアドレスレジスタ下位 0000_0000 

RTS1ADRH 7FE1 R/W ＲＴＳ１ベースアドレスレジスタ上位 LLL0_0000 

RTS2ADRL 7FE2 R/W ＲＴＳ２ベースアドレスレジスタ下位 0000_0000 

RTS2ADRH 7FE3 R/W ＲＴＳ２ベースアドレスレジスタ上位 LLL0_0000 

RTS1CTR 7FE4 R/W ＲＴＳ１転送回数設定レジスタ 0000_0000 

RTS2CTR 7FE5 R/W ＲＴＳ２転送回数設定レジスタ 0000_0000 

 7FE6    

 7FE7    

 7FE8    

 7FE9    

 7FEA    

 7FEB    

 7FEC    

 7FED    

 7FEE    

 7FEF    

 7FF0    

P1FSB 7FF1 R/W ポート１機能制御レジスタＢ 0000_0000 

P2FSB 7FF2 R/W ポート２機能制御レジスタＢ 0000_0000 

P3FSB 7FF3 R/W ポート３機能制御レジスタＢ LLLL_0000 

P4FSB 7FF4 R/W ポート４機能制御レジスタＢ 0000_0000 

 7FF5    

P6FSB 7FF6 R/W ポート６機能制御レジスタＢ 0000_0000 

P7FSB 7FF7 R/W ポート７機能制御レジスタＢ LLLL_L000 

 7FF8    

 7FF9    

PAFSB 7FFA R/W ポートＡ機能制御レジスタＢ 0000_0000 

 7FFB    

 7FFC    

 7FFD    

RTSTST 7FFE R/W ＲＴＳテストレジスタ 0000_0000 

RTSCNT 7FFF R/W ＲＴＳ制御レジスタ LL00_0000 

注 １ ． 空 欄 は 予 約 領 域 で す の で ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  

注 ２ ． シ ス テ ム 予 約 レ ジ ス タ は ア ク セ ス し な い で く だ さ い 。  
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３ 周辺システム構成  

３ -１ ポート０  

３ -１ -１  概 要  

ポート０は、プログラマブル・プルアップ抵 抗 付 きの８ビットの入 出 力 ポートです。データラ

ッチ，データディレクションレジスタ，機 能 制 御 レジスタ、制 御 回 路 で構 成 され、入 出 力

方 向 とプルアップ抵 抗 をデータディレクションレジスタにより１ビット毎 に設 定 できます。  

Ｐ０ｎ （ ｎ＝０～５）は、外 部 割 り込 み端 子 としても使 用 でき、ＨＯＬＤ／ＨＯＬＤＸモードの

解 除 も可 能 です。  

Ｐ０６、Ｐ０７端 子 はタイマ０のＰＷＭ出 力 ポートとして使 用 することができます。  

 

３ -１ -２  機 能  

①入 出 力 ポート（８ビット：Ｐ００～Ｐ０７）  

・ポート０データラッチ（Ｐ０ＬＡＴ ： ７Ｆ ４０ ）でポート出 力 データの制 御 ，ポート０データ

ディレクションレジスタ（Ｐ０ＤＤＲ：ＦＥ４２）で入 出 力 方 向 を制 御 します。  

・端 子 に入 力 されたデータはポート０入 力 アドレス（Ｐ０ ＩＮ ：７Ｆ４１ ）を通 して読 み込 め

ます  

・プログラマブル・プルアップ抵 抗 が、各 ポートに付 いています。  

 

②割 り込 み端 子 機 能  

・Ｐ０ ＩＥ （Ｐ０ＦＳＡ：７Ｆ４３のビット０）が“１ ”の時 、対 応 するＰ０ＤＤＲ＜ｎ＞が“０”のＰ０

０～Ｐ０３端 子 のどれか１つのＬレベルを入 力 するとＰ０ＦＬＧ（ （Ｐ０ＦＳＡ：７Ｆ４３のビッ

ト１）に１がセットされＨＯＬＤ／ＨＯＬＤＸモード解 除 とベクタアドレス８０３ＣＨへの割 り

込 み要 求 を行 います。  

・ Ｐ ０４ Ｉ Ｅ （ Ｐ０ＦＳＡ： ７Ｆ４３のビット２ ）が“１ ”の時 、Ｐ０４端 子 にＰ０４ Ｉ Ｌ （ （ Ｐ０ＦＳＡ：７

Ｆ４３のビット４ ）で指 定 されたレベルを入 力 するとＰ０４ＦＬＧ （ （ Ｐ ０ＦＳＡ： ７Ｆ４３のビ

ット ３ ）に１がセットされＨＯＬＤ／ＨＯＬＤＸモード解 除 とベクタアドレス８０ ３ＣＨへの

割 り込 み要 求 を行 います。  

・ Ｐ ０５ Ｉ Ｅ （ Ｐ０ＦＳＡ： ７Ｆ４３のビット５ ）が“１ ”の時 、Ｐ０５端 子 にＰ０５ Ｉ Ｌ （ （ Ｐ０ＦＳＡ：７

Ｆ４３のビット７ ）で指 定 されたレベルを入 力 するとＰ０５ＦＬＧ （ （ Ｐ ０ＦＳＡ： ７Ｆ４３のビ

ット ６ ）に１がセットされＨＯＬＤ／ＨＯＬＤＸモード解 除 とベクタアドレス８０ ３ＣＨへの

割 り込 み要 求 を行 います。  

 

③兼 用 機 能  

・Ｐ０６、Ｐ０７はタイマ０ＰＷＭ出 力 （Ｔ０ＰＷＭＬ、Ｔ０ＰＷＭＨ）とのＯＲを出 力 します。  

モードによりＰＷＭ動 作 しない場 合 のＴ０ＰＷＭＬ、Ｔ０ＰＷＭＨ出 力 は０です。  

・Ｐ０７はＵＡＲＴ０のボーレートクロックの入 力 を兼 用 します。  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F40 0000 0000 R/W P0LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F41 XXXX XXXX R P0IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F42 0000 0000 R/W P0DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F43 0000 0000 R/W P0FSA P05IL P05FLG P05IE P04IL P04FLG P04IE P0FLG P0IE 

 



ポート０  
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３ -１ -３  関 連 レジスタ  

３ -１ -３ -１  ポート０データラッチ（Ｐ０ＬＡＴ ）  

①ポート０の出 力 データとプルアップ抵 抗 とポート０割 り込 みの制 御 を行 う８ビットのレジ

スタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F40 0000 0000 R/W P0LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ -１ -３ -２  ポート０入 力 アドレス（Ｐ０ ＩＮ ）  

①ポート０の端 子 データの読 み込 みを行 うアドレスです。  

②ポート０のデータの読 み込 みは、ポートの入 出 力 状 態 にかかわらず、常 に可 能 です。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F41 XXXX XXXX R P0IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ -１ -３ -３  ポート０データディレクションレジスタ（Ｐ０ＤＤＲ）  

①ポート０の入 出 力 方 向 の制 御 をビット毎 に行 う８ビットのレジスタです。ビットＰ０ＤＤＲ

＜ｎ＞が“１ ”の時 、ポートＰ０ｎは出 力 モードになり、ビットＰ０ＤＤＲ＜ｎ＞が“０ ”の時 、

ポートＰ０ｎは入 力 モードになります。  

②ビットＰ０ＤＤＲ＜ｎ＞が“０”で、ポート０データラッチのビットＰ０ｎが“１”の時 、ポートＰ０ｎ

はプルアップ抵 抗 付 き入 力 となります。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F42 0000 0000 R/W P0DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ -１ -３ -４  ポート０機 能 制 御 レジスタＡ（Ｐ０ＦＳＡ）  

①ポート０割 り込 みの制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F43 0000 0000 R/W P0FSA P05IL P05FLG P05IE P04IL P04FLG P04IE P0FLG P0IE 

 
Ｐ０５ ＩＬ （ビット７） ：Ｐ０５割 り込 みの検 出 モード  

このビットが“１”の時 、Ｈレベルを検 出 します。  

このビットが“０”の時 、Ｌレベルを検 出 します。  

 

Ｐ０５ＦＬＧ（ビット６） ：Ｐ０５割 り込 み検 出 フラグ  

Ｐ０５割 り込 みの条 件 が満 たされると“１”がセットされます。  

このビットはＰ０ＦＳＡレジスタに書 き込 みを行 うと自 動 的 に“０”になります。  

 

Ｐ０５ ＩＥ （ビット５） ：Ｐ０５割 り込 み動 作 制 御  

このビットが“１”の時 、Ｐ０５割 り込 みが動 作 します。  

このビットとＰ０５ＦＬＧがともに“１ ”の時 、ＨＯＬＤ／ＨＯＬＤモードＸ解 除 信 号 とベク

タアドレス８０３ＣＨへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

 

Ｐ０４ ＩＬ （ビット４） ：Ｐ０４割 り込 みの検 出 モード  

このビットが“１”の時 、Ｈレベルを検 出 します。  

このビットが“０”の時 、Ｌレベルを検 出 します。  
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Ｐ ０ ４ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｐ ０ ４ 割 り 込 み 検 出 フ ラ グ  

Ｐ ０ ４ 割 り 込 み の 条 件 が 満 た さ れ る と “ １ ” が セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は Ｐ ０ Ｆ Ｓ Ａ レ ジ ス タ に 書 き 込 み を 行 う と 自 動 的 に “ ０ ” に な り ま す 。  

 

Ｐ ０ ４ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｐ ０ ４ 割 り 込 み 動 作 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ ０ ４ 割 り 込 み が 動 作 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト と Ｐ ０ ４ Ｆ Ｌ Ｇ が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク

タ ア ド レ ス ８ ０ ３ Ｃ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｐ ０ Ｌ 割 り 込 み 検 出 フ ラ グ  

Ｐ ０ Ｌ 割 り 込 み の 条 件 が 満 た さ れ る と “ １ ” が セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は Ｐ ０ Ｆ Ｓ Ａ レ ジ ス タ に 書 き 込 み を 行 う と 自 動 的 に “ ０ ” に な り ま す 。  

 

Ｐ ０ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ ０ Ｌ 割 り 込 み 動 作 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ ＜ ｎ ＞ が “ ０ ” 設 定 さ れ た Ｐ ０ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ３ ） に 対 し Ｐ ０

Ｌ 割 り 込 み 検 出 が 動 作 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト と Ｐ ０ Ｆ Ｌ Ｇ が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ

ア ド レ ス ８ ０ ３ Ｃ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

３ - １ - ４  レ ジ ス タ 設 定 毎 の ポ ー ト 状 態  

レジスタデータ ポートＰ０ｎの状態 

Ｐ０ＬＡＴ＜ｎ＞ Ｐ０ＤＤＲ＜ｎ＞ 入力 出力 

０ ０ 可能 オープン 

１ ０ 可能 内蔵プルアップ抵抗 

０ １ 可能 ＬＯＷ 

１ １ 可能 ＨＩＧＨ 

 

３ - １ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 突 入 時 の

状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３ - ２ ポート１  

３ - ２ - １  概 要  

ポ ー ト １ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ８ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ ／ Ｂ 、 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入

出 力 方 向 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

 

３ - ２ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ８ ビ ッ ト ： Ｐ １ ０ ～ Ｐ １ ７ ）  

・ ポ ー ト １ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ １ Ｌ Ａ Ｔ ： ７ Ｆ ４ ４ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト １ デ ー タ

デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ ： ７ Ｆ ４ ６ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  

ま た 、 ポ ー ト １ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ （ Ｐ １ Ｆ Ｓ Ａ ： ７ Ｆ ４ ７ ） 、 ポ ー ト １ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ

（ Ｐ １ Ｆ Ｓ Ｂ ： ７ Ｆ Ｆ １ ） を 制 御 す る こ と に よ り 各 種 出 力 モ ー ド に 対 応 し ま す 。  

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  
 

② 兼 用 機 能  

・ Ｐ １ ０ ～ Ｐ １ ２ は Ｓ Ｉ Ｏ ０ 通 信 機 能 を 兼 用 し ま す 。  

・ Ｐ １ ３ ～ Ｐ １ ４ は Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ へ の 入 出 力 を 兼 用 し ま す 。  

・ Ｐ １ ４ ～ Ｐ １ ５ は タ イ マ ３ の Ｐ Ｗ Ｍ ／ ト グ ル 出 力 を 兼 用 し ま す 。  

・ Ｐ １ ６ ～ Ｐ １ ７ は Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ の 入 出 力 を 兼 用 し ま す 。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F44 0000 0000 R/W P1LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F45 XXXX XXXX R P1IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F46 0000 0000 R/W P1DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F47 0000 0000 R/W P1FSA BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF1 0000 0000 R/W P1FSB BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ２ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ２ - ３ - １  ポ ー ト １ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ １ Ｌ Ａ Ｔ ）  

① ポ ー ト １ の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F44 0000 0000 R/W P1LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ２ - ３ - ２  ポ ー ト １ 入 力 ア ド レ ス （ Ｐ １ Ｉ Ｎ ）  

①  ポ ー ト １ の 端 子 デ ー タ の 読 み 込 み を 行 う ア ド レ ス で す 。  

②  反 転 入 力 指 定 さ れ た ポ ー ト は 端 子 の 反 転 デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。  

③  ポ ー ト １ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F45 XXXX XXXX R P1IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 
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３ - ２ - ３ - ３  ポ ー ト １ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト １ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F46 0000 0000 R/W P1DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ２ - ３ - ４  ポ ー ト １ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ （ Ｐ １ Ｆ Ｓ Ａ ）  

① ポ ー ト １ の 機 能 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F47 0000 0000 R/W P1FSA BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ２ - ３ - ５  ポ ー ト １ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ （ Ｐ １ Ｆ Ｓ Ｂ ）  

① ポ ー ト １ の 機 能 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF1 0000 0000 R/W P1FSB BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ２ - ４  レ ジ ス タ 設 定 毎 の ポ ー ト 状 態  

（ 注 ） 兼 用 機 能 へ の 入 力 は 端 子 デ ー タ が 取 り 込 ま れ ま す 。  

 

３ - ２ - ４ - １  Ｐ １ ０ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ１０の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜０＞ Ｐ１ＦＳＢ＜０＞ Ｐ１ＬＡＴ＜０＞ Ｐ１ＤＤＲ＜０＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＳＩＯ０データ 

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＳＩＯ０データ 

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＳＩＯ０データ 

（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＳＩＯ０データ 

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  － オープン 
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３ - ２ - ４ - ２  Ｐ １ １ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ１１の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜１＞ Ｐ１ＦＳＢ＜１＞ Ｐ１ＬＡＴ＜１＞ Ｐ１ＤＤＲ＜１＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＳＩＯ０データ） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＳＩＯ０データ 

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＳＩＯ０データ（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＳＩＯ０データ 

（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  ＳＩＯ０データ 

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 

 

 

３ - ２ - ４ - ３  Ｐ １ ２ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ１２の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜２＞ Ｐ１ＦＳＢ＜２＞ Ｐ１ＬＡＴ＜２＞ Ｐ１ＤＤＲ＜２＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＳＩＯ０クロック） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＳＩＯ０クロック 

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＳＩＯ０クロック（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＳＩＯ０クロック 

（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  ＳＩＯ０クロック 

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 
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３ - ２ - ４ - ４  Ｐ １ ３ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ１３の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜３＞ Ｐ１ＦＳＢ＜３＞ Ｐ１ＬＡＴ＜３＞ Ｐ１ＤＤＲ＜３＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＵＡＲＴ０送信データ出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＵＡＲＴ０送信データ出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＵＡＲＴ０送信データ出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＵＡＲＴ０送信データ出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン） 

１ １ １ １ 可能  － オープン 
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３ - ２ - ４ - ５  Ｐ １ ４ の 状 態

レジスタデータ ポートＰ１４の状態

Ｐ１ＦＳＡ＜４＞ Ｐ１ＦＳＢ＜４＞ Ｐ１ＬＡＴ＜４＞ Ｐ１ＤＤＲ＜４＞ 端子データの

読み込み

兼用機能への入力

（ＵＡＲＴ０）

出力

０ ０ ０ ０ 可能 可能 オープン

０ ０ １ ０ 可能 可能 内蔵プルアップ抵抗

０ ０ ０ １ 可能 可能 ＬＯＷ

０ ０ １ １ 可能 可能 ＨＩＧＨ

０ １ ０ ０ 可能 可能 ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ）

０ １ １ ０ 可能 可能 ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ）

０ １ ０ １ 可能 可能 ＬＯＷ

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン

１ ０ ０ ０ 可能 可能 ＬＯＷ

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） タイマ３Ｌ出力

（ＣＭＯＳ反転）

１ ０ ０ １ 可能 可能 タイマ３Ｌ出力

（ＣＭＯＳ）

１ ０ １ １ 可能 可能 ＨＩＧＨ

１ １ ０ ０ 可能 可能 ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ）

１ １ １ ０ 可能 可能 タイマ３Ｌ出力

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ）

１ １ ０ １ 可能 可能 タイマ３Ｌ出力

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能 可能 オープン

３ - ２ - ４ - ６  Ｐ １ ５ の 状 態

レジスタデータ ポートＰ１５の状態

Ｐ１ＦＳＡ＜５＞ Ｐ１ＦＳＢ＜５＞ Ｐ１ＬＡＴ＜５＞ Ｐ１ＤＤＲ＜５＞ 端子データの

読み込み

兼用機能への入力

（なし）

出力

０ ０ ０ ０ 可能 － オープン

０ ０ １ ０ 可能 － 内蔵プルアップ抵抗

０ ０ ０ １ 可能 － ＬＯＷ

０ ０ １ １ 可能 － ＨＩＧＨ

０ １ ０ ０ 可能 － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ）

０ １ １ ０ 可能 － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ）

０ １ ０ １ 可能 － ＬＯＷ

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン

１ ０ ０ ０ 可能 － ＬＯＷ

１ ０ １ ０ 可能（反転） － タイマ３Ｈ出力

（ＣＭＯＳ反転）

１ ０ ０ １ 可能 － タイマ３Ｈ出力

（ＣＭＯＳ）

１ ０ １ １ 可能 － ＨＩＧＨ

１ １ ０ ０ 可能 － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ）

１ １ １ ０ 可能 － タイマ３Ｈ出力

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ）

１ １ ０ １ 可能 － タイマ３Ｈ出力

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能 － オープン
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３ - ２ - ４ - ７  Ｐ １ 6 の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ１６の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜６＞ Ｐ１ＦＳＢ＜６＞ Ｐ１ＬＡＴ＜６＞ Ｐ１ＤＤＲ＜６＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＵＡＲＴ２受信） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  オープン 

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 

 

 

３ - ２ - ４ - ８  Ｐ １ ７ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ１７の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜７＞ Ｐ１ＦＳＢ＜７＞ Ｐ１ＬＡＴ＜７＞ Ｐ１ＤＤＲ＜７＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への 

入力（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＵＡＲＴ２送信データ出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＵＡＲＴ２送信データ出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＵＡＲＴ２送信データ出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＵＡＲＴ２送信データ出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン） 

１ １ １ １ 可能  － オープン 

 

３ - ２ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 突 入 時 の

状 態 を 保 持 し ま す 。
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３ - ３ ポート２  

３ - ３ - １  概 要  

ポ ー ト ２ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ８ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ ／ Ｂ 、 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入

出 力 方 向 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

 

３ - ３ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ８ ビ ッ ト ： Ｐ ２ ０ ～ Ｐ ２ ７ ）  

・ ポ ー ト ２ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ２ Ｌ Ａ Ｔ ： ７ Ｆ ４ ８ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト ２ デ ー タ

デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ： ７ Ｆ ４ Ａ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  

ま た 、 ポ ー ト ２ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ （ Ｐ ２ Ｆ Ｓ Ａ ： ７ Ｆ ４ Ｂ ） 、 ポ ー ト ２ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ

（ Ｐ ２ Ｆ Ｓ Ｂ ： ７ Ｆ Ｆ ２ ） を 制 御 す る こ と に よ り 各 種 出 力 モ ー ド に 対 応 し ま す 。  

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  
 

② 兼 用 機 能  

・ Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ は 外 部 割 込 み 入 力 （ Ｉ Ｎ Ｔ ４ ， Ｉ Ｎ Ｔ ５ ） を 兼 用 し ま す 。  

・ Ｐ ２ ２ ， Ｐ ２ ３ ， Ｐ ２ ４ は シ ン グ ル マ ス タ Ｉ ２ Ｃ 通 信 機 能 を 兼 用 し ま す 。  

・ Ｐ ２ ５ は タ イ マ ４ 出 力 を 兼 用 し ま す 。  

・ Ｐ ２ ６ は タ イ マ ５ 出 力 を 兼 用 し ま す 。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F48 0000 0000 R/W P2LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F49 XXXX XXXX R P2IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4A 0000 0000 R/W P2DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4B 0000 0000 R/W P2FSA BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF2 0000 0000 R/W P2FSB BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ３ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ３ - ３ - １  ポ ー ト ２ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ２ Ｌ Ａ Ｔ ）  

① ポ ー ト ２ の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F48 0000 0000 R/W P2LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ３ - ３ - ２  ポ ー ト ２ 入 力 ア ド レ ス （ Ｐ ２ Ｉ Ｎ ）  

①  ポ ー ト ２ の 端 子 デ ー タ の 読 み 込 み を 行 う ア ド レ ス で す 。  

②  反 転 入 力 指 定 さ れ た ポ ー ト は 端 子 の 反 転 デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。  

③  ポ ー ト ２ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F49 XXXX XXXX R P2IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

 

 

 

 



L C 8 8 5 8 0 0  第 ３ 章  

3-11 

３ - ３ - ３ - ３  ポ ー ト ２ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト ２ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4A 0000 0000 R/W P2DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ３ - ３ - ４  ポ ー ト ２ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ （ Ｐ ２ Ｆ Ｓ Ａ ）  

① ポ ー ト ２ の 機 能 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4B 0000 0000 R/W P2FSA BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ３ - ３ - ５  ポ ー ト ２ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ （ Ｐ ２ Ｆ Ｓ Ｂ ）  

① ポ ー ト ２ の 機 能 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF2 0000 0000 R/W P2FSB BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ３ - ４  レ ジ ス タ 設 定 毎 の ポ ー ト 状 態  

（ 注 ） 兼 用 機 能 へ の 入 力 は 端 子 デ ー タ が 取 り 込 ま れ ま す 。  

 

３ - ３ - ４ - １  Ｐ ２ ０ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ２０の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜０＞ Ｐ２ＦＳＢ＜０＞ Ｐ２ＬＡＴ＜０＞ Ｐ２ＤＤＲ＜０＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＩＮＴ４入力） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ）

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ）

１ １ ０ １ 可能  可能  オープン 

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 
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３ - ３ - ４ - ２  Ｐ ２ １ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ２１の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜１＞ Ｐ２ＦＳＢ＜１＞ Ｐ２ＬＡＴ＜１＞ Ｐ２ＤＤＲ＜１＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＩＮＴ５入力） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  オープン 

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 

 

 

３ - ３ - ４ - ３  Ｐ ２ ２ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ２２の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜２＞ Ｐ２ＦＳＢ＜２＞ Ｐ２ＬＡＴ＜２＞ Ｐ２ＤＤＲ＜２＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＳＭＩＩＣクロック） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＳＭＩＩＣクロック出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＳＭＩＩＣクロック出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＳＭＩＩＣクロック出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  ＳＭＩＩＣクロック出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 
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３ - ３ - ４ - ４  Ｐ ２ ３ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ２３の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜３＞ Ｐ２ＦＳＢ＜３＞ Ｐ２ＬＡＴ＜３＞ Ｐ２ＤＤＲ＜３＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＳＭＩＩＣデータ） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＳＭＩＩＣデータ出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＳＭＩＩＣデータ出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＳＭＩＩＣデータ出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  ＳＭＩＩＣデータ出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 

 

 

３ - ３ - ４ - ５  Ｐ ２ ４ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ２４の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜４＞ Ｐ２ＦＳＢ＜４＞ Ｐ２ＬＡＴ＜４＞ Ｐ２ＤＤＲ＜４＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＳＭＩＩＣデータ出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＳＭＩＩＣデータ出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＳＭＩＩＣデータ出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＳＭＩＩＣデータ出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  － オープン 
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３ - ３ - ４ - ６  Ｐ ２ ５ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ２５の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜５＞ Ｐ２ＦＳＢ＜５＞ Ｐ２ＬＡＴ＜５＞ Ｐ２ＤＤＲ＜５＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － LOW 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － タイマ４出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － タイマ４出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － タイマ４出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － タイマ４出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  － オープン 

 

 

３ - ３ - ４ - ７  Ｐ ２ ６ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ２６の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜６＞ Ｐ２ＦＳＢ＜６＞ Ｐ２ＬＡＴ＜６＞ Ｐ２ＤＤＲ＜６＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － タイマ５出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － タイマ５出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － タイマ５出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － タイマ５出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  － オープン 
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３ - ３ - ４ - ８  Ｐ ２ ７ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ２７の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜７＞ Ｐ２ＦＳＢ＜７＞ Ｐ２ＬＡＴ＜７＞ Ｐ２ＤＤＲ＜７＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － オープン 

１ １ １ １ 可能  － オープン 

 

３ - ３ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 突 入 時 の

状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３ - ４ ポート３  

３ - ４ - １  概 要  

ポ ー ト ３ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ４ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ ／ Ｂ 、 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入

出 力 方 向 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

 

３ - ４ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ４ ビ ッ ト ： Ｐ ３ ０ ～ Ｐ ３ ３ ）  

・ ポ ー ト ３ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ３ Ｌ Ａ Ｔ ： ７ Ｆ ４ Ｃ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト ３ デ ー タ

デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ３ Ｄ Ｄ Ｒ ： ７ Ｆ ４ Ｅ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  

ま た 、 ポ ー ト ３ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ （ Ｐ ３ Ｆ Ｓ Ａ ： ７ Ｆ ４ Ｆ ） 、 ポ ー ト ３ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ

（ Ｐ ３ Ｆ Ｓ Ｂ ： ７ Ｆ Ｆ ３ ） を 制 御 す る こ と に よ り 各 種 出 力 モ ー ド に 対 応 し ま す 。  

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  
 

② 兼 用 機 能  

・ Ｐ ３ ０ ～ Ｐ ３ ３ は 外 部 割 込 み 入 力 （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ ～ Ｉ Ｎ Ｔ ３ ） を 兼 用 し ま す 。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

7F4C LLLL 0000 R/W P3LAT - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

7F4D LLLL XXXX R P3IN - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

7F4E LLLL 0000 R/W P3DDR - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

7F4F LLLL 0000 R/W P3FSA - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

7FF3 LLLL 0000 R/W P3FSB - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0

 

３ - ４ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ４ - ３ - １  ポ ー ト ３ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ３ Ｌ Ａ Ｔ ）  

① ポ ー ト ３ の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ４ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4C LLLL 0000 R/W P3LAT - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ４ - ３ - ２  ポ ー ト ３ 入 力 ア ド レ ス （ Ｐ ３ Ｉ Ｎ ）  

①  ポ ー ト ３ の 端 子 デ ー タ の 読 み 込 み を 行 う ア ド レ ス で す 。  

②  反 転 入 力 指 定 さ れ た ポ ー ト は 端 子 の 反 転 デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。  

③  ポ ー ト ３ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4D LLLL XXXX R P3IN - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 
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３ - ４ - ３ - ３  ポ ー ト ３ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ３ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト ３ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ４ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4E LLLL 0000 R/W P3DDR - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ４ - ３ - ４  ポ ー ト ３ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ （ Ｐ ３ Ｆ Ｓ Ａ ）  

① ポ ー ト ３ の 機 能 制 御 を 行 う ４ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4F LLLL 0000 R/W P3FSA - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ４ - ３ - ５  ポ ー ト ３ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ （ Ｐ ３ Ｆ Ｓ Ｂ ）  

① ポ ー ト ３ の 機 能 制 御 を 行 う ４ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF3 LLLL 0000 R/W P3FSB - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ４ - ４  レ ジ ス タ 設 定 毎 の ポ ー ト 状 態  

（ 注 ） 兼 用 機 能 へ の 入 力 は 端 子 デ ー タ が 取 り 込 ま れ ま す 。  

 

３ - ４ - ４ - １  Ｐ ３ ０ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ３０の状態 

Ｐ３ＦＳＡ＜０＞ Ｐ３ＦＳＢ＜０＞ Ｐ３ＬＡＴ＜０＞ Ｐ３ＤＤＲ＜０＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＩＮＴ０入力） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  オープン 

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 
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３ - ４ - ４ - ２  Ｐ ３ １ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ３１の状態 

Ｐ３ＦＳＡ＜１＞ Ｐ３ＦＳＢ＜１＞ Ｐ３ＬＡＴ＜１＞ Ｐ３ＤＤＲ＜１＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＩＮＴ１入力） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  オープン 

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 

 

 

３ - ４ - ４ - ３  Ｐ ３ ２ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ３２の状態 

Ｐ３ＦＳＡ＜２＞ Ｐ３ＦＳＢ＜２＞ Ｐ３ＬＡＴ＜２＞ Ｐ３ＤＤＲ＜２＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＩＮＴ２入力） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  オープン 

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 
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３ - ４ - ４ - ４  Ｐ ３ ３ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ３３の状態 

Ｐ３ＦＳＡ＜３＞ Ｐ３ＦＳＢ＜３＞ Ｐ３ＬＡＴ＜３＞ Ｐ３ＤＤＲ＜３＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＩＮＴ３入力） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  オープン 

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 

 

３ - ４ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 突 入 時 の

状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３ - ５ ポート４

３ - ５ - １  概 要

ポ ー ト ４ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ８ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ ／ Ｂ 、 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入

出 力 方 向 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。

３ - ５ - ２  機 能

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ８ ビ ッ ト ： Ｐ ４ ０ ～ Ｐ ４ ７ ）

・ ポ ー ト ４ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ４ Ｌ Ａ Ｔ ： ７ Ｆ ５ ０ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト ４ デ ー タ

デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ４ Ｄ Ｄ Ｒ ： ７ Ｆ ５ ２ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。

ま た 、 ポ ー ト ４ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ （ Ｐ ４ Ｆ Ｓ Ａ ： ７ Ｆ ５ ３ ） 、 ポ ー ト ４ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ

（ Ｐ ４ Ｆ Ｓ Ｂ ： ７ Ｆ Ｆ ４ ） を 制 御 す る こ と に よ り 各 種 出 力 モ ー ド に 対 応 し ま す 。

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。

②  兼 用 機 能

・ Ｐ ４ ０ ， Ｐ ４ １ は 外 部 割 込 み 入 力 （ Ｉ Ｎ Ｔ ６ ， Ｉ Ｎ Ｔ ７ ） を 兼 用 し ま す 。

・ Ｐ ４ ３ ～ Ｐ ４ ５ は Ｓ Ｉ Ｏ １ 通 信 機 能 を 兼 用 し ま す 。

・ Ｐ ４ ６ ， Ｐ ４ ７ は Ｐ Ｗ Ｍ ０ 出 力 を 兼 用 し ま す 。

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F50 0000 0000 R/W P4LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F51 XXXX XXXX R P4IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F52 0000 0000 R/W P4DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F53 0000 0000 R/W P4FSA BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF4 0000 0000 R/W P4FSB BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

３ - ５ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ５ - ３ - １  ポ ー ト ４ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ４ Ｌ Ａ Ｔ ）  

① ポ ー ト ４ の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F50 0000 0000 R/W P4LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

３ - ５ - ３ - ２  ポ ー ト ４ 入 力 ア ド レ ス （ Ｐ ４ Ｉ Ｎ ）

①  ポ ー ト ４ の 端 子 デ ー タ の 読 み 込 み を 行 う ア ド レ ス で す 。

②  反 転 入 力 指 定 さ れ た ポ ー ト は 端 子 の 反 転 デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。

③  ポ ー ト ４ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F51 XXXX XXXX R P4IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

３ - ５ - ３ - ３  ポ ー ト ４ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ４ Ｄ Ｄ Ｒ ）

① ポ ー ト ４ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F52 0000 0000 R/W P4DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 
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３ - ５ - ３ - ４  ポ ー ト ４ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ （ Ｐ ４ Ｆ Ｓ Ａ ）  

① ポ ー ト ４ の 機 能 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F53 0000 0000 R/W P4FSA BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ５ - ３ - ５  ポ ー ト ４ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ （ Ｐ ４ Ｆ Ｓ Ｂ ）  

①  ポ ー ト ４ の 機 能 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF4 0000 0000 R/W P4FSB BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ５ - ４  レ ジ ス タ 設 定 毎 の ポ ー ト 状 態  

（ 注 ） 兼 用 機 能 へ の 入 力 は 端 子 デ ー タ が 取 り 込 ま れ ま す 。  

 

３ - ５ - ４ - １  Ｐ ４ ０ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ４０の状態 

Ｐ４ＦＳＡ＜０＞ Ｐ４ＦＳＢ＜０＞ Ｐ４ＬＡＴ＜０＞ Ｐ４ＤＤＲ＜０＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＩＮＴ６入力） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  オープン 

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 

 



ポ ー ト ４  
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３ - ５ - ４ - ２  Ｐ ４ １ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ４１の状態 

Ｐ４ＦＳＡ＜１＞ Ｐ４ＦＳＢ＜１＞ Ｐ４ＬＡＴ＜１＞ Ｐ４ＤＤＲ＜１＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＩＮＴ７入力） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  オープン 

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 

 

 

３ - ５ - ４ - ３  Ｐ ４ ２ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ４２の状態 

Ｐ４ＦＳＡ＜２＞ Ｐ４ＦＳＢ＜２＞ Ｐ４ＬＡＴ＜２＞ Ｐ４ＤＤＲ＜２＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＬＯＷ 

１ ０ ０ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － オープン 

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  － オープン 
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３ - ５ - ４ - ４  Ｐ ４ ３ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ４３の状態 

Ｐ４ＦＳＡ＜３＞ Ｐ４ＦＳＢ＜３＞ Ｐ４ＬＡＴ＜３＞ Ｐ４ＤＤＲ＜３＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＳＩＯ１データ 

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＳＩＯ１データ 

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＳＩＯ１データ 

（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＳＩＯ１データ 

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  － オープン 

 
 

３ - ５ - ４ - ５  Ｐ ４ ４ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ４４の状態 

Ｐ４ＦＳＡ＜４＞ Ｐ４ＦＳＢ＜４＞ Ｐ４ＬＡＴ＜４＞ Ｐ４ＤＤＲ＜４＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＳＩＯ１データ） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＳＩＯ１データ 

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＳＩＯ１データ（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＳＩＯ１データ 

（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  ＳＩＯ１データ 

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 
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３ - ５ - ４ - ６  Ｐ ４ ５ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ４５の状態 

Ｐ４ＦＳＡ＜５＞ Ｐ４ＦＳＢ＜５＞ Ｐ４ＬＡＴ＜５＞ Ｐ４ＤＤＲ＜５＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（ＳＩＯ１クロック） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ ０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） 可能（反転） オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） 可能（反転） ＳＩＯ１クロック 

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  可能  ＳＩＯ１クロック（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  可能  ＳＩＯ１クロック 

（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  可能  ＳＩＯ１クロック 

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  可能  オープン 

 

 

３ - ５ - ４ - ７  Ｐ ４ ６ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ４６の状態 

Ｐ４ＦＳＡ＜６＞ Ｐ４ＦＳＢ＜６＞ Ｐ４ＬＡＴ＜６＞ Ｐ４ＤＤＲ＜６＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＰＷＭ００出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＰＷＭ００出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＰＷＭ００出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＰＷＭ００出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  － オープン 
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３ - ５ - ４ - ８  Ｐ ４ ７ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ４７の状態 

Ｐ４ＦＳＡ＜７＞ Ｐ４ＦＳＢ＜７＞ Ｐ４ＬＡＴ＜７＞ Ｐ４ＤＤＲ＜７＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＰＷＭ０１出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＰＷＭ０１出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＰＷＭ０１出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＰＷＭ０１出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン）

１ １ １ １ 可能  － オープン 

 

３ - ５ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 突 入 時 の

状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３ - ６ ポート６  

３ - ６ - １  概 要  

ポ ー ト ６ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ８ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ 、 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 出

力 方 向 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

 

３ - ６ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ８ ビ ッ ト ： Ｐ ６ ０ ～ Ｐ ６ ７ ）  

・ ポ ー ト ６ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ６ Ｌ Ａ Ｔ ： ７ Ｆ ５ ８ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト ６ デ ー タ

デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ６ Ｄ Ｄ Ｒ ： ７ Ｆ ５ Ａ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  

ポ ー ト ６ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ （ Ｐ ６ Ｆ Ｓ Ｂ ： ７ Ｆ Ｆ ６ ） を 制 御 す る こ と に よ り 各 種 出 力 モ ー

ド に 対 応 し ま す 。  

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  
 

②  兼 用 機 能  

・ Ｐ ６ ０ ～ Ｐ ６ ７ は Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の ア ナ ロ グ 入 力 Ａ Ｎ ０ ～ Ａ Ｎ ７ を 兼 用 し ま す 。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F58 0000 0000 R/W P6LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F59 XXXX XXXX R P6IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F5A 0000 0000 R/W P6DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF6 0000 0000 R/W P6FSB BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ６ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ６ - ３ - １  ポ ー ト ６ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ６ Ｌ Ａ Ｔ ）  

① ポ ー ト の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F58 0000 0000 R/W P6LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ６ - ３ - ２  ポ ー ト ６ 入 力 ア ド レ ス （ Ｐ ６ Ｉ Ｎ ）  

①  ポ ー ト ６ の 端 子 デ ー タ の 読 み 込 み を 行 う ア ド レ ス で す 。  

②  反 転 入 力 指 定 さ れ た ポ ー ト は 端 子 の 反 転 デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。  

③  ポ ー ト ６ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F59 XXXX XXXX R P6IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ６ - ３ - ３  ポ ー ト ６ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ６ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト ６ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F5A 0000 0000 R/W P6DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 
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３ - ６ - ３ - ４  ポ ー ト ６ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ （ Ｐ ６ Ｆ Ｓ Ｂ ）  

①  ポ ー ト ６ の 機 能 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF6 0000 0000 R/W P6FSB BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ６ - ４  レ ジ ス タ 設 定 毎 の ポ ー ト 状 態  

（ 注 ） 兼 用 機 能 Ａ Ｎ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） に は 端 子 の レ ベ ル が 取 り 込 ま れ ま す 。  

 

３ - ６ - ４ - １  Ｐ ６ ０ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ６０の状態 

Ｐ６ＦＳＢ＜0＞ Ｐ６ＬＡＴ＜0＞ Ｐ６ＤＤＲ＜0＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

（ＡＮ０） 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 

 

３ - ６ - ４ - ２  Ｐ ６ １ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ６１の状態 

Ｐ６ＦＳＢ＜１＞ Ｐ６ＬＡＴ＜１＞ Ｐ６ＤＤＲ＜１＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

(ＡＮ１) 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 

 

３ - ６ - ４ - ３  Ｐ ６ ２ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ６２の状態 

Ｐ６ＦＳＢ＜２＞ Ｐ６ＬＡＴ＜２＞ Ｐ６ＤＤＲ＜２＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

(ＡＮ２) 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 

 



ポ ー ト ６  
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３ - ６ - ４ - ４  Ｐ ６ ３ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ６３の状態 

Ｐ６ＦＳＢ＜３＞ Ｐ６ＬＡＴ＜３＞ Ｐ６ＤＤＲ＜３＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

(ＡＮ３) 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 

 

 

３ - ６ - ４ - ５  Ｐ ６ ４ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ６４の状態 

Ｐ６ＦＳＢ＜４＞ Ｐ６ＬＡＴ＜４＞ Ｐ６ＤＤＲ＜４＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

(ＡＮ４) 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 

 

 

３ - ６ - ４ - ６  Ｐ ６ ５ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ６５の状態 

Ｐ６ＦＳＢ＜５＞ Ｐ６ＬＡＴ＜５＞ Ｐ６ＤＤＲ＜５＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

(ＡＮ５) 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 
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３ - ６ - ４ - ７  Ｐ ６ ６ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ６６の状態 

Ｐ６ＦＳＢ＜６＞ Ｐ６ＬＡＴ＜６＞ Ｐ６ＤＤＲ＜６＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

(ＡＮ６) 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 

 

 

３ - ６ - ４ - ８  Ｐ ６ ７ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ６７の状態 

Ｐ６ＦＳＢ＜７＞ Ｐ６ＬＡＴ＜７＞ Ｐ６ＤＤＲ＜７＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

(ＡＮ７) 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 

 

３ - ６ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 突 入 時 の

状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３ - ７ ポート７  

３ - ７ - １  概 要  

ポ ー ト ７ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ３ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ 、 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入 出

力 方 向 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

 

３ - ７ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ３ ビ ッ ト ： Ｐ ７ ０ ～ Ｐ ７ ２ ）  

・ ポ ー ト ７ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ７ Ｌ Ａ Ｔ ： ７ Ｆ ５ Ｃ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト ７ デ ー タ

デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ７ Ｄ Ｄ Ｒ ： ７ Ｆ ５ Ｅ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  

ポ ー ト ７ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ （ Ｐ ７ Ｆ Ｓ Ｂ ： ７ Ｆ Ｆ ７ ） を 制 御 す る こ と に よ り 各 種 出 力 モ ー

ド に 対 応 し ま す 。  

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  
 

②  兼 用 機 能  

・ Ｐ ７ ０ ～ Ｐ ７ ２ は Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の ア ナ ロ グ 入 力 Ａ Ｎ ８ ～ Ａ Ｎ １ ０ を 兼 用 し ま す 。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F5C LLLL L000 R/W P7LAT - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7F5D LLLL LXXX R P7IN - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7F5E LLLL L000 R/W P7DDR - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7FF7 LLLL L000 R/W P7FSB - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ７ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ７ - ３ - １  ポ ー ト ７ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ ７ Ｌ Ａ Ｔ ）  

① ポ ー ト の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F5C LLLL L000 R/W P7LAT - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ７ - ３ - ２  ポ ー ト ７ 入 力 ア ド レ ス （ Ｐ ７ Ｉ Ｎ ）  

①  ポ ー ト ７ の 端 子 デ ー タ の 読 み 込 み を 行 う ア ド レ ス で す 。  

②  反 転 入 力 指 定 さ れ た ポ ー ト は 端 子 の 反 転 デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。  

③  ポ ー ト ７ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F5D LLLL LXXX R P7IN - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ７ - ３ - ３  ポ ー ト ７ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ ７ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト ７ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F5E LLLL L000 R/W P7DDR - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ７ - ３ - ４  ポ ー ト ７ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ （ Ｐ ７ Ｆ Ｓ Ｂ ）  

①  ポ ー ト ７ の 機 能 制 御 を 行 う ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF7 LLLL L000 R/W P7FSB - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 
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３ - ７ - ４  レ ジ ス タ 設 定 毎 の ポ ー ト 状 態  

（ 注 ） 兼 用 機 能 Ａ Ｎ ｎ （ ｎ ＝ ８ ～ １ ０ ） に は 端 子 の レ ベ ル が 取 り 込 ま れ ま す 。  

 

３ - ７ - ４ - １  Ｐ ７ ０ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ７０の状態 

Ｐ７ＦＳＢ＜０＞ Ｐ７ＬＡＴ＜０＞ Ｐ７ＤＤＲ＜０＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

（ＡＮ８） 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 

 

３ - ７ - ４ - ２  Ｐ ７ １ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ７１の状態 

Ｐ７ＦＳＢ＜１＞ Ｐ７ＬＡＴ＜１＞ Ｐ７ＤＤＲ＜１＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

(ＡＮ９) 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 

 

３ - ７ - ４ - ３  Ｐ ７ ２ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰ７２の状態 

Ｐ７ＦＳＢ＜２＞ Ｐ７ＬＡＴ＜２＞ Ｐ７ＤＤＲ＜２＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

(ＡＮ１０) 

出力  

０ ０ ０ 可能  可能  オープン 

０ １ ０ 可能  可能  内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

０ １ １ 可能  可能  ＨＩＧＨ 

１ ０ ０ 可能  可能  ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ 可能  可能  ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

１ ０ １ 可能  可能  ＬＯＷ 

１ １ １ 可能（反転） 可能  オープン 

 

３ - ７ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 突 入 時 の

状 態 を 保 持 し ま す 。  



ポ ー ト Ａ  

3-32 

３ - ８ ポートＡ  

３ - ８ - １  概 要  

ポ ー ト Ａ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 付 き の ４ ビ ッ ト の 入 出 力 ポ ー ト で す 。 デ ー タ ラ

ッ チ ， デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ ， 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ ／ Ｂ 、 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 入

出 力 方 向 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

 

３ - ８ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ４ ビ ッ ト ： Ｐ Ａ ０ ～ Ｐ Ａ ３ ）  

・ ポ ー ト Ａ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ Ａ Ｌ Ａ Ｔ ： ７ Ｆ Ｃ ８ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト Ａ デ ー タ

デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ Ａ Ｄ Ｄ Ｒ ： ７ Ｆ Ｃ Ａ ） で 入 出 力 方 向 を 制 御 し ま す 。  

ま た 、 ポ ー ト Ａ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ （ Ｐ Ａ Ｆ Ｓ Ａ ： ７ Ｆ Ｃ Ｂ ） 、 ポ ー ト Ａ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ

（ Ｐ Ａ Ｆ Ｓ Ｂ ： ７ Ｆ Ｆ Ａ ） を 制 御 す る こ と に よ り 各 種 出 力 モ ー ド に 対 応 し ま す 。  

・ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ プ ル ア ッ プ 抵 抗 が 、 各 ポ ー ト に 付 い て い ま す 。  

 

② 兼 用 機 能  

・ Ｐ Ａ ０ ～ Ｐ Ａ ３ は 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ 出 力 を 兼 用 し ま す 。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FC8 0000 0000 R/W PALAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FC9 XXXX XXXX R PAIN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FCA 0000 0000 R/W PADDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FCB 0000 0000 R/W PAFSA BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FFA 0000 0000 R/W PAFSB BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ８ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ８ - ３ - １  ポ ー ト Ａ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ Ａ Ｌ Ａ Ｔ ）  

① ポ ー ト Ａ の 出 力 デ ー タ と プ ル ア ッ プ 抵 抗 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FC8 0000 0000 R/W PALAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ８ - ３ - ２  ポ ー ト Ａ 入 力 ア ド レ ス （ Ｐ Ａ Ｉ Ｎ ）  

①  ポ ー ト Ａ の 端 子 デ ー タ の 読 み 込 み を 行 う ア ド レ ス で す 。  

②  反 転 入 力 指 定 さ れ た ポ ー ト は 端 子 の 反 転 デ ー タ が 読 み 込 ま れ ま す 。  

③  ポ ー ト Ａ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FC9 XXXX XXXX R PAIN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ８ - ３ - ３  ポ ー ト Ａ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ Ａ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト Ａ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FCA 0000 0000 R/W PADDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 
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３ - ８ - ３ - ４  ポ ー ト Ａ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ａ （ Ｐ Ａ Ｆ Ｓ Ａ ）  

① ポ ー ト Ａ の 機 能 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FCB 0000 0000 R/W PAFSA BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

ビ ッ ト ７ ～ ４ は ０ で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

３ - ８ - ３ - ５  ポ ー ト Ａ 機 能 制 御 レ ジ ス タ Ｂ （ Ｐ Ａ Ｆ Ｓ Ｂ ）  

① ポ ー ト Ａ の 機 能 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FFA 0000 0000 R/W PAFSB BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ８ - ４  レ ジ ス タ 設 定 毎 の ポ ー ト 状 態  

（ 注 ） 兼 用 機 能 へ の 入 力 は 端 子 デ ー タ が 取 り 込 ま れ ま す 。  

 

３ - ８ - ４ - １  Ｐ Ａ ０ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰＡ０の状態 

ＰＡＦＳＡ＜０＞ ＰＡＦＳＢ＜０＞ ＰＡＬＡＴ＜０＞ ＰＡＤＤＲ＜０＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能   ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＵＳＭ０Ｏ０出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＵＳＭ０Ｏ０出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＵＳＭ０Ｏ０出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＵＳＭ０Ｏ0 出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン） 

１ １ １ １ 可能  － オープン 
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３ - ８ - ４ - ２  Ｐ Ａ １ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰＡ１の状態 

ＰＡＦＳＡ＜１＞ ＰＡＦＳＢ＜１＞ ＰＡＬＡＴ＜１＞ ＰＡＤＤＲ＜１＞ 端子データの

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能   ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＵＳＭ０Ｏ１出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＵＳＭ０Ｏ１出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＵＳＭ０Ｏ１出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＵＳＭ０Ｏ１出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン） 

１ １ １ １ 可能  － オープン 
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３ - ８ - ４ - ３  Ｐ Ａ ２ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰＡ２の状態 

ＰＡＦＳＡ＜２＞ ＰＡＦＳＢ＜２＞ ＰＡＬＡＴ＜２＞ ＰＡＤＤＲ＜２＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能   ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＵＳＭ０Ｏ２出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＵＳＭ０Ｏ２出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＵＳＭ０Ｏ２出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＵＳＭ０Ｏ２出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン） 

１ １ １ １ 可能  － オープン 
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３ - ８ - ４ - ４  Ｐ Ａ ３ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰＡ３の状態 

ＰＡＦＳＡ＜３＞ ＰＡＦＳＢ＜３＞ ＰＡＬＡＴ＜３＞ ＰＡＤＤＲ＜３＞ 端子データの 

読み込み 

兼用機能への入力  

（なし） 

出力  

０ ０ ０ ０ 可能  － オープン 

０ ０ １ ０ 可能  － 内蔵プルアップ抵抗  

０ ０ ０ １ 可能  － ＬＯＷ 

０ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

０ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ １ ０ 可能  － ＨＩＧＨ（変化ＳＬＯＷ） 

０ １ ０ １ 可能   ＬＯＷ 

０ １ １ １ 可能（反転） － オープン 

１ ０ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ 

１ ０ １ ０ 可能（反転） － ＵＳＭ０O３出力  

（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ 可能  － ＵＳＭ０O３出力  

（ＣＭＯＳ） 

１ ０ １ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

１ １ ０ ０ 可能  － ＬＯＷ（変化ＳＬＯＷ） 

１ １ １ ０ 可能  － ＵＳＭ０O３出力  

（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ 可能  － ＵＳＭ０O３出力  

（Ｎｃｈオープンドレイン） 

１ １ １ １ 可能  － オープン 

 

３ - ８ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 突 入 時 の

状 態 を 保 持 し ま す 。  
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３ - ９ ポートＣ  

３ - ９ - １  概 要  

ポ ー ト Ｃ は 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 発 振 端 子 を 兼 用 し た ２ ビ ッ ト の Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン 出 力 の ポ ー ト と

Ｆ Ｉ Ｌ Ｔ 端 子 を 兼 用 し た １ ビ ッ ト の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 出 力 の ボ ー ト で す 。 デ ー タ ラ ッ チ 、 デ ー タ デ ィ レ ク

シ ョ ン レ ジ ス タ 、 制 御 回 路 で 構 成 さ れ 、 Ｐ Ｃ ０ ～ Ｐ Ｃ １ は Ｏ Ｓ Ｃ ０ が 発 振 設 定 で な い 時 に 出

力 を デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ に よ り ビ ッ ト 毎 に 設 定 で き ま す 。  

 

３ - ９ - ２  機 能  

① 入 出 力 ポ ー ト  （ ３ ビ ッ ト ： Ｐ Ｃ ０ ～ Ｐ Ｃ ２ ）  

・ ポ ー ト Ｃ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ Ｃ Ｌ Ａ Ｔ ： ７ Ｆ Ｄ ０ ） で ポ ー ト 出 力 デ ー タ の 制 御 ， ポ ー ト Ｃ デ ー タ

デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ Ｃ Ｄ Ｄ Ｒ ： ７ Ｆ Ｄ ２ ） で 入 出 力 を 制 御 し ま す 。  

注 意 ： Ｏ Ｓ Ｃ ０ の 発 振 設 定 が 優 先 さ れ ま す 。  

 

② 兼 用 機 能  

・ Ｐ Ｃ ０ ， Ｐ Ｃ １ は Ｏ Ｓ Ｃ ０ 発 振 端 子 を 兼 用 し ま す 。  

・ Ｐ Ｃ ２ は Ｆ Ｉ Ｌ Ｔ 端 子 を 兼 用 し ま す 。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FD0 LLLL L000 R/W PCLAT - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7FD1 LLLL LXXX R PCIN - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7FD2 LLLL L000 R/W PCDDR - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ９ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ９ - ３ - １  ポ ー ト Ｃ デ ー タ ラ ッ チ （ Ｐ Ｃ Ｌ Ａ Ｔ ）  

① ポ ー ト Ｃ の 出 力 デ ー タ の 制 御 を 行 う ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FD0 LLLL L000 R/W PCLAT - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ９ - ３ - ２  ポ ー ト Ｃ 入 力 ア ド レ ス （ Ｐ Ｃ Ｉ Ｎ ）  

①  ポ ー ト Ｃ の 端 子 デ ー タ の 読 み 込 み を 行 う ア ド レ ス で す 。  

②  ポ ー ト Ｃ の デ ー タ の 読 み 込 み は 、 ポ ー ト の 入 出 力 状 態 に か か わ ら ず 、 常 に 可 能 で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FD1 LLLL LXXX R PCIN - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ９ - ３ - ３  ポ ー ト Ｃ デ ー タ デ ィ レ ク シ ョ ン レ ジ ス タ （ Ｐ Ｃ Ｄ Ｄ Ｒ ）  

① ポ ー ト Ｃ の 入 出 力 方 向 の 制 御 を ビ ッ ト 毎 に 行 う ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FD2 LLLL L000 R/W PCDDR - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 
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３ - ９ - ４  レ ジ ス タ 設 定 毎 の ポ ー ト 状 態  

３ - ９ - ４ - １  Ｐ Ｃ ０ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰＣ０の状態 

ＯＣＲ０ 

ビット２ 

ＯＣＲ０ 

ビット０ 

ＰＣＬＡＴ＜０＞ ＰＣＤＤＲ＜０＞ 端子データの読み込み 出力  

１ １ ｘ ｘ 発振モード 

０ ｘ ０ ０ 可能  オープン 

０ ｘ １ ０ 可能  オープン 

０ ｘ ０ １ 可能  ＬＯＷ 

０ ｘ １ １ 可能  オープン 

 

３ - ９ - ４ - ２  Ｐ Ｃ １ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰＣ１の状態 

ＯＣＲ０ 

ビット２ 

ＯＣＲ０ 

ビット０ 

ＰＣＬＡＴ＜１＞ ＰＣＤＤＲ＜１＞ 端子データの読み込み 出力  

１ １ ｘ ｘ 発振モード 

０ ｘ ０ ０ 可能  オープン 

０ ｘ １ ０ 可能  オープン 

０ ｘ ０ １ 可能  ＬＯＷ 

０ ｘ １ １ 可能  オープン 

 

３ - ９ - ４ - ３  Ｐ Ｃ ２ の 状 態  

レジスタデータ ポートＰC2 の状態  

ＰＣＬＡＴ＜２＞ ＰＣＤＤＲ＜２＞ 端子データの読み込み 兼用機能ＦＩＬＴ 出力  

０ ０ 可能  可能  オープン 

１ ０ 可能  － 内蔵プルアップ

０ １ 可能  － ＬＯＷ 

１ １ 可能  － ＨＩＧＨ 

 

３ - ９ - ５  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の 動 作  

３ - ９ - ５ - １  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 時 の ポ ー ト の 状 態 は 、 汎 用 出 力 モ ー ド 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 発 振 モ ー ド に か か わ

ら ず Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 突 入 時 の 状 態 を 保 持 し ま す 。  

 

３ - ９ - ５ - ２  Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 時 の 動 作  

①  汎 用 出 力 モ ー ド 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド 突 入 時 の 状 態 を 保 持 し ま す 。  

②  Ｏ Ｓ Ｃ ０ 発 振 モ ー ド 時 、 Ｐ Ｃ ０ ・ Ｐ Ｃ １ は 汎 用 出 力 モ ー ド に 移 行 し ま す 。  

 

 



L C 8 8 5 8 0 0  第 ３ 章  

3-39 

３ -１０ 外 部 割 り込 み機 能 （ＩＮＴｎ）  

３ -１０ -１  概 要  

本 シリーズは外 部 割 り込 み用 入 力 端 子 ＩＮＴｎ（ｎ＝０～７）を内 蔵 しています。 ＩＮＴｎ（ｎ

＝０～７ ）は、それぞれＬレベル、Ｈレベル、Ｌエッジ、Ｈエッジ，両 エッジ検 出 を行 い割 り

込 み要 求 フラグをセットします。また、タイマ２のカウントクロック入 力 ，キャプチャ信 号 入

力 ，タイマ３のカウントクロック入 力 やＨＯＬＤ／ＨＯＬＤＸモードの解 除 信 号 入 力 としても

使 用 できます。  

 

３ -１０ -２  機 能  

①割 り込 み入 力 機 能  

ＩＮＴｎ（ｎ＝０～７）はＬレベル，Ｈレベル，Ｌエッジ，Ｈエッジ，両 エッジ検 出 を行 い、割

り込 みフラグをセットします。  

 

②タイマ２カウント入 力 機 能  

Ｉ ＮＴ２、 ＩＮＴ３から選 択 された１ポートに対 し、割 り込 みフラグをセットするような信 号

変 化 が入 力 される毎 にタイマ２にカウント信 号 を送 ります。  

レベル割 り込 み指 定 された場 合 、選 択 されたレベルの信 号 が入 力 されると、この間 、

２Ｔｃｙｃ毎 にタイマ２にカウント信 号 を送 ります。  

 

③タイマ２Ｌキャプチャ入 力 機 能  

ＩＮＴ０、 ＩＮＴ２、 ＩＮＴ４、 ＩＮＴ５から選 択 された１ポートに対 し、割 り込 みフラグをセット

するような信 号 変 化 が入 力 される毎 にタイマ２Ｌキャプチャ信 号 を送 ります。  

レベル割 り込 み指 定 された場 合 、選 択 されたレベルの信 号 が入 力 されると、この間 、

２Ｔｃｙｃ毎 にタイマ２Ｌキャプチャ要 求 信 号 が発 生 します。  

 

④タイマ２Ｈキャプチャ入 力 機 能  

ＩＮＴ１、 ＩＮＴ３、 ＩＮＴ４、 ＩＮＴ５から選 択 された１ポートに対 し、割 り込 みフラグをセット

するような信 号 変 化 が入 力 される毎 にタイマ２Ｈキャプチャ信 号 を送 ります。  

レベル割 り込 み指 定 された場 合 、選 択 されたレベルの信 号 が入 力 されると、この間 、

２Ｔｃｙｃ毎 にタイマ２Ｈキャプチャ要 求 信 号 が発 生 します。  

 

⑤タイマ３カウント入 力 機 能  

Ｉ ＮＴ４、 ＩＮＴ５から選 択 された１ポートに対 し、割 り込 みフラグをセットするような信 号

変 化 が入 力 される毎 にタイマ３にカウント信 号 を送 ります。  

レベル割 り込 み指 定 された場 合 、選 択 されたレベルの信 号 が入 力 されると、この間 、

２Ｔｃｙｃ毎 にタイマ３にカウント信 号 を送 ります。  



Ｉ Ｎ Ｔ ｎ  
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⑥ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド 解 除 機 能  

・ Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） で 、 割 り 込 み フ ラ グ と 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ の 両 方 が セ ッ ト さ れ る と 、

ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 が 発 生 し 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド が 解 除 さ れ Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド （ メ イ ン

発 振 ＝ 内 蔵 Ｒ Ｃ 発 振 ） に 移 行 し ま す 。 さ ら に 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ る と Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ

ー ド か ら 通 常 動 作 モ ー ド へ 移 行 し ま す 。  

・ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド 時 に 、 レ ベ ル 割 り 込 み 指 定 さ れ た Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） に 、 割 り 込 み フ ラ

グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 レ ベ ル が 入 力 さ れ る と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ

の 時 、 対 応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い れ ば 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド が 解 除 さ

れ ま す 。  

・ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド 時 に 、 エ ッ ジ 割 り 込 み 指 定 さ れ た Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） に 、 割 り 込 み フ ラ

グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変 化 が 入 力 さ れ る と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の

時 、 対 応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い れ ば 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド が 解 除 さ れ

ま す 。 但 し 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の Ｈ エ ッ

ジ と 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） の デ ー タ が “ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ ジ で は 、

割 り 込 み フ ラ グ は セ ッ ト で き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） で Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド を 解

除 す る 時 は 、 Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） を 両 エ ッ ジ 割 り 込 み モ ー ド で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

⑦ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 機 能  

・ Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） で 、 割 り 込 み フ ラ グ と 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ の 両 方 が セ ッ ト さ れ る と 、

ホ ー ル ド モ ー ド 解 除 信 号 が 発 生 し 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド が 解 除 さ れ Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド （ メ イ

ン 発 振 ＝ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 突 入 時 の 発 振 ） に 移 行 し ま す 。 さ ら に 割 り 込 み が 受 け 付 け ら れ

る と Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド か ら 通 常 動 作 モ ー ド へ 移 行 し ま す 。  

・ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 時 に 、 レ ベ ル 割 り 込 み 指 定 さ れ た Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） に 、 割 り 込 み フ

ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 レ ベ ル が 入 力 さ れ る と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。

こ の 時 、 対 応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い れ ば 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド が 解

除 さ れ ま す 。  

・ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 時 に 、 エ ッ ジ 割 り 込 み 指 定 さ れ た Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） に 、 割 り 込 み フ

ラ グ を セ ッ ト す る よ う な 信 号 変 化 が 入 力 さ れ る と 、 割 り 込 み フ ラ グ が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ

の 時 、 対 応 す る 割 り 込 み 許 可 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い れ ば 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド が 解 除

さ れ ま す 。 但 し 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） の デ ー タ が “ Ｈ ” の 時 の

Ｈ エ ッ ジ と 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 突 入 時 の Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） の デ ー タ が “ Ｌ ” の 時 の Ｌ エ ッ

ジ で は 、 割 り 込 み フ ラ グ は セ ッ ト で き ま せ ん 。 従 っ て 、 Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） で Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ

モ ー ド を 解 除 す る 時 は 、 Ｉ Ｎ Ｔ ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ ７ ） を 両 エ ッ ジ 割 り 込 み モ ー ド で 使 用 し て く

だ さ い 。  

 

 
割り込み入力 

信号検出 
タイマカウント入力 キャプチャ入力 ＨＯＬＤ／ＨＯＬＤＸモード解除

ＩＮＴ０ Ｌレベル，Ｈレベル 

Ｌエッジ，Ｈエッジ， 

両エッジ 

－ タイマ２Ｌ 可能 

ＩＮＴ１ － タイマ２Ｈ 可能 

ＩＮＴ２ タイマ２ タイマ２Ｌ 可能 

ＩＮＴ３ タイマ２ タイマ２Ｈ 可能 

ＩＮＴ４ タイマ３ タイマ２ 可能 

ＩＮＴ５ タイマ３ タイマ２ 可能 

ＩＮＴ６ － － 可能 

ＩＮＴ７ － － 可能 
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ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FD8 0000 0000 R/W INT01CR INT1MD INT1IF INT1IE INT0MD INT0IF INT0IE

7FD9 0000 0000 R/W INT23CR INT3MD INT3IF INT3IE INT2MD INT2IF INT2IE

7FDA 0000 0000 R/W INT45CR INT5MD INT5IF INT5IE INT4MD INT4IF INT4IE

7FDB 0000 0000 R/W INT67CR INT7MD INT7IF INT7IE INT6MD INT6IF INT6IE

 

３ - １ ０ - ３  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ ０ - ３ - １  外 部 割 り 込 み ０ ， １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ １ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ０ ， １ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FD8 0000 0000 R/W INT01CR INT1MD INT1IF INT1IE INT0MD INT0IF INT0IE

 

Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｍ Ｄ （ ビ ッ ト ７ 、 ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 検 出 モ ー ド 選 択  

上 記 ２ ビ ッ ト と ポ ー ト 入 力 の 極 性 選 択 に よ っ て 以 下 の 検 出 モ ー ド に な り ま す 。  

対応ポート入力極性 ＩＮＴ１ＭＤ ＩＮＴ１割り込み条件 

－ ００ 検出しない 

通常 ０１ “Ｌ”レベル検出 

反転 ０１ “Ｈ”レベル検出 

通常 １０ 立ち下がりエッジ検出 

反転 １０ 立ち上がりエッジ検出 

－ １１ 両エッジ検出 

 

Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

検 出 モ ー ド 選 択 で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ １

の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド

解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ ４ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ １ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ １ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ

ア ド レ ス ８ ０ １ ４ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｍ Ｄ （ ビ ッ ト ３ 、 ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 検 出 モ ー ド 選 択  

上 記 ２ ビ ッ ト と ポ ー ト 入 力 の 極 性 選 択 に よ っ て 以 下 の 検 出 モ ー ド に な り ま す 。  

対応ポート入力極性 ＩＮＴ０ＭＤ ＩＮＴ０割り込み条件 

－ ００ 検出しない 

通常 ０１ “Ｌ”レベル検出 

反転 ０１ “Ｈ”レベル検出 

通常 １０ 立ち下がりエッジ検出 

反転 １０ 立ち上がりエッジ検出 

－ １１ 両エッジ検出 
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Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

検 出 モ ー ド 選 択 で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ０

の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド

解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ Ｃ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ０ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ０ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ

ア ド レ ス ８ ０ ０ Ｃ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

３ - １ ０ - ３ - ２  外 部 割 り 込 み ２ ， ３ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｎ Ｔ ２ ３ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ２ ， ３ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FD9 0000 0000 R/W INT23CR INT3MD INT3IF INT3IE INT2MD INT2IF INT2IE

 
Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｍ Ｄ （ ビ ッ ト ７ 、 ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 検 出 モ ー ド 選 択  

上 記 ２ ビ ッ ト と ポ ー ト 入 力 の 極 性 選 択 に よ っ て 以 下 の 検 出 モ ー ド に な り ま す 。  

対応ポート入力極性 ＩＮＴ３ＭＤ ＩＮＴ３割り込み条件 

－ ００ 検出しない 
通常 ０１ “Ｌ”レベル検出 
反転 ０１ “Ｈ”レベル検出 
通常 １０ 立ち下がりエッジ検出 
反転 １０ 立ち上がりエッジ検出 
－ １１ 両エッジ検出 

 

Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

検 出 モ ー ド 選 択 で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ

３ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ

ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ Ｃ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ３ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ３ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ

ア ド レ ス ８ ０ １ Ｃ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｍ Ｄ （ ビ ッ ト ３ 、 ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 検 出 モ ー ド 選 択  

上 記 ２ ビ ッ ト と ポ ー ト 入 力 の 極 性 選 択 に よ っ て 以 下 の 検 出 モ ー ド に な り ま す 。  

対応ポート入力極性 ＩＮＴ２ＭＤ INT２割り込み条件 

－ ００ 検出しない 
通常 ０１ “Ｌ”レベル検出 
反転 ０１ “Ｈ”レベル検出 
通常 １０ 立ち下がりエッジ検出 
反転 １０ 立ち上がりエッジ検出 
－ １１ 両エッジ検出 
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Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

検 出 モ ー ド 選 択 で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ

２ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ

ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ２ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ２ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ

ア ド レ ス ８ ０ １ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

３ - １ ０ - ３ - ３  外 部 割 り 込 み ４ ， ５ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｎ Ｔ ４ ５ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ４ ， ５ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FDA 0000 0000 R/W INT45CR INT5MD INT5IF INT5IE INT4MD INT4IF INT4IE

 
Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｍ Ｄ （ ビ ッ ト ７ 、 ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 検 出 モ ー ド 選 択  

上 記 ２ ビ ッ ト と ポ ー ト 入 力 の 極 性 選 択 に よ っ て 以 下 の 検 出 モ ー ド に な り ま す 。  

対応ポート入力極性 ＩＮＴ５ＭＤ ＩＮＴ５割り込み条件 

－ ００ 検出しない 
通常 ０１ “Ｌ”レベル検出 
反転 ０１ “Ｈ”レベル検出 
通常 １０ 立ち下がりエッジ検出 
反転 １０ 立ち上がりエッジ検出 
－ １１ 両エッジ検出 

 

Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

検 出 モ ー ド 選 択 で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ

５ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ

ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ ４ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ５ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ５ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ

ア ド レ ス ８ ０ ２ ４ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｍ Ｄ （ ビ ッ ト ３ 、 ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 検 出 モ ー ド 選 択  

上 記 ２ ビ ッ ト と ポ ー ト 入 力 の 極 性 選 択 に よ っ て 以 下 の 検 出 モ ー ド に な り ま す 。  

対応ポート入力極性 ＩＮＴ４ＭＤ INT４割り込み条件 

－ ００ 検出しない 
通常 ０１ “Ｌ”レベル検出 
反転 ０１ “Ｈ”レベル検出 
通常 １０ 立ち下がりエッジ検出 
反転 １０ 立ち上がりエッジ検出 
－ １１ 両エッジ検出 
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Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

検 出 モ ー ド 選 択 で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ４

の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド

解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ４ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ４ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ

ア ド レ ス ８ ０ ２ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

 

３ - １ ０ - ３ - ４  外 部 割 り 込 み ６ ， ７ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｎ Ｔ ６ ７ Ｃ Ｒ ）  

① 外 部 割 り 込 み ６ ， ７ の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FDB 0000 0000 R/W INT67CR INT7MD INT7IF INT7IE INT6MD INT6IF INT6IE

 

Ｉ Ｎ Ｔ ７ Ｍ Ｄ （ ビ ッ ト ７ 、 ６ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ７ 検 出 モ ー ド 選 択  

上 記 ２ ビ ッ ト と ポ ー ト 入 力 の 極 性 選 択 に よ っ て 以 下 の 検 出 モ ー ド に な り ま す 。  

対応ポート入力極性 ＩＮＴ７ＭＤ ＩＮＴ７割り込み条件 

－ ００ 検出しない 
通常 ０１ “Ｌ”レベル検出 
反転 ０１ “Ｈ”レベル検出 
通常 １０ 立ち下がりエッジ検出 
反転 １０ 立ち上がりエッジ検出 
－ １１ 両エッジ検出 

 

Ｉ Ｎ Ｔ ７ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ７ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

検 出 モ ー ド 選 択 で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ

１ の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ７ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ

ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ７ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ７ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ７ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ

ア ド レ ス ８ ０ ３ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ６ Ｍ Ｄ （ ビ ッ ト ３ 、 ２ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ６ 検 出 モ ー ド 選 択  

上 記 ２ ビ ッ ト と ポ ー ト 入 力 の 極 性 選 択 に よ っ て 以 下 の 検 出 モ ー ド に な り ま す 。  

対応ポート入力極性 ＩＮＴ６ＭＤ ＩＮＴ６割り込み条件 

－ ００ 検出しない 
通常 ０１ “Ｌ”レベル検出 
反転 ０１ “Ｈ”レベル検出 
通常 １０ 立ち下がりエッジ検出 
反転 １０ 立ち上がりエッジ検出 
－ １１ 両エッジ検出 
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Ｉ Ｎ Ｔ ６ Ｉ Ｆ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ６ 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ  

検 出 モ ー ド 選 択 で 指 定 さ れ た 条 件 が 満 た さ れ る と セ ッ ト さ れ ま す 。 こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ６

の 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト （ Ｉ Ｎ Ｔ ６ Ｉ Ｅ ） が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド

解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ ４ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 自 動 的 に は ク リ ア さ れ ま せ ん の で 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ ６ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｉ Ｎ Ｔ ６ 割 り 込 み 要 求 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｉ Ｎ Ｔ ６ Ｉ Ｆ が と も に “ １ ” の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ

ア ド レ ス ８ ０ ３ ４ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。  

 

３ - １ ０ - ４  Ｉ Ｎ Ｔ ｎ 入 力 時 の ポ ー ト 設 定  

３ - １ ０ - ４ - １  Ｉ Ｎ Ｔ ０ 入 力 時 の ポ ー ト 設 定  

レジスタデータ ポートＰ３０の状態 

P３FSA＜0＞ Ｐ３ＦＳＢ＜０＞ Ｐ３ＬＡＴ＜０＞ Ｐ３ＤＤＲ＜０＞ 入力 

０ ０ ０ ０ ＩＮＴ０入力 

０ １ １ １ ＩＮＴ０入力（極性反転） 

１ １ １ １ ＩＮＴ０入力 

 

３ - １ ０ - ４ - ２  Ｉ Ｎ Ｔ １ 入 力 時 の ポ ー ト 設 定  

レジスタデータ ポートＰ３１の状態 

Ｐ３ＦＳＡ＜１＞ Ｐ３ＦＳＢ＜１＞ Ｐ３ＬＡＴ＜１＞ Ｐ３ＤＤＲ＜１＞ 入力 

０ ０ ０ ０ ＩＮＴ１入力 

０ １ １ １ ＩＮＴ１入力（極性反転） 

１ １ １ １ ＩＮＴ１入力 

 

３ - １ ０ - ４ - ３  Ｉ Ｎ Ｔ ２ 入 力 時 の ポ ー ト 設 定  

レジスタデータ ポートＰ３２の状態 

Ｐ３ＦＳＡ＜２＞ Ｐ３ＦＳＢ＜２＞ Ｐ３ＬＡＴ＜２＞ Ｐ３ＤＤＲ＜２＞ 入力 

０ ０ ０ ０ ＩＮＴ２入力 

０ １ １ １ ＩＮＴ２入力（極性反転） 

１ １ １ １ ＩＮＴ２入力 

 

３ - １ ０ - ４ - ４  Ｉ Ｎ Ｔ ３ 入 力 時 の ポ ー ト 設 定  

レジスタデータ ポートＰ３３の状態 

Ｐ３ＦＳＡ＜３＞ Ｐ３ＦＳＢ＜３＞ Ｐ３ＬＡＴ＜３＞ Ｐ３ＤＤＲ＜３＞ 入力 

０ ０ ０ ０ ＩＮＴ３入力 

０ １ １ １ ＩＮＴ３入力（極性反転） 

１ １ １ １ ＩＮＴ３入力 

 

３ - １ ０ - ４ - ５  Ｉ Ｎ Ｔ ４ 入 力 時 の ポ ー ト 設 定  

レジスタデータ ポートＰ２０の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜０＞ Ｐ２ＦＳＢ＜０＞ Ｐ２ＬＡＴ＜０＞ Ｐ２ＤＤＲ＜０＞ 入力 

０ ０ ０ ０ ＩＮＴ４入力 

０ １ １ １ ＩＮＴ４入力（極性反転） 

１ １ １ １ ＩＮＴ４入力 
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３ - １ ０ - ４ - ６  Ｉ Ｎ Ｔ ５ 入 力 時 の ポ ー ト 設 定  

レジスタデータ ポートＰ２１の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜１＞ Ｐ２ＦＳＢ＜１＞ Ｐ２ＬＡＴ＜１＞ Ｐ２ＤＤＲ＜１＞ 入力 

０ ０ ０ ０ ＩＮＴ５入力 

０ １ １ １ ＩＮＴ５入力（極性反転） 

１ １ １ １ ＩＮＴ５入力 

 

３ - １ ０ - ４ - ７  Ｉ Ｎ Ｔ ６ 入 力 時 の ポ ー ト 設 定  

レジスタデータ ポートＰ４０の状態 

Ｐ４ＦＳＡ＜０＞ Ｐ４ＦＳＢ＜０＞ Ｐ４ＬＡＴ＜０＞ Ｐ４ＤＤＲ＜０＞ 入力 

０ ０ ０ ０ ＩＮＴ６入力 

０ １ １ １ ＩＮＴ６入力（極性反転） 

１ １ １ １ ＩＮＴ６入力 

 

３ - １ ０ - ４ - ８  Ｉ Ｎ Ｔ ７ 入 力 時 の ポ ー ト 設 定  

レジスタデータ ポートＰ４１の状態 

Ｐ４ＦＳＡ＜１＞ Ｐ４ＦＳＢ＜１＞ Ｐ４ＬＡＴ＜１＞ Ｐ４ＤＤＲ＜１＞ 入力 

０ ０ ０ ０ ＩＮＴ７入力 

０ １ １ １ ＩＮＴ７入力（極性反転） 

１ １ １ １ ＩＮＴ７入力 
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３ -１１ ポート０割 り込 み機 能  

３ -１１ -１  概 要  

本 シリーズのポート０（Ｐ００～Ｐ０５）はデジタル入 出 力 機 能 のほか外 部 からの入 力 信 号

を検 出 して、割 り込 みやＨＯＬＤ／ＨＯＬＤＸモードの解 除 を行 うことができます。  

 

３ -１１ -２  機 能  

①割 り込 みフラグセット機 能  

・  割 り込 み端 子 指 定 されたＰ００～Ｐ０ ３のいずれかにＬレベルを入 力 するとＰ ０ＦＬＧ

（Ｐ０ＦＳＡ：７Ｆ４３のビット１）がセットされます。  

・  Ｐ０４ ＩＥ （Ｐ０ＦＳＡ：７Ｆ４３のビット２ ）が“１ ”の時 、Ｐ０４端 子 にＰ０４ ＩＬ （Ｐ０ＦＳＡ：７Ｆ

４３のビット４ ）で指 定 されたレベルを入 力 するとＰ０４ＦＬＧ （Ｐ０ＦＳＡ： ７Ｆ４３のビット

３）に１がセットされます。  

・  Ｐ０５ ＩＥ （Ｐ０ＦＳＡ：７Ｆ４３のビット５ ）が“１ ”の時 、Ｐ０５端 子 にＰ０５ ＩＬ （Ｐ０ＦＳＡ：７Ｆ

４３のビット７ ）で指 定 されたレベルを入 力 するとＰ０５ＦＬＧ （Ｐ０ＦＳＡ： ７Ｆ４３のビット

６）に１がセットされます。  

 

②ＨＯＬＤモード解 除 機 能  

・  割 り込 みフラグセットがされると、ＨＯＬＤモード解 除 信 号 が発 生 し、ＨＯＬＤモード

が解 除 されホルトモード（メイン発 振 ＝内 蔵 ＲＣ）に移 行 します。さらに割 り込 みが受

け付 けられるとＨＡＬＴモードから通 常 動 作 モードへ移 行 します。  

・  ＨＯＬＤモード時 に割 り込 みフラグをセットするような信 号 変 化 が入 力 されると、割 り

込 みフラグがセットされます。  

 

③ＨＯＬＤＸモード解 除 機 能  

・  割 り込 みフラグセットがされると、ＨＯＬＤＸモード解 除 信 号 が発 生 し、ＨＯＬＤＸモー

ドが解 除 されＨＡＬＴモード（メイン発 振 ＝ＨＯＬＤX 突 入 時 ）に移 行 します。さらに

割 り込 みが受 け付 けられるとＨＡＬＴモードから通 常 動 作 モードへ移 行 します。  

・  ＨＯＬＤX モード時 に割 り込 みフラグをセットするような信 号 変 化 が入 力 されると、割

り込 みフラグがセットされます。  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F40 0000 0000 R/W P0LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F41 XXXX XXXX R P0IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F42 0000 0000 R/W P0DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F43 0000 0000 R/W P0FSA P05IL P05FLG P05IE P04IL P04FLG P04IE P0FLG P0IE 

 

３ -１１ -３  関 連 レジスタ  

３ -１１ -３ -１  ポート０データラッチ（Ｐ０ＬＡＴ ）  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F40 0000 0000 R/W P0LAT BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 
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３ -１１ -３ -２  ポート０入 力 アドレス（Ｐ０ ＩＮ ）  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F41 XXXX XXXX R P0IN BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ -１１ -３ -３  ポート０データディレクションレジスタ（Ｐ０ＤＤＲ）  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F42 0000 0000 R/W P0DDR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ -１１ -３ -４  ポート０機 能 選 択 レジスタＡ（Ｐ０ＦＳＡ）  

①ポート０の割 り込 み機 能 を制 御 する８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F43 0000 0000 R/W P0FSA P05IL P05FLG P05IE P04IL P04FLG P04IE P0FLG P0IE 

 
Ｐ０５ ＩＬ （ビット７） ：Ｐ０５割 り込 みの検 出 モード  

このビットが“１”の時 、Ｈレベルを検 出 します。  

このビットが“０”の時 、Ｌレベルを検 出 します。  

 

Ｐ０５ＦＬＧ（ビット６） ：Ｐ０５割 り込 み検 出 フラグ  

Ｐ０５割 り込 みの条 件 が満 たされると“１”がセットされます。  

このビットはＰ０ＦＳＡレジスタに書 き込 みを行 うと自 動 的 に“０”になります。  

 

Ｐ０５ ＩＥ （ビット５） ：Ｐ０５割 り込 み動 作 制 御  

このビットが“１”の時 、Ｐ０５割 り込 みが動 作 します。  

このビットとＰ０５ＦＬＧがともに“１ ”の時 、ＨＯＬＤ／ＨＯＬＤＸモード解 除 信 号 とベク

タアドレス８０３ＣＨへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

 

Ｐ０４ ＩＬ （ビット４） ：Ｐ０４割 り込 みの検 出 モード  

このビットが“１”の時 、Ｈレベルを検 出 します。  

このビットが“０”の時 、Ｌレベルを検 出 します。  

 

Ｐ０４ＦＬＧ（ビット３） ：Ｐ０４割 り込 み検 出 フラグ  

Ｐ０４割 り込 みの条 件 が満 たされると“１”がセットされます。  

このビットはＰ０ＦＳＡレジスタに書 き込 みを行 うと自 動 的 に“０”になります。  

 

Ｐ０４ ＩＥ （ビット２） ：Ｐ０４割 り込 み動 作 制 御  

このビットが“１”の時 、Ｐ０４割 り込 みが動 作 します。  

このビットとＰ０４ＦＬＧがともに“１ ”の時 、ＨＯＬＤ／ＨＯＬＤＸモード解 除 信 号 とベク

タアドレス８０３ＣＨへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  

 

Ｐ０ＦＬＧ（ビット１） ：Ｐ０Ｌ割 り込 み検 出 フラグ  

Ｐ０Ｌ割 り込 みの条 件 が満 たされると“１”がセットされます。  

このビットはＰ０ＦＳＡレジスタに書 き込 みを行 うと自 動 的 に“０”になります。  

 

Ｐ０ ＩＥ （ビット０） ：Ｐ０Ｌ割 り込 み動 作 制 御  

このビットが“１ ”の時 、Ｐ０ＤＤＲ＜ｎ＞が“０ ”設 定 されたＰ０ｎ （ ｎ＝０～３）に対 しＰ０

Ｌ割 り込 み検 出 が動 作 します。  

このビットとＰ０ＦＬＧがともに“１ ”の時 、ＨＯＬＤ／ＨＯＬＤＸモード解 除 信 号 とベクタ

アドレス８０３ＣＨへの割 り込 み要 求 が発 生 します。  
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３ -１１ -４  ポート０割 り込 みの設 定  

３ -１１ -４ -１  Ｐ０Ｌ割 り込 み設 定  

レジスタデータ（ｎ＝０～３） ポートＰ０ｎの状態（ｎ＝０～３） 検出レベル 

Ｐ０ＩＥ Ｐ０ＬＡＴ＜ｎ＞ Ｐ０ＤＤＲ＜ｎ＞ 出力  

１ ０ ０ 内蔵プルアップ “Ｌ”レベル 

１ １ ０ オープン “Ｌ”レベル 

 

３ -１１ -４ -２  Ｐ０４割 り込 み設 定  

レジスタデータ ポートＰ０４の状態 検出レベル 

Ｐ０４ＩＬ Ｐ０４ＩＥ Ｐ０ＬＡＴ＜４＞ Ｐ０ＤＤＲ＜４＞ 出力  

０ １ １ ０ 内蔵プルアップ “Ｌ”レベル 

０ １ ０ ０ オープン “Ｌ”レベル 

１ １ １ ０ 内蔵プルアップ “Ｈ”レベル 

１ １ ０ ０ オープン “Ｈ”レベル 

 

３ -１１ -４ -３  Ｐ０５割 り込 み設 定  

レジスタデータ ポートＰ０５の状態 検出レベル 

Ｐ０５ＩＬ Ｐ０５ＩＥ Ｐ０ＬＡＴ＜５＞ Ｐ０ＤＤＲ＜５＞ 出力  

０ １ １ ０ 内蔵プルアップ “Ｌ”レベル 

０ １ ０ ０ オープン “Ｌ”レベル 

１ １ １ ０ 内蔵プルアップ “Ｈ”レベル 

１ １ ０ ０ オープン   “Ｈ”レベル 
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３ -１２ タイマ０（Ｔ０）  

３ - １ ２ - １ 概 要  

本 シ リ ー ズ 内 蔵 し て い る タ イ マ ０ （ Ｔ ０ ） は 、 次 の ８ つ の 機 能 を 持 っ た プ リ ス ケ ー ラ 付 き の １ ６

ビットのタイマです。  
 
①モード０：  ５ビットプリスケーラ付 き１６ビットタイマ  

②モード１：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビット タイマ（トグル出 力 付 き）＋８ビットＰＷＭ  

③モード２：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビットＰＷＭ  

④モード３：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビットタイマ（トグル出 力 付 き）  

⑤モード４：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビット タイマ＋８ビットＰＷＭ  

⑥モード５：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビット タイマ＋８ビットトグル出 力  

⑦モード６：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビットＰＷＭ＋８ビットＰＷＭ  

⑧モード７：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビットタイマ（トグル出 力 付 き）＋トグル出 力  

 

３ - １ ２ - ２ 機 能  

① モード０：  ５ビットプリスケーラ付 き１６ビット タイマ  

・ タ イ マ ０ （ Ｔ ０ ） は シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ ま た は 内 蔵 Ｒ Ｃ 発 振 を カ ウ ン ト す る 

１６ビットのプログラマブルタイマとして動 作 します。  

Ｔ０の周 期 ＝（［（Ｔ０ＨＲ＜＜８） ＋Ｔ０ＬＲ］ ＋１） ×（Ｐ Ｒ＋１） ×カウントクロック周 期  

・ Ｔ０ＰＷＭＬ，Ｔ０ＰＷＭＨは“０”出 力 します。  

 

② モード１：  ５ビットプリスケーラ付 ８ビット タイマ（ト グル出 力 付 き）＋８ビットＰ ＷＭ  

・ Ｔ ０ Ｌ は シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ ま た は 内 蔵 Ｒ Ｃ を カ ウ ン ト す る ８ ビ ッ ト の プ ロ グ

ラ マ ブ ルタ イマ と し て 動 作 しま す 。 Ｔ０ Ｈ は シ ス テ ム ク ロ ッ ク をカ ウ ント す る８ ビ ッ ト Ｐ ＷＭ と

して動 作 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＬはＴ０Ｌ周 期 毎 にトグルする信 号 を出 力 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＨは２５６Ｔｃｙｃを周 期 とするＰＷＭとして動 作 します。  

・ Ｔ０周 期  

Ｔ０Ｌの周 期 ＝（Ｔ０ＬＲ＋１）×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

Ｔ０ＰＷＭＬ周 期 ＝Ｔ０Ｌ周 期 ×２  

Ｔ０Ｈの周 期 ＝２５６Ｔｃｙｃ  

Ｔ０Ｐ ＷＭＨのＨ期 間 ＝（ Ｔ０Ｈ Ｒ＋１） ×Ｔｃｙｃ  

 

③ モード２：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビットＰＷＭ  

・ Ｔ ０ Ｌ は シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ ま た は 内 蔵 Ｒ Ｃ を カ ウ ン ト と す る ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ

として動 作 します。Ｔ０Ｈは動 作 停 止 しています。  

・ Ｔ０ＰＷＭＬは周 期 ２５６×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期 のＰＷＭとして動 作 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＨは“０”出 力 します。  

Ｔ０Ｐ ＷＭＬの周 期 ＝２５６×（Ｐ Ｒ＋１）×カウントクロック周 期  

Ｔ０ＰＷＭＬのＨ期 間 ＝（Ｔ０ＬＲ＋１）×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  
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④ モード３：  ５ビットプリスケーラ付 ８ビットタイマ  

・ Ｔ０Ｌはシステムクロック、ＯＳＣ０、ＯＳＣ１または内 蔵 ＲＣをカウントする８ビットタイマとし

て動 作 します。Ｔ０Ｈは動 作 停 止 しています。  

・ Ｔ０ＰＷＭＬはＴ０Ｌ周 期 毎 にトグルする信 号 を出 力 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＨは“０”出 力 します。  

Ｔ０Ｌの周 期 ＝（Ｔ０ＬＲ＋１）×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

Ｔ０ＰＷＭＬ周 期 ＝Ｔ０Ｌ周 期 ×２  

 

⑤モード４：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビットタイマ＋８ビットＰＷＭ  

・Ｔ０Ｌはシステムクロック、ＯＳＣ０、ＯＳＣ１または内 蔵 ＲＣをカウントする８ビットタイマとして

動 作 します。Ｔ０Ｈはシステムクロックをカウントする８ビットＰＷＭとして動 作 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＬは“０”出 力 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＨは２５６Ｔｃｙｃ周 期 とするＰＷＭとして動 作 します。  

Ｔ０Ｈの周 期 ＝２５６Ｔｃｙｃ  

Ｔ０ＰＷＭＨのＨ期 間 ＝（Ｔ０ＨＲ＋１）×Ｔｃｙｃ  

 

⑥モード５：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビットタイマ＋８ビットトグル出 力  

・ Ｔ０Ｌはシステムクロック、ＯＳＣ０、ＯＳＣ１または内 蔵 ＲＣをカウントする８ビットタイマとし

て動 作 します。Ｔ０Ｈはシステムクロックをカウントするトグル出 力 用 の一 致 カウンタとし

て動 作 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＬは“０”出 力 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＨはＴ０Ｈ周 期 毎 にトグルする信 号 を出 力 します。  

Ｔ０Ｈの周 期 ＝（Ｔ０ＨＲ＋１）×Ｔｃｙｃ  

Ｔ０ＰＷＭＨ周 期 ＝Ｔ０Ｈ周 期 ×２  

 

⑦モード６：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビットＰＷＭ＋８ビットＰＷＭ  

・ Ｔ０Ｌはシステムクロック、ＯＳＣ０、ＯＳＣ１または内蔵ＲＣをカウントする８ビットＰＷＭとして

動作します。Ｔ０Ｈはシステムクロックをカウントする８ビットＰＷＭとして動作します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＬは周 期 ２５６×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期 のＰＷＭとして動 作 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＨは２５６Ｔｃｙｃ周 期 とするＰＷＭとして動 作 します。  

Ｔ０ＰＷＭＬの周 期 ＝２５６×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

Ｔ０ＰＷＭＬのＨ期 間 ＝（Ｔ０ＬＲ＋１）×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

Ｔ０Ｈの周 期 ＝２５６Ｔｃｙｃ  

Ｔ０ＰＷＭＨのＨ期 間 ＝（Ｔ０ＨＲ＋１）×Ｔｃｙｃ  

 

⑧モード７：  ５ビットプリスケーラ付 き８ビットタイマ（トグル出 力 付 き）＋トグル出 力  

・ Ｔ０Ｌはシステムクロック、ＯＳＣ０、ＯＳＣ１または内 蔵 ＲＣをカウントする８ビットのプログ

ラマブルタイマとして動 作 します。Ｔ０Ｈはシステムクロックをカウントするトグル出 力 用

の一 致 カウンタとして動 作 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＬはＴ０Ｌ周 期 毎 にトグルする信 号 を出 力 します。  

・ Ｔ０ＰＷＭＨはＴ０Ｈ周 期 毎 にトグルする信 号 を出 力 します。  

Ｔ０Ｌの周 期 ＝（Ｔ０ＬＲ＋１）×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

Ｔ０Ｈの周 期 ＝（Ｔ０ＨＲ＋１）×Ｔｃｙｃ  
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⑨割 り込 みの発 生  

・ タ イマ０ 割 り込 み 要 求 許 可 ビットがセット されて いる場 合 、 Ｔ０Ｌ周 期 ま たはＴ０ＰＷ ＭＬ

周 期 で、Ｔ０割 り込 み要 求 を発 生 します。  

・ タイマ０ソフトウェア割 り込 み制 御 により、Ｔ０割 り込 み要 求 を発 生 します。  

 

⑩タイマ０（Ｔ０）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があります。  
 

・ Ｔ０ＬＲ，Ｔ０Ｈ Ｒ，Ｔ０ＣＮＴ，Ｔ０Ｐ Ｒ  

・ Ｐ０ＬＡＴ，Ｐ０ＤＤＲ  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F10 0000 0000 R/W T0LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F11 0000 0000 R/W T0HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F12 0000 0000 R/W T0CNT SISTS SIFLG SIIE CKSEL RUN FLG IE 

7F13 0000 0000 R/W T0PR MODE PR 

 

３ - １ ２ - ３ 回 路 構 成  

３ - １ ２ - ３ - １  タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①Ｔ０の動 作 、割 り込 みの制 御 を行 います。  

 

３ - １ ２ - ３ - ２  タ イ マ ０ プ リ ス ケ ー ラ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①Ｔ０プリスケーラの周 期 設 定 とタイマ０の８種 類 の動 作 モードの選 択 を行 います。  

 

３ - １ ２ - ３ - ３  タ イ マ ０ プ リ ス ケ ー ラ   （ ５ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：ＲＵＮ（Ｔ０ＣＮＴのビット２）の０／１により、停 止 ／動 作 が制 御 される。  

②カウントクロック：モードにより異 なります。  

モード CKSEL Ｔ０プリスケーラのカウントクロック 

０ ００ システムクロック 

１ ０１ 内蔵ＲＣ 

２ １０ ＯＳＣ０ 

３ １１ ＯＳＣ１ 

 

③ 一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が Ｐ Ｒ （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ の ビ ッ ト ４ ～ ０ ） の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生

する。  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 発 生 時 。  

 

３ - １ ２ - ３ - ４  タ イ マ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：ＲＵＮ（Ｔ０ＣＮＴのビット２）の０／１により、停 止 ／動 作 が制 御 される。  

②カウントクロック：Ｔ０プリスケーラの一 致 信 号  

③ 一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生 す る 。

（１６ビット モード時 は１６ビット データの一 致 が必 要 ）  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  
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３ - １ ２ - ３ - ５  タ イ マ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止 ： Ｒ Ｕ Ｎ （ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ２ ） の ０ で 停 止 、 １ の 場 合 は モ ー ド に よ り 異  

なる。  

モード ＭＯＤＥ Ｔ０Ｈの動作 

０ ０００ 動作 

１ ００１ 動作 

２ ０１０ 停止 

３ ０１１ 停止 

４ １００ 動作 

５ １０１ 動作 

６ １１０ 動作 

７ １１１ 動作 

 

②カウントクロック：モードにより異 なる。  

モード ＭＯＤＥ Ｔ０Ｈのカウントクロック 

０ ０００ Ｔ０Ｌのオーバーフロー 

１ ００１ システムクロック 

２ ０１０ － 

３ ０１１ － 

４ １００ システムクロック 

５ １０１ システムクロック 

６ １１０ システムクロック 

７ １１１ システムクロック 

 

③ 一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生 す る 。

（１６ビット モード時 は１６ビット データの一 致 が必 要 ）  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ - １ ２ - ３ - ６  タ イ マ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ

付 ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ０ Ｌ用 の一 致 デー タ格 納 用 レ ジス タ で す 。他 に、 ８ ビット の一 致 バッ フ ァ レジ スタ を 持 ち 、

こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ０ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ ） の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が 発 生

します。  
 

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ０ＬＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ０ Ｌ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ０ Ｌ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド  

する。  
 

③ Ｔ０Ｌのカウ ントクロックにシステ ムク ロック以 外 を 選 択 した 場 合 、 Ｔ０Ｌ動 作 時 にＴ ０Ｌ Ｒの

更 新 は 、 Ｔ ０ Ｌ 一 致 信 号 発 生 か ら 次 の 一 致 信 号 発 生 ま で の 間 に １ 度 の み に し て く だ  

さい。  

 

３ - １ ２ - ３ - ７  タ イ マ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス

タ 付 ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ０ Ｈ用 の一 致 デ ータ 格 納 用 レジ スタ で す。他 に 、８ ビットの一 致 バッ フ ァレジ スタ を持 ち、

こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ０ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ ） の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が 発 生

します。  
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②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ０ＨＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ０ Ｈ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ０ Ｈ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド  

する。  
 
③ Ｔ ０ Ｈ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に シ ス テ ム ク ロ ッ ク 以 外 を 選 択 し た 場 合 、 Ｔ ０ Ｈ 動 作 時 に Ｔ ０ Ｈ Ｒ

の更 新 は、Ｔ０Ｈ一 致 信 号 発 生 から次 の一 致 信 号 発 生 までの間 に１度 のみにしてくだ

さい。  

 

３ - １ ２ - ３ - ８  タ イ マ ０ 下 位 出 力 （ Ｔ ０ Ｐ Ｗ Ｍ Ｌ ）  

① Ｔ０Ｌ動 作 停 止 時 、Ｔ０ＰＷＭＬの出 力 はＬＯＷ固 定 となります。  

② モード０，４，５時 、Ｔ０ＰＷＭＬの出 力 はＬＯＷ固 定 となります。  

③ モード１，３，７時 、Ｔ０Ｌ一 致 信 号 で変 化 するトグル出 力 。  

④ モ ー ド ２ 、 ６ 時 、 Ｔ ０ Ｌ の オ ー バ ー フ ロ ー で セ ッ ト 、 Ｔ ０ Ｌ の 一 致 信 号 で リ セ ッ ト さ れ る Ｐ Ｗ Ｍ

出 力 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T0L 一致バッファレジスタ値 

＜モード１，３，７＞ 

T0L 値 

T0L 一致信号 

T0L フラグセット 

T0PWML 

T0L カウンタ値＝FFH 

＜モード２，６＞ 

T0L 値 

T0L 一致信号 

T0L カウンタ値＝FFH 

T0L フラグセット 

T0PWML 

一致 
T0L 一致バッファレジスタ値 
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３ - １ ２ - ３ - ９  タ イ マ ０ 上 位 出 力 （ Ｔ ０ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ ）  

① Ｔ０Ｈ動 作 停 止 時 、Ｔ０ＰＷＭＨの出 力 はＬＯＷ固 定 となります。  

② モード０，２，３時 、Ｔ０ＰＷＭＨの出 力 はＬＯＷ固 定 となります。  

③ モード５、７時 、Ｔ０Ｈ一 致 信 号 で変 化 するトグル出 力 。  

④ モ ー ド １ ， ４ ， ６ 時 、 Ｔ ０ Ｈ の オ ー バ ー フ ロ ー で セ ッ ト 、 Ｔ ０ Ｈ の 一 致 信 号 で リ セ ッ ト さ れ る   

Ｐ ＷＭ出 力 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T0H 一致バッファレジスタ値 

＜モード５，７＞ 

T0H 値 

T0H 一致信号 

T0PWMH 

T0H カウンタ値＝FFH 

＜モード１，４，６＞ 

T0H 値 

T0H 一致信号 

T0H カウンタ値＝FFH 

T0PWMH 

一致 
T0H 一致バッファレジスタ値 
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３ - １ ２ - ４ 関 連 レ ジス タ  

３ - １ ２ - ４ - １  タ イ マ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ０ Ｌ Ｒ ）  

① Ｔ０Ｌ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持 ち、

この一 致 バッファレジスタとタイマ０下 位 の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ０ＬＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ０ Ｌ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ０ Ｌ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド  

する。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F10 0000 0000 R/W T0LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

 

図 ３－１２－１  タイマ０ブロック図  

Tcyc 
ｸﾛｯｸ ｸﾘｱ

T0 プリスケーラ 

比較器 

T0PR 一致データ 

一致

ｸﾛｯｸ 
T0H 

T0L 比較器 

T0L 一致バッファレジスタ 

T0HR 

ｸﾘｱ

ﾘﾛｰﾄﾞ

FLG ｾｯﾄ

T0L 

T0LR 

 

クロック選択 OSC1 

OSC0 
内蔵 RC 

T0H 比較器 

T0H 一致バッファレジスタ

T0H クロック

制御 

ｸﾛｯｸ
ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 

T0 制御回路 

（カウンタ・出力） 

一致一致

ｸﾘｱ

ﾘﾛｰﾄﾞ

T0PWML 出力 T0PWMH 出力

Tcyc 
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３ - １ ２ - ４ - ２  タ イ マ ０ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ０ Ｈ Ｒ ）  

① Ｔ０Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持 ち、

この一 致 バッファレジスタとタイマ０上 位 の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ０ＨＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ０ Ｈ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ０ Ｈ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド  

する。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F11 0000 0000 R/W T0HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １ ２ - ４ - ３  タ イ マ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

①Ｔ０の動 作 、割 り込 みの制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F12 0000 0000 R/W T0CNT SISTS SIFLG SIIE CKSEL RUN FLG IE 

 
ＳＩＳＴＳ（ビット７）：ソフトウェア割 り込 み状 態  

ＳＩＦＬＧとＳＩ ＩＥのＡＮＤデータを読 めます。  

この ビットはリードオンリーです。  
 

ＳＩＦＬＧ（ビット６）：ソフトウェア割 り込 みフラグ  
 
ＳＩ ＩＥ（ビット５）：ソフトウェア割 り込 み許 可 制 御  

ビ ッ ト ５ と ビ ッ ト ６ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し 

ます。  
 
ＣＫＳＥＬ（ ビット４，３）：Ｔ０カウントクロック選 択  

上 記 ２ビットでタイマ０のカウント クロックを選 択 します。  

モード ＣＫＳＥＬ Ｔ０プリスケーラのカウントクロック 

０ ００ システムクロック 

１ ０１ 内蔵ＲＣ 

２ １０ ＯＳＣ０ 

３ １１ ＯＳＣ１ 
 
ＲＵＮ（ビット２）：Ｔ０カウント制 御  

このビットが０の時 タイマ０（Ｔ０）は、カウント値 ０で停 止 し、Ｔ０の一 致 バッファレジスタ

値 はＴ０Ｒの値 と同 じです。  

このビットが１の時 タイマ０（Ｔ０）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  
 
ＦＬＧ（ビット１）：Ｔ０一 致 フラグ  

Ｔ０が動 作 している（ＲＵＮ＝１）場 合 、Ｔ０が０に変 化 する時 にセットされます。  

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  
 
ＩＥ（ビット０）：Ｔ０割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｆ Ｌ Ｇ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し  

ます。  

 

３ - １ ２ - ４ - ４  タ イ マ ０ プ リ ス ケ ー ラ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ０ Ｐ Ｒ ）  

①  ビット０～４でタイマ０プリスケーラのカウント 数 を設 定 します。  

②  ビット５～７でタイマ０のモード選 択 を行 います。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F13 0000 0000 R/W T0PR MODE PR 
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ＭＯＤＥ（ ビット ７～５）：タイマ０モード選 択  

上 記 ３ビットでタイマ０のモード選 択 を行 います。  

モード ＭＯＤＥ Ｔ０Ｌの動作 Ｔ０Ｈの動作 

０ ０００ １６ビットタイマ 

１ ００１ ８ビットタイマ（トグル出力） ８ビットＰＷＭ 

２ ０１０ ８ビットＰＷＭ 停止 

３ ０１１ ８ビットタイマ（トグル出力） 停止 

４ １００ ８ビットタイマ ８ビットＰＷＭ 

５ １０１ ８ビットタイマ 一致カウンタ（トグル出力） 

６ １１０ ８ビットＰＷＭ ８ビットＰＷＭ 

７ １１１ ８ビットタイマ（トグル出力） 一致カウンタ（トグル出力） 

 

ＰＲ（ ビット ４～０）： タイマ０プリスケーラ制 御  

上 記 ５ビットでタイマ０プリスケーラの周 期 を設 定 します。  

Ｔ０Ｐ Ｒ周 期 ＝（Ｐ Ｒ＋１）×カウントクロック  

 

３ - １ ２ - ５ タ イマ ０出 力 の ポート 設 定  

①Ｔ０Ｐ ＷＭＬ（Ｐ０６）  

レジスタデータ 
ポートＰ０６の状態 

Ｐ０ＬＡＴ＜６＞ Ｐ０ＤＤＲ＜６＞ 

１ ０ 内蔵プルアップ 

０ ０ Ｔ０ＰＷＭＬとＰ０ＬＡＴ＜６＞のＯＲ（内蔵プルアップ／オープン） 

１ １ Ｈ出力 

０ １ Ｔ０ＰＷＭＬとＰ０ＬＡＴ＜６＞のＯＲ（Ｈ出力／Ｌ出力） 

 

②Ｔ０Ｐ ＷＭＨ（Ｐ ０７）  

レジスタデータ 
ポートＰ０７の状態 

Ｐ０ＬＡＴ＜７＞ Ｐ０ＤＤＲ＜７＞ 

１ ０ 内蔵プルアップ 

０ ０ Ｔ０ＰＷＭＨとＰ０ＬＡＴ＜７＞のＯＲ（内蔵プルアップ／オープン） 

１ １ Ｈ出力 

０ １ Ｔ０ＰＷＭＨとＰ０ＬＡＴ＜７＞のＯＲ（Ｈ出力／Ｌ出力） 
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３ -１３ タイマ１（Ｔ１）  

３ - １ ３ - １ 概 要  

本 シ リ ー ズ 内 蔵 し て い る タ イ マ １ （ Ｔ １ ） は 、 次 の ２ つ の 機 能 を 持 っ た プ リ ス ケ ー ラ 付 き の １ ６

ビットのタイマです。  
 

①モード０：  ５ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ

スタ付 き）  

②モード１：  ５ビット プリスケーラ付 き８ビット タイマ（ ８ビットキャプチャレジスタ付 ）×２ｃｈ  

 

３ - １ ３ - ２ 機 能  

① モ ー ド ０ ：  ５ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き １ ６ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ １ ６ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ

ジスタ付 き）  

・ タ イ マ １ （ Ｔ １ ） は シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ ま た は 内 蔵 Ｒ Ｃ を カ ウ ン ト す る １ ６ ビ ッ

トのプログラマブルタイマとして動 作 します。  

・ キ ャ プ チ ャ 許 可 時 、 命 令 で Ｈ Ｆ Ｌ Ｇ を １ に す る こ と で Ｔ １ Ｌ 、 Ｔ １ Ｈ の 内 容 を Ｔ １ Ｃ Ａ Ｐ Ｌ 、

Ｔ１ＣＡＰＨに同 時 にキャプチャします。  

・ Ｔ１周 期  

Ｔ１の周 期 ＝（［（Ｔ１ＨＲ＜＜８） ＋Ｔ１ＬＲ］ ＋１） ×（Ｐ Ｒ＋１） ×カウントクロック周 期  
 
② モード１：  ５ビットプリスケーラ付 ８ビット タイマ（８ビットキャプチャレジスタ付 ）×２ｃｈ  

・ タ イ マ １ （ Ｔ １ ） は シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ ま た は 内 蔵 Ｒ Ｃ を カ ウ ン ト す る ８ ビ ッ ト

タイマとシステムクロックをカウント８ビットタイマとして動 作 します。  

・ キャプチャ許 可 時 、ＨＦＬＧが１になるとＴ１Ｌの内 容 をＴ１ＣＡＰＬにキャプチャします。  

・ キャプチャ許 可 時 、ＦＬＧが１になるとＴ１Ｈの内 容 をＴ１ＣＡＰＨにキャプチャします。  

・ Ｔ１周 期  

Ｔ１Ｌの周 期 ＝（Ｔ１ＬＲ＋１）×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

Ｔ１Ｈの周 期 ＝（Ｔ１ＨＲ＋１）×Ｔｃｙｃ  
 

③割 り込 みの発 生  

タ イ マ 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 Ｔ １ Ｌ ま た は Ｔ １ Ｈ の カ ウ ン タ 周

期 で、Ｔ１ＬまたはＴ１Ｈ割 り込 み要 求 を発 生 します。  
 

④タイマ１（Ｔ１）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があります。  
 

・ Ｔ１ＬＲ，Ｔ１Ｈ Ｒ，Ｔ１ＣＮＴ，Ｔ１Ｐ Ｒ  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F14 0000 0000 R/W T1LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F15 0000 0000 R/W T1HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F16 0000 0000 R/W T1CNT HRUN HFLG HIE CKSEL RUN FLG IE 

7F17 0000 0000 R/W T1PR MDSELRD MDSELBIT MDSELCP PR 

 

３ - １ ３ - ３ 回 路 構 成  

３ - １ ３ - ３ - １  タ イ マ １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ １ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ１Ｌ，Ｔ１Ｈの動 作 、割 り込 みの制 御 を行 います。  
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３ - １ ３ - ３ - ２  タ イ マ １ プ リ ス ケ ー ラ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ １ Ｐ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①タイマ１のプリスケーラ設 定 とモード選 択 を行 います。  

 

３ - １ ３ - ３ - ３  タ イ マ １ プ リ ス ケ ー ラ   （ ５ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：ＲＵＮ（Ｔ１ＣＮＴのビット２）の０／１により、停 止 ／動 作 が制 御 される。  

②カウントクロック：モードにより異 なります。  

モード ＣＫＳＥＬ Ｔ１プリスケーラのカウントクロック 

０ ００ システムクロック 
１ ０１ 内蔵ＲＣ 
２ １０ ＯＳＣ０ 
３ １１ ＯＳＣ１ 

 

③  一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が Ｐ Ｒ （ Ｔ １ Ｐ Ｒ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ４ ～ ０ ） の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号

を発 生 する。  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 発 生 時 。  

 

３ - １ ３ - ３ - ４  タ イ マ １ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：ＲＵＮ（Ｔ１ＣＮＴのビット２）の０／１により、停 止 ／動 作 が制 御 される。  

②カウントクロック：Ｔ１プリスケーラの一 致 信 号  

③ 一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生 す る 。

（１６ビット モード時 は１６ビット データの一 致 が必 要 ） 。  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ - １ ３ - ３ - ５  タ イ マ １ 上 位 （ Ｔ １ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：モードにより異 なる。  

モード ＭＤＳＥＬＢＩＴ ＨＲＵＮ ＲＵＮ Ｔ１Ｈの動作 

０ ０ ０ ０ 停止 

１ ０ ０ １ 動作 

２ ０ １ ０ 停止 

３ ０ １ １ 動作 

４ １ ０ ０ 停止 

５ １ ０ １ 停止 

６ １ １ ０ 動作 

７ １ １ １ 動作 
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②カウントクロック：モードにより異 なる。  

モード ＭＤＳＥＬＢＩＴ Ｔ１Ｈのカウントクロック 

０ ０ Ｔ１Ｌのオーバーフロー信号 

１ １ システムクロック 

 

③ 一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生 す る 。

（１６ビット モード時 は１６ビット データの一 致 が必 要 ） 。  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ - １ ３ - ３ - ６  タ イ マ １ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ

付 ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ １ Ｌ用 の一 致 デー タ格 納 用 レ ジス タ で す 。他 に、 ８ ビット の一 致 バッ フ ァ レジ スタ を 持 ち 、

こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ １ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ ） の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が 発 生

します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ１ＬＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 には、Ｔ１Ｌの値 が０になる時 、一 致 バッファレジスタはＴ１ＬＲの内 容 をロードする。  

③ １ Ｌ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に シ ス テ ム ク ロ ッ ク 以 外 を 選 択 し た 場 合 、 Ｔ １ Ｌ 動 作 時 に Ｔ １ Ｌ Ｒ の

更 新 は 、 Ｔ １ Ｌ 一 致 信 号 発 生 か ら 次 の 一 致 信 号 発 生 ま で の 間 に １ 度 の み に し て く だ 

さい。  

 

３ - １ ３ - ３ - ７  タ イ マ １ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ １ Ｈ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス

タ 付 ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①Ｔ１Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持 ち、

こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ １ 上 位 （ Ｔ １ Ｈ ） の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が 発 生

します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ１ＨＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ １ Ｈ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ １ Ｈ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド  

する。  

③ Ｔ １ Ｈ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に シ ス テ ム ク ロ ッ ク 以 外 を 選 択 し た 場 合 、 Ｔ １ Ｈ 動 作 時 に Ｔ １ Ｈ Ｒ

の更 新 は、Ｔ１Ｈ一 致 信 号 発 生 から次 の一 致 信 号 発 生 までの間 に１度 のみにしてくだ

さい。  

 

３ - １ ３ - ３ - ８  タ イ マ １ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ １ Ｃ Ａ Ｐ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①ＭＤＳＥＬＣＰが１の時 以 下 の条 件 でＴ１Ｌの値 を保 持 します。  

（１）ＨＦＬＧが１になった時 のＴ１Ｌのカウンタ値 を保 持 。  

 

３ - １ ３ - ３ - ９  タ イ マ １ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ １ Ｃ Ａ Ｐ Ｈ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①ＭＤＳＥＬＣＰが１の時 以 下 の条 件 でＴ１Ｈの値 を保 持 します。  

（１）１６ビットタイマモード時 、ＨＦＬＧが １になった時 の Ｔ１Ｈのカウンタ値 を保 持 。  

（２）８ビットタイマモード時 、ＦＬＧが１になった時 のＴ１Ｈのカウンタ値 を保 持 。  
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図 ３－１３－１  タイマ１ブロック図  
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３ - １ ３ - ４ 関 連 レ ジス タ  

３ - １ ３ - ４ - １  タ イ マ １ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ １ Ｌ Ｒ ）  

①Ｔ１Ｌ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。  

②ＭＤＳＥＬＲＤが１の 時 、Ｔ１ＣＡＰ Ｌの内 容 が読 み出 せます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F14 0000 0000 R/W T1LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １ ３ - ４ - ２  タ イ マ １ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ １ Ｈ Ｒ ）  

①  Ｔ１Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。  

②  ＭＤＳＥＬＲＤが１の時 、Ｔ１ＣＡＰＨの内 容 が読 み出 せます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F15 0000 0000 R/W T1HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １ ３ - ４ - ３  タ イ マ １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ １ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

①Ｔ１Ｌ，Ｔ１Ｈの動 作 、割 り込 みの制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F16 0000 0000 R/W T1CNT HRUN HFLG HIE CKSEL RUN FLG IE 

 

Ｈ ＲＵＮ（ビット ７）： Ｔ１Ｈカウント 制 御  

８ビットタイマモード時 にＴ１Ｈカウント制 御 に使 用 します。  

こ の ビ ットが０ の 時 タイマ １ 上 位 （ Ｔ１ Ｈ） は 、カウ ン ト 値 ０ で停 止 し 、 Ｔ１Ｈ の一 致 バッ フ

ァレジスタ値 はＴ１ＨＲの値 と同 じです。  

このビットが１の時 タイマ１上 位 （Ｔ１Ｈ）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  

 

ＨＦＬＧ（ ビット ６）： Ｔ１Ｈ一 致 フラグ  

８ビットタイマモード時 にＴ１Ｈ一 致 フラグとして使 用 します。  

Ｔ１Ｈが動 作 している（ＨＲＵＮ＝１）場 合 、Ｔ１Ｈが０に変 化 する時 にセットされます。  

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  

このビットはキャプチャのトリガ信 号 になります。  

 

ＨＩＥ（ビット５）：Ｔ１Ｈ割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

８ビットタイマモード時 にＴ１Ｈ割 り込 み制 御 に使 用 します。  

このビットとＨＦＬＧがともに １の時 、ベクタアドレス８０１８Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生 し

ます。  

 

ＣＫＳＥＬ（ ビット４、３）：Ｔ１カウントクロック選 択  

上 記 ２ビットでタイマ１のカウント クロックを選 択 します。  

モード ＣＫＳＥＬ Ｔ１プリスケーラのカウントクロック 

０ ００ システムクロック 

１ ０１ 内蔵ＲＣ 

２ １０ ＯＳＣ０ 

３ １１ ＯＳＣ１ 
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ＲＵＮ（ビット２）：Ｔ１カウント制 御  

このビットが０の時 タイマ１（Ｔ１）は、カウント値 ０で停 止 し、Ｔ１の一 致 バッファレジスタ

値 はＴ１Ｒの値 と同 じです。  

このビットが１の時 タイマ１（Ｔ１）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  

８ビットタイマモード時 はＴ１Ｌの制 御 に使 用 します。  

 

ＦＬＧ（ビット１）：Ｔ１一 致 フラグ  

Ｔ１が動 作 している（ＲＵＮ＝１）場 合 、Ｔ１が０に変 化 する時 にセットされます。  

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  

８ビットタイマモード時 はＴ１Ｌの一 致 フラグに使 用 します。  

このビットはキャプチャのトリガ信 号 になります。  

 

ＩＥ（ビット０）：Ｔ１割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｆ Ｌ Ｇ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し  

ます。  

８ビットタイマモード時 はＴ１Ｌの割 り込 み制 御 に使 用 します。  

 

注 意 ：ＦＬＧ，ＨＦＬＧは命 令 で０にしてください。  

 

３ - １ ３ - ４ - ４  タ イ マ １ プ リ ス ケ ー ラ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ １ Ｐ Ｒ ）  

①タイマ１のカウントクロック とモード設 定 します。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F17 0000 0000 R/W T1PR MDSELRD MDSELBIT MDSELCP PR 

 
ＭＤＳＥＬＲＤ（ビット７）：レジスタ読 み出 し選 択  

リードレジスタの選 択 を行 います。  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｔ １ Ｌ Ｒ 、 Ｔ １ Ｈ Ｒ の ア ド レ ス を 通 し て Ｔ １ Ｃ Ａ Ｐ Ｌ 、 Ｔ １ Ｃ Ａ Ｐ Ｈ の 値 が

読 み出 せます。  

このビットが０の時 、Ｔ１ＬＲ、ＴＩＨＲはそのまま読 み出 せます。  

 

ＭＤＳＥＬＢＩＴ（ビット６）：タイマ１カウンタ長 選 択  

このビットが１の時 、タイマ１は８ビットタイマモードで動 作 します。  

このビットが０の時 、タイマ１は１６ビットタイマモードで動 作 します。  

 

ＭＤＳＥＬＣＰ（ ビット５）： タイマ１キャプチャ許 可  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 キ ャ プ チ ャ 条 件 が 成 立 し た と き の タ イ マ １ カ ウ ン タ の デ ー タ を キ ャ

プチャレジスタに保 持 します。  

このビットが０の時 、キャプチャ動 作 はしません。  

ＭＤＳＥＬＢＩＴ Ｔ１Ｌキャプチャ条件 Ｔ１Ｈキャプチャ条件 

０ ＨＦＬＧが１ ＨＦＬＧが１ 

１ ＨＦＬＧが１ ＦＬＧが１ 

  

＊ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ は キ ャ プ チ ャ 条 件 が 成 立 し て い る 間 、 保 持 さ れ て い ま す の で 読 み

出 しはキャプチャ条 件 が成 立 している間 に行 ってください。  

 

ＰＲ（ ビット ４～０）： タイマ１プリスケーラ制 御  

上 記 ５ビットでタイマ１プリスケーラの周 期 を設 定 します。  

Ｔ１Ｐ Ｒ周 期 ＝（Ｐ Ｒ＋１）×カウントクロック  
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３ -１４ タイマ２（Ｔ２）  

３ - １ ４ - １ 概 要  

本 シ リ ー ズ 内 蔵 し て い る タ イ マ ２ （ Ｔ ２ ） は 、 次 の ２ つ の 機 能 を 持 っ た プ リ ス ケ ー ラ 付 き の １ ６

ビットのタイマです。  
 

①モード０：  ４ビットプリスケーラ付 き１６ビットプログラマブルタイマ（１６ビットキャプチャレジ

スタ付 き）  

② モ ー ド １ ：  ４ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ プ ロ グ ラ マ ブ ル ト タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス

タ付 ） ×２ｃｈ  

 

３ - １ ４ - ２ 機 能  

①モード０：  ４ビットプリスケーラ付 き１６ビットプログラマブルタイマ（１６ビットキャプチャレジ

スタ付 き）  

・ タ イ マ ２ （ Ｔ ２ ） は シ ステ ムク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ１ ま た は 外 部 イ ベ ン ト を カ ウ ント する １ ６

ビットのプログラマブルタイマとして動 作 します。  

・ 外 部 イベントはＩＮＴ２またはＩＮＴ３端 子 からの検 出 信 号 を選 択 できます。  

・ ＩＮ Ｔ０、 ＩＮＴ ２端 子 からの 検 出 信 号 に よ り、Ｔ２Ｌ 、Ｔ２Ｈ の 内 容 をＴ２ ＣＰ ０Ｌ、 Ｔ２ ＣＰ ０

Ｈに同 時 にキャプチャします。  

・ Ｔ２周 期  

Ｔ２の周 期 ＝（［（Ｔ２ＨＲ＜＜８）＋Ｔ２ＬＲ］＋１）×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

 

② モ ー ド １ ：  ４ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ （ ８ ビ ッ ト キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ

付 ） ×２ｃｈ  

・ タ イ マ ２ （ Ｔ ２ ） は シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ ま た は 外 部 イ ベ ン ト を カ ウ ン ト す る 二

つの 独 立 した８ビットのプログラマブルタイマとして動 作 します。  

・ 外 部 イベントはＩＮＴ２またはＩＮＴ３端 子 からの検 出 信 号 を選 択 できます。  

・ Ｉ Ｎ Ｔ ０ 、 Ｉ Ｎ Ｔ ２ 端 子 か ら の 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ２ Ｌ の 内 容 を Ｔ ２ Ｃ Ｐ ０ Ｌ に キ ャ プ チ ャ し 

ます。  

・ Ｉ Ｎ Ｔ １ 、 Ｉ Ｎ Ｔ ３ 端 子 か ら の 検 出 信 号 に よ り 、 Ｔ ２ Ｈ の 内 容 を Ｔ ２ Ｃ Ｐ ０ Ｈ に キ ャ プ チ ャ し 

ます。  

・ Ｔ２周 期 （クロックソース：外 部 イベント非 選 択 時 ）  

Ｔ２Ｌの周 期 ＝（Ｔ２ＬＲ＋１）×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

Ｔ２Ｈの周 期 ＝（Ｔ２ＨＲ＋１）×（ ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

・ Ｔ２周 期 （クロックソース：外 部 イベント選 択 時 ）  

Ｔ２Ｌの周 期 ＝（Ｔ２ＬＲ＋１）×外 部 イベント  

Ｔ ２ Ｈ の 周 期 ＝ （ Ｔ ２ Ｈ Ｒ ＋ １ ） × （ Ｐ Ｒ ＋ １ ） × （ シ ス テ ム ク ロ ッ ク 周 期 又 は 外 部 イ ベ

ント）  

③割 り込 みの発 生  

タ イ マ 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 Ｔ ２ Ｌ ま た は Ｔ ２ Ｈ の カ ウ ン タ 周

期 で、Ｔ２ＬまたはＴ２Ｈ割 り込 み要 求 を発 生 します。  

又 は キ ャ プ チ ャ 割 り 込 み 要 求 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ の 更 新

時 に 割 り込 み要 求 を発 生 します。  
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④タイマ２（Ｔ２）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があります。  
 

・ Ｔ２ＬＲ，Ｔ２Ｈ Ｒ，Ｔ２Ｌ，Ｔ２Ｈ，Ｔ２ＣＮＴ０，Ｔ２ＣＮＴ１，Ｔ２ＣＮＴ２  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F18 0000 0000 R/W T2LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F19 0000 0000 R/W T2HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1A 0000 0000 R T2L BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1B 0000 0000 R T2H BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1C 0000 0000 R/W T2CNT0 HRUN HFLG HIE CTR8 SLCPRD RUN FLG IE 

7F1D LLL0 0000 R/W T2CNT1 - - - CP0SL CP0HFLG CP0LFLG CPIE 

7F1E 000L 0000 R/W T2CNT2 CKSL EXISL - PR 

 

３ - １ ４ - ３ 回 路 構 成  

３ - １ ４ - ３ - １  タ イ マ ２ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｔ ２ Ｃ Ｎ Ｔ ０ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ２Ｌ，Ｔ２Ｈの動 作 、割 り込 みの 制 御 を行 います。  

 

３ - １ ４ - ３ - ２  タ イ マ ２ 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｔ ２ Ｃ Ｎ Ｔ １ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①Ｔ２Ｌ，Ｔ２Ｈのカウントクロックの設 定 を行 います。  

 

３ - １ ４ - ３ - ３  タ イ マ ２ 制 御 レ ジ ス タ ２ （ Ｔ ２ Ｃ Ｎ Ｔ ２ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①Ｔ２Ｌ，Ｔ２Ｈの キャプチャ動 作 制 御 を行 います。  

 

３ - １ ４ - ３ - ４  タ イ マ ２ プ リ ス ケ ー ラ （ ４ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：モードにより異 なる。  

モード ＣＴＲ８ ＨＲＵＮ ＲＵＮ Ｔ２プリスケーラの動作 

０ ０ ０ ０ 停止 

１ ０ ０ １ 動作 

２ ０ １ ０ 停止 

３ ０ １ １ 動作 

４ １ ０ ０ 停止 

５ １ ０ １ 動作 

６ １ １ ０ 動作 

７ １ １ １ 動作 

 

②カウントクロック：モードにより異 なります。  

モード ＣＴＲ８ ＥＸＩＳＬ ＣＫＳＬ Ｔ２プリスケーラのカウントクロック 

０ － － ００ システムクロック 

１ ０ ０ ０１ INT２からのイベント入力 

２ １ ０ ０１ システムクロック 

３ － １ ０１ INT３からのイベント入力 

４ － － １０ ＯＳＣ０ 

５ － － １１ ＯＳＣ１ 
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③ 一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が Ｐ Ｒ の値 （ Ｔ ２ Ｃ Ｎ Ｔ ２ レ ジ ス タ  ビ ッ ト ３ ～ ０ ） と 一 致 す る と 一 致 信

号 を発 生 する。  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 発 生 時 。  

 

３ - １ ４ - ３ - ５  タ イ マ ２ 下 位 （ Ｔ ２ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：モードにより異 なる。  

モード ＣＴＲ８ ＨＲＵＮ ＲＵＮ Ｔ２Ｌの動作 

０ ０ ０ ０ 停止 

１ ０ ０ １ 動作 

２ ０ １ ０ 停止 

３ ０ １ １ 動作 

４ １ ０ ０ 停止 

５ １ ０ １ 動作 

６ １ １ ０ 停止 

７ １ １ １ 動作 

 

②カウントクロック：モードにより異 なる。  

モード ＣＴＲ８ ＣＫＳＬ Ｔ２Ｌのカウントクロック 

０ － ００ Ｔ２プリスケーラの一致信号 

１ ０ ０１ Ｔ２プリスケーラの一致信号 

２ １ ０１ INT２からのイベント入力 

３ － １０ Ｔ２プリスケーラの一致信号 

４ － １１ Ｔ２プリスケーラの一致信号 

 

③ 一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生 す る 。

（１６ビット モード時 は１６ビット データの一 致 が必 要 ）  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ - １ ４ - ３ - ６  タ イ マ ２ 上 位 （ Ｔ ２ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：モードにより異 なる。  

モード ＣＴＲ８ ＨＲＵＮ ＲＵＮ Ｔ２Ｈの動作 

０ ０ ０ ０ 停止 

１ ０ ０ １ 動作 

２ ０ １ ０ 停止 

３ ０ １ １ 動作 

４ １ ０ ０ 停止 

５ １ ０ １ 停止 

６ １ １ ０ 動作 

７ １ １ １ 動作 
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②カウントクロック：モードにより異 なる。  

モード ＣＴＲ８ Ｔ２Ｈのカウントクロック 

０ ０ Ｔ２Ｌのオーバーフロー信号 
１ １ Ｔ２プリスケーラ一致信号 

 

③ 一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生 す る 。

（１６ビット モード時 は１６ビット データの一 致 が必 要 ）  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ - １ ４ - ３ - ７  タ イ マ ２ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ２ Ｌ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ

付 ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ２ Ｌ用 の一 致 デー タ格 納 用 レ ジス タ で す 。他 に、 ８ ビット の一 致 バッ フ ァ レジ スタ を 持 ち 、

こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ２ 下 位 （ Ｔ ２ Ｌ ） の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が 発 生

します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ２ＬＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ２ Ｌ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ２ Ｌ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド 

する。  

③ ２ Ｌ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に シ ス テ ム ク ロ ッ ク 以 外 を 選 択 し た 場 合 、 Ｔ ２ Ｌ 動 作 時 に Ｔ ２ Ｌ Ｒ の

更 新 は 、 Ｔ ２ Ｌ 一 致 信 号 発 生 か ら 次 の 一 致 信 号 発 生 ま で の 間 に １ 度 の み に し て く だ 

さい。  

 

３ - １ ４ - ３ - ８  タ イ マ ２ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ２ Ｈ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ

付 ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①Ｔ２Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持 ち、

こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ２ 上 位 （ Ｔ ２ Ｈ ） の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が 発 生

します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ２ＨＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ２ Ｈ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ２ Ｈ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド  

する。  

③ Ｔ ２ Ｈ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に シ ス テ ム ク ロ ッ ク 以 外 を 選 択 し た 場 合 、 Ｔ ２ Ｈ 動 作 時 に Ｔ ２ Ｈ Ｒ

の更 新 は、Ｔ２Ｈ一 致 信 号 発 生 から次 の一 致 信 号 発 生 までの間 に１度 のみにしてくだ

さい。  

 

３ - １ ４ - ３ - ９  タ イ マ ２ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ２ Ｃ Ｐ ０ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①キャプチャ要 求 ：モードにより異 なる。  

 モード ＣＰ０ＳＬ Ｔ２ＣＰ０Ｌのキャプチャ要求 

０ ００ ＩＮＴ０からのイベント入力 

１ ０１ ＩＮＴ２からのイベント入力 

２ １０ ＩＮＴ４からのイベント入力 

３ １１ ＩＮＴ５からのイベント入力 

 

② キャプチャデータ：タイマ２下 位 （Ｔ２Ｌ）の内 容 。  
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３ - １ ４ - ３ - １ ０  タ イ マ ２ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ２ Ｃ Ｐ ０ Ｈ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①キャプチャ要 求 ： モードに より異 なる。  

モード ＣＴＲ８ ＣＰ０ＳＬ Ｔ２ＣＰ０Ｈのキャプチャ要求 

０ ０ ００ ＩＮＴ０からのイベント入力 

１ ０ ０１ ＩＮＴ２からのイベント入力 

２ ０ １０ ＩＮＴ４からのイベント入力 

３ ０ １１ ＩＮＴ５からのイベント入力 

４ １ ００ ＩＮＴ１からのイベント入力 

５ １ ０１ ＩＮＴ３からのイベント入力 

６ １ １０ ＩＮＴ５からのイベント入力 

７ １ １１ ＩＮＴ４からのイベント入力 

 

②キャプチャデータ： タイマ２上 位 （Ｔ２Ｈ）の内 容 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

図 ３－１４－１  キャプチャ動 作 タイミング

４０ ４１ ４２

カウントクロック 

カウンタ値 ３Ｆ ４３ 

キャプチャ要求 

キャプチャデータ ＸＸ ４１ ４３ 

キャプチャフラグ 
セット 
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図 ３－１４－２  タイマ２ブロック図  

 

 

３ - １ ４ - ４ 関 連 レ ジス タ  

３ - １ ４ - ４ - １  タ イ マ ２ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ２ Ｌ Ｒ ）  

①Ｔ２Ｌ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持 ち、

この 一 致 バッフ ァレジスタ と タイマ２下 位 （ Ｔ２Ｌ） の 値 が 一 致 した時 、一 致 信 号 が 発 生 し 

ます。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 の ように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ２ＬＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ２ Ｌ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ２ Ｌ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド 

する。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F18 0000 0000 R/W T2LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 
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３ - １ ４ - ４ - ２  タ イ マ ２ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ２ Ｈ Ｒ ）  

①Ｔ２Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持 ち、

この一 致 バッファレジスタとタイマ２上 位 （ Ｔ２Ｈ）の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 し

ます。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 の ように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ２ＨＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ２ Ｈ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ２ Ｈ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド 

する。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F19 0000 0000 R/W T2HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １ ４ - ４ - ３  タ イ マ ２ 下 位 （ Ｔ ２ Ｌ ）  

① 読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト の タ イ マ で す 。 Ｔ ２ プ リ ス ケ ー ラ の 一 致 信 号 で カ ウ ン ト ア ッ プ し 

ます。  

②  タ イ マ ２ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｔ ２ Ｃ Ｎ Ｔ ０ ） の ビ ッ ト ３ が “ １ ” の 時 、 タ イ マ ２ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 下

位 （ Ｔ２ＣＰ ０Ｌ）のデータを読 み出 すことが できます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1A 0000 0000 R T2L BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １ ４ - ４ - ４  タ イ マ ２ 上 位 （ Ｔ ２ Ｈ ）  

① 読 み 出 し 専 用 の ８ ビ ッ ト の タ イ マ で す 。 Ｔ ２ Ｌ の オ ー バ ー フ ロ ー 信 号 ま た は Ｔ ２ プ リ ス ケ ー

ラの 一 致 信 号 でカウントアップします。  

② タ イ マ ２ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｔ ２ Ｃ Ｎ Ｔ ０ ） の ビ ッ ト ３ が “ １ ” の 時 、 タ イ マ ２ キ ャ プ チ ャ レ ジ ス タ 上

位 （ Ｔ２ＣＰ ０Ｈ）の データを読 み出 すことが できます。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1B 0000 0000 R T2H BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １ ４ - ４ - ５  タ イ マ ２ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｔ ２ Ｃ Ｎ Ｔ ０ ）  

①Ｔ２Ｌ，Ｔ２Ｈの動 作 、割 り込 みの制 御 を行 う８ビットの レジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1C 0000 0000 R/W T2CNT0 HRUN HFLG HIE CTR8 SLCPRD RUN FLG IE 

 
Ｈ ＲＵＮ（ビット ７）： Ｔ２Ｈカウント 制 御  

８ビット タイマモード時 に Ｔ２Ｈカウント制 御 に使 用 します。  

こ の ビ ット が ０ の 時 タイマ ２ 上 位 （ Ｔ２ Ｈ ） は 、カウ ン ト 値 ０ で停 止 し 、 Ｔ２Ｈ の 一 致 バッ フ

ァレジスタ値 はＴ２ＨＲの値 と同 じです。  

この ビットが１の 時 タイマ２上 位 （ Ｔ２Ｈ）は、所 定 の カウント動 作 を行 います。  
 

ＨＦＬＧ（ ビット ６）： Ｔ２Ｈ一 致 フラグ  

８ビット タイマモード時 に Ｔ２Ｈ一 致 フラグとして使 用 します。  

Ｔ２Ｈが動 作 している（ＨＲＵＮ＝１）場 合 、Ｔ２Ｈが０に変 化 する時 にセットされます。   

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  
 

Ｈ ＩＥ（ ビット５） ：Ｔ２Ｈ割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

８ビット タイマモード時 に Ｔ２Ｈ割 り込 み制 御 に使 用 します。  

こ の ビ ッ ト と Ｈ Ｆ Ｌ Ｇ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ Ｃ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生

します。  
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ＣＴＲ８（ビット４）：タイマ２モード選 択  

この ビットが０の 時 タイマ２は１６ビットタイマとして動 作 します。  

この ビットが１の 時 タイマ２は独 立 した２本 の ８ビット タイマとして動 作 します。  
 

ＳＬＣＰ ＲＤ（ビット３）：キャプチャレジスタ読 み出 し選 択  

この ビットが０の 時 アドレス７Ｆ１Ａ、７Ｆ１ＢはＴ２Ｌ、Ｔ２Ｈの 値 が読 み出 されます。  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 ア ド レ ス ７ Ｆ １ Ａ 、 ７ Ｆ １ Ｂ は Ｔ ２ Ｃ Ｐ ０ Ｌ 、 Ｔ ２ Ｃ Ｐ ０ Ｈ の 値 が 読 み 出 さ れ

ます。  
 

ＲＵＮ（ビット２）：Ｔ２カウント制 御  

このビットが０の時 タイマ２（Ｔ２）は、カウント値 ０で停 止 し、Ｔ２の一 致 バッファレジスタ

値 はＴ２Ｒの値 と同 じです。  

この ビットが１の 時 タイマ２（ Ｔ２）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  

８ビット タイマモード時 はＴ２Ｌの制 御 に 使 用 します。  
 

ＦＬＧ（ ビット１）：Ｔ２一 致 フラグ  

Ｔ２が動 作 している（ＲＵＮ＝１）場 合 、Ｔ２が０に変 化 する時 にセットされます。  

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  

８ビット タイマモード時 はＴ２Ｌの一 致 フラグに使 用 します。  
 

ＩＥ（ ビット ０）： Ｔ２割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｆ Ｌ Ｇ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ Ｃ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し

ます。  

８ビット タイマモード時 はＴ２Ｌの割 り込 み制 御 に使 用 します。  
 

注 意 ：ＦＬＧ，ＨＦＬＧは命 令 で０にしてください。  

 
３ - １ ４ - ４ - ６  タ イ マ ２ 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｔ ２ Ｃ Ｎ Ｔ １ ）  

①  タイマ２キャプチャ動 作 の設 定 します。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1D LLL0 0000 R/W T2CNT1 - - - CP0SL CP0HFLG CP0LFLG CPIE 

 
ＣＰ０ＳＬ（ ビット ４、３）：タイマ２キャプチャ要 求 入 力 選 択  

上 記 ２ビットでタイマ２キャプチャク要 求 の入 力 を選 択 します。  

モード ＣＴＲ８ ＣＰ０ＳＬ Ｔ２ＣＰ０Ｈのキャプチャ要求 

０ ０ ００ ＩＮＴ０からのイベント入力 

１ ０ ０１ ＩＮＴ２からのイベント入力 

２ ０ １０ ＩＮＴ４からのイベント入力 

３ ０ １１ ＩＮＴ５からのイベント入力 

４ １ ００ ＩＮＴ１からのイベント入力 

５ １ ０１ ＩＮＴ３からのイベント入力 

６ １ １０ ＩＮＴ５からのイベント入力 

７ １ １１ ＩＮＴ４からのイベント入力 

 

モード ＣＰ０ＳＬ Ｔ２ＣＰ０L のキャプチャ要求 

０ ００ ＩＮＴ０からのイベント入力 

１ ０１ ＩＮＴ２からのイベント入力 

２ １０ ＩＮＴ４からのイベント入力 

３ １１ ＩＮＴ５からのイベント入力 
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ＣＰ０Ｈ ＦＬＧ（ ビット ２）：タイマ２キャプチャ０Ｈフラグ  

８ビット モード時 Ｔ２ＣＰ０Ｈ レジスタが更 新 されると１になります。  

１６ビットモード時 はＴ２ＣＰ０Ｈレジスタが更 新 で変 化 しません。  

Ｔ２ＣＰ０Ｈ レジスタを読 み出 した後 “０”にしてください。  

 

ＣＰ０ＬＦＬＧ（ ビット１）：タイマ２キャプチャ０Ｌフラグ  

８ビット モード時 、Ｔ２ＣＰ０Ｌレジスタが更 新 されると１になります。  

１６ビットモード時 、Ｔ２ＣＰ０Ｈ 、Ｔ２ＣＰ０Ｌレジスタが同 時 に更 新 され１に なります。  

Ｔ２ＣＰ０Ｌレジスタを読 み出 した後 “０”にしてください。  

 

ＣＰ ＩＥ（ ビット０）：Ｔ２キャプチャ割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｃ Ｐ ０ Ｌ Ｆ Ｌ Ｇ 又 は Ｃ Ｐ ０ Ｈ Ｆ Ｌ Ｇ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ Ｃ Ｈ へ の

割 り込 み要 求 が 発 生 します。  
 

注 意 ：ＣＰ０ＬＦＬＧ，ＣＰ０Ｈ ＦＬＧは命 令 で０にしてください。  

 

３ - １ ４ - ４ - ７  タ イ マ ２ 制 御 レ ジ ス タ ２ （ Ｔ ２ Ｃ Ｎ Ｔ ２ ）  

①タイマ２のカウント クロックを設 定 します。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1E 000L 0000 R/W T2CNT2 CKSL EXISL - PR 

 

ＣＫＳＬ（ビット７、６） ：タイマ２カウントクロック選 択  

上 記 ２ビットでタイマ２のカウント クロックを選 択 します。  

モード ＣＫＳＬ Ｔ２プリスケーラのカウントクロック 

０ ００ システムクロック 

１ ０１ イベント入力 

２ １０ ＯＳＣ０ 

３ １１ ＯＳＣ１ 
 
ＥＸＩＳＬ（ ビット ５）： タイマ２イベントカウント 入 力 選 択 。  

この ビットが０の 時 ＩＮＴ２をイベント入 力 として選 択 します。  

この ビットが１の 時 ＩＮＴ３をイベント入 力 として選 択 します。  

 

Ｐ Ｒ（ ビット ３～０）： タイマ２プリスケーラ制 御  

上 記 ４ビットでタイマ２プリスケーラの周 期 を設 定 します。  

Ｔ２Ｐ Ｒ周 期 ＝（Ｐ Ｒ＋１）×カウントクロック  
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３ -１５ タイマ３（Ｔ３）  

３ - １ ５ - １ 概 要  

本 シ リ ー ズ 内 蔵 し て い る タ イ マ ３ （ Ｔ ３ ） は 、 次 の ４ つ の 機 能 を 持 っ た プ リ ス ケ ー ラ 付 き の １ ６

ビットのタイマです。  
 

①モード０：  ８ビットプリスケーラ付 き１６ビットプログラマブルタイマ（ト グル出 力 付 き）  

②モード１：  ８ビットプリスケーラ付 き８ビット プログラマブルタイマ（トグル出 力 付 き） ×２ｃｈ  

③ モ ー ド ２ ：  ８ ビ ッ ト プ リ ス ケ ー ラ 付 き ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ × １ ｃ ｈ 、 Ｐ Ｗ Ｍ 周 期 を カ ウ ン ト す る ８ ビ ッ

ト タイマ（ト グル出 力 付 き）  

④モード３：  ８ビットプリスケーラ付 き８ビットＰＷＭ×２ｃｈ  

 

３ - １ ５ - ２ 機 能  

① モード０：  ８ビットプリスケーラ付 き１６ビットプログラマブルタイマ（トグル出 力 付 き）  

・ タ イ マ ３ （ Ｔ ３ ） は シ ステ ムク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ１ ま た は 外 部 イ ベ ン ト を カ ウ ント する １ ６

ビットのプログラマブルタイマとして動 作 します。  

・ 外 部 イベントはＩＮＴ４またはＩＮＴ５端 子 からの検 出 信 号 を選 択 できます。  

・ Ｔ３ＯＨ はＴ３周 期 毎 にト グルする信 号 を出 力 します。  

Ｔ３の周 期 ＝（［（Ｔ３ＨＲ＜＜８）＋Ｔ３ＬＲ］＋１）×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

Ｔ３ＯＨ 周 期 ＝Ｔ３周 期 ×２  

 

② モード１：  ８ビットプリスケーラ付 ８ビットプログラマブルタイマ（トグル出 力 付 き）×２ｃｈ  

・ タ イ マ ３ （ Ｔ ３ ） は シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ ま た は 外 部 イ ベ ン ト を カ ウ ン ト す る 二

つの 独 立 した８ビットのプログラマブルタイマとして動 作 します。  

・ 外 部 イベントはＩＮＴ４またはＩＮＴ５端 子 からの検 出 信 号 を選 択 できます。  

・ Ｔ３ＯＬ、Ｔ３ＯＨはそれぞれＴ３Ｌ、Ｔ３Ｈ毎 にトグルする信 号 を出 力 します。  

・ Ｔ３周 期 （クロックソース：外 部 イベント非 選 択 時 ）  

Ｔ３Ｌの周 期 ＝（Ｔ３ＬＲ＋１）×（ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

Ｔ３Ｈの周 期 ＝（Ｔ３ＨＲ＋１）×（ ＰＲ＋１）×カウントクロック周 期  

・ Ｔ３周 期 （クロックソース：外 部 イベント選 択 時 ）  

Ｔ３Ｌの周 期 ＝（Ｔ３ＬＲ＋１）×外 部 イベント  

Ｔ３Ｈの周 期 ＝（Ｔ３ＨＲ＋１）×（ＰＲ＋１）×（システムクロック周 期 又 は外 部 イベント）  

Ｔ３ＯＬ周 期 ＝Ｔ３Ｌ周 期 ×２  

Ｔ３ＯＨ 周 期 ＝Ｔ３Ｈ周 期 ×２  
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③ モ ー ド ２ ：  ８ ビ ッ ト プリス ケ ー ラ 付 ８ ビ ッ ト Ｐ ＷＭ × １ ｃ ｈ ＋Ｐ Ｗ Ｍ 周 期 を カ ウ ン ト する ８ ビ ッ ト

プログラマブルタイマ（ト グル出 力 付 き）  

・ Ｔ ３ Ｌ は シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ ま た は 外 部 イ ベ ン ト を カ ウ ン ト す る ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ

Ｍとして動 作 します。  

・ Ｔ３ＨはＴ３Ｌ周 期 をカウント する８ビット タイマとして動 作 します。  

・ 外 部 イベントはＩＮＴ４またはＩＮＴ５端 子 からの検 出 信 号 を選 択 できます。  

・ Ｔ３ＯＬは周 期 ２５６×（ＰＲ＋１）×カウント クロック周 期 のＰＷＭとして動 作 します。  

・ Ｔ３ＯＨ はＴ３Ｈ 毎 にト グルする信 号 を出 力 します。  

Ｔ３ＯＬの周 期 ＝２５６×（Ｐ Ｒ＋１） ×カウント クロック周 期  

Ｔ３ＯＬのＨ期 間 ＝（ Ｔ３ＬＲ＋１） ×（Ｐ Ｒ＋１）×カウント クロック周 期  

Ｔ３Ｈの周 期 ＝（Ｔ３ＨＲ＋１）×Ｔ３Ｐ ＷＭＬの周 期  

Ｔ３ＯＨの期 間 ＝Ｔ３周 期 ×２  

 

④ モード３：  ８ビットプリスケーラ付 ８ビットＰＷＭ×２ｃｈ  

・ タ イ マ ３ （ Ｔ ３ ） は シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ ま た は 外 部 イ ベ ン ト を カ ウ ン ト す る 二

つの 独 立 した８ビットＰＷＭとして動 作 します。  

・ 外 部 イベントはＩＮＴ４またはＩＮＴ５端 子 からの検 出 信 号 を選 択 できます。  

・ Ｔ ３ Ｏ Ｌ 、 Ｔ ３ Ｏ Ｈ は 周 期 ２ ５ ６ × （ Ｐ Ｒ ＋ １ ） × カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 周 期 の Ｐ Ｗ Ｍ と し て 動 作 し

ます。  

Ｔ３ＯＬの周 期 ＝２５６×（Ｐ Ｒ＋１） ×カウント クロック周 期  

Ｔ３ＯＬのＨ期 間 ＝（ Ｔ３ＬＲ＋１） ×（Ｐ Ｒ＋１）×カウント クロック周 期  

Ｔ３ＯＨの 周 期 ＝２５６×（Ｐ Ｒ＋１） ×カウント クロック周 期  

Ｔ３ＯＨのＨ期 間 ＝（ Ｔ３Ｈ Ｒ＋１）×（Ｐ Ｒ＋１） ×カウント クロック周 期  

 

⑤割 り込 みの発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 Ｔ ３ Ｌ ま た は Ｔ ３ Ｈ の カ ウ ン タ 周 期 で 、

Ｔ３ＬまたはＴ３Ｈ割 り込 み要 求 を発 生 します。  

 

⑥タイマ３（Ｔ３）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があります。  
 

・ Ｔ３ＬＲ，Ｔ３Ｈ Ｒ，Ｔ３Ｌ，Ｔ３Ｈ，Ｔ３ＣＮＴ０、Ｔ３ＣＮＴ１、Ｔ３ＰＲ  

・ Ｐ１ＬＡＴ，Ｐ１ＤＤＲ，Ｐ１ＦＳＡ，Ｐ １ＦＳＢ  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F28 0000 0000 R/W T3LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F29 0000 0000 R/W T3HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2A 0000 0000 R T3L BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2B 0000 0000 R T3H BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2C 0000 0000 R/W T3CNT0 HRUN HFLG HIE CKSL RUN FLG IE 

7F2D LLLL L000 R/W T3CNT1 - - - - - EXISL MD 

7F2E 0000 0000 R/W T3PR PR 
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３ - １ ５ - ３ 回 路 構 成  

３ - １ ５ - ３ - １  タ イ マ ３ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｔ ３ Ｃ Ｎ Ｔ ０ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ３Ｌ，Ｔ３Ｈの動 作 、割 り込 みの制 御 を行 います。  

 

３ - １ ５ - ３ - ２  タ イ マ ３ 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｔ ３ Ｃ Ｎ Ｔ １ ）   （ ３ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ３Ｌ，Ｔ３Ｈの動 作 制 御 を行 います。  

 

３ - １ ５ - ３ - ３  タ イ マ ３ プ リ ス ケ ー ラ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ３ Ｐ Ｒ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①Ｔ３Ｌ，Ｔ３Ｈのクロック設 定 を行 います。  

 

３ - １ ５ - ３ - ４  タ イ マ ３ プ リ ス ケ ー ラ （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：モードにより異 なる。  

モード ＭＤ＜０＞ ＨＲＵＮ ＲＵＮ Ｔ３プリスケーラの動作 

０ ０ ０ ０ 停止 

１ ０ ０ １ 動作 

２ ０ １ ０ 停止 

３ ０ １ １ 動作 

４ １ ０ ０ 停止 

５ １ ０ １ 動作 

６ １ １ ０ 動作 

７ １ １ １ 動作 

 

②カウントクロック：モードにより異 なります。  

モード ＥＸＩＳＬ ＭＤ ＣＫＳＬ Ｔ３プリスケーラのカウントクロック 

０ － －－ ００ システムクロック 

１ ０ １－ ０１ ＩＮＴ４からのイベント入力 

２ ０ ０１ ０１ システムクロック 

３ １ －０ ０１ ＩＮＴ５からのイベント入力 

４ － －－ １０ ＯＳＣ０ 

５ － －－ １１ ＯＳＣ１ 

 

③一 致 信 号 ：カウント値 がＰＲの値 （レジスタＴ３ＰＲ ビット７～０）と一 致 すると一 致 信 号 を

発 生 する。  

 

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 発 生 時 。  
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３ - １ ５ - ３ - ５  タ イ マ ３ 下 位 （ Ｔ ３ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：モードにより異 なる。  

モード ＭＤ＜０＞ ＨＲＵＮ ＲＵＮ Ｔ３Ｌの動作 

０ ０ ０ ０ 停止 

１ ０ ０ １ 動作 

２ ０ １ ０ 停止 

３ ０ １ １ 動作 

４ １ ０ ０ 停止 

５ １ ０ １ 動作 

６ １ １ ０ 停止 

７ １ １ １ 動作 

 

②カウントクロック：モードにより異 なる。  

モード ＭＤ ＣＫＳＬ Ｔ３Ｌのカウントクロック 

０ －－ ００ Ｔ３プリスケーラの一致信号 

１ －０ ０１ Ｔ３プリスケーラの一致信号 

２ ０１ ０１ ＩＮＴ４からのイベント入力 

３ －－ １０ Ｔ３プリスケーラの一致信号 

４ －－ １１ Ｔ３プリスケーラの一致信号 

 

③ 一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生 す る 。

（１６ビット モード時 は１６ビット データの一 致 が必 要 ）  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ - １ ５ - ３ - ６  タ イ マ ３ 上 位 （ Ｔ ３ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①動 作 開 始 ／停 止 ：モードにより異 なる。  

モード ＭＤ＜０＞ ＨＲＵＮ ＲＵＮ Ｔ３Ｈの動作 

０ ０ ０ ０ 停止 

１ ０ ０ １ 動作 

２ ０ １ ０ 停止 

３ ０ １ １ 動作 

４ １ ０ ０ 停止 

５ １ ０ １ 停止 

６ １ １ ０ 動作 

７ １ １ １ 動作 

 

②カウントクロック：モードにより異 なる。  

モード ＭＤ Ｔ３Ｈのカウントクロック 

０ －０ Ｔ３Ｌのオーバーフロー信号 

１ －１ Ｔ３プリスケーラ一致信号 

 

③ 一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生 す る 。

（１６ビット モード時 は１６ビット データの一 致 が必 要 ） 。  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時  
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３ - １ ５ - ３ - ７  タ イ マ ３ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ３ Ｌ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ

付 ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ３ Ｌ用 の一 致 デー タ格 納 用 レ ジス タ で す 。他 に、 ８ ビット の一 致 バッ フ ァ レジ スタ を 持 ち 、

こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ３ 下 位 （ Ｔ ３ Ｌ ） の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が 発 生

します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ３ＬＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ３ Ｌ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ３ Ｌ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド  

する。  

③ ３ Ｌ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に シ ス テ ム ク ロ ッ ク 以 外 を 選 択 し た 場 合 、 Ｔ ３ Ｌ 動 作 時 に Ｔ ３ Ｌ Ｒ の

更 新 は 、 Ｔ ３ Ｌ 一 致 信 号 発 生 か ら 次 の 一 致 信 号 発 生 ま で の 間 に １ 度 の み に し て く だ 

さい。  

 

３ - １ ５ - ３ - ８  タ イ マ ３ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ３ Ｈ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス

タ 付 ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①Ｔ３Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持 ち、

こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と タ イ マ ３ 上 位 （ Ｔ ３ Ｈ ） の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が 発 生

します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ３ＨＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ３ Ｈ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ３ Ｈ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド 

する。  

③ Ｔ ３ Ｈ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に シ ス テ ム ク ロ ッ ク 以 外 を 選 択 し た 場 合 、 Ｔ ３ Ｈ 動 作 時 に Ｔ ３ Ｈ Ｒ

の更 新 は、Ｔ３Ｈ一 致 信 号 発 生 から次 の一 致 信 号 発 生 までの間 に１度 のみにしてくだ

さい。  
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３ - １ ５ - ３ - ９  タ イ マ ３ 下 位 出 力 （ Ｔ ３ Ｏ Ｌ ）  

① Ｔ３Ｌ動 作 停 止 時 、Ｔ３ＯＬの 出 力 はＨＩＧＨ固 定 となります。  

② モード０時 、Ｔ３ＯＬの出 力 はＨＩＧＨ固 定 となります。  

③ モード１時 、Ｔ３Ｌ一 致 信 号 で変 化 するト グル出 力 。  

④ モ ー ド ２ 、 ３ 時 、 Ｔ ３ Ｌ の オ ー バ ー フ ロ ー で セ ッ ト 、 Ｔ ３ Ｌ の 一 致 信 号 で リ セ ッ ト さ れ る Ｐ Ｗ Ｍ

出 力 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T3L 一致バッファレジスタ値 

＜モード１＞ 

T3L 値 

T3L 一致信号 

T3L フラグセット 

T3OL 

T3L カウンタ値＝FFH 

＜モード 2,3＞ 

T3L 値 

T3L 一致信号 

T3L カウンタ値＝FFH 

T3L フラグセット 

T3OL 

一致 
T3L 一致バッファレジスタ値 
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３ - １ ５ - ３ - １ ０  タ イ マ ３ 上 位 出 力 （ Ｔ ３ Ｏ Ｈ ）  

① Ｔ３Ｈ動 作 停 止 時 、Ｔ３ＯＨの出 力 はＨＩＧＨ固 定 となります。  

② モード０時 、Ｔ３一 致 信 号 で変 化 するト グル出 力 。  

③ モード１、３時 、Ｔ３Ｈ一 致 信 号 で変 化 するトグル出 力 。  

④ モ ー ド ２ 時 、 Ｔ ３ Ｈ の オ ー バ ー フ ロ ー で セ ッ ト 、 Ｔ ３ Ｈ の 一 致 信 号 で リ セ ッ ト さ れ る Ｐ Ｗ Ｍ  

出 力 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T3 一致バッファレジスタ値 
（１６ ビット） 

＜モード０＞ 

T3（１６ビット）値 

T3 一致信号 

T3 フラグセット 

T3OL 

T3H 一致バッファレジスタ値 

＜モード１，２＞ 

T3H 値 

T3H 一致信号 

T3H フラグセット 

T3OH 

T3H カウンタ値＝FFH 

＜モード３＞ 

T3H 値 

T3H 一致信号 

T3H カウンタ値＝FFH 

T3H フラグセット 

T3OH 

一致 
T3H 一致バッファレジスタ値
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３ - １ ５ - ４ 関 連 レ ジス タ  

３ - １ ５ - ４ - １  タ イ マ ３ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 下 位 （ Ｔ ３ Ｌ Ｒ ）  

① Ｔ３Ｌ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持 ち、

この一 致 バッファレジスタとタイマ３下 位 の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 の ように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ３ＬＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ３ Ｌ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ３ Ｌ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド  

する。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F28 0000 0000 R/W T3LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

 

Tcyc 
ｸﾛｯｸ ｸﾘｱ

T3 プリスケーラ 

比較器 

T3PR 一致データ 

一致

ｸﾛｯｸ 
T3H 

T3L 比較器 

T3L 一致バッファレジスタ 

T3HR 

ｸﾘｱ

ﾘﾛｰﾄﾞ

FLG ｾｯﾄ

T3L 

T3LR 

クロック選択 
OSC1 

OSC0 

外部イベント 

（INT4,5） 

T3H 比較器 

T3H 一致バッファレジスタ 

T3L クロック

選択 

T3H クロック

制御 外部イベント 

(INT4,5) 

ｸﾛｯｸ
ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 

T3 制御回路 

（カウンタ・出力） 

一致一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ

HFLG ｾｯﾄ

T3OL 出力 T3OH 出力

図 ３－１５－１  タイマ３ブロック図  
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３ - １ ５ - ４ - ２  タ イ マ ３ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ 上 位 （ Ｔ ３ Ｈ Ｒ ）  

① Ｔ３Ｈ用 の一 致 データ格 納 用 レジスタです。他 に、８ビットの一 致 バッファレジスタを持 ち、

この一 致 バッファレジスタとタイマ３上 位 の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 します。  

②一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 の ように行 われます。  

非 動 作 時 には、Ｔ３ＨＲと一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 に は 、 Ｔ ３ Ｈ の 値 が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｔ ３ Ｈ Ｒ の 内 容 を ロ ー ド 

する。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F29 0000 0000 R/W T3HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １ ５ - ４ - ３  タ イ マ ３ 下 位 （ Ｔ ３ Ｌ ）  

①読 み出 し専 用 の８ビットのタイマです。Ｔ３プリスケーラの一 致 信 号 でカウントアップします。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2A 0000 0000 R T3L BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １ ５ - ４ - ４  タ イ マ ３ 上 位 （ Ｔ ３ Ｈ ）  

①読 み出 し専 用 の ８ビットのタイマです。Ｔ３Ｌのオーバーフロー信 号 またはＴ３プリスケーラ

の一 致 信 号 でカウントアップします。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2B 0000 0000 R T3H BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １ ５ - ４ - ５  タ イ マ ３ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｔ ３ Ｃ Ｎ Ｔ ０ ）  

①Ｔ３Ｌ，Ｔ３Ｈの動 作 、割 り込 みの制 御 を行 う８ビットの レジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2C 0000 0000 R/W T3CNT0 HRUN HFLG HIE CKSL RUN FLG IE 

 

Ｈ ＲＵＮ（ビット ７）： Ｔ３Ｈカウント 制 御  

８ビット タイマモード時 に Ｔ３Ｈカウント制 御 に使 用 します。  

こ の ビ ット が ０ の 時 タイマ ３ 上 位 （ Ｔ３ Ｈ ） は 、カウ ン ト 値 ０ で停 止 し 、 Ｔ３Ｈ の 一 致 バッ フ

ァレジスタ値 はＴ３ＨＲの値 と同 じです。  

この ビットが１の 時 タイマ３上 位 （ Ｔ３Ｈ）は、所 定 の カウント動 作 を行 います。  

 

ＨFLG（ ビット６）：Ｔ３Ｈ一 致 フラグ  

８ビット タイマモード時 に Ｔ３Ｈ一 致 フラグとして使 用 します。  

Ｔ３Ｈが動 作 している（ＨＲＵＮ＝１）場 合 、Ｔ３Ｈが０に変 化 する時 にセットされます。  

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  

 

Ｈ ＩＥ（ ビット５） ：Ｔ３Ｈ割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

８ビット タイマモード時 に Ｔ３Ｈ割 り込 み制 御 に使 用 します。  

このビットとＨＦＬＧがともに １の時 、ベクタアドレス８０２０Ｈへの割 り込 み要 求 が発 生 し

ます。  
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ＣＫＳＬ（ビット４、３） ：Ｔ３カウント クロック選 択  

上 記 ２ビットでタイマ３のカウント クロックを選 択 します。  

モード ＣＫＳＬ Ｔ３プリスケーラのカウントクロック 

０ ００ システムクロック 

１ ０１ イベント入力 

２ １０ ＯＳＣ０ 

３ １１ ＯＳＣ１ 

 

ＲＵＮ（ビット２）：Ｔ３カウント制 御  

このビットが０の時 タイマ３（Ｔ３）は、カウント値 ０で停 止 し、Ｔ３の一 致 バッファレジスタ

値 はＴ３Ｒの値 と同 じです。  

この ビットが１の 時 タイマ３（ Ｔ３）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  

８ビット タイマモード時 はＴ３Ｌの制 御 に 使 用 します。  

 

FLG（ ビット１）：Ｔ３一 致 フラグ  

Ｔ３が動 作 している（ ＲＵＮ＝１） 場 合 、Ｔ３が０に変 化 する時 に セット されます。  

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  

８ビット タイマモード時 はＴ３Ｌの一 致 フラグに使 用 します。  

 

ＩＥ（ ビット ０）： Ｔ３割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｆ Ｌ Ｇ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し 

ます。  

８ビット タイマモード時 はＴ３Ｌの割 り込 み制 御 に使 用 します。  

 

注 意 ：ＦＬＧ，ＨＦＬＧは命 令 で０にしてください。  

 

３ - １ ５ - ４ - ６  タ イ マ ３ 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｔ ３ Ｃ Ｎ Ｔ １ ）  

①Ｔ３Ｌ，Ｔ３Ｈの動 作 の制 御 を行 う３ビットの レジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2D LLLL L000 R/W T3CNT1 - - - - - EXISL MD 

 

ＥＸＩＳＬ（ ビット ２）： タイマ３イベントカウント 入 力 選 択 。  

この ビットが０の 時 ＩＮＴ４をイベント入 力 として選 択 します。  

この ビットが１の 時 ＩＮＴ５をイベント入 力 として選 択 します。  

 

ＭＤ（ビット１、０）：タイマ３モード選 択  

上 記 ２ビットでタイマ３のモード選 択 を行 います。  

モード ＭＤ タイマ３動作モード 

０ ００ １６ビットタイマ 

１ ０１ ８ビットタイマ×２ 

２ １０ ８ビットＰＷＭ＋８ビットタイマ 

３ １１ ８ビットＰＷＭ×２ 
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３ - １ ５ - ４ - ７  タ イ マ ３ プ リ ス ケ ー ラ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ３ Ｐ Ｒ ）  

①ビット０～７でタイマ３プリスケーラのカウント数 を設 定 します。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2E 0000 0000 R/W T3PR PR 

 

Ｐ Ｒ（ ビット ７～０）： タイマ３プリスケーラ制 御  

上 記 ８ビットでタイマ３プリスケーラの周 期 を設 定 します。  

Ｔ３Ｐ Ｒ周 期 ＝（Ｐ Ｒ＋１）×カウントクロック  

 

３ - １ ５ - ５ タ イ マ ３出 力 の ポート 設 定  

①Ｔ３ＯＬ（ Ｐ１４）  

レジスタデータ ポートＰ１４の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜４＞ Ｐ１ＦＳＢ＜４＞ Ｐ１ＬＡＴ＜４＞ Ｐ１ＤＤＲ＜４＞ 出力 

１ ０ １ ０ タイマ３Ｌ出力（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ タイマ３Ｌ出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ タイマ３Ｌ出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ タイマ３Ｌ出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

②Ｔ３ＯＨ（Ｐ１５）  

レジスタデータ ポートＰ１５の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜５＞ Ｐ１ＦＳＢ＜５＞ Ｐ１ＬＡＴ＜５＞ Ｐ１ＤＤＲ＜５＞ 出力 

１ ０ １ ０ タイマ３Ｈ出力（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ タイマ３Ｈ出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ タイマ３Ｈ出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ タイマ３Ｈ出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 
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３ -１６ タイマ４，タイマ５（Ｔ４，Ｔ５）  

３ - １ ６ - １ 概 要  

本 シリ ーズ内 蔵 し ている タ イ マ ４（ Ｔ ４） ， タイ マ５ （ Ｔ ５） は 、そ れ ぞ れ 独 立 に 制 御 され る １ ６ ビ

ットの タイマです。  

 

３ - １ ６ - ２ 機 能  

① タイマ４（Ｔ４）  

タイ マ４（ Ｔ４） はシステムクロック又 はプリス ケーラ０の 一 致 信 号 をカウント す る１６ビット の

プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ と し て 動 作 し ま す 。 ま た 、 Ｔ ４ 周 期 の ト グ ル 波 形 を Ｔ ４ Ｏ 端 子 に 出

力 できます。  

Ｔ４の周 期 ＝（［（Ｔ４ＨＲ＜＜８） ＋Ｔ４ＬＲ］ ＋１） ×カウントクロック周 期  

Ｔ４Ｏ周 期 ＝Ｔ４周 期 ×２  

 

② タイマ５（Ｔ５）  

タイ マ５（ Ｔ５） はシステムクロック又 はプリス ケーラ０の 一 致 信 号 をカウント す る１６ビット の

プ ロ グ ラ マ ブ ル タ イ マ と し て 動 作 し ま す 。 ま た 、 Ｔ ５ 周 期 の ト グ ル 波 形 を Ｔ ５ Ｏ 端 子 に 出

力 できます。  

Ｔ５の周 期 ＝（ [ （Ｔ５ＨＲ＜＜８）＋Ｔ５ＬＲ ] ＋１） ×カウントクロック周 期  

Ｔ５Ｏ周 期 ＝Ｔ５周 期 ×２  

 

③割 り込 みの発 生  

対 応 する割 り込 み要 求 許 可 ビットが セット されている場 合 、Ｔ４，Ｔ５のカウンタ周 期 で、

Ｔ４，Ｔ５割 り込 み要 求 を発 生 します。  

 

④ タイマ４（Ｔ４），タイマ５（Ｔ５）を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必

要 があります。  
 

・ Ｔ４ＬＲ，Ｔ４Ｈ Ｒ，Ｔ５ＬＲ，Ｔ５Ｈ Ｒ，Ｔ４５ＣＮＴ，ＴＭＣＬＫ０  

・ Ｐ２ＬＡＴ，Ｐ２ＤＤＲ，Ｐ２ＦＳＡ，Ｐ ２ＦＳＢ  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA0 0000 0000 R/W T4LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA1 0000 0000 R/W T4HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA2 0000 0000 R/W T5LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA3 0000 0000 R/W T5HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA4 0000 0000 R/W T45CNT T5RUN T5CKSL T5FLG T5IE T4RUN T4CKSL T4FLG T4IE 

7FB6 0000 00L0 R/W TMCLK0 PR0 PR0CK － PWM0CK
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３ - １ ６ - ３ 回 路 構 成  

３ - １ ６ - ３ - １  タ イ マ ４ ， ５ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ４ ５ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ７ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ４，Ｔ５の動 作 、割 り込 みの制 御 を行 います。  

 

３ - １ ６ - ３ - ２  タ イ マ ４ （ Ｔ ４ ）   （ １ ６ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止 ： Ｔ ４ Ｒ Ｕ Ｎ （ Ｔ ４ ５ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ３ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停 止 ／ 動 作 が 制 御

される。  

② カウント クロック：Ｔ４ＣＫＳＬ（ Ｔ４５ＣＮＴのビット２）の０／１により選 択 される。  

モード Ｔ４ＣＫＳＬ カウントクロック 

０ ０ システムクロック 

１ １ プリスケーラ０の一致信号 

 

③一 致 信 号 ：カウント値 が一 致 バッファレジスタの値 と一 致 すると一 致 信 号 を発 生 する。  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ - １ ６ - ３ - ３  タ イ マ ５ （ Ｔ ５ ）  （ １ ６ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止 ： Ｔ ５ Ｒ Ｕ Ｎ （ Ｔ ４ ５ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ７ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停 止 ／ 動 作 が 制 御

される。  

②カウントクロック： Ｔ５ＣＫＳＬ（Ｔ４５ＣＮＴの ビット６）の０／１に より選 択 される。  

モード Ｔ５ＣＫＳＬ カウントクロック 

０ ０ システムクロック 

１ １ プリスケーラ０の一致信号 

 

③一 致 信 号 ：カウント値 が一 致 バッファレジスタの値 と一 致 すると一 致 信 号 を発 生 する。  

④リセット：動 作 停 止 時 、または一 致 信 号 の発 生 時 。  

 

３ - １ ６ - ３ - ４  タ イ マ ４ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｔ ４ Ｈ Ｒ ， Ｔ ４ Ｌ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ

ス タ 付 き １ ６ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ４ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持 ち 、 こ の 一 致

バッファレジスタとタイマ４（Ｔ４）の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 します。  

② 一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 のように行 われます。  

非 動 作 時 （Ｔ４ＲＵＮ＝０）には、（Ｔ４ＨＲ，Ｔ４ＬＲ）と一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 （Ｔ４ＲＵＮ＝１）には、一 致 バッファレジスタは一 致 信 号 発 生 時 に（Ｔ４ＨＲ，Ｔ４

ＬＲ）の内 容 をロードする。  

③ Ｔ ４ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に シ ス テ ム ク ロ ッ ク 以 外 を 選 択 し た 場 合 、 Ｔ ４ 動 作 時 にＴ ４ Ｌ Ｒ ，  Ｔ

４ Ｈ Ｒ の 更 新 は 、 Ｔ ４ 一 致 信 号 発 生 か ら 次 の 一 致 信 号 発 生 ま で の 間 に １ 度 の み に し て

ください。  
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３ - １ ６ - ３ - ５  タ イ マ ５ 一 致 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｔ ５ Ｈ Ｒ ， Ｔ ５ Ｌ Ｒ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ

ス タ 付 き １ ６ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｔ ５ 用 の 一 致 デ ー タ 格 納 用 レ ジ ス タ で す 。 他 に 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持 ち 、 こ の 一 致

バッファレジスタとタイマ５（ Ｔ５）の値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が 発 生 します。  

② 一 致 バッファレジスタの更 新 は以 下 の ように行 われます。  

非 動 作 時 （Ｔ５ＲＵＮ＝０）には、（Ｔ５ＨＲ，Ｔ５ＬＲ）と一 致 バッファレジスタは同 値 となる。  

動 作 時 （ Ｔ５ＲＵＮ＝１） には、一 致 バッファレジスタは一 致 信 号 発 生 時 に （Ｔ５Ｈ Ｒ，Ｔ５

ＬＲ）の 内 容 をロードする。  

③ Ｔ ５ の カ ウ ント ク ロ ック に シ ス テ ム ク ロッ ク 以 外 を選 択 し た 場 合 、 Ｔ ５ 動 作 時 に Ｔ ５Ｌ Ｒ ， Ｔ ５

Ｈ Ｒ の 更 新 は 、 Ｔ ５ 一 致 信 号 発 生 か ら 次 の 一 致 信 号 発 生 ま で の 間 に １ 度 の み に し て く

ださい。  

 

３ - １ ６ - ３ - ６  タ イ マ ク ロ ッ ク 設 定 レ ジ ス タ ０ （ Ｔ Ｍ Ｃ Ｌ Ｋ ０ ）  

① プリスケーラ０のクロックを設 定 と一 致 データを格 納 するレジスタです。  

 

３ - １ ６ - ３ - ７  プ リ ス ケ ー ラ ０ （ ４ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 動 作 開 始 ／ 停 止 ： Ｔ ４ Ｃ Ｌ Ｋ ま た は Ｔ ５ Ｃ Ｌ Ｋ （ Ｔ ４ ５ Ｃ Ｎ Ｔ の ビ ッ ト ２ ， ６ ） の ０ ／ １ に よ り 、 停

止 ／動 作 が制 御 される。  

② カウント クロック：ＰＲ０ＣＫ（ ＴＭＣＬＫ０のビット３，２）の０／１によって選 択 される。  

モード ＰＲ０ＣＫ プリスケーラ０のカウントクロック 

０ ００ システムクロック 
１ ０１ 設定禁止 
２ １０ ＯＳＣ０ 
３ １１ ＯＳＣ１ 

 
③ 一 致 信 号 ：カウント値 が一 致 バッファレジスタの値 と一 致 すると一 致 信 号 が発 生 する。  

④ リセット ：一 致 信 号 の発 生 又 は動 作 停 止 。  

 

３ - １ ６ - ３ - ８  タ イ マ ４ 出 力 （ Ｔ ４ Ｏ ）  

① タ イ マ ４ 動 作 停 止 時 、 Ｔ ４ Ｏ は Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ 固 定 と な り 、 タ イ マ ４ 動 作 時 、 Ｔ ４ Ｏ は タ イ マ ４ 一 致

信 号 で変 化 するト グル出 力 。  

 

３ - １ ６ - ３ - ９  タ イ マ ５ 出 力 （ Ｔ ５ Ｏ ）  

① タ イ マ ５ 動 作 停 止 時 、 Ｔ ５ Ｏ は Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ 固 定 と な り 、 タ イ マ ５ 動 作 時 、 Ｔ ５ Ｏ は タ イ マ ５ 一 致

信 号 で変 化 するト グル出 力 。  
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Tcyc ｸﾛｯｸ ｸﾘｱ
プリスケーラ０ 

比較器 

PR0 

一致

ｸﾛｯｸ 
T4L 

比較器 

一致バッファレジスタ 

T4LR 

一致

ｸﾘｱ

ﾘﾛｰﾄﾞ

T4FLG 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T4H 

T4HR 

図 ３－１６－１  タイマ４ブロック図

クロック

選択 OSC1 

クロック

選択 Tcyc 

T4O 出力 

反転 

＜プリスケーラ 0 部＞ 

OSC0 

Ｔ４一致バッファレジスタ値 

Ｔ４カウント値 

Ｔ４一致信号 

Ｔ４ＦＬＧセット 

Ｔ４Ｏ 
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図 ３－１６－２ タイマ５ブロック  

Tcyc ｸﾛｯｸ ｸﾘｱ
プリスケーラ０ 
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T5L 
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一致バッファレジスタ 
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一致 

ｸﾘｱ 

ﾘﾛｰﾄﾞ 

T5FLG 
ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 

T5H 

T5HR 

クロック

選択 OSC1 

クロック

選択 Tcyc 

T5O 出力 

反転

＜プリスケーラ 0 部＞ 

OSC0 

Ｔ５一致バッファレジスタ値 

Ｔ５カウント値 

Ｔ５一致信号 

Ｔ５ＦＬＧセット 

Ｔ５Ｏ 
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３ - １ ６ - ４ 関 連 レ ジス タ  

３ - １６ - ４ - １ タ イマ４一 致 データ レジスタ（Ｔ４ＨＲ，Ｔ４ＬＲ）   （１６ビットレジスタ）  

① Ｔ ４ 用 の 一 致 デ ー タ格 納 用 レジ ス タ で す 。この 一 致 バッフ ァ レジ ス タと タ イ マ ４ （ Ｔ４ ） の 値

が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 します。  

②８ビット、１６ビット単 位 でＲ／Ｗが可 能 です。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA0 0000 0000 R/W T4LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA1 0000 0000 R/W T4HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １６ - ４ - ２ タ イマ５一 致 データ レジスタ（Ｔ５ＨＲ，Ｔ５ＬＲ）   （１６ビットレジスタ）  

① Ｔ ５ 用 の 一 致 デ ー タ格 納 用 レジ ス タ で す 。この 一 致 バッフ ァ レジ ス タと タ イ マ ５ （ Ｔ５ ） の 値

が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 します。  

②８ビット、１６ビット単 位 でＲ／Ｗが可 能 です。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA2 0000 0000 R/W T5LR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA3 0000 0000 R/W T5HR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - １ ６ - ４ - ３  タ イ マ ４ ， ５ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｔ ４ ５ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

①Ｔ４，Ｔ５の動 作 、割 り込 みの制 御 を行 う８ビットのレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA4 0000 0000 R/W T45CNT T5RUN T5CKSL T5FLG T5IE T4RUN T4CKSL T4FLG T4IE 

 

Ｔ５ＲＵＮ（ビット７）：Ｔ５カウント制 御  

このビットが０の時 タイマ５（Ｔ５）は、カウント値 ０で停 止 します。  

このビットが１の時 タイマ５（Ｔ５）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  

 

Ｔ５ＣＫＳＬ（ビット６）：Ｔ５カウントクロック選 択  

モード T５ＣＫＳＬ Ｔ５カウントクロック 

０ ０ システムクロック 

１ １ プリスケーラ０の一致信号 

  ( 注 ) このビットはＴ５ＲＵＮが０の時 設 定 してください。  

 

Ｔ５ＦＬＧ（ビット５）：Ｔ５一 致 フラグ  

Ｔ５が動 作 している（ Ｔ５ＲＵＮ＝１）場 合 、Ｔ５が０に 変 化 する時 にセット されます。  

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  

 

Ｔ５ＩＥ（ビット４）：Ｔ５割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビッ ト とＴ ５ Ｆ ＬＧ が と も に １ の 時 、 ベ ク タア ドレ ス ８ ０３ ０Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が発 生

します。  

 

Ｔ４ＲＵＮ（ビット３）：Ｔ４カウント制 御  

このビットが０の時 タイマ４（Ｔ４）は、カウント値 ０で停 止 します。  

このビットが１の時 タイマ４（Ｔ４）は、所 定 のカウント動 作 を行 います。  
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Ｔ４ＣＫＳＬ（ビット２）：Ｔ４カウントクロック選 択  

モード Ｔ４ＣＫＳＬ Ｔ４カウントクロック 

０ ０ システムクロック 

１ １ プリスケーラ０の一致信号 

( 注 ) このビットはＴ４ＲＵＮが０の時 設 定 してください。  

 

Ｔ４ＦＬＧ（ビット１）：Ｔ４一 致 フラグ  

Ｔ４が動 作 している（ Ｔ４ＲＵＮ＝１）場 合 、Ｔ４が０に 変 化 する時 にセット されます。  

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  

 

Ｔ４ＩＥ（ビット０）：Ｔ４割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビッ ト とＴ ４ Ｆ ＬＧ が と も に １ の 時 、 ベ ク タア ドレ ス ８ ０２ ４Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が発 生

します。  

 

注 意 ：Ｔ５ＦＬＧ，Ｔ４ＦＬＧは命 令 で０にしてください。  

 

３ - １ ６ - ４ - ４  タ イ マ ク ロ ッ ク 設 定 レ ジ ス タ ０  

①タイマ用 のクロックの設 定 を行 うレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FB6 0000 00L0 R/W TMCLK0 PR0 PR0CK － PWM0CK

 
Ｐ Ｒ０（ ビット７～４）： プリスケーラ０制 御  

上 記 ４ビットでプリスケーラ０の周 期 を設 定 します。  

ＰＲ０周 期 ＝（ＰＲ０＋１）×カウントクロック  

 

Ｐ Ｒ０ＣＫ（ ビット ３、２）：プリスケーラ０クロック選 択  

モード ＰＲ０ＣＫ プリスケーラ０のカウントクロック 

０ ００ システムクロック 

１ ０１ 設定禁止 

２ １０ ＯＳＣ０ 

３ １１ ＯＳＣ１ 

 

（ ビット １）：存 在 しません。“０”が読 み出 されます。  

 

ＰＷＭ０ＣＫ（ビット ０）：このモジュールでは使 用 しません。  

 



タイマ４，タイマ５ 

3-92 

３ - １ ６ - ５ タ イ マ ４出 力 ，タ イ マ５ 出 力 のポ ー ト 設 定  

①Ｔ４Ｏ（Ｐ２５）  

レジスタデータ ポートＰ２５の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜５＞ Ｐ２ＦＳＢ＜５＞ Ｐ２ＬＡＴ＜５＞ Ｐ２ＤＤＲ＜５＞ 出力 

１ ０ １ ０ タイマ４出力（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ タイマ４出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ タイマ４出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ タイマ４出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

②Ｔ５Ｏ（Ｐ２６）  

レジスタデータ ポートＰ２６の状態 

Ｐ２ＦＳＡ＜６＞ Ｐ２ＦＳＢ＜６＞ Ｐ２ＬＡＴ＜６＞ Ｐ２ＤＤＲ＜６＞ 出力 

１ ０ １ ０ タイマ５出力（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ タイマ５出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ タイマ５出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ タイマ５出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 
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３ -１７  ベースタイマ  

３ - １ ７ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ 内 蔵 し て い る ベ ー ス タ イ マ は 数 種 類 の 一 定 時 間 を 計 時 で き る １ ６ ビ ッ トバ イ ナ リ

アップカウンタです。また、ウォッチドッグタイマへクロックを供 給 します。  

 

３ - １ ７ - ２  機 能  

①一 定 時 間 の計 時  

８種 類 の一 定 時 間 の計 時 が行 えます。  
 
②割 り込 みの発 生  

対 応 す る 割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 選 択 さ れ た 周 期 で 割 り 込

み要 求 を発 生 します。  
 
③ＨＯＬＤＸモード解 除  

ＨＯＬＤＸモードの解 除 をベースタイマ割 り込 みで行 うことができます。  
 
④ウォッチドッグタイマへのクロック供 給  

３２ＴＢＳＴまたは８１９２ＴＢＳＴ周 期 のクロックをウォッチドッグタイマへ供 給 します。  

  ＊ＴＢＳＴ：ＯＣＲ１で選 択 される入 力 クロックの 周 期  
 
⑤ベースタイマを制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があります。  
 

・ ＢＴＣＲ，ＯＣＲ０，ＯＣＲ１  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F0E 0000 0000 R/W BTCR FST RUN CNT FLG1 IE1 FLG0 IE0 

 

３ - １ ７ - ３  回 路 構 成  

３ - １ ７ - ３ - １   ８ ビ ッ ト バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ ０  （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 発 振 制 御 レジスタ１（ＯＣＲ１）で選 択 された信 号 を入 力 とする８ビットのアップカウンタで

す 。 ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み １ フ ラ グ の セ ッ ト 信 号 を 発 生 し ま す 。 こ の カ ウ ン タ の オ ー バ ー フ

ローが８ビットバイナリカウンタ１のクロックとなります。  

 

３ - １ ７ - ３ - ２   ８ ビ ッ ト バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ １  （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 発 振 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｏ Ｃ Ｒ １ ） で 選 択 さ れ た 信 号 ま た は ８ ビ ッ ト バ イ ナ リ カ ウ ン タ ０ の オ ー

バ ー フ ロ ー を 入 力 と す る ８ ビ ッ ト の ア ッ プ カ ウ ン タ で す 。 ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み ０ ， １ フ ラ グ

の セ ッ ト信 号 を 発 生 しま す 。 入 力 信 号 の切 り替 え は ベ ース タ イ マ 制 御 レ ジ ス タで 行 わ れ

ます。  

 

３ - １ ７ - ３ - ３   ベ ー ス タ イ マ 入 力 ク ロ ッ ク 源  

①ベースタイマの入 力 クロック（ｆＢＳＴ）はＯＳＣ０、システムクロックの分 周 クロックを発 振 制

御 レジスタ１（ＯＣＲ１）で選 択 します。  

 



ベ ー ス タ イ マ  
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３ - １ ７ - ３ - ４   ベ ー ス タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① ベースタイマの動 作 の制 御 を行 います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－１７－１ ベースタイマブロック図  
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３ - １ ７ - ４  関 連 レジ ス タ  

３ - １ ７ - ４ - １   ベ ー ス タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ  

①ベースタイマの動 作 の制 御 を行 います。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F0E 0000 0000 R/W BTCR FST RUN CNT FLG1 IE1 FLG0 IE0 

 
ＲＵＮ（ビット６）：ベースタイマ動 作 制 御  

このビットが０の時 ベースタイマはカウント０で停 止 します。  

このビットが１の時 ベースタイマは動 作 を行 います。  
 
ＦＳＴ（ビット７）：ベースタイマ割 り込 み周 期 選 択  
 
ＣＮＴ（ビット５、４）： ベースタイマ割 り込 み周 期 選 択  

上 記 ３ ビ ッ ト で ベ ー ス タ イ マ 割 り 込 み の 周 期 選 択 と 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 制 御       

クロック選 択 を行 います。  
 

FST CNT 
ベースタイマ割り込み０ 

周期 
ベースタイマ割り込み１ 

周期 
ウォッチドッグタイマ 

制御クロック 

０ ００ １６３８４ＴＢＳＴ ３２ＴＢＳＴ ８１９２ＴＢＳＴ 

０ ０１ １６３８４ＴＢＳＴ １２８ＴＢＳＴ ８１９２ＴＢＳＴ 

０ １０ １６３８４ＴＢＳＴ ５１２ＴＢＳＴ ８１９２ＴＢＳＴ 

０ １１ １６３８４ＴＢＳＴ ２０４８ＴＢＳＴ ８１９２ＴＢＳＴ 

１ ００ ６４ＴＢＳＴ ３２ＴＢＳＴ ３２ＴＢＳＴ 

１ ０１ ６４ＴＢＳＴ １２８ＴＢＳＴ ３２ＴＢＳＴ 

１ １０ ６５５３６ＴＢＳＴ ５１２ＴＢＳＴ ８１９２ＴＢＳＴ 

１ １１ ６５５３６ＴＢＳＴ ２０４８ＴＢＳＴ ８１９２ＴＢＳＴ 

ＴＢＳＴ：発 振 制 御 レジスタ１（ＯＣＲ１）で選 択 される入 力 クロックの周 期  
 
ＦＬＧ１（ビット３）：ベースタイマ割 り込 み１フラグ  

ベースタイマ割 り込 み１の周 期 毎 にセットされます。  

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  
 
ＩＥ１（ビット２）：ベースタイマ割 り込 み１要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｆ Ｌ Ｇ １ が と も に １ の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ ４ Ｈ

への割 り込 み要 求 が発 生 します。  
 
ＦＬＧ０（ビット１）：ベースタイマ割 り込 み０フラグ  

ベースタイマ割 り込 み０の周 期 毎 にセットされます。  

この フラグは、命 令 でクリアしてください。  
 
ＩＥ０（ビット０）：ベースタイマ割 り込 み０要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｆ Ｌ Ｇ ０ が と も に １ の 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 解 除 信 号 と ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ ４ Ｈ

への割 り込 み要 求 が発 生 します。  

 

 



Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０  
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３ - １８ 非 同 期 シリアルインターフェース０  （ＵＡＲＴ０）  

３ - １ ８ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 次 の 機 能 を 持 っ た 非 同 期 シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス ０ （ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ ） を 備 え

て い ま す 。  

①  デ ー タ 長   ：  ８ ビ ッ ト  （ Ｌ Ｓ Ｂ フ ァ ー ス ト 固 定 ）  

②  ス ト ッ プ ビ ッ ト 長   ：  １ ビ ッ ト  

③  パ リ テ ィ ビ ッ ト    ：  な し ／ 偶 数 パ リ テ ィ ／ 奇 数 パ リ テ ィ  

④  転 送 レ ー ト    ：  ４ サ イ ク ル ／ ８ サ イ ク ル （ 注 １ )  

⑤  ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク ソ ー ス  ：  Ｐ ０ ７ 端 子  

（ 外 部 か ら 入 力 、 ま た は 、 タ イ マ ０ ト グ ル 出 力 Ｔ ０ Ｐ Ｗ Ｍ Ｈ ）  

⑥  全 ２ 重 通 信  

独 立 し た 送 信 部 と 受 信 部 を 備 え て い る の で 、 送 信 と 受 信 を 同 時 に 行 う こ と が 可 能

で す 。 ま た 、 送 信 部 、 受 信 部 と も に ダ ブ ル バ ッ フ ァ 構 造 に な っ て お り 、 連 続 デ ー タ 送

受 信 が 可 能 で す 。  
 
（ 注 １ ）  

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ の ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク ソ ー ス は 、 Ｐ ０ ７ 端 子 か ら 入 力 さ れ ま す 。 こ の ボ ー レ ー ト ク

ロ ッ ク ソ ー ス の １ 周 期 を 、 以 下 サ イ ク ル と 表 記 し ま す 。  

 

３ - １ ８ - ２  機 能  

３ - １ ８ - ２ - １  連 続 デ ー タ 送 受 信  

単 一 通 信 フ ォ ー マ ッ ト 、 単 一 転 送 レ ー ト で の 連 続 デ ー タ 受 信 お よ び 送 信 を 行 い ま す 。  

受 信 デ ー タ は 受 信 デ ー タ レ ジ ス タ Ｌ （ Ｕ ０ Ｒ Ｘ Ｌ ） に 格 納 さ れ ま す 。  

送 信 デ ー タ は 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ Ｌ （ Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｌ ） か ら 読 み 出 さ れ ま す 。  

 

３ - １ ８ - ２ - ２  割 り 込 み の 発 生  

以 下 の ２ つ の 要 因 で 割 り 込 み 要 求 を 発 生 さ せ ら れ ま す 。  

Ｔ Ｘ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ 、 Ｒ Ｘ Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｙ  

詳 細 は 、 ３ - １ ８ - ４  関 連 レ ジ ス タ を ご 参 照 く だ さ い 。  

 

３ - １ ８ - ２ - ３  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 、 Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ の 送 信 回 路 、 お よ び 、 受 信 回 路 は 動 作 し ま す 。  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド の 解 除 を Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ の 割 り 込 み で 行 う こ と が で き ま す 。  

 

３ - １ ８ - ２ - ４  特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） の 操 作  

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ を コ ン ト ロ ー ル す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） を 操 作 す る 必 要

が あ り ま す 。  
 

Ｕ ０ Ｃ Ｒ 、 Ｕ ０ Ｒ Ｘ Ｌ 、 Ｕ ０ Ｒ Ｘ Ｈ 、 Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｌ 、 Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｈ 、  

Ｐ ０ Ｌ Ａ Ｔ 、 Ｐ ０ Ｄ Ｄ Ｒ 、  

Ｐ １ Ｌ Ａ Ｔ 、 Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ 、 Ｐ １ Ｆ Ｓ Ａ 、 Ｐ １ Ｆ Ｓ Ｂ 、  

Ｔ ０ Ｌ Ｒ ， Ｔ ０ Ｈ Ｒ 、 Ｔ ０ Ｃ Ｎ Ｔ 、 Ｔ ０ Ｐ Ｒ 、  

Ｅ Ｘ Ｃ Ｐ Ｈ 、 Ｏ Ｃ Ｒ ０  
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３ - １ ８ - ３  回 路 構 成  

３ - １ ８ - ３ - １  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｕ ０ Ｃ Ｒ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - １ ８ - ３ - ２  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 受 信 デ ー タ レ ジ ス タ Ｌ （ Ｕ ０ Ｒ Ｘ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① デ ー タ の 受 信 を こ の レ ジ ス タ を 通 し て 行 い ま す 。  

 

３ - １ ８ - ３ - ３  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 受 信 デ ー タ レ ジ ス タ Ｈ （ Ｕ ０ Ｒ Ｘ Ｈ ）   （ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 受 信 パ リ テ ィ ビ ッ ト 、 受 信 ス ト ッ プ ビ ッ ト の 値 が 入 り ま す 。  

 

３ - １ ８ - ３ - ４  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 受 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｕ ０ Ｒ Ｓ Ｈ ）  （ １ ０ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① デ ー タ 受 信 の た め の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

② 命 令 で 直 接 ア ク セ ス は で き ま せ ん 。  

 

３ - １ ８ - ３ - ５  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ Ｌ （ Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① デ ー タ の 送 信 を こ の レ ジ ス タ を 通 し て 行 い ま す 。  

 

３ - １ ８ - ３ - ６  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ Ｈ （ Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｈ ）   （ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 送 信 パ リ テ ィ を 選 択 し ま す 。  

 

３ - １ ８ - ３ - ７  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 送 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｕ ０ Ｔ Ｓ Ｈ ）  （ １ ０ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① デ ー タ 送 信 の た め の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

② 命 令 で 直 接 ア ク セ ス は で き ま せ ん 。  
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図 ３ － １ ８ － １  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ の ブ ロ ッ ク 図   
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３ - １ ８ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ ８ - ４ - １  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｕ ０ Ｃ Ｒ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ モ ジ ュ ー ル の 動 作 、 割 り 込 み を 制 御 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F38 0000 1000 R/W U0CR RUN OVRUN BAUDRATE PARITY TXEMPTY TXIE RXREADY RXIE 

 

Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 動 作 制 御  

０ ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ モ ジ ュ ー ル の 回 路 が 動 作 停 止 と な り ま す 。  

１ ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ モ ジ ュ ー ル の 回 路 が 動 作 状 態 と な り ま す 。  

 

Ｏ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ６ ） ： オ ー バ ー ラ ン エ ラ ー フ ラ グ  

ス ト ッ プ ビ ッ ト を 検 出 で き な か っ た 時 、 ま た は 、 受 信 バ ッ フ ァ フ ル の 状 態 で 新 し い デ

ー タ を 受 け 取 っ た 時 に 、 セ ッ ト さ れ ま す 。  

 

Ｂ Ａ Ｕ Ｄ Ｒ Ａ Ｔ Ｅ （ ビ ッ ト ５ ） ： ボ ー レ ー ト 選 択  

０ ： 転 送 レ ー ト は 、 ８ サ イ ク ル と な り ま す 。  

（ ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク ソ ー ス ＝ ４ ６ ０ ． ８ ｋ Ｈ ｚ の 時 、 転 送 レ ー ト ＝ ５ ７ ． ６ ｋ ｂ ｐ ｓ ）  

１ ： 転 送 レ ー ト は 、 ４ サ イ ク ル と な り ま す 。  

（ ボーレートクロックソース＝４６０．８ｋＨｚ の時 、転 送 レート＝１１５．２ｋｂｐｓ）  

 

Ｐ Ａ Ｒ Ｉ Ｔ Ｙ （ ビ ッ ト ４ ） ： パ リ テ ィ ビ ッ ト 制 御  

０ ： パ リ テ ィ ビ ッ ト 無 し 、 と な り ま す 。  

１ ： パ リ テ ィ ビ ッ ト 有 り 、 と な り ま す 。  

 

Ｔ Ｘ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ （ ビ ッ ト ３ ） ： 送 信 デ ー タ 転 送 完 了 フ ラ グ  

０ ： 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｌ ） に デ ー タ が 準 備 さ れ て い る 。  

１ ： 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｌ ） に デ ー タ が 準 備 さ れ て い な い 。  

 

① リ セ ッ ト 時 、 Ｔ Ｘ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ は １ で す が 、 命 令 で 書 き 換 え ら れ ま す 。  

② Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ か つ Ｔ Ｘ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ ＝ １ の 時 、  

ａ ） Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｌ に デ ー タ を 書 く と 、 Ｔ Ｘ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ は ク リ ア さ れ ま す 。  

さ ら に 転 送 中 で な い 時 は 転 送 が ス タ ー ト し 、 ス タ ー ト ビ ッ ト が 出 力 さ れ た 後 、

再 び Ｔ Ｘ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ ＝ １ と な り 、 次 の デ ー タ を 書 き 込 む こ と が で き る 状 態 に な り  

ま す 。  

ｂ ） 次 の デ ー タ を Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｌ に 書 き 込 む と 、 Ｔ Ｘ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ は ク リ ア さ れ ま す 。  

転 送 中 の 場 合 は 、 現 在 の 転 送 終 了 後 、 こ の Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｌ の デ ー タ の 転 送 を 開

始 し 、 再 び Ｔ Ｘ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ ＝ １ と な り ま す 。  

 

Ｔ Ｘ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： 送 信 割 り 込 み 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｔ Ｘ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ が １ の 時 、 Ｅ Ｘ Ｃ Ｐ Ｈ レ ジ ス タ の Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） ＝

１ と な り ま す 。  
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ＲＸＲＥＡＤＹ（ビット１） ：受 信 データ受 信 完 了 フラグ  

１ ：受 信 データレジスタ（Ｕ０ＲＸＬ）にデータが準 備 されている。  

０ ：受 信 データレジスタ（Ｕ０ＲＸＬ）にデータが準 備 されていない。  

 

①データを受 信 終 了 すると、  

ａ ）ＲＸＲＥＡＤＹ＝０の時 、受 信 データはＵ０ＲＸＬに入 り、ＲＸＲＥＡＤＹ＝１となり

ます。  

ｂ ）ＲＸＲＥＡＤＹ＝１の時 、ＯＶＲＵＮがセットされます。  

②ＵＡＲＴ０動 作 中 （ＲＵＮ＝１）で、ＲＸＲＥＡＤＹ＝１の時 、  

Ｕ０ＲＸＬを命 令 で読 むと、ＲＸＲＥＡＤＹはクリアされます。  

 

ＲＸ ＩＥ（ビット０） ：受 信 割 り込 み許 可  

このビットとＲＸＲＥＡＤＹが１の時 、  

ＥＸＣＰＨレジスタのＵＡＲＴ０＿ＦＬＧ（ビット５）＝１となります。  

 

３ -１８ -４ -２  ＵＡＲＴ０受 信 データレジスタＬ （Ｕ０ＲＸＬ ）  

①受 信 データが格 納 される８ビットのレジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F3A 0000 0000 R/W U0RXL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
受 信 データ８ビットが入 ります。  

ＵＡＲＴ０動 作 中 に、このレジスタを読 むと、Ｕ０ＣＲのＲＸＲＥＡＤＹ（ビット１ ）はクリアされ

ます。  

 

３ -１８ -４ -３  ＵＡＲＴ０受 信 データレジスタＨ（Ｕ０ＲＸＨ）  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F3B LLLL LL00 R/W U0RXH - - - - - - BIT1 BIT0 

 
（ビット７～２） ：固 定 値 ０が読 み出 されます。  

このビットは、Ｒ／Ｏです。  

 

（ビット１） ：受 信 ストップビットの値 が入 ります。  

 

（ビット０） ：受 信 パリティビットも含 めた９ビットのデータのパリティが入 ります。  

すなわち、  

偶 数 パリティ受 信 の時 は０、  

奇 数 パリティ受 信 の時 は１、  

が入 ります。  

正 しくない結 果 になった時 は、パリティエラー処 理 が必 要 です。  

 

※Ｕ０ＣＲのＰＡＲ ＩＴＹ （ビット４ ）＝０の場 合 、８ビットの受 信 データのパリティが入 り

ます。  
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３ - １ ８ - ４ - ４  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ Ｌ （ Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｌ ）  

① 送 信 デ ー タ を 書 き 込 む ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F3C 0000 0000 R/W U0TXL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
送 信 デ ー タ ８ ビ ッ ト 用 の バ ッ フ ァ レ ジ ス タ で す 。  

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 動 作 中 に 、 こ の レ ジ ス タ に デ ー タ を 書 き 込 む と 、 Ｕ ０ Ｃ Ｒ の Ｔ Ｘ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ （ ビ ッ ト

３ ） が ク リ ア さ れ ま す 。  

 

３ - １ ８ - ４ - ５  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ Ｈ （ Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｈ ）  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F3D LLLL LLH0 R/W U0TXH - - - - - - BIT1 BIT0 

 
（ ビ ッ ト ７ ～ ２ ） ： 固 定 値 ０ が 読 み 出 さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 Ｒ ／ Ｏ で す 。  

 

（ ビ ッ ト １ ） ： 送 信 ス ト ッ プ ビ ッ ト の 値 （ 固 定 値 １ ） が 読 み 出 さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 Ｒ ／ Ｏ で す 。  

 

（ ビ ッ ト ０ ） ： 送 信 パ リ テ ィ を 選 択 し ま す 。  

０ ： 偶 数 パ リ テ ィ 送 信  

１ ： 奇 数 パ リ テ ィ 送 信  

 

※ Ｕ ０ Ｃ Ｒ の Ｐ Ａ Ｒ Ｉ Ｔ Ｙ （ ビ ッ ト ４ ） ＝ ０ の 場 合 、  

こ の ビ ッ ト の 値 は  Ｄ ｏ ｎ ’ ｔ － ｃ ａ ｒ ｅ  で す 。  

 

３ - １ ８ - ５  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 通 信 フ ォ ー マ ッ ト の 具 体 例  

① Ｕ ０ Ｃ Ｒ の Ｐ Ａ Ｒ Ｉ Ｔ Ｙ （ ビ ッ ト ４ ） ＝ ０ の 場 合  

 

 

 

② Ｕ ０ Ｃ Ｒ の Ｐ Ａ Ｒ Ｉ Ｔ Ｙ （ ビ ッ ト ４ ） ＝ １  の 場 合  

 

 

 

※ た だ し 図 中 の Ｐ は 、  

Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｈ ＜ ０ ＞ ＝ ０ の 時 偶 数 パ リ テ ィ 、  

Ｕ ０ Ｔ Ｘ Ｈ ＜ ０ ＞ ＝ １ の 時 奇 数 パ リ テ ィ 、  

を 表 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

start bit0 bit1 bit2 bit3 bit5 bit6 bit7bit4 stop start

start bit0 bit1 bit2 bit3 bit5 bit6 bit7bit4 P stop start 
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３ - １ ８ - ６  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 通 信 の 具 体 例  

３ - １ ８ - ６ - １  連 続 送 信 の 具 体 例  

Ｎ を 送 信 デ ー タ の 個 数 、 ｃ ｔ ｒ を 送 信 デ ー タ の カ ウ ン ト 用 変 数 と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 割り込み処理 

割り込み処理開始 

割り込み処理終了 

ctr<N ? 
No

Yes 

次の送信データの書き込み

ctr インクリメント 

TXIE=0 

１. メインプログラム 

P1LAT<3>=0, P1DDR<3>=1, P1FSA<3>=1, P1FSB<3>=0 とする。 

U0CR レジスタを設定する。 

ctr=0 とする。

PSW の IE(bit7), EXCPH を設定する。 

TXIE=1, RUN=1 とする。 

メインプログラム開始 

通信フォーマットの設定と 

ボーレートクロックの選択 

ctr 初期化 

割り込み許可と 

送信動作の開始 

外部からクロック入力の場合、P0LAT<7>=0, P0DDR<7>=0 とする。 

T0PWMH からクロック入力の場合、P0LAT<7>=0, P0DDR<7>=1 とする。 

外部からクロック入力の場合、外部クロックを発振スタートさせる。 

T0PWMH からクロック入力の場合、Timer0 を動作させ、P07 から T0PWMH トグル出力する。 

送信ポート (P13) の設定 

クロックポート (P07) の設定 

ボーレートクロック発振スタート 
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３ - １ ８ - ６ - ２  連 続 受 信 の 具 体 例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 割り込み処理 

割り込み処理開始 

割り込み処理終了 

OVRUN=1 

または 

パリティエラー? 

No 

Yes 

受信データを読み出し 

エラー処理 

１. メインプログラム 

メインプログラム開始 

割り込み許可と 

受信動作の開始 

PSW の IE(bit7), EXCPH を設定する。 

RXIE=1, RUN=1 とする。 

P1LAT<4>=1, P1DDR<4>=1, P1FSA<4>=1, P1FSB<4>=1 とする。 

外部からクロック入力の場合、P0LAT<7>=0, P0DDR<7>=0 とする。 

T0PWMH からクロック入力の場合、P0LAT<7>=0, P0DDR<7>=1 とする。 

U0CR レジスタを設定する。 

受信ポート (P14) の設定 

クロックポート (P07) の設定 

通信フォーマットの設定と 

ボーレートクロックの選択 

ボーレートクロック発振スタート 外部からクロック入力の場合、外部クロックを発振スタートさせる。 

T0PWMH からクロック入力の場合、Timer0 を動作させ、P07 から T0PWMH トグル出力する。 
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３ - １ ８ - ６ - ３  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 通 信 の ポ ー ト 設 定  

① 送 信 ポ ー ト （ Ｐ １ ３ ） の 設 定  

レジスタデータ 
ポートＰ１３の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜３＞ Ｐ１ＦＳＢ＜３＞ Ｐ１ＬＡＴ＜３＞ Ｐ１ＤＤＲ＜３＞

１ ０ ０ １ ＵＡＲＴ０送信出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ ＵＡＲＴ０送信出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ ＵＡＲＴ０送信出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

 

② 受 信 ポ ー ト （ Ｐ １ ４ ） の 設 定  

レジスタデータ 
ポートＰ１４の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜４＞ Ｐ１ＦＳＢ＜４＞ Ｐ１ＬＡＴ＜４＞ Ｐ１ＤＤＲ＜４＞

１ １ １ １ 入力（ＵＡＲＴ０受信入力） 

 

 

③ ク ロ ッ ク ポ ー ト （ Ｐ ０ ７ ） の 設 定  

レジスタデータ 
ポートＰ０７の状態 

- Ｐ０ＬＡＴ＜７＞ Ｐ０ＤＤＲ＜７＞

- ０ ０ 入力（ＵＡＲＴ０クロックを外部入力） 

- ０ １ ＣＭＯＳ出力（ＵＡＲＴ０クロックをＴ０ＰＷＭＨから入力）
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３ - １９ 非 同 期 シリアルインターフェース２  （ＵＡＲＴ２）  

３ - １ ９ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 次 の 機 能 を 持 っ た 非 同 期 シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ （ Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ ） を 備 え

て い ま す 。  
 
①  デ ー タ 長   ：  ８ ビ ッ ト  （ Ｌ Ｓ Ｂ フ ァ ー ス ト 固 定 ）  

②  ス ト ッ プ ビ ッ ト 長   ：  １ ／ ２ ビ ッ ト  

③  パ リ テ ィ ビ ッ ト    ：  な し ／ 偶 数 パ リ テ ィ ／ 奇 数 パ リ テ ィ  

④  転 送 レ ー ト    ：  ８ ～ ４ ０ ９ ６ サ イ ク ル （ 注 １ )  

⑤  ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク ソ ー ス  ：  シ ス テ ム ク ロ ッ ク ／ Ｏ Ｓ Ｃ ０ ／ Ｏ Ｓ Ｃ １  

⑥  動 作 モ ー ド    ：  モ ー ド ０ ／ モ ー ド １  

⑦  ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能  

受 信 端 子 の Ｌ Ｏ Ｗ レ ベ ル 検 出 に よ り 、 割 り 込 み 要 求 を 発 生 さ せ ら れ ま す 。  

⑧  全 ２ 重 通 信  

独 立 し た 送 信 部 と 受 信 部 を 備 え て い る の で 、 送 信 と 受 信 を 同 時 に 行 う こ と が 可 能

で す 。 ま た 、 送 信 部 、 受 信 部 と も に ダ ブ ル バ ッ フ ァ 構 造 に な っ て お り 、 連 続 デ ー タ 送

受 信 が 可 能 で す 。  
 
（ 注 １ ）  

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ の ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク ソ ー ス は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク ／ Ｏ Ｓ Ｃ ０ ／ Ｏ Ｓ Ｃ １  か ら 選 択

で き ま す 。 選 択 さ れ た ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク ソ ー ス の １ 周 期 を 、 以 下 サ イ ク ル と 表 記 し   

ま す 。  

 

３ - １ ９ - ２  機 能  

３ - １ ９ - ２ - １  動 作 モ ー ド  

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ は 、 レ ジ ス タ 設 定 に よ り 以 下 の ２ つ の モ ー ド 設 定 が 選 択 で き ま す 。  

① モ ー ド ０  

Ｕ ２ Ｂ Ｇ の 設 定 値 ＝ ０ ０ Ｈ 以 外 の 値 と す る こ と で 、 こ の モ ー ド に 設 定 さ れ ま す 。  

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｕ ２ Ｃ Ｎ Ｔ １ ） の Ｄ Ｉ Ｖ と Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ ボ ー レ ー ト 制 御 レ ジ ス タ （ Ｕ ２

Ｂ Ｇ ） で ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク の 周 波 数 を 制 御 し ま す 。  

転 送 レ ー ト の 設 定 範 囲 は 、 ８ ～ ４ ０ ９ ６ サ イ ク ル と な り ま す 。  

ま た 、 Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｕ ２ Ｃ Ｎ Ｔ １ ） の Ｐ Ｏ Ｄ Ｄ 、 Ｐ Ｅ Ｎ で パ リ テ ィ を 制 御 し ま す 。  

 

② モ ー ド １  

Ｕ ２ Ｂ Ｇ の 設 定 値 ＝ ０ ０ Ｈ と す る こ と で 、 こ の モ ー ド に 設 定 さ れ ま す 。  

Ｘ ’ ｔ ａ ｌ 発 振 子 （ ３ ２ ． ７ ６ ８ ｋ Ｈ ｚ ） で 、 転 送 レ ー ト ＝ ９ ６ ０ ０ ｂ ｐ ｓ の 通 信 を 行 う た め の モ ー

ド で す 。  

Ｄ Ｉ Ｖ の 設 定 は 無 視 さ れ ま す 。  

ま た 、 Ｐ Ｏ Ｄ Ｄ ， Ｐ Ｅ Ｎ の 設 定 に か か わ ら ず 、 パ リ テ ィ な し 、 と な り ま す 。  

 

３ - １ ９ - ２ - ２  連 続 デ ー タ 送 受 信  

単 一 通 信 フ ォ ー マ ッ ト 、 単 一 転 送 レ ー ト で の 連 続 デ ー タ 送 信 お よ び 受 信 を 行 い ま す 。  

送 信 デ ー タ は 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ） か ら 読 み 出 さ れ ま す 。  

受 信 デ ー タ は 受 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ） に 格 納 さ れ ま す 。  
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３ - １ ９ - ２ - ３  割 り 込 み の 発 生  

以 下 の ４ つ の 要 因 で 割 り 込 み 要 求 を 発 生 さ せ ら れ ま す 。  

Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ 、 Ｔ Ｅ Ｎ Ｄ 、 Ｒ Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｙ 、 Ｗ Ｕ Ｐ Ｆ Ｌ Ｇ  

詳 細 は 、 ３ - １ ９ - ４  関 連 レ ジ ス タ を ご 参 照 く だ さ い 。  

 

３ - １ ９ - ２ - ４  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 、 Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ の 送 信 回 路 、 お よ び 、 受 信 回 路 は 動 作 し ま す 。  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド の 解 除 を Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ の 割 り 込 み で 行 う こ と が で き ま す 。  

 

３ - １ ９ - ２ - ５  ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能  

受 信 端 子 の Ｌ Ｏ Ｗ レ ベ ル 検 出 に よ り 、 割 り 込 み 要 求 （ Ｗ Ｕ Ｐ Ｆ Ｌ Ｇ ） を 発 生 さ せ ら れ ま す 。

こ の 機 能 は 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド の 解 除 に 使 用 す る こ と が で き ま す 。  

 

３ - １ ９ - ２ - ６  特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） の 操 作  

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ を コ ン ト ロ ー ル す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） を 操 作 す る 必 要

が あ り ま す 。  
 

Ｕ ２ Ｃ Ｎ Ｔ ０ 、 Ｕ ２ Ｃ Ｎ Ｔ １ ， Ｕ ２ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ 、 Ｕ ２ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ， Ｕ ２ Ｂ Ｇ  

Ｐ １ Ｌ Ａ Ｔ 、 Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ 、 Ｐ １ Ｆ Ｓ Ａ 、 Ｐ １ Ｆ Ｓ Ｂ  

Ｉ Ｌ １ Ｈ 、 Ｏ Ｃ Ｒ ０  

 

３ - １ ９ - ３  回 路 構 成  

３ - １ ９ - ３ - １  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｕ ２ Ｃ Ｎ Ｔ ０ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - １ ９ - ３ - ２  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｕ ２ Ｃ Ｎ Ｔ １ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 通 信 フ ォ ー マ ッ ト 、 お よ び 、 ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - １ ９ - ３ - ３  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① デ ー タ の 送 信 を こ の レ ジ ス タ を 通 し て 行 い ま す 。  

 

３ - １ ９ - ３ - ４  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 送 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｓ Ｈ ）   （ ９ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① デ ー タ 送 信 の た め の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

② 命 令 で 直 接 ア ク セ ス は で き ま せ ん 。  

 

３ - １ ９ - ３ - ５  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 受 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① デ ー タ の 受 信 を こ の レ ジ ス タ を 通 し て 行 い ま す 。  

 

３ - １ ９ - ３ - ６  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 受 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｒ Ｓ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① デ ー タ 受 信 の た め の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

② 命 令 で 直 接 ア ク セ ス は で き ま せ ん 。  

 

３ - １ ９ - ３ - ７  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ ボ ー レ ー ト 制 御 レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｂ Ｇ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①ＵＡＲＴ２の動 作 モード、および、モード０時 のボーレートクロックの周 波 数 を制 御 します。  
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図 ３ － １ ９ － １  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ の ブ ロ ッ ク 図   
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３ - １ ９ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - １ ９ - ４ - １  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｕ ２ Ｃ Ｎ Ｔ ０ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ モ ジ ュ ー ル の 動 作 、 割 り 込 み を 制 御 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F6C 0010 0000 R/W U2CNT0 TEND TENDIE TEMPTY TEMPTYIE RUN RERR RREADY RIE 

 
Ｔ Ｅ Ｎ Ｄ （ ビ ッ ト ７ ） ： 送 信 終 了 フ ラ グ  

ス ト ッ プ ビ ッ ト 送 信 終 了 時 、 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ） に 次 の 送 信 デ ー タ が

書 き 込 ま れ て い な い 時 、 こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  

送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ） か ら 送 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｓ Ｈ ） へ の デ ー タ 転

送 時 に 、 こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ ま す 。  
 
Ｔ Ｅ Ｎ Ｄ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ｔ Ｅ Ｎ Ｄ 割 り 込 み 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｔ Ｅ Ｎ Ｄ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ８ ０ １ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し

ま す 。  
 
Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ （ ビ ッ ト ５ ） ： 送 信 デ ー タ 転 送 完 了 フ ラ グ  

送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ） か ら 送 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｓ Ｈ ） へ の デ ー タ 転

送 時 に 、 こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  

送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ） へ デ ー タ の 書 き 込 み を 行 っ た 時 、 こ の ビ ッ ト は ク リ

ア さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 Ｒ ／ Ｏ で す 。  
 
Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ 割 り 込 み 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ８ ０ １ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発

生 し ま す 。  
 
Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 動 作 制 御  

０ ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ モ ジ ュ ー ル の 回 路 が 動 作 停 止 と な り ま す 。  

１ ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ モ ジ ュ ー ル の 回 路 が 動 作 状 態 と な り ま す 。  
 
Ｒ Ｅ Ｒ Ｒ （ ビ ッ ト ２ ） ： 受 信 エ ラ ー 検 出 フ ラ グ  

こ の ビ ッ ト は 、 パ リ テ ィ エ ラ ー 、 ま た は 、 オ ー バ ー ラ ン エ ラ ー 、 ま た は 、 ス ト ッ プ ビ ッ ト エ ラ

ー の 検 出 で 、 ス ト ッ プ ビ ッ ト 受 信 時 に セ ッ ト さ れ ま す 。  
 
Ｒ Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｙ （ ビ ッ ト １ ） ： 受 信 デ ー タ 受 信 完 了 フ ラ グ  （ Ｒ ／ Ｏ ）  

デ ー タ の 受 信 完 了 で 、 ス ト ッ プ ビ ッ ト 受 信 時 に セ ッ ト さ れ ま す 。  

受 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ） の デ ー タ を 読 ん だ 時 、 こ の ビ ッ ト は ク リ ア さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 、 Ｒ ／ Ｏ で す 。  
 
Ｒ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： 受 信 割 り 込 み 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｒ Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｙ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ８ ０ １ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発

生 し ま す 。  

 

３ - １ ９ - ４ - ２  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 制 御 レ ジ ス タ １ （ Ｕ ２ Ｃ Ｎ Ｔ １ ）  

① 通 信 フ ォ ー マ ッ ト 、 お よ び 、 ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 を 制 御 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F6D 0000 0000 R/W U2CNT1 TSTB DIV SCK PODD PEN WUPFLG WUPIE
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Ｔ Ｓ Ｔ Ｂ （ ビ ッ ト ７ ） ： 送 信 ス ト ッ プ ビ ッ ト 長 選 択  

送 信 時 の ス ト ッ プ ビ ッ ト の 長 さ を 選 択 し ま す 。  

０ ： １ ス ト ッ プ ビ ッ ト  

１ ： ２ ス ト ッ プ ビ ッ ト  

受 信 時 は こ の ビ ッ ト の 設 定 値 に か か わ ら ず ス ト ッ プ ビ ッ ト の １ ビ ッ ト 目 の み チ ェ ッ ク し 、

２ ビ ッ ト 目 が ０ の 場 合 は 次 の 送 信 キ ャ ラ ク タ ー の ス タ ー ト ビ ッ ト と み な し ま す 。  
 
Ｄ Ｉ Ｖ （ ビ ッ ト ６ ） ： ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク 分 周 選 択  

モ ー ド ０ 時 の ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク の 分 周 を 選 択 し ま す 。  

０ ： ボ ー レ ー ト の 設 定 範 囲 は 、 ８ ～ １ ０ ２ ４ サ イ ク ル と な り ま す 。  

１ ： ボ ー レ ー ト の 設 定 範 囲 は 、 ３ ２ ～ ４ ０ ９ ６ サ イ ク ル と な り ま す 。  

モ ー ド １ で は 、 こ の ビ ッ ト の 設 定 値 は 無 視 さ れ ま す 。  
 
Ｓ Ｃ Ｋ （ ビ ッ ト ５ 、 ４ ） ： ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク ソ ー ス 選 択  

ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク ソ ー ス を 選 択 し ま す 。  

ＳＣＫ ボーレートクロックソース 

００ システムクロック 

１０ ＯＳＣ０ 

１１ ＯＳＣ１ 

※ 上 記 の 設 定 値 以 外 で は 使 用 し な い で く だ さ い 。  

 

Ｐ Ｏ Ｄ Ｄ （ ビ ッ ト ３ ） ： パ リ テ ィ 偶 数 ／ 奇 数 選 択  

モ ー ド ０ 時 の 送 信 、 お よ び 、 受 信 の パ リ テ ィ を 選 択 し ま す 。  

０ ： 偶 数 パ リ テ ィ  

１ ： 奇 数 パ リ テ ィ  

モ ー ド １ で は 、 こ の ビ ッ ト の 設 定 値 は 無 視 さ れ ま す 。  
 
Ｐ Ｅ Ｎ （ ビ ッ ト ２ ） ： パ リ テ ィ 許 可  

モ ー ド ０ 時 の 送 信 、 お よ び 、 受 信 の パ リ テ ィ の 有 無 を 制 御 し ま す 。  

０ ： パ リ テ ィ な し  

１ ： パ リ テ ィ 有 り  

モ ー ド １ で は 、 こ の ビ ッ ト の 設 定 値 に か か わ ら ず 、 パ リ テ ィ な し 、 と な り ま す 。  
 
Ｗ Ｕ Ｐ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト １ ） ： ウ ェ ー ク ア ッ プ 検 出 フ ラ グ  

Ｗ Ｕ Ｐ Ｉ Ｅ が １ で 、 受 信 端 子 が Ｌ Ｏ Ｗ レ ベ ル の 時 、 こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  
 
Ｗ Ｕ Ｐ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： ウ ェ ー ク ア ッ プ 割 り 込 み 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｗ Ｕ Ｐ Ｆ Ｌ Ｇ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ８ ０ １ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発

生 し ま す 。  

 

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 送 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ ）  

① 送 信 デ ー タ を 書 き 込 む ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F6E 0000 0000 R/W U2TBUF BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
送 信 動 作 開 始 時 、 Ｕ ２ Ｔ Ｂ Ｕ Ｆ の デ ー タ が 送 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｔ Ｓ Ｈ ） に 転 送 さ れ   

ま す 。  

次 の 送 信 デ ー タ は 、 送 信 デ ー タ 転 送 完 了 フ ラ グ （ Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ Ｔ Ｙ ） を 確 認 し て か ら 設 定 し て

く だ さ い 。  
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３ - １ ９ - ４ - ４  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 受 信 デ ー タ レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ ）  

① 受 信 デ ー タ が 格 納 さ れ る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F6F 0000 0000 R/O U2RBUF BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
受 信 動 作 終 了 時 、 受 信 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｒ Ｓ Ｈ ） か ら 、 Ｕ ２ Ｒ Ｂ Ｕ Ｆ に 転 送 さ れ ま す 。  

 

３ - １ ９ - ４ - ５  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ ボ ー レ ー ト 制 御 レ ジ ス タ （ Ｕ ２ Ｂ Ｇ ）  

① Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ の 動 作 モ ー ド 、 お よ び 、 モ ー ド ０ 時 の ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク の 周 波 数 を 制 御 す る

８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F74 0000 0000 R/W U2BG BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

以 下 の よ う に モ ー ド ０ 時 の ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク 周 波 数 を 設 定 す る こ と が で き ま す 。  

ＤＩＶ 転送レート 設定範囲 

０ （Ｕ２ＢＧの設定値＋１）×４サイクル ８～１０２４サイクル 

１ （Ｕ２ＢＧの設定値＋１）×１６サイクル ３２～４０９６サイクル 

 

Ｕ ２ Ｂ Ｇ の 設 定 値 ＝ ０ ０ Ｈ と す る こ と に よ り 、 動 作 モ ー ド が モ ー ド １ に 設 定 さ れ ま す 。  

 

３ - １ ９ - ５  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 通 信 フ ォ ー マ ッ ト の 具 体 例  

① Ｔ Ｓ Ｔ Ｂ ＝ ０ 、 Ｐ Ｅ Ｎ ＝ ０ の 場 合  

 

 

 

② Ｔ Ｓ Ｔ Ｂ ＝ ０ 、 Ｐ Ｅ Ｎ ＝ １ の 場 合  

  

  

 

③ Ｔ Ｓ Ｔ Ｂ ＝ １ 、 Ｐ Ｅ Ｎ ＝ ０ の 場 合  

  

 

  

④ Ｔ Ｓ Ｔ Ｂ ＝ １ 、 Ｐ Ｅ Ｎ ＝ １ の 場 合  

  

  

  

※ た だ し 図 中 の Ｐ は 、 Ｐ Ｏ Ｄ Ｄ ＝ ０ の 時 偶 数 パ リ テ ィ 、 Ｐ Ｏ Ｄ Ｄ ＝ １ の 時 奇 数 パ リ テ ィ を   

表 す 。  

start bit0 bit1 bit2 bit3 bit5 bit6 bit7bit4 stop start

start bit0 bit1 bit2 bit3 bit5 bit6 bit7bit4 stop start 

start bit0 bit1 bit2 bit3 bit5 bit6 bit7bit4 P stop start 

start bit0 bit1 bit2 bit3 bit5 bit6 bit7bit4 P stop start 



L C 8 8 5 8 0 0  第 ３ 章  
 

3-111 

３ - １ ９ - ６  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 通 信 の 具 体 例  

３ - １ ９ - ６ - １  連 続 送 信 の 具 体 例  

Ｎ を 送 信 デ ー タ の 個 数 、 ｃ ｔ ｒ を 送 信 デ ー タ の カ ウ ン ト 用 変 数 と し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインプログラム開始 

ポートの設定 

通信フォーマットの設定と 

ボーレートクロックの選択 

P1LAT<7>=0, P1DDR<7>=1, P1FSA<7>=1, P1FSB<7>=0 とする。 

OCR0 レジスタ, U2CNT1 レジスタ, U2BG レジスタを設定する。 

ctr 初期化 ctr=0 とする。

割り込み許可と 

送信動作の開始 

IE=1, IL1H<5:4>を設定する。 

TEMPTYIE=1, RUN=1 とする。

１. メインプログラム 

２. 割り込み処理 

割り込み処理開始 

割り込み処理終了 

ctr<N ? 

ctr インクリメント

NoNo

YesYes 

次の送信データの書き込み

ctr インクリメント 

ctr=N ? 

TEMPTYIE=0 必要に応じて、 

UART2 の回路を動作停止 

RUN=0 
最終データの送信終了で、

割り込みをかける場合、

TENDIE=1 
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３ - １ ９ - ６ - ２  連 続 受 信 の 具 体 例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインプログラム開始 

ポートの設定 

通信フォーマットの設定と 

ボーレートクロックの選択 

P1LAT<6>=1, P1DDR<6>=1, P1FSA<6>=1, P1FSB<6>=1 とする。 

OCR0 レジスタ, U2CNT1 レジスタ, U2BG レジスタを設定する。 

割り込み許可と 

受信動作の開始 

１. メインプログラム 

２. 割り込み処理 

割り込み処理開始 

割り込み処理終了 

RERR=1 ? 
No

Yes 

IE=1, IL1H<5:4>を設定する。 

RIE=1, RUN=1 とする。 

U2RBUF から受信データを読む 

エラー処理 
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３ - １ ９ - ６ - ３  Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ２ 通 信 の ポ ー ト 設 定  

① 送 信 ポ ー ト （ Ｐ １ ７ ） の 設 定  

レジスタデータ ポートＰ１７の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜７＞ Ｐ１ＦＳＢ＜７＞ Ｐ１ＬＡＴ＜７＞ Ｐ１ＤＤＲ＜７＞ 出力 

１ ０ ０ １ ＵＡＲＴ２送信出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ ＵＡＲＴ２送信出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ ＵＡＲＴ２送信出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

 

② 受 信 ポ ー ト （ Ｐ １ ６ ） の 設 定  

レジスタデータ ポートＰ１６の状態 

Ｐ１ＦＳＡ＜６＞ Ｐ１ＦＳＢ＜６＞ Ｐ１ＬＡＴ＜６＞ Ｐ１ＤＤＲ＜６＞ 入力 

１ １ １ １ 可能（ＵＡＲＴ２受信入力） 
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３ - ２０ シリアルインタフェース０  （Ｓ ＩＯ０）  

３ - ２ ０ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 次 の 機 能 を 持 っ た シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス （ Ｓ Ｉ Ｏ ０ ） を 備 え て い ま す 。  
 
①  同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル Ｉ ／ Ｏ （ ２ 線 式 ま た は ３ 線 式 、 １ ビ ッ ト ～ ８ ビ ッ ト の ビ ッ ト 単 位 毎 可

変 の デ ー タ 通 信 、 転 送 ク ロ ッ ク ４ ～ ５ １ ２ サ イ ク ル ） （ 注 １ )  

②  ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 （ ２ 線 式 ま た は ３ 線 式 、 外 部 ク ロ ッ ク モ ー ド の み ）  

③  連 続 デ ー タ 自 動 通 信 機 能 （ ９ ビ ッ ト ～ ３ ２ ７ ６ ８ ビ ッ ト の ビ ッ ト 単 位 毎 可 変 の デ ー タ 通

信 、 転 送 ク ロ ッ ク ４ ～ ５ １ ２ サ イ ク ル 、 バ イ ト 間 の イ ン タ ー バ ル ）  
 

（ 注 １ )  

Ｓ Ｉ Ｏ ０ の ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク ソ ー ス は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク か ら 選 択 で き ま す 。 ボ ー レ ー ト ク ロ

ッ ク ソ ー ス の １ 周 期 を 、 以 下 サ イ ク ル と 表 記 し ま す 。  

 

３ - ２ ０ - ２  機 能  

３ - ２ ０ - ２ - １  動 作 モ ー ド  

Ｓ Ｉ Ｏ ０ は 、 レ ジ ス タ 設 定 に よ り 以 下 の モ ー ド 設 定 が 選 択 で き ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F30 0000 0000 R/W S0CNT WAKEUP REC RUN AUTO MSB OVRUN FLG IE 

7F31 0000 0000 R/W S0BG BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F32 0000 0000 R/W S0BUF BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F33 0000 0000 R/W S0INTVL - SNBIT XCHNG INTVL 

 

① モ ー ド ０  

２ 線 式 ま た は ３ 線 式 の 同 期 式 シ リ ア ル 通 信 を 行 い ま す 。 内 部 ク ロ ッ ク と 外 部 ク ロ ッ ク

の ど ち ら で も 使 用 で き ま す 。  

１ ビ ッ ト ～ ８ ビ ッ ト の ビ ッ ト 単 位 毎 可 変 の デ ー タ 通 信 が で き ま す 。  

内 部 ク ロ ッ ク の 周 期 は （ ｎ ＋ １ ） × ２ サ イ ク ル （ ｎ ＝ １ ～ ２ ５ ５ ， 注 ： ｎ ＝ ０ は 禁 止 ） の 範 囲

で 可 変 で す 。  

ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 は 、 こ の モ ー ド の み 使 用 で き ま す 。  
 

② モ ー ド １  

自 動 送 信 ・ 自 動 受 信 ・ 自 動 送 受 信 の 三 つ 自 動 通 信 機 能 が あ り 、 内 部 ク ロ ッ ク と 外

部 ク ロ ッ ク の ど ち ら で も 使 用 で き ま す 。  

９ ビ ッ ト ～ ３ ２ ７ ６ ８ ビ ッ ト の ビ ッ ト 毎 可 変 の デ ー タ 通 信 を 行 い ま す 。  

リ ア ル タ イ ム サ ー ビ ス コ ン ト ロ ー ラ で Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス と 転 送 回 数 を 指 定 し 使 用 し

ま す 。  

自 動 送 信 時 の 送 信 デ ー タ は 、 指 定 し た Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス の デ ー タ を 指 定 回 数

分 デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ ０ Ｂ Ｕ Ｆ ） へ 自 動 転 送 さ れ ま す 。  

自 動 受 信 時 の 受 信 デ ー タ は 、 デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ ０ Ｂ Ｕ Ｆ ） か ら 、 指 定 し た Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ

ァ ア ド レ ス へ 指 定 回 数 分 、 自 動 転 送 さ れ ま す 。  

自 動 送 受 信 時 の 送 信 デ ー タ は 、 指 定 し た Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス の デ ー タ を 指 定 回

数 分 デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ ０ Ｂ Ｕ Ｆ ） へ 自 動 転 送 さ れ 、 受 信 デ ー タ は 、 デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ ０

Ｘ Ｂ Ｕ Ｆ ） か ら Ｒ Ａ Ｍ へ 自 動 転 送 さ れ ま す 。 受 信 デ ー タ は 、 送 信 デ ー タ が 格 納 さ れ て い

た Ｒ Ａ Ｍ 領 域 に 上 書 き さ れ ま す 。  
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内 部 ク ロ ッ ク の 周 期 は （ ｎ ＋ １ ） × ２ サ イ ク ル （ ｎ ＝ １ ～ ２ ５ ５ ， 注 ： ｎ ＝ ０ は 禁 止 ） の 範 囲

で 可 変 で す 。  

バ イ ト 間 の イ ン タ ー バ ル 時 間 は （ 内 部 ク ロ ッ ク の 周 期 ） × ｎ ［ サ イ ク ル ］  

（ ｎ ＝ ０ ， １ ， ２ ， ４ ， ８ ， １ ６ ， ３ ２ ， ６ ４ ） の 範 囲 で 可 変 で す 。  

 

３ - ２ ０ - ２ - ２  割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が 設 定 さ れ て い る 場 合 、 通 信 の 終 了 も し く は 、 オ ー バ ー ラ ン で

割 り 込 み 要 求 を 発 生 し ま す 。  

 

３ - ２ ０ - ２ - ３  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 、 す べ て の 動 作 モ ー ド で 動 作 し ま す 。  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド の 解 除 を Ｓ Ｉ Ｏ ０ の 割 り 込 み で 行 う こ と が で き ま す 。  

 

３ - ２ ０ - ２ - ４  ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能  

モ ー ド ０ の み 使 用 で き る 機 能 で す 。  

外 部 ク ロ ッ ク 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド の 解 除 に 使 用 す る こ と が で き ま す 。  

 

３ - ２ ０ - ２ - ５  特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） の 操 作  

Ｓ Ｉ Ｏ ０ を コ ン ト ロ ー ル す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） を 操 作 す る 必 要 が あ

り ま す 。  
 

Ｓ ０ Ｃ Ｎ Ｔ 、 Ｓ ０ Ｂ Ｇ 、 Ｓ ０ Ｂ Ｕ Ｆ 、 Ｓ ０ Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ  

Ｐ １ Ｌ Ａ Ｔ 、 Ｐ １ Ｄ Ｄ Ｒ 、 Ｐ １ Ｆ Ｓ Ａ 、 Ｐ １ Ｆ Ｓ Ｂ  

Ｉ Ｌ ２ Ｈ  

Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ 、 Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ 、 Ｒ Ｔ Ｓ １ Ｃ Ｔ Ｒ ， Ｒ Ｔ Ｓ Ｃ Ｎ Ｔ  

 

３ - ２ ０ - ３  回 路 構 成  

３ - ２ ０ - ３ - １  Ｓ Ｉ Ｏ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｓ Ｉ Ｏ ０ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - ２ ０ - ３ - ２  Ｓ Ｉ Ｏ ０ ボ ー レ ー ト 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ ０ Ｂ Ｇ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 内 部 ク ロ ッ ク 発 生 用 の リ ロ ー ド カ ウ ン タ で す 。  

② （ ｎ ＋ １ ） × ２ サ イ ク ル （ ｎ ＝ １ ～ ２ ５ ５ ） 周 期 の ク ロ ッ ク を 発 生 で き ま す 。  

外 部 ク ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 は 、 Ｓ ０ Ｂ Ｇ ＝ ０ ０ ［ Ｈ ］ で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

３ - ２ ０ - ３ - ３  Ｓ Ｉ Ｏ ０ シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｓ ０ Ｓ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト シ フ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｉ Ｏ ０ の デ ー タ 転 送 ・ 受 信 の た め の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

② 命 令 で 直 接 ア ク セ ス で き ま せ ん 。 Ｓ ０ Ｂ Ｕ Ｆ を 通 し て ア ク セ ス し ま す 。  

 

３ - ２ ０ - ３ - ４  Ｓ Ｉ Ｏ ０ Ｘ デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ ０ Ｘ Ｂ Ｕ Ｆ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  モ ー ド １ の 自 動 送 受 信 の 受 信 デ ー タ を 格 納 す る レ ジ ス タ で す 。  

②  命 令 で 直 接 ア ク セ ス で き ま せ ん 。  
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３ - ２ ０ - ３ - ５  Ｓ Ｉ Ｏ ０ デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ ０ Ｂ Ｕ Ｆ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

デ ー タ の 送 信 ・ 受 信 を こ の レ ジ ス タ を 通 し て 行 い ま す 。  

①  モ ー ド ０ の 送 信 ・ 受 信 を こ の レ ジ ス タ を 通 し て 行 い ま す 。  

②  モ ー ド １ の 自 動 送 信 時 、 Ｒ Ａ Ｍ か ら 送 信 デ ー タ が 自 動 転 送 さ れ ま す 。  

③  モ ー ド １ の 自 動 受 信 時 、 受 信 デ ー タ を Ｒ Ａ Ｍ へ 自 動 転 送 し ま す 。  

④  モ ー ド １ の 自 動 送 受 信 時 、 Ｒ Ａ Ｍ か ら 送 信 デ ー タ が 自 動 転 送 さ れ ま す 。  

⑤  命 令 で 直 接 ア ク セ ス で き ま す 。  

 

３ - ２ ０ - ３ - ６  Ｓ Ｉ Ｏ ０ イ ン タ ー バ ル レ ジ ス タ （ Ｓ ０ Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  モ ー ド １ 時 、 バ イ ト 間 の イ ン タ ー バ ル 時 間 の 設 定 を 行 い ま す 。  

②  モ ー ド １ の 、 自 動 送 受 信 の 設 定 を 行 い ま す 。  

③  端 数 ビ ッ ト を 指 定 し ま す 。  
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図 ３ － ２ ０ － １  Ｓ Ｉ Ｏ ０ の ブ ロ ッ ク 図  
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３ - ２ ０ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ２ ０ - ４ - １  Ｓ Ｉ Ｏ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

① Ｓ Ｉ Ｏ ０ モ ジ ュ ー ル の 動 作 、 割 り 込 み を 制 御 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F30 0000 0000 R/W S0CNT WAKEUP REC RUN AUTO MSB OVRUN FLG IE 

 
Ｗ Ａ Ｋ Ｅ Ｕ Ｐ （ ビ ッ ト ７ ） ： ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能  

０ ： ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 禁 止 。  

１ ： ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 許 可 。  

＊ モ ー ド ０ 時 の み ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 は 、 使 用 で き ま す 。  

Ｗ Ａ Ｋ Ｅ Ｕ Ｐ を セ ッ ト す る と Ａ Ｕ Ｔ Ｏ は 、 ０ 固 定 に な り ま す 。  
 
Ｒ Ｅ Ｃ （ ビ ッ ト ６ ） ： 受 信 モ ー ド 設 定  

０ ： 送 信 モ ー ド で す 。  

１ ： 受 信 モ ー ド で す 。  
 
Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ ０ 動 作 フ ラ グ  

① こ の ビ ッ ト が １ の 時 Ｓ Ｉ Ｏ ０ は 動 作 中 で す 。 セ ッ ト は 命 令 で 行 い ま す 。  

② 動 作 中 に 命 令 で ク リ ア す る と 通 信 を 強 制 終 了 し ま す 。 こ の 場 合 、 Ｉ Ｅ も 同 時 に ク

リ ア し て く だ さ い 。  

③ モ ー ド ０ 時 、 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り か ら 終 了 処 理 が 開 始 し 、 Ｆ Ｌ Ｇ が セ ッ

ト さ れ 、 自 動 的 に こ の ビ ッ ト が ク リ ア さ れ ま す 。  

④ モ ー ド １ の 自 動 送 信 時 は 、 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り か ら 終 了 処 理 が 開

始 し 、 Ｆ Ｌ Ｇ が セ ッ ト さ れ 、 自 動 的 に こ の ビ ッ ト が ク リ ア さ れ ま す 。  

⑤ モ ー ド １ の 自 動 受 信 ／ 自 動 送 受 信 時 は 、 最 終 受 信 デ ー タ を Ｒ Ａ Ｍ に 転 送 終

了 後 、 終 了 処 理 が 開 始 し 、 Ｆ Ｌ Ｇ が セ ッ ト さ れ 、 自 動 的 に こ の ビ ッ ト が ク リ ア さ れ

ま す 。  
 
Ａ Ｕ Ｔ Ｏ （ ビ ッ ト ４ ） ： 自 動 通 信 モ ー ド 設 定  

① の ビ ッ ト が ０ の 時 、 モ ー ド ０ に な り ま す 。  

② Ｗ Ａ Ｋ Ｅ Ｕ Ｐ が セ ッ ト さ れ る と 、 Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＝ ０ 固 定 に な り ま す 。  

③ の ビ ッ ト が １ の 時 、 モ ー ド １ に な り ま す 。  

④ モ ー ド １ の 通 信 中 （ Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＝ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） 、 こ の ビ ッ ト に Ｃ Ｌ Ｒ 命 令 を 実 行 す る と 、

自 動 通 信 を 一 時 停 止 （ Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＝ ０ 、 Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） す る こ と が で き ま す 。 通 信 中 の

バ イ ト が 通 信 終 了 で 一 時 停 止 状 態 に な り ま す 。 こ の 際 、 Ｆ Ｌ Ｇ は セ ッ ト さ れ ま せ ん 。

通 信 を 再 開 さ せ る に は 、 こ の ビ ッ ト に Ｓ Ｅ Ｔ 命 令 を 実 行 （ Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＝ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） す

る と 、 自 動 通 信 を 再 開 し ま す 。  
 
Ｍ Ｓ Ｂ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｍ Ｓ Ｂ ／ Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 選 択  

０ ： Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 に な り ま す 。  

１ ： Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 に な り ま す 。  

 

Ｏ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ２ ） ： オ ー バ ー ラ ン フ ラ グ  

①  Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ の 状 態 で 、 入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を 検 出 す る と こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ

れ ま す 。  

②  モ ー ド ０ 時 、 Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト 後 、 開 始 処 理 中 に 入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を 検 出

す る と こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  
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③  モ ー ド ０ 時 、 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り 後 、 終 了 処 理 中 に 入 力 ク ロ ッ ク の

立 ち 下 が り を 検 出 す る と こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  

④  モ ー ド １ の 自 動 送 信 時 、 Ｒ Ａ Ｍ か ら Ｓ ０ Ｂ Ｕ Ｆ へ 自 動 転 送 さ れ 通 信 が 開 始 す る ま

で に 、 入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を 検 出 す る と こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  

⑤  モ ー ド １ の 自 動 受 信 ・ 自 動 送 受 信 時 、 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り 後 、 Ｓ ０ Ｂ

Ｕ Ｆ ・ Ｓ ０ Ｘ Ｂ Ｕ Ｆ の デ ー タ が Ｒ Ａ Ｍ に 自 動 転 送 さ れ 、 終 了 処 理 が 終 わ る ま で に 、

入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を 検 出 す る と こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  

⑥  こ の ビ ッ ト を 読 ん で 通 信 が 正 常 に 行 わ れ た か ど う か 判 断 し て く だ さ い 。  

⑦  こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

 

Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト １ ） ： シ リ ア ル 転 送 終 了 フ ラ グ  

①  シ リ ア ル 転 送 が 終 了 で 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ ま す 。  

②  こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： 受 信 割 り 込 み 許 可  

①  こ の ビ ッ ト と Ｆ Ｌ Ｇ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ８ ０ ３ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し

ま す 。  

②  こ の ビ ッ ト と Ｏ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ８ ０ ３ ８ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発

生 し ま す 。  

 

３ - ２ ０ - ４ - ２  Ｓ Ｉ Ｏ ０ ボ ー レ ー ト 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ ０ Ｂ Ｇ ）  

① シ リ ア ル 転 送 の 転 送 レ ー ト を 設 定 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F31 0000 0000 R/W S0BG BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
転 送 レ ー ト は  

Ｔ Ｓ ０ Ｂ Ｇ ＝ （ Ｓ ０ Ｂ Ｇ の 設 定 値 ＋ １ ） × ２ サ イ ク ル  

Ｓ ０ Ｂ Ｇ の 設 定 値 ＝ １ ～ ２ ５ ５ で あ り 、 Ｔ Ｓ ０ Ｂ Ｇ の 設 定 範 囲 は 、 ４ ～ ５ １ ２ サ イ ク ル と な り ま す 。  

外 部 ク ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 は 、 Ｓ ０ Ｂ Ｇ ＝ ０ ０ ［ Ｈ ］ で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

３ - ２ ０ - ４ - ３  Ｓ Ｉ Ｏ ０ デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ ０ Ｂ Ｕ Ｆ ）  

① シ リ ア ル 転 送 デ ー タ を 格 納 す る ８ ビ ッ ト の バ ッ フ ァ レ ジ ス タ で す 。  

② 送 受 信 用 の デ ー タ は 、 送 信 開 始 時 に こ の シ リ ア ル バ ッ フ ァ か ら シ フ ト レ ジ ス タ に 転 送 さ

れ ま す 。  

③ 受 信 モ ー ド 設 定 時 は シ リ ア ル 転 送 終 了 時 に シ フ ト レ ジ ス タ の デ ー タ が シ リ ア ル バ ッ フ ァ

に 転 送 さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F32 0000 0000 R/W S0BUF BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ２ ０ - ４ - ４  Ｓ Ｉ Ｏ ０ イ ン タ ー バ ル レ ジ ス タ （ Ｓ ０ Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ ）  

① 自 動 通 信 モ ー ド に 関 す る 設 定 と 通 信 ビ ッ ト 数 の 指 定 を 行 う レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F33 0000 0000 R/W S0INTVL - SNBIT XCHNG INTVL 

 
（ ビ ッ ト ７ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

 ０ で 使 用 し て く だ さ い 。  
 



ＳＩＯ０ 

3-120 

Ｓ Ｎ Ｂ Ｉ Ｔ （ ビ ッ ト ６ ～ ４ ） ：  

①  端 数 ビ ッ ト の 指 定 を 行 い ま す 。  

②  動 作 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に 変 更 し な い で く だ さ い 。 変 更 す る と 、 誤 動 作 し ま す 。 必 ず 、

動 作 停 止 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に 、 設 定 し て く だ さ い 。  

 

Ｘ Ｃ Ｈ Ｎ Ｇ （ ビ ッ ト ３ ） ： 自 動 送 受 信  

①  こ の ビ ッ ト が 1 の 時 、 モ ー ド １ の 自 動 送 受 信 に な り ま す 。  

②  動 作 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に セ ッ ト ／ ク リ ア を し な い で く だ さ い 。 必 ず 、 動 作 停 止 中 （ Ｒ

Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に 、 設 定 し て く だ さ い 。 ま た 、 自 動 通 信 モ ー ド 以 外 （ Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＝ ０ ） で こ の

ビ ッ ト を セ ッ ト す る と 誤 動 作 し ま す 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ （ ビ ッ ト ２ ～ ０ ） ：  

①  モ ー ド １ 時 の み 有 効 で す 。 通 信 バ イ ト 間 に 挿 入 さ れ る イ ン タ ー バ ル 時 間 を 設 定

し ま す 。 外 部 ク ロ ッ ク 選 択 時 は 、 適 用 さ れ ま せ ん 。  

②  イ ン タ ー バ ル 時 間 ［ サ イ ク ル ］ ＝  

   （ （ Ｓ ０ Ｂ Ｇ の 設 定 値 ＋ １ ） × ２ ） × イ ン タ ー バ ル 設 定 値 ）  で す 。  

③  Ｓ ０ Ｓ Ｈ と Ｓ ０ Ｂ Ｕ Ｆ 、 Ｓ ０ Ｘ Ｂ Ｕ Ｆ 間 の デ ー タ 転 送 に ６ サ イ ク ル 必 要 な た め 、 バ イ ト 間

の サ イ ク ル 数 （ シ リ ア ル ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り か ら 立 ち 下 が り ま で ） を ６ サ イ ク ル 以

下 に 設 定 し て も 、 そ の サ イ ク ル 数 で 動 作 で き ま せ ん 。  

④  ま た 、 リ ア ル タ イ ム サ ー ビ ス コ ン ト ロ ー ラ の Ｒ Ｔ Ｓ 制 御 レ ジ ス タ の 設 定 （ バ ス ス チ ー ル

要 求 禁 止 ／ ウ エ イ ト 要 求 禁 止 ） に よ っ て は 、 必 ず し も Ｓ ０ Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ で 設 定 す る イ ン

タ ー バ ル 時 間 に な る と は 限 り ま せ ん 。  

⑤  動 作 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に 変 更 し な い で く だ さ い 。 変 更 す る と 、 誤 動 作 し ま す 。 必 ず 、

動 作 停 止 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に 、 設 定 し て く だ さ い 。  

 

表 ３ － ２ ０ － １  Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ と 挿 入 さ れ る 転 送 ク ロ ッ ク 数  

ＩＮＴＶＬ 転送クロック数 

０００ ０ 

００１ １ 

０１０ ２ 

０１１ ４ 

１００ ８ 

１０１ １６ 

１１０ ３２ 

１１１ ６４ 

 

表 ３ － ２ ０ － ２  Ｓ Ｉ Ｏ ０ の 動 作 モ ー ド  

ＷＡＫＥＵＰ ＸＣＨＮＧ ＡＵＴＯ ＲＥＣ モード 

０ ０ ０ ０ モード０：送信 

０ ０ ０ １ モード０：受信／送受信 

１ ０ ０ ０ モード０：ウェークアップ送信 

１ ０ ０ １ モード０：ウェークアップ受信／送受信 

０ ０ １ ０ モード１：自動送信 

０ ０ １ １ モード１：自動受信 

０ １ １ １ モード１：自動送受信 
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３ - ２ ０ - ５  転 送 ビ ッ ト 数 の 設 定  

３ - ２ ０ - ５ - １  モ ー ド ０ 時 の 設 定 方 法  

転 送 ビ ッ ト は 、 Ｓ Ｎ Ｂ Ｉ Ｔ で 設 定 し ま す 。  

表 ３ － ２ ０ － ３ を 参 照 し て く だ さ い 。  

例 ： ５ ビ ッ ト 通 信 の 場 合  

   Ｓ Ｎ Ｂ Ｉ Ｔ ＝ １ ０ １ と な り ま す 。  

 

３ - ２ ０ - ５ - ２  モ ー ド １ 時 の 設 定 方 法  

ｎ ＝ （ （ Ｘ ＋ １ ） × ８ ） ＋ Ｎ で 転 送 ビ ッ ト 数 を 指 定 し ま す 。  

（ ｎ ＝ ９ ビ ッ ト ～ ３ ２ ７ ６ ８ ビ ッ ト 、 Ｘ ＝ ０ ～ ４ ０ ９ ４ 、 Ｎ ＝ １ ～ ８ ビ ッ ト ）  

Ｘ の 設 定 は 、 Ｒ Ｔ Ｓ １ Ｃ Ｔ Ｒ 、 Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ で 設 定 し ま す 。  

Ｘ ＝ （ （ （ （ Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ） ＜ ＜ ８ ） ＆ ０ ｘ ０ Ｆ ０ ０ ） ＋ （ Ｒ Ｔ Ｓ １ Ｃ Ｔ Ｒ ＆ ０ ｘ ０ ０ Ｆ Ｆ ） ）  

Ｎ の 設 定 は 、 Ｓ Ｎ Ｂ Ｉ Ｔ で 設 定 し ま す 。  

表 ３ － ２ ０ － ３ を 参 照 し て く だ さ い 。  

 

表 ３ － ２ ０ － ３  ビ ッ ト 数 の 設 定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＮＢＩＴ ビット数 

０００ ８ 

００１ １ 

０１０ ２ 

０１１ ３ 

１００ ４ 

１０１ ５ 

１１０ ６ 

１１１ ７ 



ＳＩＯ０ 

3-122 

Ｓ０ＢＵＦ

ＯＶＲＵＮ=０？ 

Ｐ１２

Ｐ１１

Ｐ１０

ＲＵＮ

ＦＬＧ

Ｓ０ＳＨ ５５ ＡＡ ５５ ＡＡ ５５ ＡＡ ５５ ＡＡ ５５

５５

メインプログラム開始 

Ｓ０ＢＧレジスタを設定する。 

IE=1, IL1H<5:4>を設定する。 

Ｓ０ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ０ＣＮＴ＝０１ｈ） 

Ｓ０ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ０ＩＮＴＶＬ＝００ｈ) 

Ｓ０ＢＵＦレジスタに、送信データ５５ｈを書き込む。 

S０CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

送信データの書き込み 

送信動作の開始 

P1LAT<2>=0, P1DDR<2>=1, P1FSA<2>=1, P1FSB<2>=0 とする。 

P1LAT<1>=1, P1DDR<1>=1, P1FSA<1>=1, P1FSB<1>=1 とする。 

P1LAT<0>=0, P1DDR<0>=1, P1FSA<0>=1, P1FSB<0>=0 とする。 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

ＦＬＧクリア 

割り込み処理終了 

Yes 

No

第 8 クロックの立ち上がりから終了処理が開始し、 

ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、RUN が自動クリアされる。 

３ - ２ ０ - ６  Ｓ Ｉ Ｏ ０ 通 信 の 具 体 例  

３ - ２ ０ - ６ - １  モ ー ド ０ （ 送 信 ） の 具 体 例  

内 部 ク ロ ッ ク 、 Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 、 送 信 デ ー タ ５ ５ ｈ 、 送 信 ビ ッ ト 数 ８ の 場 合  
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ＯＶＲＵＮ=０？ 

Ｐ１２

Ｐ１１

Ｐ１０

ＲＵＮ

ＦＬＧ

００Ｓ０ＢＵＦ

Ｓ０ＳＨ ００ ００ ０１ ０２ ０５ ０Ａ １５ ２Ａ

２Ａ

メインプログラム開始 

S０CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

受信動作の開始 

P1LAT<2>=1, P1DDR<2>=1, P1FSA<2>=1, P1FSB<2>=1 とする。 

P1LAT<1>=1, P1DDR<1>=1, P1FSA<1>=1, P1FSB<1>=1 とする。 

P1LAT<0>=0, P1DDR<0>=1, P1FSA<0>=0, P1FSB<0>=0 とする。 

Ｓ０ＢＧレジスタを００h にする。 

受信バッファのクリア Ｓ０ＢＵＦレジスタに、００ｈを書き込む。 

IE=1, IL1H<5:4>を設定する。 

Ｓ０ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ０ＣＮＴ＝４９ｈ） 

Ｓ０ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ０ＩＮＴＶＬ＝７０ｈ) 

ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

Ｓ０ＢＵＦレジスタを読み込む。 

割り込み処理終了 

Yes 

No

第７クロックの立ち上がりから終了処理が開始し、 

ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、RUN が自動クリアされる。 

３ - ２ ０ - ６ - ２  モ ー ド ０ （ 受 信 ） の 具 体 例  

外 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 Ｐ １ ０ ＝ Ｌ 出 力 、 受 信 デ ー タ ２ Ａ ｈ 、 受 信 ビ ッ ト 数 ７ の 場 合  
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メインプログラム開始 

IE=1, IL1H<5:4>を設定する。 

Ｓ０ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ０ＣＮＴ＝４９ｈ） 

Ｓ０ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ０ＩＮＴＶＬ=００ｈ) 

S０CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

送受信動作の開始 

Ｓ０ＢＧレジスタを設定する。 

送信データの書き込み Ｓ０ＢＵＦレジスタに、送信データＡＡｈを書き込む。 

P1LAT<2>=0, P1DDR<2>=1, P1FSA<2>=1, P1FSB<2>=0 とする。 

P1LAT<1>=1, P1DDR<1>=1, P1FSA<1>=1, P1FSB<1>=1 とする。 

P1LAT<0>=0, P1DDR<0>=1, P1FSA<0>=1, P1FSB<0>=0 とする。 

Ｐ１２

Ｐ１１

Ｐ１０

ＲＵＮ

ＦＬＧ

ＡＡＳ０ＢＵＦ

Ｓ０ＳＨ ＡＡ ５４ Ａ９ ５２ Ａ５ ９５ ２Ａ ５５

５５

ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

Ｓ０ＢＵＦレジスタを読み込む。 

割り込み処理終了 

ＯＶＲＵＮ=０？ 

Yes 

No

第 8 クロックの立ち上がりから終了処理が開始し、 

ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、RUN が自動クリアされる。 

３ - ２ ０ - ６ - ３  モ ー ド ０ （ 送 受 信 ） の 具 体 例  

内 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 受 信 デ ー タ ５ ５ ｈ 、 送 信 デ ー タ Ａ Ａ ｈ 、 送 受 信 ビ ッ ト 数 ８ の 場 合  
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Ｐ１２

Ｐ１１

Ｐ１０

ＲＵＮ

ＦＬＧ

８０Ｓ０ＢＵＦ

Ｓ０ＳＨ

００

８０ ００

ＳＴＡＮＤＢＹ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ

メインプログラム開始 

S０CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

送受信動作の開始 

Ｓ０ＢＧレジスタを００h に固定する。 

送信データの書き込み Ｓ０ＢＵＦレジスタに、送信データ８０ｈを書き込む。 

P1LAT<2>=1, P1DDR<2>=1, P1FSA<2>=1, P1FSB<2>=1 とする。 

P1LAT<1>=1, P1DDR<1>=1, P1FSA<1>=1, P1FSB<1>=1 とする。 

P1LAT<0>=0, P1DDR<0>=1, P1FSA<0>=1, P1FSB<0>=0 とする。 

スタンバイ HOLD／HOLDX 命令の実行 

IE=1, IL1H<5:4>を設定する。 

Ｓ０ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ０ＣＮＴ＝C９ｈ） 

Ｓ０ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ０ＩＮＴＶＬ＝１０ｈ) 

ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

Ｓ０ＢＵＦレジスタを読み込む。 

割り込み処理終了 

ＯＶＲＵＮ=０？ 

Yes 

No

第１クロックの立ち上がりから終了処理が開始し、 

ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、RUN が自動クリアされる。 

割り込み要求の発生で、スタンバイ解除される。 

３ - ２ ０ - ６ - ４  モ ー ド ０ （ 送 受 信 ・ ウ ェ ー ク ア ッ プ ） の 具 体 例  

外 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 受 信 デ ー タ ０ ０ ｈ 、 送 信 デ ー タ ８ ０ ｈ 、 送 受 信 ビ ッ ト 数 １ の 場 合  
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メインプログラム開始 

S０CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

自動送信動作の開始 

Ｓ０ＢＧレジスタを設定する。 

リアルタイムサービス 

コントローラーの設定 

転送回数、ＲＡＭバッファアドレスを設定する。 

ＲＴＳ１ＡＤＲＨ＝０１ｈ，ＲＴＳ１ＡＤＲＬ＝００ｈ， 

ＲＴＳ１ＣＴＲ＝００ｈ，ＲＴＳＣＮＴ＝００ｈ 

送信データの設定 ＲＡＭアドレス１００ｈ＝５５ｈ，１０１ｈ＝ＡＡｈを書き込む。 

IE=1, IL1H<5:4>を設定する。 

Ｓ０ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ０ＣＮＴ＝１９ｈ） 

Ｓ０ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ０ＩＮＴＶＬ＝００ｈ) 

ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

割り込み処理終了 

ＯＶＲＵＮ=０？ 

Yes 

No

第１６クロックの立ち上がりから終了処理が開始し、 

ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、RUN が自動クリアされる。 

Ｐ１２

Ｐ１１

Ｐ１０

ＲＵＮ

ＦＬＧ

ＲＡＭ１００ｈ ５５

ＡＡＲＡＭ１０１ｈ

ＲＡＭ１００ｈ ＲＡＭ１０１ｈ 

３ - ２ ０ - ６ - ５  モ ー ド １ （ 自 動 送 信 ） の 具 体 例  

内 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 送 信 デ ー タ 開 始 Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス １ ０ ０ 番 地 、  

イ ン タ ー バ ル ＝ ０ 、 送 信 ビ ッ ト 数 １ ６ の 場 合  
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ＯＶＲＵＮ=０？ 

メインプログラム開始 

S０CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

自動受信動作の開始 

Ｓ０ＢＧレジスタを設定する。 

リアルタイムサービス 

コントローラーの設定 

転送回数、ＲＡＭバッファアドレスを設定する。 

ＲＴＳ１ＡＤＲＨ＝０２ｈ，ＲＴＳ１ＡＤＲＬ＝００ｈ， 

ＲＴＳ１ＣＴＲ＝０１ｈ，ＲＴＳＣＮＴ＝００ｈ 

受信ＲＡＭエリアのクリア ＲＡＭアドレス２００ｈ＝００ｈ，２０１ｈ＝００ｈ，２０２ｈ＝００ｈを書き込む。 

IE=1, IL1H<5:4>を設定する。 

Ｓ０ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ０ＣＮＴ＝５９ｈ） 

Ｓ０ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ０ＩＮＴＶＬ＝１１ｈ) 

ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

割り込み処理終了 

Yes 

No

第１７クロックの立ち上がり後、Ｓ０ＢＵＦからＲＡＭへの転送処理が開始する。 

その後、終了処理が開始し、ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、 

RUN が自動クリアされる。 

受信データの処理 

３ - ２ ０ - ６ - ６  モ ー ド １ （ 自 動 受 信 ） の 具 体 例  

内 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 受 信 デ ー タ 開 始 Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス ２ ０ ０ 番 地 、  

イ ン タ ー バ ル ＝ ２ 、 受 信 ビ ッ ト 数 １ ７ 、 P 1 0 = L 出 力 の 場 合  
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Ｐ１２

Ｐ１１

ＲＵＮ

ＦＬＧ

RAM200h

RAM201h

RAM202h

５５

Ｃ３

８７

＊点線部は、実際に出力されません。

インターバル期間

Ｓ０ＳＨ

Ｐ１０

ＸＸ ＸＸ 55 AB 57 AE 5C B8 70 E1 C3 

００

００

００

８７

インターバル期間 
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ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

割り込み処理終了 

ＯＶＲＵＮ=０？ 

Yes 

No

第２０クロックの立ち上がり後、Ｓ０ＢＵＦからＲＡＭへの転送処理が開始する。 

その後、終了処理が開始し、ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、 

RUN が自動クリアされる。 

受信データの処理 

メインプログラム開始 

S０CNT レジスタの RUN をセットする

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

自動送受信動作の開始 

Ｓ０ＢＧレジスタを設定する。 

リアルタイムサービス 

コントローラーの設定 

転送回数、ＲＡＭバッファアドレスを設定する。 

ＲＴＳ１ＡＤＲＨ＝０３ｈ，ＲＴＳ１ＡＤＲＬ＝００ｈ 

ＲＴＳ１ＣＴＲ＝０１ｈ，ＲＴＳＣＮＴ＝００ｈ 

送信データの設定 ＲＡＭアドレス３００ｈ＝５５ｈ，３０１ｈ＝Ｃ３ｈ，３０２ｈ＝Ｆ０ｈを書き込む。 

IE=1, IL1H<5:4>を設定する。 

Ｓ０ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ０ＣＮＴ＝５９ｈ） 

Ｓ０ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ０ＩＮＴＶＬ＝２９ｈ) 

送受信動作の一時停止 

送受信動作の再開 

S０CNT レジスタのＡＵＴＯをビット操作命令でクリアする

S０CNT レジスタのＡＵＴＯをビット操作命令でセットする

３ - ２ ０ - ６ - ７  モ ー ド １ （ 自 動 送 受 信 ） の 具 体 例

内 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 送 受 信 デ ー タ 開 始 Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス ３ ０ ０ 番 地 、

イ ン タ ー バ ル ＝ １ 、 送 受 信 ビ ッ ト 数 １ ８ 、 一 時 停 止 後 、 通 信 再 開 の 場 合  



ＳＩＯ０ 
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Ｐ１２

Ｐ１１

ＲＵＮ

ＦＬＧ

RAM300h

RAM301h

RAM302h

AA

3C

C0

＊点線部は、実際に出力されません。

インターバル期間 

Ｓ０ＳＨ

Ｐ１０

AB AA 86 0C 19 33 67 CF 9E 3C 

５５

Ｃ３

Ｆ０

C0

55 

ＡＵＴＯ

ＣＬＲ命令 ＳＥＴ命令

C3 F0 

E0 

一時停止期間

XX 
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３ - ２ ０ - ６ - ８  Ｓ Ｉ Ｏ ０ 通 信 の ポ ー ト 設 定  

① デ ー タ 送 信 専 用 ポ ー ト （ Ｐ １ ０ ） の 設 定  

 

② デ ー タ 送 受 信 ポ ー ト （ Ｐ １ １ ） の 設 定  

 

③ ク ロ ッ ク 用 ポ ー ト （ Ｐ １ ２ ） の 設 定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レジスタ設定 Ｐ１０の状態 
FAST/ 

SLOW 

Ｐ１ＦＳＡ＜０＞ Ｐ１ＤＤＲ＜０＞ Ｐ１ＬＡＴ＜０＞ Ｐ１ＦＳＢ＜０＞   

1 1 0 0 
CMOS 出力 

（送信） 
FAST 

1 0 1 1 
CMOS 出力 

（送信） 
SLOW 

レジスタ設定 Ｐ１１の状態 
FAST/ 

SLOW 

Ｐ１ＦＳＡ＜１＞ Ｐ１ＤＤＲ＜１＞ Ｐ１ＬＡＴ＜１＞ Ｐ１ＦＳＢ＜１＞   

1 1 0 0 
CMOS 出力 

（送信） 
FAST 

1 0 1 1 
CMOS 出力 

（送信） 
SLOW 

1 1 1 1 
入力 

（受信） 
－ 

レジスタ設定 
Ｐ１２の状態 

FAST/ 

SLOW Ｐ１ＦＳＡ＜２＞ Ｐ１ＤＤＲ＜２＞ Ｐ１ＬＡＴ＜２＞ Ｐ１ＦＳＢ＜２＞ 

1 1 0 0 
CMOS 出力 

（内部クロック） 
FAST 

1 0 1 1 
CMOS 出力 

（内部クロック） 
SLOW 

1 1 1 1 
入力 

（外部クロック） 
－ 



Ｓ Ｉ Ｏ １  
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３ - ２１ シリアルインタフェース１  （Ｓ ＩＯ１）  

３ - ２ １ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 次 の 機 能 を 持 っ た シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス １ （ Ｓ Ｉ Ｏ １ ） を 備 え て い ま す 。  
 
①  同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル Ｉ ／ Ｏ （ ２ 線 式 ま た は ３ 線 式 、 １ ビ ッ ト ～ ８ ビ ッ ト の ビ ッ ト 単 位 毎 可

変 の デ ー タ 通 信 、 転 送 ク ロ ッ ク ４ ～ ５ １ ２ サ イ ク ル ） （ 注 １ )  

②  ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 （ ２ 線 式 ま た は ３ 線 式 、 外 部 ク ロ ッ ク モ ー ド の み ）  

③  連 続 デ ー タ 自 動 通 信 機 能 （ ９ ビ ッ ト ～ ３ ２ ７ ６ ８ ビ ッ ト の ビ ッ ト 単 位 毎 可 変 の デ ー タ 通

信 、 転 送 ク ロ ッ ク ４ ～ ５ １ ２ サ イ ク ル 、 バ イ ト 間 の イ ン タ ー バ ル ）  
 

（ 注 １ ）  

Ｓ Ｉ Ｏ １ の ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク ソ ー ス は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク か ら 選 択 で き ま す 。 ボ ー レ ー ト ク ロ

ッ ク ソ ー ス の １ 周 期 を 、 以 下 サ イ ク ル と 表 記 し ま す 。  

 

３ - ２ １ - ２  機 能  

３ - ２ １ - ２ - １  動 作 モ ー ド  

Ｓ Ｉ Ｏ １ は 、 レ ジ ス タ 設 定 に よ り 以 下 の モ ー ド 設 定 が 選 択 で き ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F34 0000 0000 R/W S1CNT WAKEUP REC RUN AUTO MSB OVRUN FLG IE 

7F35 0000 0000 R/W S1BG BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F36 0000 0000 R/W S1BUF BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F37 0000 0000 R/W S1INTVL - SNBUT XCHNG INTVL 

 

①  モ ー ド ０  

２ 線 式 ま た は ３ 線 式 の 同 期 式 シ リ ア ル 通 信 を 行 い ま す 。 内 部 ク ロ ッ ク と 外 部 ク ロ ッ ク

の ど ち ら で も 使 用 で き ま す 。  

１ ビ ッ ト ～ ８ ビ ッ ト の ビ ッ ト 単 位 毎 可 変 の デ ー タ 通 信 が で き ま す 。  

内 部 ク ロ ッ ク の 周 期 は （ ｎ ＋ １ ） × ２ サ イ ク ル （ ｎ ＝ １ ～ ２ ５ ５ ， 注 ： ｎ ＝ ０ は 禁 止 ） の 範 囲

で 可 変 で す 。  

ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 は 、 こ の モ ー ド の み 使 用 で き ま す 。  
 

②  モ ー ド １  

自 動 送 信 ・ 自 動 受 信 ・ 自 動 送 受 信 の 三 つ 自 動 通 信 機 能 が あ り 、 内 部 ク ロ ッ ク と 外

部 ク ロ ッ ク の ど ち ら で も 使 用 で き ま す 。  

９ ビ ッ ト ～ ３ ２ ７ ６ ８ ビ ッ ト の ビ ッ ト 毎 可 変 の デ ー タ 通 信 を 行 い ま す 。  

リ ア ル タ イ ム サ ー ビ ス コ ン ト ロ ー ラ で Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス と 転 送 回 数 を 指 定 し 使 用 し

ま す 。  

自 動 送 信 時 の 送 信 デ ー タ は 、 指 定 し た Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス の デ ー タ を 指 定 回 数

分 デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ １ Ｂ Ｕ Ｆ ） へ 自 動 転 送 さ れ ま す 。  

自 動 受 信 時 の 受 信 デ ー タ は 、 デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ １ Ｂ Ｕ Ｆ ） か ら 、 指 定 し た Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ

ァ ア ド レ ス へ 指 定 回 数 分 、 自 動 転 送 さ れ ま す 。  

自 動 送 受 信 時 の 送 信 デ ー タ は 、 指 定 し た Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス の デ ー タ を 指 定 回

数 分 デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ １ Ｂ Ｕ Ｆ ） へ 自 動 転 送 さ れ 、 受 信 デ ー タ は 、 デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ １

Ｘ Ｂ Ｕ Ｆ ） か ら Ｒ Ａ Ｍ へ 自 動 転 送 さ れ ま す 。 受 信 デ ー タ は 、 送 信 デ ー タ が 格 納 さ れ て い

た Ｒ Ａ Ｍ 領 域 に 上 書 き さ れ ま す 。  
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内 部 ク ロ ッ ク の 周 期 は （ ｎ ＋ １ ） × ２ サ イ ク ル （ ｎ ＝ １ ～ ２ ５ ５ ， 注 ： ｎ ＝ ０ は 禁 止 ） の 範 囲

で 可 変 で す 。  

バ イ ト 間 の イ ン タ ー バ ル 時 間 は （ 内 部 ク ロ ッ ク の 周 期 ） × ｎ ［ サ イ ク ル ］  

（ ｎ ＝ ０ ， １ ， ２ ， ４ ， ８ ， １ ６ ， ３ ２ ， ６ ４ ） の 範 囲 で 可 変 で す 。  

 

３ - ２ １ - ２ - ２  割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が 設 定 さ れ て い る 場 合 、 通 信 の 終 了 も し く は 、 オ ー バ ー ラ ン で

割 り 込 み 要 求 を 発 生 し ま す 。  

 

３ - ２ １ - ２ - ３  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 の 動 作  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 時 、 す べ て の 動 作 モ ー ド で 動 作 し ま す 。  

Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド の 解 除 を Ｓ Ｉ Ｏ １ の 割 り 込 み で 行 う こ と が で き ま す 。  

 

３ - ２ １ - ２ - ４  ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能  

モ ー ド ０ の み 使 用 で き る 機 能 で す 。  

外 部 ク ロ ッ ク 時 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド の 解 除 に 使 用 す る こ と が で き ま す 。  

 

３ - ２ １ - ２ - ５  特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） の 操 作  

Ｓ Ｉ Ｏ １ を コ ン ト ロ ー ル す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） を 操 作 す る 必 要 が あ

り ま す 。  
 

Ｓ １ Ｃ Ｎ Ｔ 、 Ｓ １ Ｂ Ｇ 、 Ｓ １ Ｂ Ｕ Ｆ 、 Ｓ １ Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ  

Ｐ ４ Ｌ Ａ Ｔ 、 Ｐ ４ Ｄ Ｄ Ｒ 、 Ｐ ４ Ｆ Ｓ Ａ 、 Ｐ ４ Ｆ Ｓ Ｂ  

Ｉ Ｌ ２ L  

Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ 、 Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ 、 Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ｃ Ｔ Ｒ ， Ｒ Ｔ Ｓ Ｃ Ｎ Ｔ  

 

３ - ２ １ - ３  回 路 構 成  

３ - ２ １ - ３ - １  Ｓ Ｉ Ｏ １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ １ Ｃ Ｎ Ｔ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｓ Ｉ Ｏ １ の 動 作 、 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - ２ １ - ３ - ２  Ｓ Ｉ Ｏ １ ボ ー レ ー ト 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ １ Ｂ Ｇ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 内 部 ク ロ ッ ク 発 生 用 の リ ロ ー ド カ ウ ン タ で す 。  

② （ ｎ ＋ １ ） × ２ サ イ ク ル （ ｎ ＝ １ ～ ２ ５ ５ ） 周 期 の ク ロ ッ ク を 発 生 で き ま す 。  

外 部 ク ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 は 、 Ｓ １ Ｂ Ｇ ＝ ０ ０ ［ Ｈ ］ で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

３ - ２ １ - ３ - ３  Ｓ Ｉ Ｏ １ シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｓ １ Ｓ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト シ フ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｓ Ｉ Ｏ １ の デ ー タ 転 送 ・ 受 信 の た め の シ フ ト レ ジ ス タ で す 。  

② 命 令 直 接 ア ク セ ス で き ま せ ん 。 Ｓ １ Ｂ Ｕ Ｆ を 通 し て ア ク セ ス し ま す 。  

 

３ - ２ １ - ３ - ４  Ｓ Ｉ Ｏ １ Ｘ デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ １ Ｘ Ｂ Ｕ Ｆ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  モ ー ド １ の 自 動 送 受 信 の 受 信 デ ー タ を 格 納 す る レ ジ ス タ で す 。  

②  命 令 で 直 接 ア ク セ ス で き ま せ ん 。  
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３ - ２ １ - ３ - ５  Ｓ Ｉ Ｏ １ デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ １ Ｂ Ｕ Ｆ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

デ ー タ の 送 信 ・ 受 信 を こ の レ ジ ス タ を 通 し て 行 い ま す 。  

①  モ ー ド ０ の 送 信 ・ 受 信 を こ の レ ジ ス タ を 通 し て 行 い ま す 。  

②  モ ー ド １ の 自 動 送 信 時 、 Ｒ Ａ Ｍ か ら 送 信 デ ー タ が 自 動 転 送 さ れ ま す 。  

③  モ ー ド １ の 自 動 受 信 時 、 受 信 デ ー タ を Ｒ Ａ Ｍ へ 自 動 転 送 し ま す 。  

④  モ ー ド １ の 自 動 送 受 信 時 、 Ｒ Ａ Ｍ か ら 送 信 デ ー タ が 自 動 転 送 さ れ ま す 。  

⑤  命 令 で 直 接 ア ク セ ス で き ま す 。  

 

３ - ２ １ - ３ - ６  Ｓ Ｉ Ｏ １ イ ン タ ー バ ル レ ジ ス タ （ Ｓ １ Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  モ ー ド １ 時 、 バ イ ト 間 の イ ン タ ー バ ル 時 間 の 設 定 を 行 い ま す 。  

②  モ ー ド １ の 、 自 動 送 受 信 の 設 定 を 行 い ま す 。  

③  端 数 ビ ッ ト を 指 定 し ま す 。  
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図 ３ － ２ １ － １  Ｓ Ｉ Ｏ １ の ブ ロ ッ ク 図  
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３ - ２ １ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ２ １ - ４ - １  Ｓ Ｉ Ｏ １ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ １ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

① Ｓ Ｉ Ｏ １ モ ジ ュ ー ル の 動 作 、 割 り 込 み を 制 御 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F34 0000 0000 R/W S1CNT WAKEUP REC RUN AUTO MSB OVRUN FLG IE 

 
Ｗ Ａ Ｋ Ｅ Ｕ Ｐ （ ビ ッ ト ７ ） ： ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能  

０ ： ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 禁 止 。  

１ ： ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 許 可 。  

＊ モ ー ド ０ 時 の み ウ ェ ー ク ア ッ プ 機 能 は 、 使 用 で き ま す 。  

Ｗ Ａ Ｋ Ｅ Ｕ Ｐ を セ ッ ト す る と Ａ Ｕ Ｔ Ｏ は 、 ０ 固 定 に な り ま す 。  
 
Ｒ Ｅ Ｃ （ ビ ッ ト ６ ） ： 受 信 モ ー ド 設 定  

０ ： 送 信 モ ー ド で す 。  

１ ： 受 信 モ ー ド で す 。  
 
Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｓ Ｉ Ｏ １ 動 作 フ ラ グ  

①  こ の ビ ッ ト が １ の 時 Ｓ Ｉ Ｏ １ は 動 作 中 で す 。 セ ッ ト は 命 令 で 行 い ま す 。  

②  動 作 中 に 命 令 で ク リ ア す る と 通 信 を 強 制 終 了 し ま す 。 こ の 場 合 、 Ｉ Ｅ も 同 時 に ク

リ ア し て く だ さ い 。  

③  モ ー ド ０ 時 、 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り か ら 終 了 処 理 が 開 始 し 、 Ｆ Ｌ Ｇ が セ

ッ ト さ れ 、 自 動 的 に こ の ビ ッ ト が ク リ ア さ れ ま す 。  

④  モ ー ド １ の 自 動 送 信 時 は 、 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り か ら 終 了 処 理 が 開

始 し 、 Ｆ Ｌ Ｇ が セ ッ ト さ れ 、 自 動 的 に こ の ビ ッ ト が ク リ ア さ れ ま す 。  

⑤  モ ー ド １ の 自 動 受 信 ／ 自 動 送 受 信 時 は 、 最 終 受 信 デ ー タ を Ｒ Ａ Ｍ に 転 送 終 了

後 、終 了 処 理 が開 始 し、ＦＬＧが セットされ、自 動 的 に このビットがクリアされます。  
 
Ａ Ｕ Ｔ Ｏ （ ビ ッ ト ４ ） ： 自 動 通 信 モ ー ド 設 定  

①  こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 モ ー ド ０ に な り ま す 。  

②  Ｗ Ａ Ｋ Ｅ Ｕ Ｐ が セ ッ ト さ れ る と 、 Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＝ ０ 固 定 に な り ま す 。  

③  こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 モ ー ド １ に な り ま す 。  

④  モ ー ド １ の 通 信 中 （ Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＝ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） 、 こ の ビ ッ ト に Ｃ Ｌ Ｒ 命 令 を 実 行 す る と 、

自 動 通 信 を 一 時 停 止 （ Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＝ ０ 、 Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） す る こ と が で き ま す 。 通 信 中 の

バ イ ト が 通 信 終 了 で 一 時 停 止 状 態 に な り ま す 。 こ の 際 、 Ｆ Ｌ Ｇ は セ ッ ト さ れ ま せ ん 。

通 信 を 再 開 さ せ る に は 、 こ の ビ ッ ト に Ｓ Ｅ Ｔ 命 令 を 実 行 （ Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＝ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） す

る と 、 自 動 通 信 を 再 開 し ま す 。  
 
Ｍ Ｓ Ｂ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｍ Ｓ Ｂ ／ Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 選 択  

０ ： Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 に な り ま す 。  

１ ： Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 に な り ま す 。  
 

Ｏ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎ （ ビ ッ ト ２ ） ： オ ー バ ー ラ ン フ ラ グ  

①  Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ の 状 態 で 、 入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を 検 出 す る と こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ

れ ま す 。  

②  モ ー ド ０ 時 、 Ｒ Ｕ Ｎ を セ ッ ト 後 、 開 始 処 理 中 に 入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を 検 出

す る と こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  

③  モ ー ド ０ 時 、 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り 後 、 終 了 処 理 中 に 入 力 ク ロ ッ ク の

立 ち 下 が り を 検 出 す る と こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  
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④  モ ー ド １ の 自 動 送 信 時 、 Ｒ Ａ Ｍ か ら Ｓ １ Ｂ Ｕ Ｆ へ 自 動 転 送 さ れ 通 信 が 開 始 す る ま

で に 、 入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を 検 出 す る と こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  

⑤  モ ー ド １ の 自 動 受 信 ・ 自 動 送 受 信 時 、 最 終 転 送 ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り 後 、 Ｓ １ Ｂ

Ｕ Ｆ ・ Ｓ １ Ｘ Ｂ Ｕ Ｆ の デ ー タ が Ｒ Ａ Ｍ に 自 動 転 送 さ れ 、 終 了 処 理 が 終 わ る ま で に 、

入 力 ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り を 検 出 す る と こ の ビ ッ ト は セ ッ ト さ れ ま す 。  

⑥  こ の ビ ッ ト を 読 ん で 通 信 が 正 常 に 行 わ れ た か ど う か 判 断 し て く だ さ い 。  

⑦  こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

 

Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト １ ） ： シ リ ア ル 転 送 終 了 フ ラ グ  

①  シ リ ア ル 転 送 が 終 了 で 、 こ の ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ ま す 。  

②  こ の ビ ッ ト の ク リ ア は 命 令 で 行 っ て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： 受 信 割 り 込 み 許 可  

①  こ の ビ ッ ト と Ｆ Ｌ Ｇ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ８ ０ ２ ４ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し

ま す 。  

②  こ の ビ ッ ト と Ｏ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ０ ８ ０ ２ ４ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発

生 し ま す 。  

 

３ - ２ １ - ４ - ２  Ｓ Ｉ Ｏ １ ボ ー レ ー ト 制 御 レ ジ ス タ （ Ｓ １ Ｂ Ｇ ）  

① シ リ ア ル 転 送 の 転 送 レ ー ト を 設 定 す る ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F35 0000 0000 R/W S1BG BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
転 送 レ ー ト は  

Ｔ Ｓ １ Ｂ Ｇ ＝ （ Ｓ １ Ｂ Ｇ の 設 定 値 ＋１）×２ サ イ ク ル  

Ｓ １ Ｂ Ｇ の 設 定 値 ＝ １ ～ ２ ５ ５ で あ り 、 Ｔ Ｓ １ Ｂ Ｇ の 設 定 範 囲 は 、 ４ ～ ５ １ ２ サ イ ク ル と な り   

ま す 。  

外 部 ク ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 は 、 Ｓ １ Ｂ Ｇ ＝ ０ ０ ［ Ｈ ］ で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

３ - ２ １ - ４ - ３  Ｓ Ｉ Ｏ １ デ ー タ バ ッ フ ァ （ Ｓ １ Ｂ Ｕ Ｆ ）  

① シ リ ア ル 転 送 デ ー タ を 格 納 す る ８ ビ ッ ト の バ ッ フ ァ レ ジ ス タ で す 。  

送 受 信 用 の デ ー タ は 、 送 信 開 始 時 に こ の シ リ ア ル バ ッ フ ァ か ら シ フ ト レ ジ ス タ に 転 送 さ

れ ま す 。  

受 信 モ ー ド 設 定 時 は シ リ ア ル 転 送 終 了 時 に シ フ ト レ ジ ス タ の デ ー タ が シ リ ア ル バ ッ フ ァ

に 転 送 さ れ ま す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F36 0000 0000 R/W S1BUF BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ２ １ - ４ - ４  Ｓ Ｉ Ｏ １ イ ン タ ー バ ル レ ジ ス タ （ Ｓ １ Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ ）  

① 自 動 通 信 モ ー ド に 関 す る 設 定 と 通 信 ビ ッ ト 数 の 指 定 を 行 う レ ジ ス タ で す 。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F37 0000 0000 R/W S1INTVL - SNBIT XCHNG ＩＮＴＶＬ 

 

（ ビ ッ ト ７ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

０ で 使 用 し て く だ さ い 。  
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Ｓ Ｎ Ｂ Ｉ Ｔ （ ビ ッ ト ６ ～ ４ ） ：  

①  端 数 ビ ッ ト の 指 定 を 行 い ま す 。  

②  動 作 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に 変 更 し な い で く だ さ い 。 変 更 す る と 、 誤 動 作 し ま す 。 必 ず 、

動 作 停 止 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に 、 設 定 し て く だ さ い 。  

 

Ｘ Ｃ Ｈ Ｎ Ｇ （ ビ ッ ト ３ ） ： 自 動 送 受 信  

①  こ の ビ ッ ト が 1 の 時 、 モ ー ド １ の 自 動 送 受 信 に な り ま す 。  

②  動 作 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に セ ッ ト ／ ク リ ア を し な い で く だ さ い 。 必 ず 、 動 作 停 止 中 （ Ｒ

Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に 、 設 定 し て く だ さ い 。 ま た 、 自 動 通 信 モ ー ド 以 外 （ Ａ Ｕ Ｔ Ｏ ＝ ０ ） で こ の

ビ ッ ト を セ ッ ト す る と 誤 動 作 し ま す 。  

 

Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ （ ビ ッ ト ２ ～ ０ ） ：  

①  モ ー ド １ 時 の み 有 効 で す 。 通 信 バ イ ト 間 に 挿 入 さ れ る イ ン タ ー バ ル 時 間 を 設 定

し ま す 。 外 部 ク ロ ッ ク 選 択 時 は 、 適 用 さ れ ま せ ん 。  

②  イ ン タ ー バ ル 時 間 ［ サ イ ク ル ］ ＝  

   （ （ Ｓ １ Ｂ Ｇ の 設 定 値 ＋ １ ） × ２ ） × イ ン タ ー バ ル 設 定 値 ） で す 。  

③  Ｓ １ Ｓ Ｈ と Ｓ １ Ｂ Ｕ Ｆ 、 Ｓ １ Ｘ Ｂ Ｕ Ｆ 間 の デ ー タ 転 送 に ６ サ イ ク ル 必 要 な た め 、 バ イ ト 間

の サ イ ク ル 数 （ シ リ ア ル ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り か ら 立 ち 下 が り ま で ） を ６ サ イ ク ル 以

下 に 設 定 し て も 、 そ の サ イ ク ル 数 で 動 作 で き ま せ ん 。  

④  ま た 、 リ ア ル タ イ ム サ ー ビ ス コ ン ト ロ ー ラ の Ｒ Ｔ Ｓ 制 御 レ ジ ス タ の 設 定 （ バ ス ス チ ー ル

要 求 禁 止 ／ ウ エ イ ト 要 求 禁 止 ） に よ っ て は 、 必 ず し も Ｓ 1 Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ で 設 定 す る イ ン

タ ー バ ル 時 間 に な る と は 限 り ま せ ん 。  

⑤  動 作 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ） に 変 更 し な い で く だ さ い 。 変 更 す る と 、 誤 動 作 し ま す 。 必 ず 、

動 作 停 止 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ ０ ） に 、 設 定 し て く だ さ い 。  

 

表 ３ - ２ １ - １  Ｉ Ｎ Ｔ Ｖ Ｌ と 挿 入 さ れ る 転 送 ク ロ ッ ク 数  

ＩＮＴＶＬ 転送クロック数 

０００ ０ 

００１ １ 

０１０ ２ 

０１１ ４ 

１００ ８ 

１０１ １６ 

１１０ ３２ 

１１１ ６４ 

 

表 ３ - ２ １ - ２  Ｓ Ｉ Ｏ 1 の 動 作 モ ー ド  

ＷＡＫＥＵＰ ＸＣＨＮＧ ＡＵＴＯ ＲＥＣ モード 

０ ０ ０ ０ モード０：送信 

０ ０ ０ １ モード０：受信／送受信 

１ ０ ０ ０ モード０：ウェークアップ送信 

１ ０ ０ １ モード０：ウェークアップ受信／送受信 

０ ０ １ ０ モード１：自動送信 

０ ０ １ １ モード１：自動受信 

０ １ １ １ モード１：自動送受信 

 



L C 8 8 5 8 0 0  第 ３ 章  

3-139 

３ - ２ １ - ５  転 送 ビ ッ ト 数 の 設 定  

３ - ２ １ - ５ - １  モ ー ド ０ 時 の 設 定 方 法  

転 送 ビ ッ ト は 、 Ｓ Ｎ Ｂ Ｉ Ｔ で 設 定 し ま す 。  

表 ３ － ２ １ － ３ を 参 照 し て く だ さ い 。  

例 ： ５ ビ ッ ト 通 信 の 場 合  

   Ｓ Ｎ Ｂ Ｉ Ｔ ＝ １ ０ １ と な り ま す 。  

 

３ - ２ １ - ５ - ２  モ ー ド １ 時 の 設 定 方 法  

ｎ ＝ （ （ Ｘ ＋ １ ） × ８ ） ＋ Ｎ で 転 送 ビ ッ ト 数 を 指 定 し ま す 。  

（ ｎ ＝ ９ ビ ッ ト ～ ３ ２ ７ ６ ８ ビ ッ ト 、 Ｘ ＝ ０ ～ ４ ０ ９ ４ 、 Ｎ ＝ １ ～ ８ ビ ッ ト ）  

Ｘ の 設 定 は 、 Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ｃ Ｔ Ｒ 、 Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ で 設 定 し ま す 。  

Ｘ ＝ （ （ （ （ Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ） ＜ ＜ ８ ） ＆ ０ ｘ ０ Ｆ ０ ０ ） ＋ （ Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ｃ Ｔ Ｒ ＆ ０ ｘ ０ ０ Ｆ Ｆ ） ）  

Ｎ の 設 定 は 、 Ｓ Ｎ Ｂ Ｉ Ｔ で 設 定 し ま す 。  

表 ３ － ２ １ － ３ を 参 照 し て く だ さ い 。  

 

表 ３ - ２ １ - ３  ビ ッ ト 数 の 設 定  

 

 

ＳＮＢＩＴ ビット数 

０００ ８ 

００１ １ 

０１０ ２ 

０１１ ３ 

１００ ４ 

１０１ ５ 

１１０ ６ 

１１１ ７ 
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Ｓ１ＢＵＦ

Ｐ４５

Ｐ４４

Ｐ４３

ＲＵＮ

ＦＬＧ

Ｓ１ＳＨ ５５ ＡＡ ５５ ＡＡ ５５ ＡＡ ５５ ＡＡ ５５

５５

メインプログラム開始 

Ｓ1ＢＧレジスタを設定する。 

IE=1, IL2L<3:2>を設定する。 

Ｓ1ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ1ＣＮＴ＝０１ｈ） 

Ｓ1ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ1ＩＮＴＶＬ＝００ｈ) 

Ｓ1ＢＵＦレジスタに、送信データ５５ｈを書き込む。 

S1CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

送信データの書き込み 

送信動作の開始 

P4LAT<5>=0, P4DDR<5>=1, P4FSA<5>=1, P4FSB<5>=0 とする。 

P4LAT<4>=1, P4DDR<4>=1, P4FSA<4>=1, P4FSB<4>=1 とする。 

P4LAT<3>=0, P4DDR<3>=1, P4FSA<3>=1, P4FSB<3>=0 とする。 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

ＦＬＧクリア 

割り込み処理終了 

ＯＶＲＵＮ=０？ 

Yes 

No

第 8 クロックの立ち上がりから終了処理が開始し、 

ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、RUN が自動クリアされる。 

３ - ２ １ - ６  Ｓ Ｉ Ｏ １ 通 信 の 具 体 例  

３ - ２ １ - ６ - １  モ ー ド １ （ 送 信 ） の 具 体 例  

内 部 ク ロ ッ ク 、 Ｌ Ｓ Ｂ 先 頭 、 送 信 デ ー タ ５ ５ ｈ 、 送 信 ビ ッ ト 数 ８ の 場 合  
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ＯＶＲＵＮ=０？ 

Ｐ４５

Ｐ４４

Ｐ４３

ＲＵＮ

ＦＬＧ

００Ｓ１ＢＵＦ

Ｓ１ＳＨ ００ ００ ０１ ０２ ０５ ０Ａ １５ ２Ａ

２Ａ

メインプログラム開始 

S1CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

受信動作の開始 

P4LAT<5>=1, P4DDR<5>=1, P4FSA<5>=1, P4FSB<5>=1 とする。 

P4LAT<4>=1, P4DDR<4>=1, P4FSA<4>=1, P4FSB<4>=1 とする。 

P4LAT<3>=0, P4DDR<3>=1, P4FSA<3>=0, P4FSB<3>=0 とする。 

Ｓ１ＢＧレジスタを００h にする。 

受信バッファのクリア Ｓ1ＢＵＦレジスタに、００ｈを書き込む。 

ＩＥ＝１，ＩＬ２Ｌ＜３：２＞を設定する。 

Ｓ1ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ1ＣＮＴ＝４９ｈ） 

Ｓ1ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ1ＩＮＴＶＬ＝７０ｈ) 

ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

Ｓ１ＢＵＦレジスタを読み込む。 

割り込み処理終了 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ

第７クロックの立ち上がりから終了処理が開始し、 

ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、RUN が自動クリアされる。 

３ - ２ １ - ６ - ２  モ ー ド ０ （ 受 信 ） の 具 体 例  

外 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 Ｐ ４ ３ ＝ Ｌ 出 力 、 受 信 デ ー タ ２ Ａ ｈ 、 受 信 ビ ッ ト 数 ７ の 場 合  
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メインプログラム開始 

ＩＥ＝１，ＩＬ２Ｌ＜３：２＞を設定する。 

Ｓ１ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ１ＣＮＴ＝４９ｈ） 

Ｓ１ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ１ＩＮＴＶＬ=００ｈ) 

S1CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

送受信動作の開始 

Ｓ1ＢＧレジスタを設定する。 

送信データの書き込み Ｓ1ＢＵＦレジスタに、送信データＡＡｈを書き込む。 

P4LAT<5>=0, P4DDR<5>=1, P4FSA<5>=1, P4FSB<5>=0 とする。 

P4LAT<4>=1, P4DDR<4>=1, P4FSA<4>=1, P4FSB<4>=1 とする。 

P4LAT<3>=0, P4DDR<3>=1, P4FSA<3>=1, P4FSB<3>=0 とする。 

Ｐ４５

Ｐ４４

Ｐ４３

ＲＵＮ

ＦＬＧ

ＡＡＳ１ＢＵＦ

Ｓ１ＳＨ ＡＡ ５４ Ａ９ ５２ Ａ５ ９５ ２Ａ ５５

５５

ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

Ｓ1ＢＵＦレジスタを読み込む。 

割り込み処理終了 

ＯＶＲＵＮ=０？ 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ

第 8 クロックの立ち上がりから終了処理が開始し、 

ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、RUN が自動クリアされる。 

３ - ２ １ - ６ - ３  モ ー ド ０ （ 送 受 信 ） の 具 体 例  

内 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 受 信 デ ー タ ５ ５ ｈ 、 送 信 デ ー タ Ａ Ａ ｈ 、 送 受 信 ビ ッ ト 数 ８ の 場 合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



L C 8 8 5 8 0 0  第 ３ 章  

3-143 

Ｐ４５

Ｐ４４

Ｐ４３

ＲＵＮ

ＦＬＧ

８０Ｓ１ＢＵＦ

Ｓ１ＳＨ

００

８０ ００

ＳＴＡＮＤＢＹ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ

メインプログラム開始 

S1CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

送受信動作の開始 

Ｓ1ＢＧレジスタを００h に固定する。 

送信データの書き込み Ｓ1ＢＵＦレジスタに、送信データ８０ｈを書き込む。 

P4LAT<5>=1, P4DDR<5>=1, P4FSA<5>=1, P4FSB<5>=1 とする。 

P4LAT<4>=1, P4DDR<4>=1, P4FSA<4>=1, P4FSB<4>=1 とする。 

P3LAT<3>=0, P4DDR<3>=1, P4FSA<3>=1, P4FSB<3>=0 とする。 

スタンバイ HOLD／HOLDX 命令の実行 

ＩＥ＝１，ＩＬ２Ｌ＜３：２＞を設定する。 

Ｓ１ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ１ＣＮＴ＝C９ｈ） 

Ｓ１ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ１ＩＮＴＶＬ＝１０ｈ) 

ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

Ｓ1ＢＵＦレジスタを読み込む。 

割り込み処理終了 

ＯＶＲＵＮ=０？ 

Yes 

No

第１クロックの立ち上がりから終了処理が開始し、 

ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、RUN が自動クリアされる。 

割り込み要求の発生で、スタンバイ解除される。 

３ - ２ １ - ６ - ４  モ ー ド ０ （ 送 受 信 ・ ウ ェ ー ク ア ッ プ ） の 具 体 例  

外 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 受 信 デ ー タ ０ ０ ｈ 、 送 信 デ ー タ ８ ０ ｈ 、 送 受 信 ビ ッ ト 数 １ の 場 合  
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ＯＶＲＵＮ=０？ 

メインプログラム開始 

S1CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

自動送信動作の開始 

Ｓ１ＢＧレジスタを設定する。 

リアルタイムサービス 

コントローラーの設定 

転送回数、ＲＡＭバッファアドレスを設定する。 

ＲＴＳ２ＡＤＲＨ＝０１ｈ，ＲＴＳ２ＡＤＲＬ＝００ｈ， 

ＲＴＳ２ＣＴＲ＝００ｈ，ＲＴＳＣＮＴ＝００ｈ 

送信データの設定 ＲＡＭアドレス１００ｈ＝５５ｈ，１０１ｈ＝ＡＡｈを書き込む。 

IＥ＝１，ＩＬ２Ｌ＜３：２＞を設定する。 

Ｓ１ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ１ＣＮＴ＝１９ｈ） 

Ｓ１ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ１ＩＮＴＶＬ＝００ｈ) 

ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

割り込み処理終了 

Yes 

No

第１６クロックの立ち上がりから終了処理が開始し、 

ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、RUN が自動クリアされる。 

Ｐ４５

Ｐ４４

Ｐ４３

ＲＵＮ

ＦＬＧ

ＲＡＭ１００ｈ ５５

ＡＡＲＡＭ１０１ｈ

ＲＡＭ１００ｈ ＲＡＭ１０１ｈ 

３ - ２ １ - ６ - ５  モ ー ド １ （ 自 動 送 信 ） の 具 体 例  

内 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 送 信 デ ー タ 開 始 Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス １ ０ ０ 番 地 、  

イ ン タ ー バ ル ＝ ０ 、 送 信 ビ ッ ト 数 １ ６ の 場 合  
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ＯＶＲＵＮ=０？ 

メインプログラム開始 

S１CNT レジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

自動受信動作の開始 

Ｓ１ＢＧレジスタを設定する。 

リアルタイムサービス 

コントローラーの設定 

転送回数、ＲＡＭバッファアドレスを設定する。 

ＲＴＳ２ＡＤＲＨ＝０２ｈ，ＲＴＳ２ＡＤＲＬ＝００ｈ， 

ＲＴＳ２ＣＴＲ＝０１ｈ，ＲＴＳＣＮＴ＝００ｈ 

受信ＲＡＭエリアのクリア ＲＡＭアドレス２００ｈ＝００ｈ，２０１ｈ＝００ｈ，２０２ｈ＝００ｈを書き込む。 

IＥ＝１，ＩＬ２Ｌ＜３：２＞を設定する。 

Ｓ１ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ１ＣＮＴ＝５９ｈ） 

Ｓ１ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ１ＩＮＴＶＬ＝１１ｈ) 

ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

割り込み処理終了 

Yes 

No

第１７クロックの立ち上がり後、Ｓ１ＢＵＦからＲＡＭへの転送処理が開始する。 

その後、終了処理が開始し、ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、 

RUN が自動クリアされる。 

受信データの処理 

３ - ２ １ - ６ - ６  モ ー ド １ （ 自 動 受 信 ） の 具 体 例  

内 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 受 信 デ ー タ 開 始 Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス ２ ０ ０ 番 地 、  

イ ン タ ー バ ル ＝ ２ 、 受 信 ビ ッ ト 数 １ ７ 、 P ４ ３ = L 出 力 の 場 合  
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RAM200h

RAM201h

RAM202h

Ｐ４５

Ｐ４４

ＲＵＮ

ＦＬＧ

５５

Ｃ３

８７

＊点線部は、実際に出力されません。

インターバル期間

Ｓ１ＳＨ

Ｐ４３

ＸＸ ＸＸ 55 AB 57 AE 5C B8 70 E1 C3 

００

００

００

８７

インターバル期間 
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ＦＬＧクリア 

ＯＶＲＵＮの確認をする。 

割り込み処理開始 

通信エラー 

エラー処理 

割り込み処理終了 

ＯＶＲＵＮ=０？ 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ

第２０クロックの立ち上がり後、Ｓ１ＢＵＦからＲＡＭへの転送処理が開始する。 

その後、終了処理が開始し、ＦＬＧがセットされ割り込み要求が発生し、 

RUN が自動クリアされる。 

受信データの処理 

メインプログラム開始 

Ｓ１ＣＮＴレジスタの RUN をセットする 

ポートの設定 

ボーレートクロックの選択 

割り込み許可と 

モードの設定 

自動送受信動作の開始 

Ｓ１ＢＧレジスタを設定する。 

リアルタイムサービス 

コントローラーの設定 

転送回数、ＲＡＭバッファアドレスを設定する。 

ＲＴＳ２ＡＤＲＨ＝０３ｈ，ＲＴＳ２ＡＤＲＬ＝００ｈ， 

ＲＴＳ２ＣＴＲ＝０１ｈ，ＲＴＳＣＮＴ＝００ｈ 

送信データの設定 ＲＡＭアドレス３００ｈ＝５５ｈ，３０１ｈ＝Ｃ３ｈ，３０２ｈ＝Ｆ０ｈを書き込む。 

ＩＥ＝１，ＩＬ２Ｌ＜３：２＞を設定する。 

Ｓ１ＣＮＴレジスタを設定する。（Ｓ１ＣＮＴ＝５９ｈ） 

Ｓ１ＩＮＴＶＬレジスタを設定する。(Ｓ１ＩＮＴＶＬ＝２９ｈ) 

送受信動作の一時停止 

送受信動作の再開 

Ｓ１ＣＮＴレジスタのＡＵＴＯをビット操作命令でクリアする 

Ｓ１ＣＮＴレジスタのＡＵＴＯをビット操作命令でセットする 

３ - ２ １ - ６ - ７  モ ー ド １ （ 自 動 送 受 信 ） の 具 体 例  

内 部 ク ロ ッ ク 、 Ｍ Ｓ Ｂ 先 頭 、 送 受 信 デ ー タ 開 始 Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス ３ ０ ０ 番 地 、  

イ ン タ ー バ ル ＝ １ 、 送 受 信 ビ ッ ト 数 １ ８ 、 一 時 停 止 後 、 通 信 再 開 の 場 合  
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Ｐ４５

Ｐ４４

ＲＵＮ

ＦＬＧ

RAM300h

RAM301h

RAM302h

AA

3C

C0

＊点線部は、実際に出力されません。

インターバル期間 

Ｓ１ＳＨ

Ｐ４３

AB AA 86 0C 19 33 67 CF 9E 3C 

５５

Ｃ３

Ｆ０

C0

55 

ＡＵＴＯ

ＣＬＲ命令 ＳＥＴ命令

C3 F0 

E0 

一時停止期間

XX 
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３ - ２ １ - ６ - ８  Ｓ Ｉ Ｏ １ 通 信 の ポ ー ト 設 定  

①  デ ー タ 送 信 専 用 ポ ー ト （ Ｐ ４ ３ ） の 設 定  

 

②  デ ー タ 送 受 信 ポ ー ト （ Ｐ ４ ４ ） の 設 定  

 

③  ク ロ ッ ク 用 ポ ー ト （ Ｐ ４ ５ ） の 設 定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レジスタ設定 
P４３の状態 

FAST/ 

SLOW Ｐ４ＦＳＡ＜３＞ Ｐ４ＤＤＲ＜３＞ Ｐ４ＬＡＴ＜３＞ Ｐ４ＦＳＢ＜３＞ 

1 1 0 0 
ＣＭＯＳ出力 

（送信） 
FAST 

1 0 1 1 
ＣＭＯＳ出力 

（送信） 
SLOW 

レジスタ設定 P４４の状態 
FAST/ 

SLOW 

Ｐ４ＦＳＡ＜４＞ Ｐ４ＤＤＲ＜４＞ Ｐ４ＬＡＴ＜４＞ Ｐ４ＦＳＢ＜４＞   

1 1 0 0 
ＣＭＯＳ出力 

（送信） 
FAST 

1 0 1 1 
ＣＭＯＳ出力 

（送信） 
SLOW 

1 1 1 1 
入力 

（受信） 
－ 

レジスタ設定 P４５の状態 
FAST/ 

SLOW 

Ｐ４ＦＳＡ＜５＞ Ｐ４ＤＤＲ＜５＞ Ｐ４ＬＡＴ＜５＞ Ｐ４ＦＳＢ＜５＞   

1 1 0 0 
ＣＭＯＳ出力 

（内部クロック） 
FAST 

1 0 1 1 
ＣＭＯＳ出力 

（内部クロック） 
SLOW 

1 1 1 1 
入力 

（外部クロック） 
－ 
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３ -２２ ＳＭＩＩＣ０（Ｓｉｎｇ ｌｅ  Ｍａｓｔｅｒ  Ｉ ２ Ｃ）  

３ - ２ ２ - １ 概 要  

本 シリーズが内 蔵 しているＩ ２ Ｃバス機 能 は、次 の２つの機 能 を持 ちます。  

① Ｓ ｉｎｇ ｌ ｅ－ｍａｓｔｅ ｒのマスターモードによるＩ ２ Ｃ通 信 ※  

② 同 期 式 ８ビットシリアルＩ／Ｏ（２線 式 または３線 式 、データＭＳＢ先 頭 ）  

※ 本 モジ ュールはア ドレ スのコ ンパ レータ機 能 を持 っていま せん。 よって、 ｓ ｉｎ ｇ ｌ ｅ -ｍ ａｓ ｔｅ ｒ

の ス レ ー ブ モ ー ド と し て 使 用 す る 場 合 や 、 ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ － ｍ ａ ｓ ｔ ｅ ｒ の Ｉ ２ Ｃ 通 信 を 行 う 場 合 は 、  

アドレス比 較 やその他 の処 理 をソフトウェアによって行 う必 要 があります。  

 

３ - ２ ２ - ２ 回 路 構 成  

３ - ２ ２ - ２ - １  Ｉ ２ Ｃ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｉ ２ Ｃバスのモード制 御 を行 います。  

② 割 り込 みの制 御 を行 います。  

 

３ - ２ ２ - ２ - ２  Ｉ ２ Ｃ ス テ イ タ ス レ ジ ス タ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｓ Ｔ Ａ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｉ ２ Ｃバスの各 イベント検 出 フラグ。  

② ＡＣＫデータの制 御 を行 います。  

 

３ - ２ ２ - ２ - ３  Ｉ ２ Ｃ ボ ー レ ー ト 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｂ Ｒ Ｇ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① ＳＤＡ・ＳＣＬ取 り込 み部 ノイズフィルタのクロック周 波 数 制 御 を行 います。  

② ＳＣＬクロックの周 波 数 を制 御 します。  

 

３ - ２ ２ - ２ - ４  Ｉ ２ Ｃ デ ー タ バ ッ フ ァ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｂ Ｕ Ｆ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① データの送 受 信 をこのレジスタを通 して行 います。  

 

３ - ２ ２ - ２ - ５  Ｉ ２ Ｃ ポ ー ト 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｐ Ｃ Ｎ Ｔ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｉ ２ Ｃポートの制 御 を行 います。  
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図 ３－２２－１ ＳＭＩ ＩＣ０ブロック図  

 

 

 

 

 

 

 

分周回路 

1/1 or 1/2 or 

1/3 or 1/4 

ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ ボーレート 

ジェネレータ

フィルタ

SDA 出力 

コントロール 

立ち上がり 

立ち下がり検出

フィルタクロック 

及び各ブロック用クロック

スタート・ストップ 

コンディション 

生成 

SCL 出力 

コントロール 

フィルタ
立ち上がり 

立ち下がり検出

SCL クロック生成

／同期化 

シフトレジスタ 

データバッファ

SMIC0BUF 

スタート・ストップ 

コンディション検出

ビットカウンタ 

各フラグ 

コントロール 

制御レジスタ 

SMIC0CNT 

ｽﾃｲﾀｽﾚｼﾞｽﾀ 
SMIC0STA 

ﾎﾞｰﾚｰﾄ制御ﾚｼﾞｽﾀ 

SMIC0BRG 

SDA 

(SM0DA) 

SCL 

(SM0CK) 
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３ - ２ ２ - ３ 関 連 レ ジス タ  

３ - ２ ２ - ３ - １  Ｉ ２ Ｃ 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

① ＳＭＩ ＩＣモジュールの動 作 制 御 を行 う８ビットのレジスタです  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F60 0000 0000 R/W SMIC0CNT RUN MST TRX SCL8 MKC BB END IE 

 
ＲＵＮ（ビット７）：ＳＭＩ ＩＣ０動 作 許 可  

このビットが１の時 、ＳＭＩ ＩＣ０モジュールが動 作 状 態 となります。  

このビットが０の時 、ＳＭＩ ＩＣ０モジュールは動 作 停 止 します。  
 

ＭＳＴ（ビット６）：マスタ・スレーブ制 御 ビット  

・ Ｉ ２ Ｃモード時 （ＳＭＤ＝０）  

このビットが１の時 、マスターモードとして動 作 します。  

（スタート・ストップコンディションの生 成 、転 送 クロックの送 出 を行 う）  

このビットが０の時 、スレーブモードとして動 作 します。  

（クロック出 力 は行 わない。マス タが送 出 するクロックに同 期 して、データの送 受 信

を行 う）  
 

ＭＳＴがリセットされる条 件  

①ストップコンディションを検 出 した時  

②アービトレーションロストを検 出 した時  

アービトレーションロストを検 出 後 、１バイトの転 送 終 了 までは、このビットは

クリアされずに、クロックの送 出 を続 けます。  

ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン ロ ス ト 後 、 割 り 込 み 要 因 フ ラ グ Ｅ Ｎ Ｄ が セ ッ ト さ れ る タ イ ミ

ングで、ＭＳＴフラグはクリアされます。  
 

・同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝１）  

この ビットを１に することで、８ビットの通 信 を開 始 します。  
 

ＭＳＴがリセットされる条 件  

①第 ８クロックの立 ち上 がりで、リセットされます  
 

ＴＲＸ（ ビット５） ：トランスミッタ・ レシーバ制 御  

・ Ｉ ２ Ｃモード時 （ＳＭＤ＝０）  

このビットが１の時 、トランスミッタとして動 作 します。  

このビットが０の時 、レシーバとして動 作 します。  
 

ＴＲＸがリセットされる条 件  

①ストップコンディションを検 出 した時  

②アービトレーションロストを検 出 した時  

③スレーブモード時 に、スタートコンディションを検 出 した時  
 

・同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝１）  

このビットが１の時 、データ転 送 モードとなります。  

このビットが０の時 、データ受 信 モードとなります。  
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ＳＣＬ８（ビット４）：第 ８クロック立 ち下 がり時 の割 り込 み制 御  

・ Ｉ ２ Ｃモード時 （ＳＭＤ＝０）  

このビットが１の時 、第 ８クロックの立 ち下 がりで、割 り込 み要 求 が発 生 します。  

このビットが０の時 、第 ８クロックの立 ち下 がりで、割 り込 み要 求 が発 生 しません。  
 

ＳＣＬ８がセットされる条 件  

①スタート コンディションの検 出  
 

このビットは、自 動 的 にクリアされません。命 令 でクリアしてください。  
 

・同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝１）  

このビットは、０にして使 用 してください。  

 
ＭＫＣ（ビット３）：スタート・ストップコンディション生 成 制 御  

・ Ｉ ２ Ｃモード時 （ＳＭＤ＝０）  

このビットは、書 き込 み専 用 の ビットで、スタート  ｏ ｒ  ストップコンディションを生 成 さ

せ る 時 に 、 １ を 書 き 込 み ま す （ こ の ビ ッ ト を 読 み 込 ん だ 時 は 、 常 に ０ が 読 み 込 ま れ  

ます）。  
 

・同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝１）  

このビットは、０にして使 用 してください。  

 
ＢＢ（ ビット２）： バスビジーフラグ（ Ｒ／Ｏ）  

・ Ｉ ２ Ｃモード時 （ＳＭＤ＝０）  

ビット２は、読 み出 し専 用 のＢＢと書 き込 み専 用 のＢＢＷに分 かれています。  

読 み 出 し 専 用 の Ｂ Ｂ は 、 バ ス の 使 用 状 態 を 示 し 、 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン の 検 出 で

セットされ、ストップコンディションの検 出 でリセットされます。  

この ビットが１の 時 は、Ｉ ２ Ｃバスは使 用 状 態 であることを示 します。  

ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン を 生 成 す る 時 に は 、 こ の ビ ッ ト が ０ で あ る こ と と 、 Ｓ Ｄ Ａ 、 Ｓ Ｃ Ｌ

が と も に ‘ Ｈ ’ レ ベ ル で あ る こ と を 確 認 し て か ら 行 っ て く だ さ い （ 再 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ

ョンを生 成 する場 合 を除 きます）。  

・ こ の ビ ッ ト は 読 み 出 し 専 用 で す 。 こ の ビ ッ ト を 命 令 に よ り 直 接 、 書 き 換 え る こ と は

できません。  
 

ＢＢが セットされる条 件  

①スタート コンディションの検 出  
 

ＢＢがリセットされる条 件  

①ストップコンディションの検 出  

②ＲＵＮ＝０の場 合  
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ＢＢＷ（ビット２） ：スタート・ ストップコンディション生 成 制 御  

ビット２は、読 み出 し専 用 のＢＢと書 き込 み専 用 のＢＢＷに分 かれています。  

書 き 込 み 専 用 の Ｂ Ｂ Ｗ は 、 こ の レ ジ ス タ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ  ０ ７ Ｆ ６ ０ ｈ ） の ビ ッ ト ６ ，

５ ， ３ と 同 時 に Ｍ Ｏ Ｖ 命 令 で 値 を 書 き 込 む こ と で 、 ス タ ー ト ・ ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ

ンの生 成 を制 御 します。  

・割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  ＩＥ＝１とした場 合  

ＳＭＩＣ０ＣＮＴに、ＥＤｈを書 き込 み  ：スタートコンディションを生 成  

ＳＭＩＣ０ＣＮＴに、Ｅ９ｈを書 き込 み  ：ストップコンディションを生 成  

・割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  ＩＥ＝０とした場 合  

ＳＭＩＣ０ＣＮＴに、ＥＣｈを書 き込 み  ：スタートコンディションを生 成  

ＳＭＩＣ０ＣＮＴに、Ｅ８ｈを書 き込 み  ：ストップコンディションを生 成  

※ ス タ ー ト ・ ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン の 生 成 に 関 し て は 、 ３ - ２ ２ - ６ ス タ ー ト コ ン デ ィ

ション／ストップコンディションの章 を参 照 してください。  
 

・同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝１）  

このビットは、読 み出 し専 用 で、ＭＳＴ（ビット６）と同 一 値 が読 み出 されます。  
 
ＥＮＤ（ビット１）：割 り込 み要 因 フラグ  

・ Ｉ ２ Ｃモード時 （ＳＭＤ＝０）  

データの転 送 終 了 及 びストップコンディションでセットされます。  

このビットが１で、かつＳＣＬが‘Ｌ’レベルの場 合 、マスタ・スレーブモードにかかわら

ず、このフラグがクリアされるまで、本 モジュールはＳＣＬに‘Ｌ’レベルを継 続 出 力 し

ます。  
 

ＥＮＤがセットされる条 件  

①ＳＣＬ８＝１の場 合 の、第 ８クロック立 ち下 がり  

②ＡＣＫクロックの立 ち下 がり  

③ストップコンディションの検 出  
 

このビットは自 動 的 にはクリアされません。命 令 でクリアしてください。  

このビットをクリアする と、ＳＣＬ への‘Ｌ’レベル継 続 出 力 を終 了 し、転 送 動 作 が継

続 さ れ ま す 。 こ の ビ ッ ト を ク リ ア す る 前 に 、 バ ッ フ ァ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｂ Ｕ Ｆ へ の デ ー タ セ ッ ト ／

データ読 み出 しを完 了 してください。  
     

・同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝１）  

データの転 送 終 了 時 にセットされます。  
 

ＥＮＤがセットされる条 件  

①第 ８クロック立 ち上 がり  
 

このビットは自 動 的 にはクリアされません。命 令 でクリアしてください。  
 

ＩＥ（ビット０）：割 り込 み要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｅ Ｎ Ｄ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ０ ８ ０ １ Ｃ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生

します。  
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３ - ２ ２ - ３ - ２  Ｉ ２ Ｃ ス テ イ タ ス レ ジ ス タ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｓ Ｔ Ａ ）  

① Ｉ ２ Ｃバスの制 御 ・各 イベントの検 出 を行 う８ビットのレジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F61 0000 0000 R/W SMIC0STA SMD RQL9 STD SPD AL OVR TAK RAK 

 
ＳＭＤ（ ビット７）： Ｉ ２ Ｃ／同 期 式 ８ビットシリアルモード切 り替 え  

このビットが１の時 、同 期 式 ８ビットシリアルモードで動 作 します。  

ま た 、 こ の ビ ッ ト が １ の 時 は 、 ク ロ ッ ク ・ デ ー タ 入 力 端 子 の ノ イ ズ フ ィ ル タ 機 能 は 働 き ま

せん。  

この ビットが０の 時 、Ｉ ２ Ｃ通 信 モードで動 作 します。  

ま た 、 こ の ビ ッ ト が ０ の 時 は 、 ク ロ ッ ク ・ デ ー タ 入 力 端 子 の ノ イ ズ フ ィ ル タ 機 能 が 動 作 し

ます。  

 

ＲＱＬ９（ビット６）：ＡＣＫクロックタイミング検 出 フラグ（Ｒ／Ｏ）  

第 ９ ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り か ら 、 次 の ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り ま で の 間 、 １ に な る フ ラ グ   

です。  

・ こ の ビ ッ トは 読 み 出 し専 用 で す 。 こ の ビ ッ ト を命 令 に よ り直 接 、 書 き 換 え る こ と は で き

ません。  
 

※同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝１）、このビットは使 用 しません。リードする

と、０が読 まれます。  

 

ＳＴＤ（ ビット５） ：スタートコンディション検 出 フラグ  

スタート コンディションを検 出 するとセットされるフラグです。  
 

ＳＴＤがセットされる条 件  

①スタート コンディションの検 出  
 

このビットは自 動 的 にはクリアされません。命 令 でクリアしてください。  

※ 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル モ ー ド 時 （ Ｓ Ｍ Ｄ ＝ １ ） 、 こ の ビ ッ ト は 自 動 的 に セ ッ ト さ れ ま せ

ん。このビットは０にして使 用 してください。  

 

ＳＰ Ｄ（ ビット４） ：ストップコンディション検 出 フラグ  

ストップコンディションを検 出 するとセットされるフラグです。  
 

ＳＰＤがセットされる条 件  

①ストップコンディションの検 出  
 

このビットは自 動 的 にはクリアされません。命 令 でクリアしてください。  

 

※ 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル モ ー ド 時 （ Ｓ Ｍ Ｄ ＝ １ ） 、 こ の ビ ッ ト は 自 動 的 に セ ッ ト さ れ ま せ

ん。このビットは０にして使 用 してください。  
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ＡＬ（ビット３）：アービトレーションロスト検 出 フラグ  

マスターモード時 に、アービトレーションロストを検 出 するとセットされるフラグです。  
 

ＡＬがセットされる条 件  

① マ ス タ ト ラ ン ス ミ ッ タ モ ー ド 時 の 第 １ ～ 第 ８ ク ロ ッ ク の 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ と 、 マ ス

タ レ シ ー バ ー 時 の 第 ９ ク ロ ッ ク 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ で 、 内 部 Ｓ Ｄ Ａ 値 が ‘ Ｈ ’ で Ｓ

ＤＡ端 子 レベルが‘Ｌ’の場 合 。  

② ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン 重 複 防 止 機 能 に よ り 、 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン 生 成 が 禁 止

された場 合  
 

このビットは自 動 的 にはクリアされません。命 令 でクリアしてください。  
 

※ 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル モ ー ド 時 （ Ｓ Ｍ Ｄ ＝ 1 ） 、 こ の ビ ッ ト は 自 動 的 に セ ッ ト さ

れません。このビットは０にして使 用 してください。  

 

ＯＶＲ（ビット２）：オーバーラン検 出 フラグ  

・ Ｉ ２ Ｃモード時 （ＳＭＤ＝０）  

ＢＢ（０７Ｆ６０ｈ  ビット２）バスビジーフラグが０の時 に、ＳＣＬラインのクロック信 号 立

ち下 が りを検 出 するとセット されるフラグです。  
 

ＯＶＲがセットされる条 件  

①ＢＢ＝０の時 に ＳＣＬ立 ち下 がり検 出  
 

このビットは自 動 的 にはクリアされません。命 令 でクリアしてください。  
 

・同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝１）  

Ｍ Ｓ Ｔ （ ０ ７ Ｆ ６ ０ ｈ  ビ ッ ト ６ ） ０ の 時 に 、 Ｓ Ｃ Ｌ ラ イ ン の ク ロ ッ ク 信 号 立 ち 下 が り を 検 出

するとセットされるフラグです。  
 

ＯＶＲがセットされる条 件  

①ＭＳＴ＝０の時 にＳＣＬ立 ち下 がり検 出  
 

このビットは自 動 的 にはクリアされません。命 令 でクリアしてください。  

 

ＴＡＫ（ビット１）：ＡＣＫクロック時 のＳＤＡ制 御 ビット  

マスタレシー バ・スレーブレシー バモード時 に、 ＡＣＫクロックタイミ ングでＳＤ Ａにこの ビ

ットの 値 が出 力 されます。  

マ ス タ ト ラ ン ス ミ ッ タ ・ ス レ ー ブ ト ラ ン ス ミ ッ タ モ ー ド 時 は 、 こ の ビ ッ ト の デ ー タ に か か わ ら

ず、ＡＣＫクロックタイミングでＳＤＡ＝‘Ｈ’レベルを出 力 します。  
 

ＴＡＫがセットされる条 件  

①ストップコンディションを検 出 した時  

②アービトレーションロストを検 出 した時  

③スレーブモード時 に、スタートコンディションを検 出 した時  
 

※同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝ 1 ）、このビットは０で使 用 してください。  
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ＲＡＫ（ビット０）：受 信 アクノリッジデータ格 納 ビット（Ｒ／Ｏ）  

アクノリッジ受 信 データが格 納 されます。  

こ の ビ ッ ト は、 ト ラ ン スミッ タ ・ レ シ ー バ両 モ ード とも に 、 Ａ Ｃ Ｋク ロッ ク 時 の Ｓ Ｄ Ａデ ータの

値 が格 納 されます。  
 

ＲＡＫがセットされる条 件  

①ＡＣＫクロック立 ち上 がりタイミングで、ＳＤＡ＝‘Ｈ’レベルの時  
 

ＲＡＫがリセット される条 件  

①ＡＣＫクロック立 ち上 がりタイミングで、ＳＤＡ＝‘Ｌ’レベルの時  
 

・ こ の ビ ッ トは 読 み 出 し専 用 で す 。 こ の ビ ッ ト を命 令 に よ り直 接 、 書 き 換 え る こ と は で き

ません。  
 

※同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝ 1 ）、このビットは使 用 しません。リードす る

と、０が読 まれます。  

 

３ - ２ ２ - ３ - ３  Ｉ ２ Ｃ ボ ー レ ー ト 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｂ Ｒ Ｇ ）  

①ＳＤＡ、ＳＣＬフィルタクロック周 波 数 及 びＳＣＬクロック周 波 数 を制 御 する８ビットのレジス

タです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F62 0000 0000 R/W SMIC0BRG BRP BRDQ BRD 

 
ＢＲＰ（ビット７、６）：フィルタクロック制 御  

 

ＢＲＰ  
フィルタクロック周 期  

（Ｔｆ ｉ ｌ ｔ ）  

００  Ｔｃｙｃ×１  

０１  Ｔｃｙｃ×２  

１０  Ｔｃｙｃ×３  

１１  Ｔｃｙｃ×４  

       ※Ｔｃｙｃはシステムクロック周 期  

 

ＢＲＰは、フィルタクロック周 期 Ｔｆ ｉ ｌ ｔが以 下 の範 囲 になるように設 定 してください。  

 

2 5 0 n s e c  ≧  Ｔｆ ｉ ｌ ｔ  ＞  1 4 0 n s e c  

 

システムクロック周 波 数 と設 定 値 の例  

システムクロック  B R P  T f i l t  

4 M H z  0 0  2 5 0 n s × 1 ＝ 2 5 0 n s  

6 M H z  0 0  1 6 6 n s × 1 ＝ 1 6 6 n s  

7 M H z  0 0  1 4 3 n s × 1 ＝ 1 4 3 n s  

8 M H z  0 1  1 2 5 n s × 2 ＝ 2 5 0 n s  
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ＢＲＤＱ（ビット５）：ＳＣＬクロック周 波 数 制 御  

こ の ビ ッ ト は 、 標 準 ク ロ ッ ク モ ー ド 時 は １ に 、 高 速 ク ロ ッ ク モ ー ド 時 は ０ に 設 定 し て く だ  

さい。  

ＢＲＤ（ビット４～０）：ＳＣＬクロック周 波 数 制 御  

Ｂ Ｒ Ｄ の ５ ビ ッ ト の 設 定 値 を ｎ と す る と 、 Ｓ Ｃ Ｌ ク ロ ッ ク 周 期 Ｔ ｆ ｓ ｃ ｋ は 、 以 下 の 計 算 式

で設 定 されます。  

 

ＢＲＤＱ＝０の時 （高 速 クロックモード）  

 Ｔ ｆ ｓｃｋ＝Ｔｆ ｉ ｌ ｔ×（ｎ＋１）×２  

 

ＢＲＤＱ＝１の時 （標 準 クロックモード）  

 Ｔ ｆ ｓｃｋ＝Ｔｆ ｉ ｌ ｔ×（ｎ＋１）×８  

 

ＳＣＬクロック周 波 数 ｆｓｃｋは、以 下 の計 算 式 で設 定 されます。  

 

ＢＲＤＱ＝０の時 （高 速 クロックモード）  

 ｆ ｓ ｃｋ＝１／（Ｔｆ ｉ ｌ ｔ×（ｎ＋１）×２）  

 

ＢＲＤＱ＝１の時 （標 準 クロックモード）  

 ｆ ｓ ｃｋ＝１／（Ｔｆ ｉ ｌ ｔ×（ｎ＋１）×８）  

 

 

※ Ｔ ｆ ｉ ｌ ｔ は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク 周 波 数 と 、 フ ィ ル タ ク ロ ッ ク 制 御 ビ ッ ト Ｂ Ｒ Ｐ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｂ Ｒ

Ｇのビット７，６）によって設 定 されるフィルタクロック周 期 です。  

 

※ Ｉ ２ Ｃ 通 信 モ ー ド で 使 用 す る 場 合 （ Ｓ Ｍ Ｄ ＝ ０ ） は 、 Ｂ Ｒ Ｄ の ５ ビ ッ ト の 設 定 値 ｎ は 、 ４

以 上 の値 を設 定 してください。（０～３は設 定 禁 止 ）  

 

※ 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル モ ー ド で 使 用 す る 場 合 （ Ｓ Ｍ Ｄ ＝ １ ） は 、 こ の レ ジ ス タ を 次 の

ように設 定 してください。  
 

ＢＲＰ（ＳＭＩＣ０ＢＲＧのビット７，６）＝００  

ＢＲＤＱ＝０ ｏｒ １ 

Ｂ Ｒ Ｄ の ５ ビ ッ ト の 設 定 値 ｎ は 、 ３ 以 上 の 値 を 設 定 し て く だ さ い （ ０ ， １ ， ２ は 設

定 禁 止 ）  
 

この時 、出 力 クロック周 波 数 ｆｓｃｋは、以 下 の計 算 式 で設 定 されます。  
 

ＢＲＤＱ＝０の時   ｆ ｓｃｋ＝１／（Ｔｃｙｃ×（ｎ＋１）×２）  

ＢＲＤＱ＝１の時   ｆ ｓｃｋ＝１／（Ｔｃｙｃ×（ｎ＋１）×８）  
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標 準 ク ロ ッ ク モ ー ド Ｂ Ｒ Ｄ Ｑ ＝ １               高 速 ク ロ ッ ク モ ー ド Ｂ Ｒ Ｄ Ｑ ＝ ０  

       Ｓ Ｃ Ｌ 周 波 数 （ ｋ Ｈ ｚ ）                     Ｓ Ｃ Ｌ 周 波 数 （ ｋ Ｈ ｚ ）  

 

※Ｉ ２ Ｃバスの仕 様 範 囲 外  

 

 

ＢＲＤ 

設定値 ｎ 

Tfilt 周期 

250ｎｓ 

（４ＭＨｚ） 

166ｎｓ 

（６ＭＨｚ） 

00h 設定禁止 設定禁止 

01h 設定禁止 設定禁止 

02h 設定禁止 設定禁止 

03h 設定禁止 設定禁止 

04h 100 ※ 

05h 83.3 ※ 

06h 71.4 ※ 

07h 62.5 94.1 

08h 55.6 83.7 

09h 50 75.3 

0Ah 45.5 68.5 

0Bh 41.7 57.9 

0Ch 38.5 53.8 

0Dh 35.7 50.2 

0Eh 33.3 47.1 

0Fh 31.3 44.3 

10h 29.4 41.8 

11ｈ 27.8 39.6 

： ： ： 

1Ch 17.2 25.9 

1Dh 16.7 25.1 

1Eh 16.1 24.3 

1Fh 15.6 23.5 

ＢＲＤ 

設定値 ｎ 

Tfilt 周期 

250ｎｓ 

（４ＭＨｚ） 

166ｎｓ 

（６ＭＨｚ） 

00h 設定禁止 設定禁止 

01h 設定禁止 設定禁止 

02h 設定禁止 設定禁止 

03h 設定禁止 設定禁止 

04h 400 ※ 

05h 333.3 ※ 

06h 328.7 ※ 

07h 250 376.5 

08h 222.2 334.7 

09h 200 301.2 

0Ah 181.8 273.8 

0Bh 166.7 251 

0Ch 153.8 231.7 

0Dh 142.9 215.1 

0Eh 133.3 200.8 

0Fh 125 188.3 

10h 117.6 177.2 

11ｈ 111.1 167.3 

： ： ： 

1Ch 69 103.9 

1Dh 66.7 100.4 

1Eh 64.5 97.23 

1Fh 62.5 94.1 
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３ - ２ ２ - ３ - ４  Ｉ ２ Ｃ デ ー タ バ ッ フ ァ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｂ Ｕ Ｆ ）  

①受 信 データの格 納 、及 び送 信 データを書 き込 むための８ビットレジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F63 0000 0000 R/W SMIC0BUF BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
•  データの受 信  

・ Ｉ ２ Ｃモード時 （ＳＭＤ＝０）  

トランスミッタ・レシーバモードとも、第 ８クロックのＳＣＬ立 ち下 がりタイミングで、受 信 した

シフトレジスタのデータの内 容 が、ＳＭＩＣ０ＢＵＦレジスタに転 送 されます。  
 
・同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝１）  

送 信 ・ 受 信 モ ー ド と も 、 第 ８ ク ロ ッ ク の Ｓ Ｃ Ｌ 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ で 、 受 信 し た シ フ ト レ ジ

スタのデータの内 容 が、ＳＭＩＣ０ＢＵＦレジスタに転 送 されます。  
 

•  データの送 信  

・ Ｉ ２ Ｃモード時 （ＳＭＤ＝０）  

ト ラ ン ス ミ ッ タ モ ー ド 時 、 Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｂ Ｕ Ｆ レ ジ ス タ の 内 容 が 送 信 用 シ フ ト レ ジ ス タ に 転 送 さ

れるのは、以 下 のタイミングです。  

①スタート コンディション検 出 時  

②ＥＮＤ＝１の時 に、ＳＭＩＣ０ＢＵＦに書 き込 みを行 った時  
 
・同 期 式 ８ビットシリアルモード時 （ＳＭＤ＝１）  

デ ー タ 送 信 モ ー ド 時 、 Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｂ Ｕ Ｆ レ ジ ス タ の 内 容 が 送 信 用 シ フ ト レ ジ ス タ に 転 送 さ

れるのは、以 下 のタイミングです。  

①ＭＳＴ＝０の時 に、ＳＭＩＣ０ＢＵＦに書 き込 みを行 った時  

 

３ - ２ ２ - ３ - ５  Ｉ ２ Ｃ ポ ー ト 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｐ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

①Ｉ ２ Ｃポートを制 御 するための４ビットレジスタです。  
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F68 LLLL 0000 R/W SMIC0PCNT - - - - SHDS P5V PCLV PSLW

 
ＳＨＤＳ（ビット３）：ＳＤＡ内 部 ＨＯＬＤ時 間 調 整  

このビットは、通 常 ０にして使 用 してください。  
 

Ｐ５Ｖ（ビット２）： Ｉ ２ Ｃポート電 圧 制 御  

５Ｖで使 用 する場 合 、このビットを１にしてください。  

３Ｖで使 用 する場 合 、このビットを０にしてください。  
 

Ｐ ＣＬＶ（ ビット１）： Ｉ ２ Ｃポート入 力 特 性 制 御  

この ビットが１の 時 、Ｉ ２ Ｃポートのスレッショルド電 圧 はＣＭＯＳレベルとなります。  

この ビットが０の 時 、Ｉ ２ Ｃポートの スレッショルド電 圧 はＴＴＬレベルとなります。  

このモジュールをＩ ２ Ｃモードで使 う場 合 、このビットは１に設 定 して使 用 してください。  
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ＰＳＬＷ（ビット０）： Ｉ ２ ＣポートＳＬＯＷ制 御  

この ビットが１の 時 、Ｐ ２２ , Ｐ２３の出 力 特 性 は、ＳＬＯＷとなります。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｐ ２ ２ , Ｐ ２ ３ ポ ー ト の 出 力 特 性 は 、 Ｐ ２ Ｌ Ａ Ｔ 、 Ｐ ２ Ｄ Ｄ Ｒ 、 Ｐ ２ Ｆ Ｓ Ａ 、

Ｐ２ＦＳＢにより制 御 されます。  

このビットを１にす ると、Ｐ２２ , Ｐ２３の出 力 信 号 の立 ち下 がり時 間 がＳＬ ＯＷモード とな

り ま す が 、 Ｐ ２ ２ , Ｐ ２ ３ 端 子 に Ｌ Ｏ Ｗ 出 力 を 開 始 し て か ら 、 実 際 に 端 子 電 圧 が Ｌ Ｏ Ｗ レ

ベルになるまでの時 間 が長 くなってしまいます。  

出 力 信 号 の 立 ち 下 が り 特 性 に 問 題 が な け れ ば 、 こ の ビ ッ ト は ０ に 設 定 し て 使 用 し て

ください。  

 

３ - ２ ２ - ３ - ６  Ｓ Ｍ Ｉ Ｉ Ｃ ポ ー ト の 設 定  

①クロック入 出 力 ポート（Ｐ２２）の設 定  

レジスタデータ ポートＰ２２の状態 

P2FSA<2> P2FSB<2> P2LAT<2> P2DDR<2> 出力 

１ １ １ １ オープン（同期式８ビットシリアルモード時外部クロック入力） 

１ ０ ０ １ クロック出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ クロック出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ クロック出力／Ｉ２Ｃ ＳＣＬ出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

②データ入 出 力 ポート（Ｐ２３）の設 定  

レジスタデータ ポートＰ２３の状態 

P2FSA<3> P2FSB<3> P2LAT<3> P2DDR<3> 入力 出力 

１ １ １ １ 可能（データ受信入力） オープン 

１ ０ ０ １ 可能（データ受信入力） データ出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ 可能（データ受信入力） データ出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ）

１ １ ０ １ 可能（データ受信入力） データ出力／Ｉ２Ｃ ＳＤＡ出力    
（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

③データ出 力 ポート（Ｐ２４）の設 定 （３線 式 同 期 式 ８ビットシリアルモード時 に使 用 ）  

レジスタデータ ポートＰ２４の状態 

P2FSA<4> P2FSB<4> P2LAT<4> P2DDR<4> 出力 

１ ０ ０ １ データ出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ データ出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ データ出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 
※ 本 モジュールをＩ ２ Ｃモードで使 用 する時 は、Ｉ ２ Ｃポート制 御 レジスタ０（ＳＭＩＣ０ＰＣＮＴ）の

Ｐ Ｃ Ｌ Ｖ ＝ １ 、 Ｐ ２ ２ ， Ｐ ２ ３ を Ｉ ２ Ｃ Ｓ Ｃ Ｌ 出 力 （ Ｎ ｃ ｈ オ ー プ ン ド レ イ ン ） 、 Ｉ ２ Ｃ Ｓ Ｄ Ａ 出 力 （ Ｎ ｃ ｈ

オープンドレイン）モードにして使 用 してくだ さい。  

※ Ｉ ２ Ｃ ポ ー ト 制 御 レ ジ ス タ ０ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｐ Ｃ Ｎ Ｔ ） の Ｐ Ｓ Ｌ Ｗ ビ ッ ト は 、 信 号 立 ち 下 がり 特 性 に 問

題 がなければ、０（ ＦＡＳＴモード）に設 定 してください。  

※ 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル モ ー ド で 、 外 部 ク ロ ッ ク を 使 用 す る 場 合 は 、 ク ロ ッ ク 入 出 力 ポ ー ト

の 設 定 を オ ー プ ン に し て く だ さ い 。 ま た 、 同 期 式 ８ ビ ッ ト シ リ ア ル モ ー ド で デ ー タ の 受 信 を

行 う場 合 は、データ入 出 力 ポートの設 定 をオープンにしてください。  
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３ - ２ ２ - ４ Ｉ ２ Ｃ ポ ートＳ Ｌ Ｏ Ｗ設 定 時 の 注 意 事 項

SCL or SDA

空走期間 Ｉ２Ｃスペックで規定される立ち下がり時間

Ｌレベル出力開始タイミング

図３－２２－２ Ｉ２Ｃポート立ち下がり波形

Ｉ２ Ｃ ポ ー ト 出  力  特 性 を Ｓ Ｌ Ｏ Ｗ 設 定  し た 場  合 、 上  図 の よ う に Ｌ レ ベ ル 出  力  を 開 始  し て

か ら 、 実  際 に ポ ー ト が Ｌ レ ベ ル に な る ま で の 時  間 が Ｆ Ａ Ｓ Ｔ 設 定 時  と 比 べ て 長  く な り ま

す 。

デ ー タ シ ー ト に 掲 載 さ れ て い る Ｉ ２ Ｃ 入 出 力 特 性 は 、 出 力 開 始 タ イ ミ ン グ を 基 準 と し て 規

定 し て い ま す の で 、 注 意 が 必 要  で す 。

３ - ２ ２ - ５ 生 成 クロッ ク 波 形 とＳ Ｃ Ｌ立 ち 上 が り時 間

３ - ２ ２ - ５ - １  生 成 ク ロ ッ ク 波 形

ＳＣＬクロック出 力 波 形 は、Ｉ ２ Ｃボーレート制 御 レジスタ０（ＳＭＩＣ０ＢＲＧ）で設 定 されたクロ

ック周 期 Ｔｆｓｃｋに対 して、ＤＵＴＹ５０％で生 成 されます。

SCL

Tｆｓｃｋ

0.5Tｆｓｃｋ 0.5Tｆｓｃｋ

図３－２２－３ ＳＣＬクロック波形

高 速 モ ー ド 時 で 、 ク ロ ッ ク 周 波 数 を ４ ０ ０ ｋ Ｈ ｚ に 設 定 し た 場 合 、 Ｓ Ｃ Ｌ の Ｌ 期 間 は 、 （ 信 号

の 立 ち 上 が り 、 立 ち 下 が り 時 間 を 無 視 し た 場 合 ） １ ． ２ ５ ｕ ｓ ｅ ｃ と な り 、 Ｉ ２ Ｃ バ ス イ ン タ ー フ ェ

ース仕 様 （ｍｉｎ．１．３ｕｓｅｃ）を満 足 しません。

これについては、以 下 のことを検 討 してください。

①転 送 レートを下 げて、仕 様 を満 足 するように設 定 する。

②プルアップ抵 抗 等 外 付 けの調 整 により、立 ち上 がり・立 ち下 がり時 間 を調 整 する。

ま た 、 Ｉ ２ Ｃ ポ ー ト の 出 力 特 性 を Ｓ Ｌ Ｏ Ｗ と し た 場 合 、 Ｌ 出 力 を 開 始 し て か ら 、 ポ ー ト が Ｌ レ ベ

ルになる時 間 が長 くなりますので、ＳＣＬのＬ期 間 がさらに短 くなり、注 意 が必 要 です。
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３ - ２ ２ - ５ - ２  Ｓ Ｃ Ｌ 立 ち 上 が り 時 間  

本 モジュールはＩ ２ ＣモードでのＳＣＬクロック出 力 時 、他 のマスタ又 はスレーブがＳＣＬライン

を Ｌに ド ライブ し た場 合 で も 、ク ロック ライ ンの立 ち上 が りタイ ミ ングを監 視 し 、クロック のＨ幅

を保 証 すために同 期 を取 る動 作 を常 に行 っています。  

Ｓ Ｃ Ｌ の 立 ち 上 が り 時 間 は 、 Ｉ ２ Ｃ バ ス イ ン タ ー フ ェ ー ス 仕 様 で 、 高 速 モ ー ド ３ ０ ０ ｎ ｓ ｅ ｃ  標

準 モード１０００ｎｓｅｃ以 内 と定 められています。  

高 速 モード時 は、ＳＣＬ立 ち上 がり時 間 が最 大 ３００ｎｓｅｃであるので問 題 ありませんが、標

準 モ ー ド 時 、 立 ち 上 が り 時 間 が （ Ｔ ｆ ｉ ｌ ｔ × ２ ． ５ ） よ り 遅 い 場 合 、 こ の 同 期 動 作 が 働 い て し

まい、設 定 したクロック周 波 数 よりも転 送 速 度 が遅 くなってしまいます。  

 
システムクロック  B R P 1 B R P 0 T f i l t  T f i l t × 2 . 5  

4 M H z  0  0  2 5 0 n s  6 2 5 n s  

6 M H z  0  0  1 6 6 n s  4 1 5 n s  

7 M H z  0  0  1 4 3 n s  3 5 7 n s  

8 M H z  0  1  2 5 0 n s  6 2 5 n s  

 

設 定 し た 転 送 レ ー ト で 動 作 さ せ る た め に は 、 Ｓ Ｃ Ｌ ラ イ ン の 立 ち 上 が り 時 間 が 、 上 記 表 に

示 すＴｆ ｉ ｌ ｔ×２．５よりも短 くなるように、プルアップ抵 抗 、負 荷 容 量 を設 定 してください。  

 

３ - ２ ２ - ６ スタート コン ディ ション ／ストップコン ディション  

３ - ２ ２ - ６ - １  ス タ ー ト ／ ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン の 定 義  

Ｓ Ｃ Ｌ が ‘ Ｈ ’ の 間 は 、 Ｓ Ｄ Ａ は 安 定 状 態 で な け れ ば な り ま せ ん 。 つ ま り 、 Ｓ Ｄ Ａ が ‘ Ｈ ’ と ‘ Ｌ ’

の 間 で 変 化 で き る の は Ｓ Ｃ Ｌ が ‘ Ｌ ’ の 時 だ け で す 。 こ の こ と を 利 用 し て 、 Ｉ ２ Ｃ プ ロ ト コ ル で は 、

データ転 送 の開 始 、停 止 に伴 う信 号 を以 下 のように特 別 に定 義 しています。  

・スタートコンディション（Ｓ）  

データ転 送 の開 始 条 件 。ＳＣＬが‘Ｈ’の 時 に、ＳＤＡが‘Ｈ’ から‘ Ｌ’に変 化 する。  

・ストップコンディション（Ｐ）  

データ転 送 の停 止 条 件 。ＳＣＬが‘Ｈ’の 時 に、ＳＤＡが‘ Ｌ’から‘Ｈ’に変 化 する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２２－４ スタートコンディションとストップコンディション 

 

SDA

SCL
S P

スタートコンディション ストップコンディション
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３ - ２ ２ - ６ - ２  ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン 生 成 方 法  

Ｓ Ｍ Ｉ Ｉ Ｃ ０ 動 作 許 可 ビ ッ ト Ｒ Ｕ Ｎ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ ７ ） を あ ら か じ め １ に し て い る 状 態 で 、 

Ｉ ２ Ｃ 制 御 レ ジ ス タ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ に 以 下 に 示 す 値 を 書 き 込 む こ と で 、 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン

の生 成 作 業 が始 まります。  

た だ し 、 Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ ０ は 割 り 込 み 許 可 制 御 ビ ッ ト な の で 、 割 り 込 み を 許 可 （ Ｉ Ｅ ＝

１）するか、禁 止 （ＩＥ＝０）するかによって、書 き込 むデータが異 なります。  
 

スタートコンディション生 成 方 法  

ＳＭＩＣ０ＣＮＴに、ＥＤｈを書 き込 み（割 り込 みを許 可 する時 ）  

ＳＭＩＣ０ＣＮＴに、ＥＣｈを書 き込 み（割 り込 みを許 可 しない時 ）  

 

３ - ２ ２ - ６ - ３  ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン 生 成 タ イ ミ ン グ  

ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン を 生 成 す る 前 に 、 Ｂ Ｂ フ ラ グ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ ２ ） が ０ で あ る こ と を

確 認 してください。  

リセット後 に本 モジュールを動 作 開 始 させる場 合 は、以 下 の手 順 で行 ってください。  

① ＳＭＩＣ０ＢＲＧにより、フィルタクロック・ボーレートクロックの設 定 を行 う。  

② ＲＵＮ（ＳＭＩＣ０ＣＮＴのｂｉ ｔ７）に１をセットする。  

③ ボ ー レ ー ト ク ロ ッ ク 数 回 分 ウ ェ イ ト し 、 Ｂ Ｂ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ ２ ） 及 び 、 Ｏ Ｖ Ｒ （ Ｓ Ｍ Ｉ

Ｃ０ＳＴＡのｂｉ ｔ２）が ともに０であることを確 認 する。  

④ 他 のマスタやスレーブデバイスにより、ＳＤＡ・ＳＣＬラインが固 定 されていないか、ＳＤ

Ａ・ＳＣＬポートを読 み込 みともに‘Ｈ’レベルであることを確 認 する。  

⑤ 上 記 ③・④がＯＫの場 合 、スタートコンディション命 令 を実 行 可 と判 断 できる。  

⑥ 上 記 ③ ・ ④ が Ｎ Ｇ の 場 合 、 本 モ ジ ュ ー ル 動 作 開 始 前 に 、 他 マ ス タ が バ ス を 使 用 開

始 し た と 判 断 し 、 ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン 受 信 ま で ウ ェ イ ト す る 。 （ バ ス が 異 常 な 状 態

で ロ ッ ク さ れ て い る 場 合 な ど は 、 タ イ マ を 使 用 し た 、 ウ ェ イ ト 時 間 の タ イ ム ア ウ ト 処 理

が必 要 となります）  

⑦ シ ン グ ル マ ス タ の 場 合 や 、 ⑥ の ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン の ウ ェ イ ト 動 作 が タ イ ム ア ウ ト し

た 場 合 な ど は 、 他 の ス レ ー ブ デ バ イ ス が バ ス を ロ ッ ク し て い る と 判 断 し 、 プ ロ グ ラ ム に

よるポート操 作 で、ストップコンディションを生 成 する必 要 があります。  

手 順 １．プログラムによるポート操 作 で、ＳＣＬ＝Ｌとする。この時 、ＳＤＡ＝Ｌの場 合

は 、 Ｓ Ｃ Ｌ ＝ Ｌ か つ Ｓ Ｄ Ａ ＝ Ｈ 状 態 に な る ま で 、 ポ ー ト 操 作 に よ り Ｓ Ｃ Ｌ に ク ロ

ックを送 出 する。  

手 順 ２ ． プ ロ グ ラ ム に よ る ポ ー ト 操 作 で 、 以 下 の よ う に Ｓ Ｄ Ａ , Ｓ Ｃ Ｌ ラ イ ン の 状 態 を

変 化 させる。  

1 －  S D A = H  S C L = L  

2 －  S D A = L  S C L = L  

3 －  S D A = L  S C L = H  

4 －  S D A = H  S C L = H  

（ 上 記 の よ うに ポー ト を変 化 させ る場 合 は 、他 の デ バイ スの ｓ ｅ ｔ ｕ ｐ / ｈｏ ｌ ｄ 時 間 を考

慮 する必 要 があります）  
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以 下 に、スタートコンディションの生 成 タイミングを示 します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３２－５ スタートコンディション生成タイミング 

 

３ - ２ ２ - ６ - ４  再 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン 生 成 タ イ ミ ン グ  

マ ス タ 通 信 モ ー ド で 、 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン 送 出 及 び デ ー タ 送 受 信 後 に 、 ス ト ッ プ コ ン デ ィ

シ ョ ン を 生 成 せ ず に 、 送 受 信 モ ー ド や 通 信 先 ス レ ー ブ デ バ イ ス の 切 り 替 え を 行 う た め 、 再

度 スタートコンディションを生 成 する場 合 は、次 の手 順 で行 ってください。  

① マ ス タ レ シ ー バ モ ー ド の 時 は 、 Ａ Ｃ Ｋ デ ー タ ＝ １ （ Ｎ Ａ Ｃ Ｋ ） を 送 出 し 、 ス レ ー ブ に Ｓ Ｄ

Ａラインを開 放 させる。  

② Ａ Ｃ Ｋ デ ー タ の ク ロ ッ ク が 立 ち 下 が り 、 Ｅ Ｎ Ｄ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ １ ） ＝ １ か つ Ｒ Ｑ Ｌ ９

（ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｓ Ｔ Ａ の ｂ ｉ ｔ ６ ） ＝ １ と な っ た こ と を 確 認 す る 。 Ｅ Ｎ Ｄ ＝ １ の 間 は 、 Ｓ Ｃ Ｌ に ‘ Ｌ ’

レベルを継 続 出 力 状 態 となる。  

③ ＳＭＩＣ０ＢＵＦにスレーブアドレス７ビットとＲ／Ｗビットを設 定 する。  

④ ＳＭＩＣ０ＣＮＴにスタートコンディション生 成 用 データを書 き込 む。  

⑤ ＳＭＩＣ０ＣＮＴにスタートコンディション生 成 用 データを書 き込 むことで、ＥＮＤ（ＳＭＩ

Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ １ ) が ク リ ア さ れ 、 再 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン の ｐ ｒ ｅ － ｓ ｅ ｔ － ｕ ｐ ｔ ｉ ｍ ｅ 経

過 後 に Ｓ ＣＬ が 開 放 され る 。 こ の よう に 、 スタ ート コ ン ディ シ ョ ン 命 令 によ り 、 Ｅ Ｎ Ｄ フ ラ

グ の ク リ ア が 行 わ れ る の で 、 Ｉ Ｅ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ ０ ） ＝ １ と し て 割 り 込 み に よ る 処

理 を行 ってい る 場 合 は、 割 り込 みを 抜 け る 直 前 で この スタ ー ト コ ンディ ショ ン命 令 を

実 行 してください。  
 

以 下 に、再 スタート コンディションの生 成 タイミングを示 します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２２－６ 再スタートコンディション生成タイミング 

SDA

SCL
hold timeset-up time

SMIC0CNTにスタートコンディション生成用データを書き込んだタイミング

SDA

SCL

hold timeset-up time

スタートコンディション生成データ書き込みタイミング

pre-set-up time

ACK data
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３ - ２ ２ - ６ - ５  ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン 生 成 方 法

ＡＣＫクロックの立 ち下 がりで、ＥＮＤ（ＳＭＩＣ０ＣＮＴのｂｉ ｔ１）＝１となり、ＳＣＬに‘Ｌ’を継 続

出 力 している状 態 で、Ｉ ２ Ｃ制 御 レジスタＳＭＩＣ０ＣＮＴに以 下 に示 す値 を書 き込 むことで、

ストップコンディションの生 成 作 業 が始 まります。

た だ し 、 Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ ０ は 割 り 込 み 許 可 制 御 ビ ッ ト な の で 、 割 り 込 み を 許 可 （ Ｉ Ｅ ＝

１）するか、禁 止 （ＩＥ＝０）するかによって、書 き込 むデータが異 なります。

ストップコンディション生 成 方 法

ＳＭＩＣ０ＣＮＴに、Ｅ９ｈを書 き込 み（割 り込 みを許 可 する時 ）

ＳＭＩＣ０ＣＮＴに、Ｅ８ｈを書 き込 み（割 り込 みを許 可 しない時 ）

３ - ２ ２ - ６ - ６  ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン 生 成 タ イ ミ ン グ  

マ ス タ 通 信 モ ー ド で 、 ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン を 生 成 す る 場 合 は 、 次 の 手 順 で 行 っ て く だ

さい。

① マ ス タ レ シ ー バ モ ー ド の 時 は 、 Ａ Ｃ Ｋ デ ー タ ＝ １ （ Ｎ Ａ Ｃ Ｋ ） を 送 出 し 、 ス レ ー ブ に Ｓ Ｄ

Ａラインを開 放 させる。

② Ａ Ｃ Ｋ デ ー タ の ク ロ ッ ク が 立 ち 下 が り 、 Ｅ Ｎ Ｄ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ １ ） ＝ １  か つ  Ｒ Ｑ Ｌ

９ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｓ Ｔ Ａ の ｂ ｉ ｔ ６ ） ＝ １ と な っ た こ と を 確 認 す る 。 Ｅ Ｎ Ｄ ＝ １ の 間 は 、 Ｓ Ｃ Ｌ に

‘Ｌ’レベルを継 続 出 力 状 態 となる。

③ ＳＭＩＣ０ＢＵＦに０ＦＦｈを設 定 する。

④ ＳＭＩＣ０ＣＮＴにストップコンディション生 成 用 データを書 き込 む。

⑤ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ に ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン 生 成 用 デ ー タ を 書 き 込 む こ と で 、 E N D ( Ｓ Ｍ Ｉ

Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ １ ) が ク リ ア さ れ 、 ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン の ｐ ｒ ｅ － ｓ ｅ ｔ － ｕ ｐ  ｔ ｉ ｍ ｅ  経

過 後 に Ｓ Ｃ Ｌ が 開 放 さ れ る 。 こ の よ う に 、 ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン 命 令 に よ り 、 Ｅ Ｎ Ｄ フ ラ

グ の ク リ ア が 行 わ れ る の で 、 Ｉ Ｅ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ ０ ） ＝ １ と し て 割 り 込 み に よ る 処

理 を 行 っ て い る 場 合 は 、 割 り 込 み を 抜 け る 直 前 で こ の ス ト ッ プ コ ン デ ィ シ ョ ン 命 令 を

実 行 してください。

以 下 に、ストップコンディションの生 成 タイミングを示 します。

図３－２２－７ ストップコンディション生成タイミング

SDA

SCL

set-up time

ストップコンディション命令用データ書き込みタイミング

pre-set-up time

ACK data
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３ - ２ ２ - ７ ア ー ビ ト レー シ ョ ン ロ ス ト  

３ - ２ ２ - ７ - １  ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン  

ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン と は 通 信 許 可 の こ と で あ り 、 唯 一 の マ ス タ が バ ス を 制 御 で き る よ う に す る

手 続 き で す 。 ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン は 各 デ バ イ ス の Ｓ Ｄ Ａ を Ａ Ｎ Ｄ 接 続 す る （ ‘ Ｌ ’ を 出 力 し た デ

バイスの影 響 で、ＳＤＡが‘Ｌ’になる）ことにより実 現 されます。この時 、自 分 の出 力 とＳＤＡ

の 値 が 一 致 し な い マ ス タ は 通 信 不 許 可 と な り 、 Ｓ Ｄ Ａ に 影 響 を 与 え な い た め に 以 後 の 出

力 を ‘ Ｈ ’ に 保 持 し な け れ ば な り ま せ ん 。 こ の マ ス タ と し て の 通 信 が 不 許 可 に な っ た 状 態 を

ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン ロ ス ト と い い ま す 。 ア ー ビ ト レ ーシ ョ ン ロ ス ト の 検 出 は 、 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ

ン生 成 時 と、マスタ時 のデータ送 信 時 に行 われます。  
 

３ - ２ ２ - ７ - ２  デ ー タ 転 送 時 の ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン ロ ス ト  

 

図３－２２－８ データ転送時のアービトレーションロスト 

デ ー タ 転 送 時 の ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン ロ ス ト は 、 Ｓ Ｃ Ｌ の 立 ち 上 が り 時 の Ｓ Ｄ Ａ 値 で 判 断 さ れ  

ます。  

 
図 ３ －２２ －８の 、第 ４クロ ック立 ち上 が り時 点 で 内 部 ＳＤＡ 出 力 値 が‘Ｈ’ で、ＳＤＡ の値 が

‘Ｌ’であるので、この時 点 でアービトレーションロストを検 出 し、ＡＬ＝１となります。  

ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン ロ ス ト を 検 出 す る こ と で 、 Ａ Ｌ は セ ッ ト 、 Ｔ Ｒ Ｘ は リ セ ッ ト さ れ 、 Ｓ Ｄ Ａ 出 力 は

‘ Ｈ ’ に 固 定 さ れ ま す 。 Ｍ Ｓ Ｔ は こ の 時 点 で は リ セ ッ ト さ れ ず 、 Ｓ Ｃ Ｌ ク ロ ッ ク の 送 出 を 継 続 し

ます。  

Ｍ Ｓ Ｔ の ク リ ア は 、 Ｅ Ｎ Ｄ が セ ッ ト さ れ る タ イ ミ ン グ で 起 こ り ま す 。 Ｓ Ｃ Ｌ ８ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｃ Ｎ Ｔ の ｂ ｉ ｔ

４ ） が １ の 時 は 、 第 ８ ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り で 、 Ｓ Ｌ Ｃ ８ が ０ の 時 は 、 第 ９ ク ロ ッ ク の 立 ち 下 が り

でＭＳＴがクリアされ、クロックの送 出 を停 止 します。  

アー ビトレーショ ンロストの検 出 は、マ スタトラ ンスミッ タ時 のデー タ部 （第 １～第 ８クロック） と、

マスタレシーバ時 のＡＣＫ部 （第 ９クロック）の送 出 時 に行 われます。  

SCL

SDA

本モジュールの

SDA出力データ

他のマスタの

SDA出力データ

ＡＬ

TRX

MST

END

この時点でアービトレーションロストを検出

以降の出力は‘H’に固定

AL=1 後に 、END=1 となる時点で MST はクリアされる

クロックの出力はMST=1の間継続する

21 3 4 5 6 7 8
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ア ービト レーシ ョンロストを 検 出 し たマス タは 、ストッ プ コンディシ ョンが検 出 されるまでス レー

ブとして動 作 を継 続 する必 要 があります。  

 

３ - ２ ２ - ７ - ３  ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン 送 出 時 の ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン ロ ス ト  

スタート コンディション命 令 実 行 後 、スタート コンディションが生 成 されるまでの間 にアービト

レーションロストが検 出 されるのは、以 下 の２条 件 の場 合 です。  

 

① ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン 命 令 実 行 時 に 、 オ ー バ ー ラ ン 検 出 フ ラ グ Ｏ Ｖ Ｒ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｓ Ｔ

Ａ の ｂ ｉ ｔ ２ ） ま た は 、 ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン 検 出 フ ラ グ Ｓ Ｔ Ｄ （ Ｓ Ｍ Ｉ Ｃ ０ Ｓ Ｔ Ａ の ｂ ｉ ｔ ５ ） が

１の場 合  

② ス タ ー ト コ ン デ ィ シ ョ ン 生 成 作 業 中 に 、 他 の マ ス タ の 影 響 に よ り 予 定 時 間 よ り 早 く Ｓ

ＤＡが‘Ｈ’から‘Ｌ’に変 化 したことを検 出 した場 合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２２－９ スタートコンディション生成時のアービトレーションロスト① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

S DA

SCL

スター トコンデ ィシ ョン命令実行 タイミン グ

STD又はOVRが １であった場合

STD

OVR

AL

TRX

MST

以降 、スレー ブレ シーバモー ドとなる

SDAお よび SCL出力は ‘H’固定
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図３－２２－１０ スタートコンディション生成時のアービトレーションロスト② 

 

上 記 ①の条 件 で ア ービ ト レ ー シ ョン ロ ス ト を 検 出 す る場 合 、 Ａ Ｌ ＝ １ と な る タ イ ミ ン グ で 、 Ｍ Ｓ

ＴとＴＲＸはクリアされ、スレーブレシーバモードとなって、送 られてくるアドレスを受 信 します。  

上 記 ② の 条 件 で ア ー ビ ト レ ー シ ョ ン ロ ス ト を 検 出 す る 場 合 、 Ａ Ｌ ＝ １ と な る タ イ ミ ン グ で 、 Ｔ Ｒ

Ｘ は ク リ ア され ま す が 、Ｍ Ｓ Ｔ は ク リ ア さ れ ま せん 。 ３ - ２ ２ - ７ - ２ デ ー タ 転 送 時 の ア ービ ト レ ー シ

ョ ン ロス トの場 合 と同 様 に 、クロ ックの送 出 を継 続 し、 ＥＮＤが セット さ れる タ イミ ン グで 、 ＭＳ

Ｔ は ク リ ア さ れ ま す 。 こ の 時 点 で 、 ス レ ー ブ レ シ ー バ モ ー ド と な り 、 プ ロ グ ラ ム に よ り 受 信 し た

アドレスの処 理 を行 います。  

 

 

ス ター トコ ンデ ィシ ョン命 令 実 行 タ イミング
本 来 SDAを 立 ち下 げ る タイミン グ

他 マ ス タによ る立 ち 下 げ

以 降 、SDA出 力 は ‘H’固 定

MSTは 、EN D=1とな る タイミン グで クリア され る

それ ま で は SC Lクロ ック出 力 を行 う
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３ - ２ ２ - ８ 単 純 Ｓ Ｉ Ｏモ ー ド 通 信 の具 体 例  

３ - ２ ２ - ８ - １  単 純 Ｓ Ｉ Ｏ モ ー ド １ バ イ ト 送 受 信 具 体 例  

 

 

図３－２２－１１ 単純ＳＩＯモード１バイト送受信波形 

２．割り込み処理 

割り込み処理開始 

通信エラー 
エラー処理 

END フラグクリア 

割り込み処理終了 

OVF=０？ 

Yes

No 

１．メインプログラム 

メインプログラム開始 

ポートの設定 

ボーレートの設定 

ステイタスレジスタ設定 

制御レジスタ設定 

割り込み許可 

転送データの設定 

送信動作開始 

SMIC0BRG 設定（外部クロックを使用する場合は設定不要） 

SMIC0STA に 0x80 を設定 (SMD=1) 

SMIC0CNT に、0xA1 を設定 (RUN=1 , TRX=1 , IE=1) 

（データ受信の場合は、TRX=0 にしてください） 

IL1H(7F03) bit7,bit6 を設定 , PSW の IE を１にセットする 

SMIC0BUF に、転送するデータを設定 

（データ受信の場合は、SMIC0BUF にデータを設定する必要はありません） 

SMIC0CNT の MST を１にセットする 

第８クロックの立ち上がりで、MST がクリアされ、END がセットされます 

クロック（入力 or 出力）

データ（入力 or 出力） 

MST 

END 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit0 Bit1 

（データ受信の場合は、END フラグをクリアする前に、SMIC0BUF からデータを 

 読み出してください） 

３-２２-３-６ ＳＭＩＩＣポートの設定を参照してください 
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３ - ２ ２ - ９ シ ン グ ル マ ス タ Ｉ ２ Ｃ通 信 の 具 体 例  

Ｉ ２ Ｃ通 信 の各 モードのフローチャートを示 します。  

※ノイズや、バスに接 続 されているデバイスの誤 動 作 でバスが異 常 状 態 になることが  

想 定 される場 合 、タイマ等 を使 用 したタイムアウト処 理 による、ロック状 態 の回 避  

手 段 を用 意 しておく必 要 があります。  

 

３ - ２ ２ - ９ - １  シ ン グ ル マ ス タ ・ デ ー タ 送 信 （ 割 り 込 み 不 使 用 ） の 具 体 例  

データ送 信 ・割 り込 み不 使 用 時 のフローチャートを示 します。  

 

 

ポート、ボーレートの設定 

RUN=1 
(SMIC0CNT)を設定 

３-２２-６-３スタートコンディション生成タイミングを参照してください 

SMIC0BUFに送信データを設定 スレーブアドレス＋ WR / を設定。送信なので、( WR / ）=0 を設定 

スタートコンディション生成実行 

END = 1 ? 
No 

END ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT) 

SMIC0BUFに送信データを設定 

END ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT) 

ストップコンディション生成実行 

開始 

SMIC0CNT に、ECh を書き込み 

SMIC0CNT に E8h を書き込み 

バスの状態チェック 

Yes 

END = 1 ? 
No 

Yes 

STD , SCL8 ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT,SMIC0STA) 

転送データ終了? 
又は 

RAK = 1 ? 

No 

Yes 

END = 1 ? 
No 

Yes 

END = 1 ? 
No 

Yes 

終了 

全データの転送終了前に RAK=1 となった場合、データ転送を中止し、 
ストップコンディションを生成する必要があります。 

END , SPD ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT,SMIC0STA) 
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３ - ２ ２ - ９ - ２  シ ン グ ル マ ス タ ・ デ ー タ 送 信 （ 割 り 込 み 使 用 時 ） の 具 体 例  

データ送 信 ・割 り込 み使 用 時 のフローチャートを示 します。  

 

 

 

ポート、ボーレートの設定 

RUN=1 
(SMIC0CNT)を設定 

SMIC0BUFに送信データを設定

スタートコンディション生成実行

メインプログラム開始 

バスの状態チェック ３-２２-６-３スタートコンディション生成タイミングを参照してください 

スレーブアドレス＋ WR / を設定。送信なので、( WR / ）=0 を設定 

SMIC0CNT に EDh を書き込み 

IL1H(7F03) bit7,bit6 を設定 , PSW の IE を１にセットする 割り込み許可 

割込処理開始 

AL= 0 ? 

SPD= 1 ? 

END ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT) 

割込処理終了 

RQL9= 0 ? 

STD= 1 ? 

SMIC0BUFに 
送信データを設定 

RAK= 0 ? 

ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ 
生成実行 

1 

1

SMIC0BUFに 
送信データを設定 

転送データ終了? 
又は 

RAK = 1 ? 

No 

Yes 

1

バスエラー状態 Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No

No

シングルマスタでは、外来ノイズ及び、バスに接続されているスレーブの誤動作以

外では、ＡＬ＝１になりません。 
３-２２-６-３スタートコンディション生成タイミングを参照して、エラー状態を回

復してから、再度通信処理を開始してください。 

SMIC0CNT に E9h を書き込み 

SPD ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0STA) 

全データの転送終了前に RAK=1 となった場合、データ転送を中止し、 
ストップコンディションを生成する必要があります。 

STD , SCL8 ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT,SMIC0STA)
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３ - ２ ２ - ９ - ３  シ ン グ ル マ ス タ ・ デ ー タ 受 信 （ 割 り 込 み 不 使 用 ） の 具 体 例  

データ受 信 ・割 り込 み不 使 用 時 のフローチャートを示 します。  

 

 

３-２２-６-３スタートコンディション生成タイミングを参照してください 

スレーブアドレス＋ WR / を設定。受信なので、( WR / ）=1 を設定 

SMIC0CNT に ECh を書き込み 

ポート、ボーレートの設定 

RUN=1 
(SMIC0CNT)を設定 

SMIC0BUFに送信データを設定

スタートコンディション生成実行

END = 1 ? 
No

END ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT) 

SMIC0BUF読み出し 

END ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT) 

ストップコンディション生成実行

開始 

SMIC0CNT に E8h を書き込み 

バスの状態チェック 

Yes 

END = 1 ? 
No

Yes 

STD , TRX ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT,SMIC0STA) 

END = 1 ? 
No

Yes 

END = 1 ? 
No

Yes 

終了 

最後の受信? 
No

Yes 
TAK ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 
(SMIC0STA) 

TAK ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0STA) 

END ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT) 

END = 1 ? 
No

Yes 

RAK=1? 

Yes 

No 

受信データ読み出し 

RAK= 0 ? 

Yes 

No
アドレス送信に対して、スレーブがACK を返さなかった場合、 
転送動作を終了し、ストップコンディションを生成します。 

END , SPD ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT,SMIC0STA) 
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３ - ２ ２ - ９ - ４  シ ン グ ル マ ス タ ・ デ ー タ 受 信 （ 割 り 込 み 使 用 時 ） の 具 体 例  

データ受 信 ・割 り込 み使 用 時 のフローチャートを示 します。  

 

 

ポート、ボーレートの設定 

RUN=1 
(SMIC0CNT)を設定 

SMIC0BUFに送信データを設定

スタートコンディション生成実行

メインプログラム開始 

バスの状態チェック ３-２２-６-３スタートコンディション生成タイミングを参照してください 

スレーブアドレス＋ WR / を設定。受信なので、( WR / ）=1 を設定 

SMIC0CNT に EDh を書き込み 

IL1H(7F03) bit7,bit6 を設定 , PSW の IE を１にセットする 割り込み許可 

割込処理開始 

AL= 0 ? 

SPD= 1 ? 

END ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT) 

割込処理終了 

RQL9= 0 ? 

STD= 1 ? 

RAK= 0 ? 

ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ 
生成実行 

1 

1 1 

バスエラー状態 Yes 

Yes 

Yes 

Yes

Yes

No 

No 

No No

No

シングルマスタでは、外来ノイズ及び、バスに接続されているスレーブの誤動作以

外では、ＡＬ＝１になりません。 
３-２２-６-３スタートコンディション生成タイミング を参照して、エラー状態を

回復してから、再度通信処理を開始してください。 

SMIC0CNT に E9h を書き込み 

SPD ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0STA) 

STD , TRX ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0CNT,SMIC0STA)

RAK= 0 ? 
No 

Yes

SMIC0BUF読み出し 

最後の受信? 
No

Yes 

TAK ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ 
(SMIC0STA) 

TAK ﾌﾗｸﾞｸﾘｱ 
(SMIC0STA) 

アドレス送信に対して、スレーブがACK を返さなかった場合、 
転送動作を終了し、ストップコンディションを生成します。 

STD= 0 ? 

Yes 

No 
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３ - ２３ ＰＷＭ０  

３ - ２ ３ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る Ｐ Ｗ Ｍ ０ は ２ 本 の 出 力 （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ ， Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ ） を 持 つ １ ２ ビ ッ ト

Ｐ Ｗ Ｍ で 、 周 期 可 変 の ８ ビ ッ ト 基 本 波 Ｐ Ｗ Ｍ 発 生 回 路 と ４ ビ ッ ト の 付 加 パ ル ス 発 生 回 路

か ら 構 成 さ れ て い ま す 。  

 

３ - ２ ３ - ２  機 能  

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ 基 本 波 周 期  

基 本 波 周 期 ＝ （ １ ６ ～ ２ ５ ６ ） Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０   

（ １ ６ Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０ 単 位 で 可 変 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ ， Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ 共 通 ）  

 

② Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ 出 力  

（ １ ） 基 本 波 Ｐ Ｗ Ｍ モ ー ド （ レ ジ ス タ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｌ ＝ ０ 設 定 ）  

Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅 ＝ ０～基 本 波 周 期 －ＴＰ ＷＭＲ０ （ ＴＰＷＭＲ０単 位 で可 変 ）  

（ ２ ） 基 本 波 ＋ 付 加 パ ル ス Ｐ Ｗ Ｍ モ ー ド  

全 体 周 期 ＝ 基 本 波 周 期 × １ ６  

Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅 ＝ ０ ～ 全 体 周 期 － Ｔ Ｐ ＷＭＲ０ （ Ｔ ＰＷＭＲ０単 位 で 可 変 ）  

 

③ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ 出 力  

（ １ ） 基 本 波 Ｐ Ｗ Ｍ モ ー ド （ レ ジ ス タ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｌ ＝ ０ 設 定 ）  

Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅 ＝ ０～基 本 周 期 －ＴＰＷＭＲ０ （ ＴＰＷＭＲ０単 位 で可 変 ）  

（ ２ ） 基 本 波 ＋ 付 加 パ ル ス Ｐ Ｗ Ｍ モ ー ド  

全 体 周 期 ＝ 基 本 波 周 期 × １ ６  

Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅 ＝ ０ ～ 全 体 周 期 － Ｔ Ｐ ＷＭＲ０ （ Ｔ ＰＷＭＲ０単 位 で 可 変 ）  

 

④ 割 り 込 み の 発 生  

割 り 込 み 要 求 許 可 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ の 全 体 周 期 で 割 り 込 み 要

求 を 発 生 し ま す 。  

 

⑤ Ｐ Ｗ Ｍ ０ を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が あ り ま す 。  
 

・  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｌ ， Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｈ ， Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｌ ， Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｈ ， Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｃ ， Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｐ Ｒ  

・  Ｐ Ｗ Ｍ Ｃ Ｎ Ｔ ， Ｐ ４ Ｌ Ａ Ｔ ， Ｐ ４ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｐ ４ Ｆ Ｓ Ａ ， Ｐ ４ Ｆ Ｓ Ｂ  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAA 0000 LLLL R/W PWM0AL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 - - - - 

7FAB 0000 0000 R/W PWM0AH BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAC 0000 LLLL R/W PWM0BL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 - - - - 

7FAD 0000 0000 R/W PWM0BH BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAE 0000 0000 R/W PWM0C CH ENPWM0B ENPWM0A OV IE 

7FAF 0000 0000 R/W PWM0PR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FB6 0000 00L0 R/W TMCLK0 PR0 PR0CK - PWM0CK
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３ - ２ ３ - ３  回 路 構 成  

３ - ２ ３ - ３ - １  Ｐ Ｗ Ｍ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｃ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ０ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

３ - ２ ３ - ３ - ２  Ｐ Ｗ Ｍ ０ 基 本 波 カ ウ ン タ   （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①  動 作 開 始 ／ 停 止 ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ２ （ Ｅ Ｎ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ ） 又 は ビ ッ ト ３ （ Ｅ Ｎ Ｐ Ｗ   

Ｍ ０ Ｂ ） の １ ／ ０ に よ り 制 御 さ れ ま す 。  

②  カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ プ リ ス ケ ー ラ 一 致 信 号  

③  一 致 信 号  ： カ ウ ン ト 値 が Ｃ Ｈ の 設 定 値 と 一 致 す る と 一 致 信 号 を 発 生 し ま す 。  

④  リ セ ッ ト  ： 動 作 停 止 、 ま た は 一 致 信 号 発 生 時 。  

 

３ - ２ ３ - ３ - ３  Ｐ Ｗ Ｍ ０ 付 加 パ ル ス カ ウ ン タ   （ ４ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

①  カ ウ ン ト ク ロ ッ ク  ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ 一 致 信 号  

②  一 致 信 号  ： カ ウ ン ト 値 が Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｌ ， Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｌ の 設 定 値 と 一 致 す る と 一 致 信  

号 を 発 生 し ま す 。  

③  リ セ ッ ト  ： リ セ ッ ト 時  

 

３ - ２ ３ - ３ - ４  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｌ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｌ ）   （ ４ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ の 付 加 パ ル ス の 制 御 を 行 い ま す 。  

②  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｌ に は ビ ッ ト ７ ～ ４ が 存 在 し 、 読 み 込 み 時 、 下 位 ４ ビ ッ ト は 全 て “ ０ ” と し て 読

み 込 ま れ ま す 。  

 

３ - ２ ３ - ３ - ５  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｈ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｈ ）   （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス

タ 付 き ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ の Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅 の 制 御 を 行 い ま す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ

を 持 ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と Ｐ Ｗ Ｍ ０ 基 本 波 カ ウ ン タ の 値 が 一 致 し た 時 Ｐ Ｗ Ｍ

０ Ａ 出 力 が Ｌ Ｏ Ｗ に 変 化 し ま す 。  

②  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｌ の ビ ッ ト ７ ～ ４ を 全 て “ ０ ” 固 定 す る と 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ は Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｈ で 制 御 さ れ

る 周 期 可 変 ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ と し て 使 用 で き ま す 。  

③  一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。  

非 動 作 時 に は Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｈ と 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 同 値 と な り ま す 。  

動 作 時 に は Ｐ Ｗ Ｍ ０ 基 本 波 カ ウ ン タ が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ

Ｈ の 値 を ロ ー ド し ま す 。  

 

３ - ２ ３ - ３ - ６  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｌ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｌ ）   （ ４ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ の 付 加 パ ル ス の 制 御 を 行 い ま す 。  

② Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｌ に は ビ ッ ト ７ ～ ４ が 存 在 し 、 読 み 込 み 時 、 下 位 ４ ビ ッ ト は 全 て “ ０ ” と し て 読

み 込 ま れ ま す 。  
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３ - ２ ３ - ３ - ７  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｈ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｈ ） （ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス

タ 付 き ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ の Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅 の 制 御 を 行 い ま す 。 他 に 、 ８ ビ ッ ト の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ

を 持 ち 、 こ の 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ と Ｐ Ｗ Ｍ ０ 基 本 波 カ ウ ン タ の 値 が 一 致 し た 時 Ｐ Ｗ Ｍ

０ Ｂ 出 力 が Ｌ Ｏ Ｗ に 変 化 し ま す 。

② Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｌ の ビ ッ ト ７ ～ ４ を 全 て “ ０ ” 固 定 す る と 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ は Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｈ で 制 御 さ れ る

周 期 可 変 ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ と し て 使 用 で き ま す 。

③ 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 更 新 は 以 下 の よ う に 行 わ れ ま す 。

非 動 作 時 に は Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｈ と 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は 同 値 と な り ま す 。

動 作 時 に は Ｐ Ｗ Ｍ ０ 基 本 波 カ ウ ン タ が ０ に な る 時 、 一 致 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ は Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｈ

の 値 を ロ ー ド し ま す 。

３ - ２ ３ - ３ - ８  Ｐ Ｗ Ｍ ０ プ リ ス ケ ー ラ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｐ Ｒ ） （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）

①  動 作 開 始 ／ 停 止 ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｃ レ ジ ス タ の ビ ッ ト ２ （ Ｅ Ｎ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ ） 又 は ビ ッ ト ３ （ Ｅ Ｎ Ｐ Ｗ

Ｍ ０ Ｂ ） の １ ／ ０ に よ り 制 御 さ れ ま す 。

②  カ ウ ン ト ク ロ ッ ク ： Ｔ Ｍ Ｃ Ｌ Ｋ ０ の ビ ッ ト ０ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｃ Ｋ ） で 選 択 さ れ る 。

モード ＰＷＭ０ＣＫ ＰＷＭ０プリスケーラのカウントクロック

０ ０ システムクロック（Ｔｃｙｃ）

１ １ ＯＳＣ１

③  一 致 信 号 ： カ ウ ン ト 値 が ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｐ Ｒ ＜ ７ ： ０ ＞ の 値 と 一 致 す る と 一 致 信

号 を 発 生 す る 。

④ リ セ ッ ト ： 動 作 停 止 時 、 ま た は 一 致 信 号 発 生 時 。

⑤ Ｐ Ｗ Ｍ ０ プ リ ス ケ ー ラ 周 期

Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０ ＝ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｐ Ｒ ＜ ７ ： ０ ＞ ＋ １ ） × カ ウ ン ト ク ロ ッ ク

３ - ２ ３ - ３ - ９  タ イ マ ク ロ ッ ク 設 定 レ ジ ス タ ０ （ Ｔ Ｍ Ｃ Ｌ Ｋ ０ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ プ リ ス ケ ー ラ の カ ウ ン ト ク ロ ッ ク を 設 定 し ま す 。

３ - ２ ３ - ３ - １ ０  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ 出 力 （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ ）

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ 動 作 停 止 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ は Ｌ Ｏ Ｗ 固 定 と な り 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ 動 作 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ

は 周 期 可 変 の Ｐ Ｗ Ｍ 出 力 。

３ - ２ ３ - ３ - １ １  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ 出 力 （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ ）

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ 動 作 停 止 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ は Ｌ Ｏ Ｗ 固 定 と な り 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ 動 作 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ は

周 期 可 変 の Ｐ Ｗ Ｍ 出 力 。
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図 ３ － ２ ３ － １   Ｐ Ｗ Ｍ ０ ブ ロ ッ ク 図  

ＰＷＭ０ 

基本波周期生成 

カウンタ

システムクロック 

クロック 

比較器 

基本波周期 

一致データ 

（ＣＨ）

 
比較器 

 
一致バッファ 

レジスタ 

ＰＷＭ０Ａ 

コンペアレジスタＨ 

（ＰＷＭ０ＡＨ） 

比較器 

ＰＷＭ０Ｂ 

コンペアレジスタＨ 

（ＰＷＭ０ＢＨ） 

ＰＷＭ０Ａ 

コンペアレジスタＬ 

（ＰＷＭ０ＡＬ）

比較器 

ＰＷＭ０ 

付加パルス生成 

カウンタ

 
一致バッファ 

レジスタ 

比較器 

ＰＷＭ０Ｂ 

コンペアレジスタＬ 

（ＰＷＭ０ＢＬ）

クリア 

クロック 

リロード リロード 

一致 

ＰＷＭ０Ｂ 

出力制御回路 

ＰＷＭ０Ｂ 

出力制御回路 

一致 一致 

一致 

一致 

ＰＷＭ０Ａ出力 ＰＷＭ０Ｂ出力 

オーバーフロー 
ＯＶセット信号 

（全体周期毎に発生） 

ＰＷＭ０ 

プリスケーラ 

比較器 

クリア 

一致 

ＯＳＣ１ 

クロック 

選択 
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３ - ２ ３ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ２ ３ - ４ - １  Ｐ Ｗ Ｍ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｃ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ の 動 作 ， 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAE 0000 0000 R/W PWM0C CH ENPWM0B ENPWM0A OV IE 

 

Ｃ Ｈ （ ビ ッ ト ７ ～ ４ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ 周 期 設 定  

基 本 波 周 期  ＝  （ Ｃ Ｈ で 示 さ れ る 値 ＋ １ ） × １ ６ Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０  

全 体 周 期  ＝  基 本 波 周 期 × １ ６  

 

Ｅ Ｎ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ 動 作 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ が 動 作 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ が 停 止 し ま す 。  

 

Ｅ Ｎ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ 動 作 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ が 動 作 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ が 停 止 し ま す 。  

 

Ｏ Ｖ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ オ ー バ ー フ ロ ー フ ラ グ  

Ｐ Ｗ Ｍ ０ の 全 体 周 期 毎 に セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の フ ラ グ は 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｏ Ｖ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ Ｃ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し

ま す 。  

 

３ - ２ ３ - ４ - ２  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｌ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｌ ）   （ ４ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ の 付 加 パ ル ス の 制 御 を 行 い ま す 。  

② Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｌ に は ビ ッ ト ７ ～ ４ が 存 在 し 、 読 み 込 み 時 、 下 位 ４ ビ ッ ト は 全 て “ ０ ” と し て 読

み 込 ま れ ま す 。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAA 0000 LLLL R/W PWM0AL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 - - - - 

 
 

３ - ２ ３ - ４ - ３  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｈ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｗ Ｍ ０ Ａ の 基 本 波 パ ル ス 幅 の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅 ＝ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｈ ＜ ７ ： ０ ＞ で 示 さ れ る 値 ） × Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０  

② Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｌ の ビ ッ ト ７ ～ ４ を 全 て “ ０ ” 固 定 す る と 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ は Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ Ｈ で 制 御 さ れ る

周 期 可 変 ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ と し て 使 用 で き ま す 。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAB 0000 0000 R/W PWM0AH BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 
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３ - ２ ３ - ４ - ４  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｌ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｌ ）   （ ４ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ の 付 加 パ ル ス の 制 御 を 行 い ま す 。  

② Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｌ に は ビ ッ ト ７ ～ ４ が 存 在 し 、 読 み 込 み 時 、 下 位 ４ ビ ッ ト は 全 て “ ０ ” と し て 読

み 込 ま れ ま す 。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAC 0000 LLLL R/W PWM0BL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 - - - - 

 

３ - ２ ３ - ４ - ５  Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ コ ン ペ ア レ ジ ス タ Ｈ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｈ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ の 基 本 波 パ ル ス 幅 の 制 御 を 行 い ま す 。  

Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ パ ル ス 幅 ＝ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｈ ＜ ７ ： ０ ＞ で 示 さ れ る 値 ） × Ｔ Ｐ Ｗ Ｍ Ｒ ０  

② Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｌ の ビ ッ ト ７ ～ ４ を 全 て “ ０ ” 固 定 す る と 、 Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ は Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ Ｈ で 制 御 さ れ る

周 期 可 変 ８ ビ ッ ト Ｐ Ｗ Ｍ と し て 使 用 で き ま す 。  

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAD 0000 0000 R/W PWM0BH BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付加ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾀ 

付加ﾊﾟﾙｽ 

PWM0AH、PWM0BH

での設定値

基本波ｶｳﾝﾀ 

基本 PWM 波形 

出力 PWM 波形 

Ｅ      Ｆ          0          1          2          3       4 
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３ - ２ ３ - ４ - ６  Ｐ Ｗ Ｍ ０ プ リ ス ケ ー ラ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｐ Ｒ ） （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ プ リ ス ケ ー ラ の カ ウ ン ト 値 を 設 定 し ま す 。

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAF 0000 0000 R/W PWM0PR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

（ ビ ッ ト ７ ～ ０ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ プ リ ス ケ ー ラ 制 御

上 記 ８ ビ ッ ト で Ｐ Ｗ Ｍ ０ プ リ ス ケ ー ラ の 周 期 を 設 定 し ま す 。

Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｐ Ｒ 周 期 ＝ （ Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｐ Ｒ ＜ ７ ： ０ ＞ ＋ １ ） × カ ウ ン ト ク ロ ッ ク

３ - ２ ３ - ４ - ７  タ イ マ ク ロ ッ ク 設 定 レ ジ ス タ ０  

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ の ク ロ ッ ク 選 択 を 行 う レ ジ ス タ で す 。

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FB6 0000 00L0 R/W TMCLK0 PR0 PR0CK - PWM0CK

Ｐ Ｒ ０ （ ビ ッ ト ７ ～ ４ ） ： こ の モ ジ ュ ー ル で は 使 用 し ま せ ん 。

Ｐ Ｒ ０ Ｃ Ｋ （ ビ ッ ト ３ 、 ２ ） ： こ の モ ジ ュ ー ル で は 使 用 し ま せ ん 。

（ ビ ッ ト １ ） ： 存 在 し ま せ ん 。 “ ０ ” が 読 み 出 さ れ ま す 。

Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｃ Ｋ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｐ Ｗ Ｍ ０ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 選 択 。

モード ＰＷＭ０ＣＫ ＰＷＭ０プリスケーラのカウントクロック

０ ０ システムクロック

１ １ ＯＳＣ１

（ 注 ） こ の ビ ッ ト は Ｐ Ｗ Ｍ モ ジ ュ ー ル が 停 止 時 に 設 定 し て く だ さ い 。

３ - ２ ３ - ５  Ｐ Ｗ Ｍ ０ 出 力 の ポ ー ト 設 定

① Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ａ （ Ｐ ４ ６ ）

レジスタデータ ポートＰ４６の状態

Ｐ４ＦＳＡ＜６＞ Ｐ４ＦＳＢ＜６＞ Ｐ４ＬＡＴ＜６＞ Ｐ４ＤＤＲ＜６＞ 出力

１ ０ １ ０ ＰＷＭ０A 出力（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ ＰＷＭ０A 出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ ＰＷＭ０A 出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ ＰＷＭ０A 出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

② Ｐ Ｗ Ｍ ０ Ｂ （ Ｐ ４ ７ ）

レジスタデータ ポートＰ４７の状態

Ｐ４ＦＳＡ＜７＞ Ｐ４ＦＳＢ＜７＞ Ｐ４ＬＡＴ＜７＞ Ｐ４ＤＤＲ＜７＞ 出力

１ ０ １ ０ ＰＷＭ０B 出力（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ ＰＷＭ０B 出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ ＰＷＭ０Ｂ出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ ＰＷＭ０Ｂ出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 
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 １２ビットＰＷＭは、以下のような波形構成となります。 

  全体周期は、基本波周期が１６個で構成されます。 

  基本波周期内は、８ビットＰＷＭで構成されます。 （ＰＷＭコンペアレジスタＨ）（ＰＷＭＨ） 

 どの基本波周期内に、パルス付加を行うかを４ビットで制御します。（ＰＷＭコンペアマッチレジ

スタＬ）（ＰＷＭＬ） 

１２ビットレジスタ構成  → （ＰＷＭＨ），（ＰＷＭＬ）＝ＸＸＸＸ ＸＸＸＸ， ＸＸＸＸ（１２ビット） 

 基本波周期内への、パルス付加状況 例１。 

  ＰＷＭコンペアレジスタＨ（ＰＷＭＨ）＝ ００ ［Ｈ］ 

  ＰＷＭコンペアレジスタＬ（ＰＷＭＬ） ＝ ０～Ｆ ［Ｈ］ 

 

        

        

 基本波周期０ 基本波周期１ 基本波周期２  基本波周期１３ 基本波周期１４ 基本波周期１５

        
                 
                 
                 
                 
                 
                 

基本周期信号 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

                
PWMH, PWML=000                 
                 
PWMH, PWML=001                 
                 
PWMH, PWML=002                 
                 
PWMH, PWML=003                 
                 
PWMH, PWML=004                 
                 
PWMH, PWML=005                 
                 
PWMH, PWML=006                 
                 
PWMH, PWML=007                 
                 
PWMH, PWML=008                 
                 
PWMH, PWML=009                 
                 
PWMH, PWML=00A        〃         
                 
PWMH, PWML=00B        〃         
                 
PWMH, PWML=00C        〃         
                 
PWMH, PWML=00D        〃         
                 
PWMH, PWML=00E                 
                 
PWMH, PWML=00F                 

全体周期 
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 基本波周期内への、パルス付加状況。 

  ＰＷＭコンペアレジスタＨ（ＰＷＭＨ）＝ ０１  ［Ｈ］ 

 ＰＷＭコンペアレジスタＬ（ＰＷＭＬ） ＝ ０～Ｆ ［Ｈ］ 

        

        

 基本波周期０ 基本波周期１ 基本波周期２  基本波周期１３ 基本波周期１４ 基本波周期１５

        

                 

                 

                 

                 

                 

                 

基本周期信号 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

                

PWMH, PWML=010                 

                 

PWMH, PWML=011                 

                 

PWMH, PWML=012                 

                 

PWMH, PWML=013                 

                 

PWMH, PWML=014                 

                 

PWMH, PWML=015                 

                 

PWMH, PWML=016                 

                 

PWMH, PWML=017                 
                 
PWMH, PWML=018                 
                 
PWMH, PWML=019                 
                 
PWMH, PWML=01A        〃         
                 
PWMH, PWML=01B        〃         
                 
PWMH, PWML=01C        〃         
                 
PWMH, PWML=01D        〃         
                 
PWMH, PWML=01E                 

                 

PWMH, PWML=01F                 

 基本波周期は、（１６～２５６）ＴPWMR0 の範囲で可変です。 

基本波周期＝（ＣＨで示される値＋１）×１６ＴＰＷＭＲ０ 

  基本波周期を変えることにより、全体周期を変えることができます。 

  全体周期は、基本波周期が１６個で構成されます。 

全体周期 
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３ - ２４ ＡＤコンバータ  

３ - ２ ４ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 下 記 の 特 徴 を 持 っ た １ ２ ビ ッ ト 分 解 能 の Ａ Ｄ コ ン バ ー タ を 内 蔵 し て い ま す 。

こ の Ａ Ｄ コ ン バ ー タ を 使 う こ と に よ っ て 、 容 易 に ア ナ ロ グ 信 号 を マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に 取 り

込 む こ と が で き ま す 。  
 
① １ ２ ビ ッ ト 分 解 能  

② 逐 次 比 較 方 式  

③ Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 切 り 替 え 機 能 （ 分 解 能 切 り 替 え ）  

④ １ １ チ ャ ネ ル ア ナ ロ グ 入 力  

⑤ 変 換 時 間 切 り 替 え 機 能  

⑥ 基 準 電 圧 自 動 発 生 制 御 機 能  

⑦ ８ ビ ッ ト コ ン パ レ ー タ  

 

３ - ２ ４ - ２  機 能  

① 逐 次 比 較 方 式  

１ ２ ビ ッ ト 分 解 能 を 持 っ て い ま す 。  

変 換 に は、変 換 開 始 から所 定 の変 換 時 間 が 必 要 です。  

変 換 結 果 は 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ） に 転 送 さ れ ま す 。  

 

② Ａ Ｄ 変 換 切 り 替 え 機 能 （ 分 解 能 切 り 替 え ）  

使 用 条 件 に 合 わ せ 分 解 能 を 切 り 替 え ら れ る よ う 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド と ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ

変 換 モ ー ド が あ り ま す 。 Ａ Ｄ 変 換 切 り 替 え は 、 Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ ） で 行 い    

ます。  

  

③ １ １ チ ャ ネ ル ア ナ ロ グ 入 力  

変 換 さ れ る 信 号 は 、 Ｐ ６ ０ ～ Ｐ ６ ７ ， Ｐ ７ ０ ～ Ｐ ７ ２ か ら 入 力 さ れ る １ １ 種 類 の ア ナ ロ グ 信 号

からＡＤ制 御 レジスタ（ＡＤＣＲ） で選 択 されます。  

 

④ 変 換 時 間 切 り 替 え 機 能  

Ａ Ｄ 変 換 時 間 を サ イ ク ル タ イ ム の
1

1 ，
2

1 ，
4
1 ，

8

1 ，
16
1 ，

32
1 ，

64
1 ，

128
1

（ 分 周 比 ） に 切 り 替  

え る こ と が で き ま す 。 適 切 な Ａ Ｄ 変 換 が で き る よ う に Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ） に よ っ

て 切 り 替 え ま す 。  

 

⑤ 基 準 電 圧 自 動 発 生 制 御 機 能  

基 準 電 圧 発 生 回 路 を内 蔵 しており、その電 圧 発 生 はＡＤコンバータを開 始 させると自

動 的 に 基 準 電 圧 が 発 生 し 、 終 了 す る と 自 動 的 に 停 止 し ま す 。 こ の た め 基 準 電 圧 発

生 の セッ ト ／ リ セ ット 制 御 は 必 要 あり ま せん 。また 、 外 部 から 基 準 電 圧 を 供 給 する 必 要

もありません。  
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⑥ コ ン パ レ ー タ 機 能  

８ ビ ッ ト 分 解 の コ ン パ レ ー タ 機 能 を 持 っ て お り 、 １ １ チ ャ ネ ル の ア ナ ロ グ 入 力 と の 比 較

す る こ と が で き ま す 。  

 

⑦ Ａ Ｄ コ ン バ ー タ を 制 御 す る に は 、 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が あ り   

ます。  
 

・  Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ， Ａ Ｄ Ｍ Ｒ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｈ 、 Ｐ ６ Ｌ Ａ Ｔ ， Ｐ ６ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｐ ６ Ｆ Ｓ Ｂ ，  

Ｐ ７ Ｌ Ａ Ｔ ， Ｐ ７ Ｄ Ｄ Ｒ ， Ｐ ７ Ｆ Ｓ Ｂ  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F20 0000 0000 R/W ADCR CHSEL CMP START ENDFLG IE 

7F21 0000 0000 R/W ADMR - RESOL - - - ADJ MD10 

7F22 0000 0000 R/W ADRL DATAL - - - MD2 

7F23 0000 0000 R/W ADRH BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ２ ４ - ３  回 路 構 成  

３ - ２ ４ - ３ - １  Ａ Ｄ 変 換 制 御  

① Ａ Ｄ 変 換 制 御 に は １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド と ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド が あ り ま す 。  

 

３ - ２ ４ - ３ - ２  比 較 回 路  

① 入 力 さ れ る ア ナ ロ グ 信 号 と 基 準 電 圧 を 比 較 す る コ ン パ レ ー タ と 、 基 準 電 圧 発 生 回

路 と 変 換 結 果 を 制 御 す る 制 御 回 路 で 構 成 さ れ て い ま す 。 ア ナ ロ グ 入 力 チ ャ ネ ル を

選 択 し 、 変 換 時 間 の 制 御 レ ジ ス タ で 設 定 さ れ 時 間 で 変 換 が 終 了 す る と 、 Ａ Ｄ 制 御

レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ） の 変 換 終 了 フ ラ グ （ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ Ｌ Ｇ ） が セ ッ ト さ れ ま す 。  

変 換 結 果 は 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ， Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ） に 格 納 さ れ ま す 。  

 

３ - ２ ４ - ３ - ３  マ ル チ プ レ ク サ １ （ Ｍ Ｐ Ｘ １ ）  

① ４ チ ャ ネ ル か ら Ａ Ｄ 変 換 す る ア ナ ロ グ 信 号 を 選 択 し ま す 。  

 

３ - ２ ４ - ３ - ４  基 準 電 圧 自 動 発 生 回 路  

① ラ ダ ー 抵 抗 と マ ル チ プ レ ク サ （ Ｍ Ｐ Ｘ ２ ） で 構 成 さ れ て お り 、 比 較 回 路 に 出 力 す る 基 準

電 圧 を 発 生 し ま す 。 基 準 電 圧 の 発 生 制 御 は 、 Ａ Ｄ 変 換 を 開 始 す る と 自 動 的 に 基

準 電 圧 が 発 生 し 、 終 了 す る と 自 動 的 に 停 止 し ま す 。 基 準 電 圧 は Ｖ Ｄ Ｄ ～ Ｖ Ｓ Ｓ の 範

囲 で 作 成 さ れ ま す 。  
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３ - ２ ４ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

３ - ２ ４ - ４ - １  Ａ Ｄ コ ン バ ー タ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ）  

① Ａ Ｄ コ ン バ ー タ 動 作 の 制 御 を 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F20 0000 0000 R/W ADCR CHSEL CMP START ENDFLG IE 

 

Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ～ ４ ） ： Ａ Ｄ 変 換 入 力 選 択  

上 記 ４ ビ ッ ト で Ａ Ｄ 変 換 す る 信 号 を 選 択 し ま す 。  

 

ＣＨＳＥＬ 信号入力端子 

００００ Ｐ６０／ＡＮ０ 
０００１ Ｐ６１／ＡＮ１ 
００１０ Ｐ６２／ＡＮ２ 
００１１ Ｐ６３／ＡＮ３ 
０１００ Ｐ６４／ＡＮ４ 
０１０１ Ｐ６５／ＡＮ５ 
０１１０ Ｐ６６／ＡＮ６ 
０１１１ Ｐ６７／ＡＮ７ 
１０００ Ｐ７０／ＡＮ８ 
１００１ Ｐ７１／ＡＮ９ 
１０１０ Ｐ７２／ＡＮ１０ 
１０１１ － 
１１００ － 
１１０１ － 
１１１０ － 
１１１１ － 

 

Ｃ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ａ Ｄ コ ン バ ー タ ／ コ ン パ レ ー タ 動 作 制 御  

８ ビ ッ ト コ ン パ レ ー タ （ １ ） ／ Ａ Ｄ コ ン バ ー タ （ ０ ） の 動 作 モ ー ド を 設 定 し ま す 。 ‘ １ ’ の 設

定 時 、 ８ ビ ッ ト コ ン パ レ ー タ と し て 動 作 し ま す 。 変 換 時 間 は モ ー ド レ ジ ス タ と 変 換 結

果 下 位 レ ジ ス タ で 変 換 時 間 を 設 定 し 、 チ ャ ネ ル 選 択 は 本 レ ジ ス タ の 入 力 チ ャ ネ ル

ビ ッ ト で 設 定 し ま す 。 比 較 デ ー タ は 変 換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ） で 設 定 し た デ

ジ タ ル 値 と 比 較 し 、 比 較 結 果 は 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ） の ビ ッ ト ７ に セ ッ ト

さ れ ま す 。  

‘ ０ ’ の 設 定 時 、 １ ２ ビ ッ ト ／ ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ コ ン バ ー タ と し て 動 作 し ま す 。 １ ２ ビ ッ ト と ８ ビ ッ

ト の Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド は モ ー ド レ ジ ス タ で 設 定 し 、 変 換 時 間 は モ ー ド レ ジ ス タ と 変 換

結 果 下 位 レ ジ ス タ で 変 換 時 間 を 設 定 し 、 チ ャ ネ ル 選 択 は 本 レ ジ ス タ の 入 力 チ ャ ネ

ル ビ ッ ト で 設 定 し ま す 。 変 換 結 果 は 変 換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ） に セ ッ ト さ れ 、

１ ２ ビ ッ ト モ ー ド は 変 換 結 果 下 位 ４ ビ ッ ト が 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ） の ビ ッ

ト ７ ～ ４ に セ ッ ト さ れ ま す 。  

 

Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー タ 動 作 制 御  

Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー タ 動 作 を 開 始 （ １ ） ／ 停 止 （ ０ ） し ま す 。 ‘ １ ’ の 設 定 時 、 Ａ Ｄ 変

換 ／ コ ン パ レ ー タ 動 作 が 開 始 さ れ 、 Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー タ 動 作 が 終 了 す る と 自

動 的 に リ セ ッ ト さ れ ま す 。 変 換 に は 変 換 時 間 の 制 御 レ ジ ス タ で 設 定 さ れ た 時 間 必

要 で す 。 変 換 時 間 の 設 定 は Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ） の Ｍ Ｄ ２ と Ａ Ｄ モ

ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ ） の Ｍ Ｄ １ ０ の ３ ビ ッ ト で 行 い ま す 。  
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‘ ０ ’ の 設 定 時 、 Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー タ 動 作 が 停 止 し ま す 。 Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー

タ 動 作 中 に ク リ ア す る と 正 し い 変 換 結 果 が 得 ら れ ま せ ん 。  

Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー タ 動 作 中 は 、 絶 対 に ク リ ア ま た は Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ

状 態 に し な い で く だ さ い 。  

 

Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト １ ） ： Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー タ 動 作 終 了 フ ラ グ  

Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー タ 動 作 の 終 了 を 知 ら せ ま す 。 Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー タ 動 作 が

終 了 す る と セ ッ ト （ １ ） さ れ ま す 。  

Ｉ Ｅ が ‘ １ ’ の 場 合 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し 、 ‘ ０ ’ の 場 合 、

Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー タ が 動 作 し て い な い こ と を 示 し て い ま す 。  

こ の フ ラ グ は 、 命 令 で ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ａ Ｄ 変 換 ／ コ ン パ レ ー タ 割 り 込 み 要 求 発 生 許 可 制 御  

こ の ビ ッ ト と Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ Ｌ Ｇ が と も に １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が

発 生 し ま す 。  
 

注 意 ：  

・  Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ が ‘ １ ’ の 動 作 状 態 で Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 状 態 に し な い で く だ さ い 。 必

ず 、 ‘ ０ ’ に な っ た こ と を 確 認 し て か ら Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 状 態 に し て く だ さ い 。  

・ コ ンパ レータ 動 作 モード で使 用 する 場 合 に は、 ＡＤモー ドレジスタ（ ＡＤＭ Ｒ） の ＲＥ ＳＯＬ

を‘０’、ＡＤＪを‘１’ にして動 作 させる必 要 が あります。  

 

３ - ２ ４ - ４ - ２  Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ ）  

① Ａ Ｄ コ ン バ ー タ 動 作 の モ ー ド 制 御 行 う ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F21 0000 0000 R/W ADMR - RESOL - - - ADJ MD10 

 
（ ビ ッ ト ７ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

０ で 使 用 し て く だ さ い 。  

         

Ｒ Ｅ Ｓ Ｏ Ｌ （ ビ ッ ト ６ ） ： Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド 制 御 （ 分 解 能 切 り 替 え ）  

Ａ Ｄ コ ン バ ー タ の 分 解 能 を １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ モ ー ド （ ０ ） ／ ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ モ ー ド （ １ ） に 切 り 替

え ま す 。  

‘ １ ’ の 設 定 時 、 ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ コ ン バ ー タ と し て 動 作 し ま す 。 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変 換 結

果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ） の み セ ッ ト さ れ 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ） は

変 化 し ま せ ん 。  

‘ ０ ’ の 設 定 時 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ コ ン バ ー タ と し て 動 作 し ま す 。 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変 換 結

果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ） と Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ） に セ ッ ト さ れ    

ま す 。  

 

（ ビ ッ ト ５ ～ ３ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

０ で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

Ａ Ｄ Ｊ （ ビ ッ ト ２ ） ： 自 動 オ フ セ ッ ト 補 正 制 御  

Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で 使 用 す る 場 合 、 こ の ビ ッ ト は ０ で 使 用 し て く だ さ い 。  

コ ン パ レ ー タ モ ー ド で 使 用 す る 場 合 、 こ の ビ ッ ト は １ で 使 用 し て く だ さ い 。  
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Ｍ Ｄ １ ０ （ ビ ッ ト １ 、 ０ ） ： Ａ Ｄ 変 換 時 間 制 御  

Ａ Ｄ 変 換 結 果 レ ジ ス タ の Ｍ Ｄ ２ （ ビ ッ ト ０ ） と 合 わ せ て ３ ビ ッ ト で 変 換 時 間 を 制 御 し  

ま す 。  
 

Ｍ Ｄ ２  Ｍ Ｄ １ ０  分 周 比  

０  ０ ０  1

1  

０  ０ １  2

1  

０  １ ０  4

1  

０  １ １  8

1  

１  ０ ０  16

1  

１  ０ １  32

1  

１  １ ０  64

1  

１  １ １  128

1  

 

変 換 時 間 算 出 方 法  

・ １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド  ：  変 換 時 間 ＝ （ （ ５ ２ ／ （ Ａ Ｄ 分 周 比 ） ） + ２ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  

・  ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド  ：  変 換 時 間 ＝ （ （ ３ ２ ／ （ Ａ Ｄ 分 周 比 ） ） + ２ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  
 
注 意 ：  

・ 変 換 時 間 は 下 記 の 時 、 通 常 時 の 約 ２ 倍 と な り ま す 。  

① シ ス テ ム リ セ ッ ト 後 、 １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で 最 初 の Ａ Ｄ 変 換 を 行 っ た 時 。  

② Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド を ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド か ら １ ２ ビ ッ ト 変 換 Ａ Ｄ モ ー ド に 切 り 替 え 、 最

初 の Ａ Ｄ 変 換 を 行 っ た 時 。  

・ ２ 回 目 以 降 ま た は 、 ８ ビ ッ ト Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド で は 「 変 換 時 間 算 出 方 法 」 で 示 さ れ る 変 換

時 間 で動 作 します。  

 

３ - ２ ４ - ４ - ３  Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ）  

① １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ モ ー ド 時 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 の 下 位 ４ ビ ッ ト を 格 納 す る レ ジ ス タ と 変 換 時 間 を

制 御 す る レ ジ ス タ で す 。  

② Ａ Ｄ 変 換 途 中 の デ ー タ は 確 定 デ ー タ で は あ り ま せ ん の で 、 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変 換 終 了

後 に 読 み 出 し て く だ さ い 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F22 0000 0000 R/W ADRL DATAL - - - MD2 

 
 Ｄ Ａ Ｔ Ａ Ｌ （ ビ ッ ト ７ ～ ４ ） ： Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位  

上 記 に Ａ Ｄ 変 換 結 果 の 下 位 ４ ビ ッ ト が 格 納 さ れ ま す 。  

コ ン パ レ ー タ モ ー ド 時 は 、 ビ ッ ト ７ に コ ン パ レ ー タ 比 較 結 果 が 格 納 さ れ ま す 。  

Ａ Ｄ 変 換 を 動 作 さ せ な い 時 は 、 汎 用 の リ ー ド ／ ラ イ ト レ ジ ス タ と し て 使 用 で き ま す 。  

 

（ ビ ッ ト ３ ～ １ ） ： 固 定 ビ ッ ト  

０ で 使 用 し て く だ さ い 。  
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Ｍ Ｄ ２ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ａ Ｄ 変 換 時 間 制 御

Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ の Ｍ Ｄ １ ０ の ２ ビ ッ ト と 合 わ せ て ３ ビ ッ ト で 変 換 時 間 を 制 御 し ま す 。

時 間 設 定 は Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ 説 明 を 参 照 。

注 意 ：

変 換 デ ー タ に は 誤 差 （ 量 子 化 誤 差 +総 合 誤 差 ） が 含 ま れ て い ま す の で 、 必 ず

最 新 の デ ー タ シ ー ト の 規 格 に 従 っ て 有 効 と な る 変 換 デ ー タ の み を ご 使 用 く だ さ

い 。

３ - ２ ４ - ４ - ４  Ａ Ｄ 変 換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ）

① １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ モ ー ド 時 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 の 上 位 ８ ビ ッ ト を 格 納 す る レ ジ ス タ で す 。 ８ ビ ッ ト

Ａ Ｄ モ ー ド 時 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 の 全 ８ ビ ッ ト を 格 納 す る レ ジ ス タ で す 。

② Ａ Ｄ 変 換 途 中 の デ ー タ は 確 定 デ ー タ で は あ り ま せ ん の で 、 変 換 結 果 は Ａ Ｄ 変 換 終 了

後 に 読 み 出 し て く だ さ い 。

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F23 0000 0000 R/W ADRH BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

Ａ Ｄ 変 換 を 動 作 さ せ な い 時 は 、 汎 用 の リ ー ド ／ ラ イ ト レ ジ ス タ と し て 使 用 で き ま す 。

３ - ２ ４ - ５  Ａ Ｄ Ｃ 動 作 の 具 体 例  

３ - ２ ４ - ５ - １  １ ２ ビ ッ ト Ａ Ｄ コ ン バ ー タ モ ー ド  

① Ａ Ｄ 変 換 モ ー ド の 設 定

・ Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ ） の Ｒ Ｅ Ｓ Ｏ Ｌ ＝ ０ に し ま す 。

② 変 換 時 間 の 設 定

 ・ 変 換 時 間 を １ ／ ３ ２ 分 周 に 設 定 す る 場 合 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ の Ｍ Ｄ ２ （ ビ ッ

ト ０ ） ＝ １ に し 、 Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ の Ｍ Ｄ １ ０ （ ビ ッ ト １ 、 ０ ） ＝ ０ １ に し ま す 。

③ 入 力 チ ャ ネ ル の 設 定

 ・ Ａ Ｄ チ ャ ネ ル 入 力 の Ａ Ｎ １ を 使 用 す る 場 合 、 Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ） の Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ

（ ビ ッ ト ７ ～ ４ ） ＝ ０ ０ ０ １ に し ま す 。

④ Ａ Ｄ ス タ ー ト

・ Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ） の Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ （ ビ ッ ト ２ ） ＝ １ に し ま す 。

⑤ Ａ Ｄ 変 換 終 了 フ ラ グ の 検 知

・ Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ） の Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト １ ） ＝ １ に な る ま で モ ニ タ し ま す 。

・ 終 了 フ ラ グ の Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ Ｌ Ｇ を ０ に ク リ ア し ま す 。

⑥ Ａ Ｄ 変 換 デ ー タ の 読 み 込 み

 ・ Ａ Ｄ 変 換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ） を 読 み 込 み ま す 。

・ Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ） を 読 み 込 み ま す 。

・ 上 記 読 み 出 し デ ー タ を ソ フ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン 処 理 へ

・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 り ま す 。
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３ - ２ ４ - ５ - ２  コ ン パ レ ー タ 動 作 の 具 体 例

① コ ン パ レ ー タ モ ー ド の 設 定

・ Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ） の Ｃ Ｍ Ｐ （ ビ ッ ト ３ ） ＝ １ に し ま す 。

・ Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ ） の Ａ Ｄ Ｊ （ ビ ッ ト ２ ） ＝ １ に し ま す 。

・ Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｍ Ｒ ） の Ｒ Ｅ Ｓ Ｏ Ｌ （ ビ ッ ト ６ ） ＝ ０ に し ま す 。

② 変 換 時 間 の 設 定

 ・ 変 換 時 間 を １ ／ ３ ２ 分 周 に 設 定 す る 場 合 、 Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ の Ｍ Ｄ ２ （ ビ ッ

ト ０ ） ＝ １ に し 、 Ａ Ｄ モ ー ド レ ジ ス タ の Ｍ Ｄ １ ０ （ ビ ッ ト １ 、 ０ ） ＝ ０ １ に し ま す 。

 変 換 時 間 算 出 方 法

変 換 時 間 ＝ （ （ ２ ８ ／ （ 分 周 比 ） ） + ２ ） × Ｔ ｃ ｙ ｃ  

③ 入 力 チ ャ ネ ル の 設 定

 ・ Ａ Ｄ チ ャ ネ ル 入 力 の Ａ Ｎ １ を 使 用 す る 場 合 、 Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ） の Ｃ Ｈ Ｓ Ｅ Ｌ

（ ビ ッ ト ７ ～ ４ ） ＝ ０ ０ ０ １ に し ま す 。

④ 比 較 デ ー タ の 設 定

 ・ Ａ Ｄ 変 換 結 果 上 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ） に ８ ビ ッ ト の 比 較 デ ー タ を 設 定 し ま す 。

⑤ 比 較 ス タ ー ト

・ Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ） の Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ （ ビ ッ ト ２ ） ＝ １ に し ま す 。

⑥ 変 換 終 了 フ ラ グ の 検 知

・ Ａ Ｄ 制 御 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｃ Ｒ ） の Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト １ ） ＝ １ に な る ま で モ ニ タ し ま す 。

・ 終 了 フ ラ グ の Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ Ｌ Ｇ を ０ に ク リ ア し ま す 。

⑦ Ａ Ｄ 変 換 デ ー タ の 読 み 込 み

・ Ａ Ｄ 変 換 結 果 下 位 レ ジ ス タ （ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ） の ビ ッ ト ７ を 読 み 込 み ま す 。

Ｒ Ｅ Ｆ ＜ Ａ Ｉ Ｎ ＝ Ｈ 、 Ｒ Ｅ Ｆ ＞ Ａ Ｉ Ｎ ＝ Ｌ が 入 力 さ れ ま す 。

・ 上 記 読 み 出 し デ ー タ を ソ フ ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン 処 理 へ

・ 再 動 作 の 場 合 ④ に 戻 り ま す 。

３ - ２ ４ - ６  Ａ Ｄ Ｃ 使 用 上 の 留 意 点

① サ イ ク ル ク ロ ッ ク の 周 期 に よ っ て 選 択 で き る 変 換 時 間 は 変 わ り ま す 。 適 切 な

変 換 時 間 を 実 現 す る た め に プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 場 合 に は 、 最 新 の デ ー タ

シ ー ト を 参 照 し て く だ さ い 。

② 変 換 動 作 中 に Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ＝ ０ に す る と 、 変 換 動 作 が 停 止 し ま す 。

③ 変 換 動 作 中 に Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 状 態 に し な い で く だ さ い 。 必 ず 、 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ

が ‘ ０ ’ に な っ た こ と を 確 認 し て か ら Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 状 態 に し て く だ さ い 。

④ 変 換 中 に リ セ ッ ト 状 態 に 入 る と 、 自 動 的 に Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ が リ セ ッ ト さ れ 変 換 動 作 を 停 止 し

ま す 。
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⑤ 変 換 を 終 了 す る と Ａ Ｄ 変 換 終 了 フ ラ グ （ Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ Ｌ Ｇ ） が セ ッ ト さ れ 、 同 時 に Ａ Ｄ 変 換 動

作 制 御 ビ ッ ト （ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ） が リ セ ッ ト さ れ ま す 。 変 換 終 了 は Ｅ Ｎ Ｄ Ｆ Ｌ Ｇ を モ ニ タ す る こ と

に よ っ て 確 認 で き ま す 。 ま た 、 Ｉ Ｅ を セ ッ ト す る こ と に よ っ て 、 変 換 終 了 で ベ ク タ ア ド レ ス

８ ０ ３ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し ま す 。

⑥ Ｐ ６ ０ ／ Ａ Ｎ ０ ～ Ｐ ６ ７ ／ Ａ Ｎ ７ ， Ｐ ７ ０ ／ Ａ Ｎ ８ ～ Ｐ ７ ２ ／ Ａ Ｎ １ ０ へ の 入 力 電 圧 は 規 格 の

範 囲 で 使 用 し て く だ さ い 。

特 に Ｖ Ｄ Ｄ 以 上 ， Ｖ Ｓ Ｓ 以 下 の 電 圧 が 入 力 さ れ る と 、 そ の チ ャ ネ ル の 変 換 値 や 他 の

チ ャ ネ ル の 変 換 値 に も 影 響 を 与 え る こ と が あ り ま す 。

⑦ ノ イ ズ 等 に よ る 変 換 精 度 の 低 下 を 防 ぐ 対 策 と し て 、 ア ナ ロ グ 入 力 端 子 に は １ ０ ０ ０ ｐ Ｆ

程 度 の コ ン デ ン サ 等 の 外 付 け や 変 換 動 作 を 数 回 行 っ て 変 換 値 の 平 均 を と る 等 の

処 理 を 行 っ て く だ さ い 。

⑧ 変 換 動 作 中 の ア ナ ロ グ 入 力 端 子 に 隣 接 す る 端 子 へ デ ィ ジ タ ル パ ル ス を 印 加 し た り 、

隣 接 す る 端 子 か ら 出 力 さ れ る デ ー タ が 変 化 す る と カ ッ プ リ ン グ ノ イ ズ に よ っ て 、 変 換 結

果 が 期 待 通 り に 得 ら れ な い こ と が あ り ま す 。

⑨ ポ ー ト 出 力 が 変 化 し て い る 場 合 に は 、 ノ イ ズ の 影 響 に よ っ て 正 し い 変 換 結 果 が 得 ら

れ な い こ と が あ り ま す 。 ノ イ ズ の 影 響 を 少 な く す る た め に 、 電 源 と マ イ コ ン の 各 Ｖ Ｄ Ｄ 端

子 と の 間 に 生 ず る 配 線 抵 抗 を 下 げ る こ と が 必 要 で す 。 応 用 回 路 を 作 成 す る 時 に は 、

こ の 点 に 注 意 し て 作 成 し て く だ さ い 。
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３ -２５ リアルタイムサービス  （ＲＴＳ）  

３ - ２ ５ - １ 概 要

本 シ リ ー ズ の 連 続 デ ー タ 処 理 は 、 処 理 モ ジ ュ ー ル と 、 リ ア ル タ イ ム サ ー ビ ス コ ン ト ロ ー ラ （ 以

下 ＲＴＳと表 記 ）で行 われます。

連 続 データ処 理 には、バススチール動 作 とウェイト動 作 の２種 類 があります。

① Ｒ Ｔ Ｓ は 、 各 処 理 モ ジ ュ ー ル の バ ス ス チ ー ル 要 求 を 受 付 け 、 バ ス ス チ ー ル 動 作 を 行 い

ます。

②ＲＴＳは、各 処 理 モジュールのウェイト要 求 を受 付 け、ウェイト動 作 を行 います。

※本 シリーズでは、次 の ように なります。

処 理 モジュール１＝ＳＩＯ０

処 理 モジュール２＝ＳＩＯ１

３ - ２ ５ - ２ 機 能  

３ - ２ ５ - ２ - １  バ ス ス チ ー ル 動 作 と ウ ェ イ ト 動 作 に つ い て  

①  バススチール動 作

Ｃ ＰＵの命 令 動 作 中 、内 部 デー タバ スを使 用 して いな い時 、内 部 デー タバ スを介 して 、

処 理 モジュールとＲＡＭの間 でデータの転 送 を行 います。

②  ウェイト動 作

Ｃ Ｐ Ｕ の 命 令 動 作 を 一 時 停 止 し 、 内 部 デ ー タ バ ス を介 し て 、 処 理 モ ジ ュ ー ル と Ｒ Ａ Ｍ の

間 でデータの転 送 を行 います。

３ - ２ ５ - ２ - ２  Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス  

① 転 送 用 Ｒ Ａ Ｍ バ ッ フ ァ ア ド レ ス は 、 各 処 理 モ ジ ュ ー ル 用 ご と に 用 意 さ れ た ベ ー ス ア ド レ ス

レジスタ値 と転 送 回 数 カウンタ値 で決 定 されます。

３ - ２ ５ - ２ - ３  転 送 回 数

① 処 理 モジ ュール １の転 送 回 数 は、Ｒ Ｔ Ｓ１転 送 回 数 設 定 レジ スタ（ ＲＴ Ｓ１ ＣＴ Ｒ）で 設 定

します。

② 処 理 モジ ュール ２の転 送 回 数 は、Ｒ Ｔ Ｓ２転 送 回 数 設 定 レジ スタ（ ＲＴ Ｓ２ ＣＴ Ｒ）で 設 定

します。
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３ - ２ ５ - ２ - ４  特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） の 操 作  

ＲＴＳを制 御 するには次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があります。  
 

ＲＴＳ１ＡＤＲＬ，ＲＴＳ１ＡＤＲＨ，ＲＴＳ１ＣＴＲ 

ＲＴＳ２ＡＤＲＬ，ＲＴＳ２ＡＤＲＨ，ＲＴＳ２ＣＴＲ 

ＲＴＳＴＳＴ，ＲＴＳＣＮＴ 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE0 0000 0000 R/W RTS1ADRL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 CTRH 

7FE1 LLL0 0000 R/W RTS1ADRH - - - BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE2 0000 0000 R/W RTS２ADRL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 CTRH 

7FE3 LLL0 0000 R/W RTS2ADRH - - - BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE4 0000 0000 R/W RTS1CTR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE5 0000 0000 R/W RTS2CTR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FFE 0000 0000 R/W RTSTST BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FFF LL00 0000 R/W RTSCNT - - INHWT2 INHBS2 INHWT1 INHBS1 INHWTP INHBSP

 

３ - ２ ５ - ３ 回 路 構 成  

３ - ２ ５ - ３ - １  Ｒ Ｔ Ｓ １ ベ ー ス ア ド レ ス レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ）  

（ １ ６ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①処 理 モジュール１の転 送 用 ＲＡＭバッファアドレスを設 定 します。  

 

３ - ２ ５ - ３ - ２  Ｒ Ｔ Ｓ １ 転 送 回 数 設 定 レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｔ Ｓ １ Ｃ Ｔ Ｒ ）    

（ １ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①処 理 モジュール１の転 送 回 数 を設 定 します。  

 

３ - ２ ５ - ３ - ３  Ｒ Ｔ Ｓ １ 転 送 回 数 カ ウ ン タ （ Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｔ Ｓ １ Ｃ ）  

（ １ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①処 理 モジュール１の転 送 回 数 カウンタです。  

 

３ - ２ ５ - ３ - ４  Ｒ Ｔ Ｓ ２ ベ ー ス ア ド レ ス レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ）   

（ １ ６ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①処 理 モジュール２の転 送 用 ＲＡＭバッファアドレスを設 定 します。  

 

３ - ２ ５ - ３ - ５  Ｒ Ｔ Ｓ ２ 転 送 回 数 設 定 レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ｃ Ｔ Ｒ ）   

（ １ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①処 理 モジュール２の転 送 回 数 を設 定 します。  

 

３ - ２ ５ - ３ - ６  Ｒ Ｔ Ｓ ２ 転 送 回 数 カ ウ ン タ （ Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ｃ ）      

（ １ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①処 理 モジュール２の転 送 カウンタです。  
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３ - ２ ５ - ３ - ７  Ｒ Ｔ Ｓ テ ス ト レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ Ｔ Ｓ Ｔ ） （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①ＲＴＳのテストレジスタです。必 ず０に設 定 して使 用 してください。  

 

３ - ２ ５ - ３ - ８  Ｒ Ｔ Ｓ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ Ｃ Ｎ Ｔ ） （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①ＲＴＳ動 作 の許 可 ・禁 止 の制 御 を行 います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３－２５－１  ＲＴＳのブロック図   
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３ - ２ ５ - ４ 関 連 レ ジス タ  

３ - ２ ５ - ４ - １  Ｒ Ｔ Ｓ １ ベ ー ス ア ド レ ス レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ）  

①処 理 モジュール１の転 送 用 ＲＡＭバッファアドレスを設 定 するレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE0 0000 0000 R/W RTS1ADRL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 CTRH 

7FE1 LLL0 0000 R/W RTS1ADRH - - - BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
ＲＴＳ１ベースアドレス＝  

（ （ＲＴＳ１ＡＤＲＨ）＜＜８）＆０ｘＦＦ００＋（（ＲＴＳ１ＡＤＲＬ）＆０ｘ００Ｆ０）  

 ＊ＲＴＳ１動 作 中 、ベースアドレスを変 更 しないでください。  

 

３ - ２ ５ - ４ - ２  Ｒ Ｔ Ｓ ２ ベ ー ス ア ド レ ス レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ａ Ｄ Ｒ Ｈ ）  

①処 理 モジュール２の転 送 用 ＲＡＭバッファアドレスを設 定 するレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE2 0000 0000 R/W RTS2ADRL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 CTRH 

7FE3 LLL0 0000 R/W RTS2ADRH - - - BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
ＲＴＳ２ベースアドレス＝  

（ （ＲＴＳ２ＡＤＲＨ）＜＜８）＆０ｘＦＦ００＋（（ＲＴＳ２ＡＤＲＬ）＆０ｘ００Ｆ０）  

 ＊ＲＴＳ２動 作 中 、ベースアドレスを変 更 しないでください。  

 

３ - ２ ５ - ４ - ３  Ｒ Ｔ Ｓ １ 転 送 回 数 設 定 レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ １ Ａ Ｄ Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｔ Ｓ １ Ｃ Ｔ Ｒ ）  

①処 理 モジュール１の転 送 回 数 を設 定 するレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE0 0000 0000 R/W RTS1ADRL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 CTRH 

7FE4 0000 0000 R/W RTS1CTR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
（１）処 理 モジュール１がバイト モードの場 合  

処 理 モジュール１の転 送 回 数 ＝  

（（ＲＴＳ１ＡＤＲＬ）＜＜８）＆０ｘ０Ｆ００＋（（ＲＴＳ１ＣＴＲ）＆０ｘ００ＦＦ）＋２  

ＲＴＳ１転 送 回 数 カウンタは、転 送 処 理 毎 に＋１カウントアップします。  

 

（２）処 理 モジュール１がワードモードの場 合  

処 理 モジュール１の転 送 回 数 ＝  

（（（ （ＲＴＳ１ＡＤＲＬ）＜＜８）＆０ｘ０Ｆ００＋（（ＲＴＳ１ＣＴＲ）＆０ｘ００ＦＥ））／２）＋２  

ＲＴＳ１転 送 回 数 カウンタは、転 送 処 理 毎 に＋２カウントアップします。  

 

（３）ＲＴＳ１動 作 中 このレジスタは、ＲＴＳ１転 送 回 数 カウンタがＲ／Ｏでアクセスできます。  

 

＊本 シリーズは、バイトモードです。  
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３ - ２ ５ - ４ - ４  Ｒ Ｔ Ｓ ２ 転 送 回 数 設 定 レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ ２ Ｃ Ｔ Ｒ ）  

①処 理 モジュール２の転 送 回 数 を設 定 するレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE2 0000 0000 R/W RTS2ADRL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 CTRH 

7FE5 0000 0000 R/W RTS2CTR BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
（１）処 理 モジュール２がバイト モードの場 合  

処 理 モジュール２の転 送 回 数 ＝  

（（ＲＴＳ２ＡＤＲＬ）＜＜８）＆０ｘ０Ｆ００＋（（ＲＴＳ２ＣＴＲ）＆０ｘ００ＦＦ）＋２  

ＲＴＳ２転 送 回 数 カウンタは、転 送 処 理 毎 に＋１カウントアップします。  
 
（２）処 理 モジュール２がワードモードの場 合  

処 理 モジュール２の転 送 回 数 ＝  

（（（ （ＲＴＳ２ＡＤＲＬ）＜＜８）＆０ｘ０Ｆ００＋（（ＲＴＳ２ＣＴＲ）＆０ｘ００ＦＥ））／２）＋２  

ＲＴＳ２転 送 回 数 カウンタは、転 送 処 理 毎 に＋２カウントアップします。  
 
（３）ＲＴＳ２動 作 中 このレジスタは、ＲＴＳ２転 送 回 数 カウンタがＲ／Ｏでアクセスできます。  
 

＊本 シリーズは、バイトモードです。  

 

３ - ２ ５ - ４ - ５  Ｒ Ｔ Ｓ テ ス ト レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ Ｔ Ｓ Ｔ ）  

①ＲＴＳのテストレジスタです。必 ず０に設 定 して使 用 してください。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FFE 0000 0000 R/W RTSTST BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 

３ - ２ ５ - ４ - ６  Ｒ Ｔ Ｓ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｒ Ｔ Ｓ Ｃ Ｎ Ｔ ）  

①ＲＴＳ動 作 の許 可 ・禁 止 の制 御 するレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FFF LL00 0000 R/W RTSCNT - - INHWT2 INHBS2 INHWT1 INHBS1 INHWTP INHBSP

 
ＩＮＨＷＴ２（ビット５）：処 理 モジュール２ウェイト禁 止  

０：処 理 モジュール２のウェイトを許 可  

１：処 理 モジュール２のウェイトを禁 止  
 
ＩＮＨＢＳ２（ビット４）：処 理 モジュール２バススチール禁 止  

０：処 理 モジュール２のバススチールを許 可  

１：処 理 モジュール２のバススチールを禁 止  
 
ＩＮＨＷＴ１（ビット３）：処 理 モジュール１ウェイト禁 止  

０：処 理 モジュール１のウェイトを許 可  

１：処 理 モジュール１のウェイトを禁 止  
 
ＩＮＨＢＳ１（ビット２）：処 理 モジュール１バススチール禁 止  

０：処 理 モジュール１のバススチールを許 可  

１：処 理 モジュール１のバススチールを禁 止  
 
ＩＮＨＷＴＰ（ビット１）：テスト用 です。  

必 ず０に設 定 して使 用 してください。  
 
ＩＮＨ ＢＳＰ（ビット０）：テスト用 です。  

必 ず０に設 定 して使 用 してください。  
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３ -２６ ＵＳＭ０  

３ - ２ ６ - １ 概 要  

本 シ リ ー ズ が 内 蔵 し て い る 、 モ ー タ 駆 動 信 号 生 成 モ ジ ュ ー ル 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ は 、 以 下 の 種 類 の

モータに対 応 します。  
 
①超 音 波 モータ（４相 駆 動 ）  

②２相 ステッピングモータ（１相 ・２相 ・１－２相 励 磁 ）  

 

３ - ２ ６ - ２ 機 能  

３ - ２ ６ - ２ - １  超 音 波 モ ー タ 駆 動 信 号  

①  １周 期 がＰｈ０～Ｐｈ３までの、４相 からなるパルス生 成 機 能 。  

②  ＰＬＬクロック（４０ＭＨｚ／４８ＭＨｚ）を、カウントクロックソースとする。  

③  Ｐｈ０～Ｐｈ３までの４相 出 力 の１周 期 は、カウントクロックの１周 期 単 位 で設 定 可 能 。  

４相 出 力 の１周 期 設 定 範 囲  

（４０～４０９５） ×カウントクロック周 期  

④  各 相 切 り 替 わ り 時 に 、 Ｐ ｈ ０ ～ Ｐ ｈ ３ 出 力 を す べ て 低 レ ベ ル に す る 期 間 を カ ウ ン ト ク ロ ッ ク

１周 期 単 位 で設 定 可 能 。  

低 レベル期 間 設 定 範 囲  

（０～１０２３）×カウントクロック周 期  

⑤  動 作 中 の周 期 変 更 、反 転 制 御 可 能 。  

 

３ - ２ ６ - ２ - ２  ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ 駆 動 信 号  

① ２相 ステッピングモータ用 駆 動 パルス波 形 （Ａ，Ｂ，Ａ，Ｂ）生 成 機 能 。  

② カ ウ ン ト ク ロ ッ ク ソ ー ス は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク 、 タ イ マ ３ 上 位 一 致 信 号 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ か ら 選 択  

可 能 。  

③ １相 励 磁 、２相 励 磁 、１－２相 励 磁 波 形 を選 択 可 能 。  

④ 駆 動 波 形 の各 ステップ切 り替 わり時 間 は、カウントクロックの１周 期 単 位 で設 定 可 能 。  

設 定 範 囲  

（２～１０２３）×カウントクロック周 期  

⑤ 各 波 形 （ Ａ ， Ｂ ， Ａ ， Ｂ ） の 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ を 、 カ ウ ン ト ク ロ ッ ク １ 周 期 単 位 で 遅 延 さ

せることが可 能 。  

設 定 範 囲  

（０～１０２３）×カウントクロック周 期  

⑥ 動 作 中 の周 期 変 更 、反 転 制 御 可 能 。  

⑦ 割 り込 みの発 生  

Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ Ｐ Ｈ 設 定 値 と Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ ウ ン タ と の 一 致 ・ Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ ウ ン タ オ ー バ ー フ ロ

ー・ＳＴＰビット受 付 タイミングで、割 り込 みを発 生 させることが可 能 。  
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３ - ２ ６ - ２ - ３  特 殊 機 能 レ ジ ス タ （ Ｓ Ｆ Ｒ ） の 操 作  

ＵＳＭ０を制 御 するには次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があります。  
 

ＵＳＭ０ＣＮＴ，ＵＳＭ０ＮＰＨ，ＵＳＭ０ＴＷＬ，ＵＳＭ０ＴＷＨ 

ＵＳＭ０ＬＰＬ，ＵＳＭ０ＬＰＨ，ＵＳＭ０ＰＳＦ，ＵＳＭＰ ＬＬＣ 

 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F80 0000 0000 R/W USM0CTL STPFLG OVF NPHFLG IE CKSL DIR1 RUN 

7F81 0000 0000 R/W USM0NPH BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F82 0000 0000 R/W USM0TWL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F83 00LL 0000 R/W USM0TWH DIR2 STP - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F84 0000 0000 R/W USM0LPL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F85 L00L LL00 R/W USM0LPH - BRKMD - - - BIT1 BIT0 

7F86 0000 L000 R/W USM0PSF TSTA PWMMD OUTMD - NPT 

7F88 0L00 0000 R/W USMPLLC TSTB - SELREF FRQSEL VC3 PLLON

 

３ - ２ ６ - ３ 回 路 構 成  

３ - ２ ６ - ３ - １  Ｕ Ｓ Ｍ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ ）  （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①ＵＳＭ０の動 作 制 御 、割 り込 みの制 御 を行 います。  

 

３ - ２ ６ - ３ - ２  Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ ウ ン タ  （ ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① ステッピングモータ波 形 出 力 の、ステップ数 をカウントします。  

② Ｕ Ｓ Ｍ ０ 出 力 信 号 が 変 化 す る タ イ ミ ン グ （ １ ス テ ッ プ 進 む タ イ ミ ン グ ） で 、 Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ ウ

ンタはカウントアップします。  

③ こ の カ ウ ン タ が ０ Ｆ Ｆ ｈ → ０ ０ ０ ｈ に な る タ イ ミ ン グ で 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ の Ｏ Ｖ Ｆ フ ラ グ （ ｂ ｉ ｔ ６ ） が

セットされます。  

④ Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ ウ ン タ と 、 Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ Ｐ Ｈ ） バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 値 一

致 信 号 に より、このカウンタは０にクリアされます。  

⑤ Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ を 、 ０ ０ ０ ｈ に 設 定 し て い る 場 合 、 ④ の 一 致 信 号 は 発 生 せ ず 、

このカウンタはフリーラン状 態 となります。  

⑥ Ｐ Ｈ ＡＳ Ｅ数 カウ ン タ値 は、 ＵＳＭ ０ Ｃ ＴＬの Ｓ ＴＰ ＦＬ Ｇ（ ｂ ｉ ｔ ７） が １の 時 、 ＵＳＭ ０ＮＰ Ｈ レジ

スタをリードすることにより、読 み出 すことができます。  

 

３ - ２ ６ - ３ - ３  Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ Ｐ Ｈ ）  （ バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 付 ８ ビ ッ

ト レ ジ ス タ ）  

① ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ モ ー ド 時 に 使 用 し 、 設 定 し た 回 転 速 度 ・ 回 転 方 向 を 継 続 出 力 さ せ

るステップ数 を設 定 します。  

② 超 音 波 モータモード時 は、このレジスタは使 用 しません。０に設 定 してください。  

③ 継 続 出 力 されるステップ数 は、ＵＳＭ０ＮＰＨ設 定 値 ＋１となります。  

④ ８ ビ ッ ト の レ ジ ス タ と 、 こ の レ ジ ス タ 値 が 転 送 さ れ る ８ ビ ッ ト の バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持 ち    

ます。  

⑤ ８ ビ ッ ト の バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の 値 と 、 Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ ウ ン タ の 値 が 一 致 し た 時 、 一 致 信 号 が

発 生 し、ＰＨ ＡＳＥ数 カウンタを０にクリアします。  
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⑥ ８ビットのバッファレジスタに、レジスタＵＳＭ０ＮＰ Ｈの値 が転 送 されるの は、以 下 の タイミ

ングです。  
 

・ 非 動 作 時 (ＲＵＮ＝０ )は、ＵＳＭ０ＮＰＨレジスタ値 とバッファレジスタ値 は同 値 です。  

・ 動 作 時 ( Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ ) は 、 上 記 ③ の 一 致 信 号 発 生 時 に 、 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ に Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ Ｐ Ｈ

レジスタ値 が転 送 されます。  
 

⑦ Ｕ ＳＭ０ Ｃ ＴＬの ＳＴＰ ＦＬ Ｇ ( ｂ ｉ ｔ７ ) が１の時 、ＵＳＭ０ＮＰＨレジスタをリードすると、ＵＳＭ０

ＮＰＨレジスタ値 ではなく、ＰＨＡＳＥ数 カウンタ値 がリードされます。  

 

３ - ２ ６ - ３ - ４  周 期 カ ウ ン タ  （ １ ０ ビ ッ ト カ ウ ン タ ）  

① 各 パルス出 力 の周 期 制 御 用 のカウンタです。  

② 周 期 カ ウ ン タ と 、 周 期 設 定 レ ジ ス タ 上 位 ( Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ ) の ｂ ｉ ｔ ３ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 上 位 ４ ビ ッ ト と

し、周 期 設 定 レジスタ下 位 ( ＵＳＭ０ＴＷＬ ) のｂｉ ｔ７～ｂ ｉ ｔ２を下 位 ６ビットとする、１０ビット

値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 し、このカウンタ値 は１にリセットされます。  

 

３ - ２ ６ - ３ - ５  周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ ， Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｌ ）   （ バ ッ フ ァ レ ジ ス

タ 付 １ ４ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 超 音 波 モード時  

・ 周 期 設 定 レ ジ ス タ 上 位 ( Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ ) の ｂ ｉ ｔ ３ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 上 位 ４ ビ ッ ト と し 、 周 期 設 定

レ ジ ス タ 下 位 ( Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｌ ) の ｂ ｉ ｔ ７ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 下 位 ８ ビ ッ ト と す る 、 １ ２ ビ ッ ト 値 に よ り 、 

Ｐｈ０～Ｐｈ３の４相 １周 期 の期 間 を設 定 します。  

② ステッピングモータモード時  

・ 周 期 設 定 レ ジ ス タ 上 位 ( Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ ) の ｂ ｉ ｔ ３ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 上 位 ４ ビ ッ ト と し 、 周 期 設 定 レ

ジ ス タ 下 位 ( Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｌ ) の ｂ ｉ ｔ ７ ～ ｂ ｉ ｔ ２ を 下 位 ６ ビ ッ ト と す る 、 １ ０ ビ ッ ト 値 に よ り 、 各 ス

テップの切 り替 わり時 間 を設 定 します。  

③ １ ４ ビ ッ ト の レ ジ ス タ と 、 こ の レ ジ ス タ 値 が 転 送 さ れ る １ ４ ビ ッ ト の バ ッ フ ァ レ ジ ス タ を 持 ち  

ます。  

④ 周 期 カ ウ ン タ と 、 周 期 設 定 レ ジ ス タ 上 位 ( Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ ) の ｂ ｉ ｔ ３ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 上 位 ４ ビ ッ ト と

し、周 期 設 定 レジスタ下 位 ( ＵＳＭ０ＴＷＬ ) のｂｉ ｔ７～ｂ ｉ ｔ２を下 位 ６ビットとする、１０ビット

値 が一 致 した時 、一 致 信 号 が発 生 し、周 期 カウンタ値 を１にリセットします。  

⑤ １６ビットのバッファレジスタに、レジスタ ( ＵＳＭ０ＴＷＨ，ＵＳＭ０ＴＷＬ ) の 値 が 転 送 される

のは、以 下 のタイミングです。  

・ 非 動 作 時 ( ＲＵＮ＝０ ) は、ＵＳＭ０ＮＰＨレジスタ値 とバッファレジスタ値 は同 値 です。  

・ 動 作 時 ( ＲＵＮ ＝１ ) で、ＵＳＭ０ＮＰＨに０を設 置 している時 は、上 記 ④の 一 致 信 号 発

生 時 に 、 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ に レ ジ ス タ ( Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ ， Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｌ ) の 値 が 転 送 さ れ  

ます。  

・ 動 作 時 ( ＲＵＮ＝１ ) で、ＵＳＭ０ＮＰＨに０以 外 を設 置 している時 は、ＰＨＡＳＥ数 カウン

タ と 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ Ｐ Ｈ 設 定 値 が 一 致 し 、 か つ 上 記 ④ の 一 致 信 号 発 生 時 に 、 バ ッ フ ァ レ

ジスタに レジスタ ( ＵＳＭ０ＴＷＨ，ＵＳＭ０ＴＷＬ ) の値 が転 送 されます。  
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３ - ２ ６ - ３ - ６  Ｌ Ｏ Ｗ 期 間 設 定 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｌ Ｐ Ｈ ， Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｌ Ｐ Ｌ ）   （ バ ッ フ ァ レ

ジ ス タ 付 １ ２ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

① 各 出 力 信 号 の 立 ち 上 が り 遅 延 時 間 を 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｌ Ｐ Ｈ の ｂ ｉ ｔ １ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 上 位 ２ ビ ッ ト と し 、

ＵＳＭ０ＬＰＬのｂ ｉ ｔ７～ｂ ｉ ｔ０を下 位 ８ビット とする１０ビットにより指 定 します。  

② １２ビットのレジスタと、ＵＳＭ０ＬＰＨのｂｉ ｔ１～ｂ ｉ ｔ０を上 位 ２ビットとし、ＵＳＭ０ＬＰＬのｂ ｉ ｔ

７ ～ ｂ ｉ ｔ０を下 位 ８ ビットとす る １０ ビット 値 が転 送 さ れる１ ０ビ ットの バッフ ァ レジ ス タを 持 ち

ます  

③ １ ０ ビ ッ ト の バ ッ フ ァ レ ジ ス タ に 、 こ の レ ジ ス タ 値 が 転 送 さ れ る タ イ ミ ン グ は 、 周 期 設 定 レ ジ

ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ ， Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｌ ） が バ ッ フ ァ レ ジ ス タ に 転 送 さ れ る タ イ ミ ン グ と 同 一   

です。  

 

３ - ２ ６ - ３ - ７  出 力 波 形 設 定 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｐ Ｓ Ｆ ）   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①出 力 する波 形 を制 御 します。  

 

３ - ２ ６ - ３ - ８  Ｐ Ｌ Ｌ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ Ｐ Ｌ Ｌ Ｃ )   （ ８ ビ ッ ト レ ジ ス タ ）  

①ＰＬＬの発 振 制 御 を行 います。  
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図 ３－２６－１ ＵＳＭ０ブロック図  

 

３ - ２ ６ - ４ 関 連 レ ジス タ  

３ - ２ ６ - ４ - １  Ｕ Ｓ Ｍ ０ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ ）  

①動 作 制 御 、割 り込 みの制 御 を行 うレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F80 0000 0000 R/W USM0CTL STPFLG OVF NPHFLG IE CKSL DIR1 RUN 

 
ＳＴＰＦＬＧ（ビット７）：ＳＴＰビット受 付 フラグ  

ＵＳ Ｍ０Ｔ ＷＨのＳＴＰ（ｂ ｉ ｔ６）が バッフ ァレジス タにリロ ードされ 、波 形 出 力 が停 止 す る

タイミングでこのビットが１にセットされます。  

この ビットは、自 動 ではクリアされません。命 令 に よりクリアしてください。  
 
ＯＶＦ（ビット６）：ＰＨＡＳＥ数 カウンタオーバーフローフラグ  

Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ ウ ン タ が ０ Ｆ Ｆ ｈ → ０ ０ ０ ｈ に な る タ イ ミ ン グ で 、 こ の ビ ッ ト が １ に セ ッ ト さ れ  

ます。  

 

クロック選択 

 

ＵＳＭ０ＰＬＬＣ 

 
PLL 発振器 

ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ 

ﾀｲﾏ 3 上位一致信号 
ＯＳＣ０ 

周期カウンタ 

カウントクロック 

比較器 

周期設定バッファ 

周期設定レジスタ 

LOW 期間設定レジスタ 

LOW 期間設定バッファ 

比較器 

 

出力波形 

制御回路 

一致 

一致 

ｶｳﾝﾄ値１に

ﾘｾｯﾄ 

DIR2,STP

USM0CTL 

USM0PSF 

PHASE 数カウンタ 

PHASE 数設定レジスタ 

PHASE 数設定バッファ 

比較器 
一致

ﾘﾛｰﾄﾞ

ｸﾛｯｸ

ｸﾘｱ

リロード 

制御回路 

ﾘﾛｰﾄﾞ

ﾘﾛｰﾄﾞ

USM0 出力 

USM0O0～3 

ＦＩＬＴ端子 
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Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ ウ ン タ は 、 Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ と の 一 致 に よ り ク リ ア さ れ る た め 、 こ

の ビ ッ ト が １に セ ッ ト さ れ る の は 、 Ｐ ＨＡ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ の 設 定 値 が０ Ｆ Ｆ ｈ の 場 合 と 、

０００ｈ（カウンタフリーラン）の場 合 だけです。  

この ビットは、自 動 ではクリアされません。命 令 に よりクリアしてください。  
 
ＮＰＨ ＦＬＧ（ビット５）：ＵＳＭ０ＮＰＨ一 致 フラグ  

ＰＨＡＳＥ数 カウンタ値 と、ＰＨＡＳＥ数 設 定 レジスタ（ＵＳＭ０ＮＰＨ）が一 致 し、ＰＨＡＳ

Ｅ数 カウンタが０００ｈにリセットされるタイミングで、このビットが１にセットされます。  

ＰＨＡＳＥ数 設 定 レジスタ（ＵＳＭ０ＮＰＨ）を０００ｈに設 定 している場 合 、ＰＨＡＳＥ数 カ

ウンタはフリーランとなり、このビットが自 動 的 に１にセットされることはありません。  

この ビットは、自 動 ではクリアされません。命 令 に よりクリアしてください。  
 
ＩＥ（ビット４）：ＵＳＭ０割 り込 み要 求 発 生 許 可 信 号  

Ｓ Ｔ Ｐ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ７ ） 、 Ｏ Ｖ Ｆ （ ビ ッ ト ６ ） 、 Ｎ Ｐ Ｈ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） の ３ つ の ビ ッ ト の Ｏ Ｒ 信 号

と 、 こ の ビ ッ ト が と も に １ の 場 合 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ ８ ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が 発 生 し  

ます。  

※ 超 音 波 モ ー タ モ ー ド で は 、 割 り 込 み 機 能 は 使 用 し ま せ ん 。 こ の ビ ッ ト は ０ に 設 定 し

てください。  
 
ＣＫＳＬ（ビット３、２）：ＵＳＭ０周 期 カウンタカウントクロック選 択  

上 記 ２ビットで周 期 カウンタのカウントクロックを選 択 します。  

超 音 波 モータモード時 は、モード２を選 択 してください。  

ステッピングモータモード時 は、モード０、１、３のいずれかを選 択 してください。  

モード ＣＫＳＬ 周期カウンタのカウントクロック 超音波モータ ステッピングモータ 

０ ００ システムクロック × ○ 
１ ０１ ﾀｲﾏ３上位一致信号 × ○ 
２ １０ ＰＬＬクロック（４０ＭＨｚ／４８ＭＨｚ） ○ × 
３ １１ ＯＳＣ０ × ○ 

 
モ ー ド １ タ イ マ ３ 上 位 一 致 信 号 を選 択 し た 場 合 、 カ ウ ン トク ロ ッ ク 周 期 は 、 以 下 の よ う

になります。  
 
① タ イマ ３を１ ６ビ ット モー ド で設 定 し た 場 合 は、 １６ ビットのタ イ マ３ 周 期 が 、カウン トク

ロック周 期 となります。  

② タ イ マ ３ を ８ ビ ッ ト モ ー ド で 設 定 し た 場 合 は 、 ８ ビ ッ ト の タ イ マ ３ 上 位 の 周 期 が 、 カ ウ

ントクロック周 期 となります。  

 

ＤＩＲ１（ビット１）：超 音 波 モータ回 転 方 向 設 定 ビット  

超 音 波 モータモード時 、正 回 転 ・逆 回 転 を、このビットにより制 御 します。  

このビットが０の時 、正 回 転 モードになります。  

このビットが１の時 、逆 回 転 モードになります。  

※ステッピングモータモード時 は、このビットは０に設 定 してください。  
 
ＲＵＮ（ビット０）：ＵＳＭ０動 作 制 御  

この ビットを１にすることで、ＵＳＭ０モジュールは動 作 を開 始 します。  

こ の ビ ッ ト を０ に す る こ と で 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ モ ジ ュ ー ルは 、 動 作 を 停 止 し 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ 出 力 Ｕ Ｓ Ｍ

０Ｏ０～ＵＳＭ０Ｏ３は、全 てＬＯＷとなります。  
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① ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ モ ー ド 時 に 、 Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ に よ る カ ウ ン ト ク ロ ッ ク の 選 択 を 、 モ ー ド １ （ タ

イ マ ３ 上 位 一 致 信 号 ）ま た は 、 モー ド ３ （ Ｏ ＳＣ ０ ） を 選 択 し て い る 場 合 、 こ の ビ ット を

０ に ク リ ア す る の と 同 時 に 、 Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ に よ る モ ー ド を ０ （ シ ス テ ム ク ロ ッ ク ） に 設 定 し て く

ださい。  

その場 合 、この ビットを０にクリ アする 命 令 終 了 後 、２Ｔ ｃｙ ｃ後 にＵＳＭ ０出 力 ＵＳ Ｍ

０Ｏ０～ＵＳＭ０Ｏ３が全 てＬＯＷとなります。  

② 超 音 波 モ ー タ モ ー ド 時 に 、 こ の ビ ッ ト を ク リ ア し た 場 合 、 Ｐ Ｌ Ｌ ク ロ ッ ク ２ 周 期 以 内 に 、

ＵＳＭ０出 力 ＵＳＭ０Ｏ０～ＵＳＭ０Ｏ３が全 てＬＯＷとなります。  

ＵＳＭ０モジュールを停 止 し、ＰＬＬクロックを停 止 する場 合 、このビットを０にクリアし

てから、ＰＬＬクロックを停 止 するようにしてください。  

 

３ - ２ ６ - ４ - ２  Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ Ｐ Ｈ ）  

① ステッピ ング モ ータ モー ド時 、現 在 の設 定 値 を継 続 して出 力 するステッ プ数 を設 定 す る

レジスタです。  

②継 続 出 力 されるステップ数 は、ＵＳＭ０ＮＰＨ設 定 値 ＋１となります。  

③ステップ数 設 定 機 能 を使 用 する場 合 、ＵＳＭ０ＮＰＨに１以 上 の値 を設 定 してください。

Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ ＰＨ に 最 小 値 の １ を 設 定 し た 場 合 、 指 定 さ れ る ス テ ッ プ 数 は ２ と な り ま す の で 、

こ の 機 能 で 指 定 で き る 最 小 ス テ ッ プ 数 は ２ と な り ま す 。 ス テ ッ プ 数 指 定 機 能 を 使 用 し な

い場 合 、このレジスタは００ｈで使 用 してください。  

④超 音 波 モータモード時 は、このレジスタは００ｈで使 用 してください。  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F81 0000 0000 R/W USM0NPH BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ の Ｓ Ｔ Ｐ Ｆ Ｌ Ｇ ( ｂ ｉ ｔ ７ ) が １ の 時 、 こ の レ ジ ス タ を リ ー ド す る と 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ Ｐ Ｈ 設 定

値 ではなく、ＰＨ ＡＳＥ数 カウンタ値 が リードされます。  

こ の 機 能 は、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ ＮＰ Ｈ に０ ０ ｈ を 設 定 し 、Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ ウ ン タ を フ リ ー ラ ン 状 態 と し た時

に、ＰＨＡＳＥ数 カウンタ値 を知 るためのものです。  

ＰＨＡＳＥ数 カウンタ値 をリードする場 合 は、以 下 の手 順 により行 ってください。  
 

・ ＵＳＭ０ＴＷＨのＳＴＰ（ ｂ ｉ ｔ６）に １を設 定 する  

・ ＳＴＰビットがリロードされ、ＵＳＭ０ＣＴＬのＳＴＰＦＬＧ ( ｂ ｉ ｔ７ ) がセットされるのを待 つ  

（ＳＴＰビットがリロードされることで、ステッピングモータ波 形 出 力 は停 止 状 態 となる）  

・ ＵＳＭ０ＮＰＨレジスタをリードする（ＰＨＡＳＥ数 カウンタ値 がリードされる）  

・ Ｓ Ｔ Ｐ Ｆ Ｌ Ｇ を ク リ ア ・ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ の Ｓ Ｔ Ｐ ( ｂ ｉ ｔ ６ ) に ０ を 設 定 し 、 モ ー タ 出 力 を 再 始 動  

する  
 
Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ バ ッ フ ァ リ ロ ー ド タ イ ミ ン グ に つ い て は 、 「 ３ - ２ ６ - ５ - １  Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数

設 定 レジスタリロードタイミング」を参 照 してください。  

このレジスタの使 用 方 法 は、「３ - ２６ - ８ - ３  ＰＨＡＳ Ｅ数 設 定 レジスタＵＳＭ０ＮＰＨを使 用 し

た時 の動 作 」を参 照 してください。  

 

３ - ２ ６ - ４ - ３  周 期 設 定 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ ， Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｌ ）  

①出 力 波 形 の切 り替 わり時 間 を設 定 するレジスタです。  

② 超 音 波 モ ー タ モ ー ド 時 は 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ の ｂ ｉ ｔ ３ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 上 位 ４ ビ ッ ト と し 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ

Ｌ の ｂ ｉ ｔ ７ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 下 位 ８ ビ ッ ト と す る １ ２ ビ ッ ト に よ り 、 Ｐ ｈ ０ ～ Ｐ ｈ ３ の ４ 相 １ 周 期 の 設 定 を

行 います。ただし、この１２ビット値 は、４０以 上 の値 を設 定 してください。  
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③ステッピングモータモード時 は、ＵＳＭ０ＴＷＨのｂｉ ｔ３～ｂｉ ｔ０を上 位 ４ビットとし、ＵＳＭ０Ｔ

ＷＬのｂｉ ｔ７～ｂ ｉ ｔ２を下 位 ６ビットとする、１０ビット値 により、各 ステップの切 り替 わり時 間

を設 定 します。ただし、この１０ビット値 は、２以 上 の値 を設 定 してください。ＵＳＭ０ＴＷＬ

のｂｉｔ１，ｂ ｉ ｔ０は０で使 用 してください。  

④ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ の Ｄ Ｉ Ｒ ２ （ ｂ ｉ ｔ ７ ） お よ び Ｓ Ｔ Ｐ （ ｂ ｉ ｔ ６ ） は 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ モ ー ド で 使 用 し 、

Ｄ Ｉ Ｒ ２ ビ ッ ト は 回 転 方 向 、 Ｓ Ｔ Ｐ ビ ッ ト は 波 形 出 力 停 止 制 御 を 行 い ま す 。 超 音 波 モ ー タ

モード時 は、ＤＩＲ２，ＳＴＰビットは０で使 用 してください。  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F82 0000 0000 R/W USM0TWL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F83 00LL 0000 R/W USM0TWH DIR2 STP - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

 
周 期 設 定 レジスタバッファリロードタイミングについては、「３ - ２６ - ５ - ２  周 期 設 定 レジスタ、

ＬＯＷ期 間 設 定 レジスタリロードタイミング」を参 照 してください  

このレジスタの使 用 方 法 については、「３ - ２６ - ７  超 音 波 モータ モード動 作 の具 体 例 」「３ -

２６ - ８  ステッピングモータモード動 作 の具 体 例 」を参 照 してください  

 

３ - ２ ６ - ４ - ４  Ｌ Ｏ Ｗ 期 間 設 定 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｌ Ｐ Ｈ ， Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｌ Ｐ Ｌ ）  

①出 力 波 形 の立 ち上 がり遅 延 時 間 を設 定 するレジスタです。  

② Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｌ Ｐ Ｈ の ｂ ｉ ｔ １ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 上 位 ２ ビ ッ ト とし 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｌ ＰＬ の ｂ ｉ ｔ ７ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 下 位 ８ ビッ

トとする１０ビットにより、立 ち上 がり遅 延 時 間 を設 定 します。  

③ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｌ Ｐ Ｈ の Ｂ Ｒ Ｋ Ｍ Ｄ は （ ｂ ｉ ｔ ６ ， ５ ） 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ モ ー ド で 使 用 し 、 デ バ ッ ガ 使

用 時 の ブ レイ ク モ ード時 の動 作 を設 定 しま す。 超 音 波 モー タ モ ー ド時 は 、 Ｂ Ｒ ＫＭ Ｄ は０

で使 用 してください。  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F84 0000 0000 R/W USM0LPL BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F85 L00L LL00 R/W USM0LPH - BRKMD - - - BIT1 BIT0 

 

 

 

ＬＯＷ期 間 ＝（ＬＯＷ期 間 １０ビット設 定 値 ）×カウントクロック周 期  

※ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 周 期 ＝ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ の ｂ ｉ ｔ ３ ， ｂ ｉ ｔ ２ で 選 択 さ れ た カ ウ ン ト ク ロ ッ ク の    

１周 期  

※ＬＯ Ｗ期 間 １０ビット設 定 値 ＝ＵＳＭ０ＬＰＨのｂ ｉ ｔ１～ｂ ｉ ｔ０を上 位 ２ビット とし、ＵＳＭ０

ＬＰＬのｂｉ ｔ７～ｂ ｉ ｔ０を下 位 ８ビット とする１０ビット値  

 

ＵＳＭ０出力信号 
(ＬＯＷ期間＝０設定時) 

ＵＳＭ０出力信号 
(ＬＯＷ期間＞０設定時) 

周期設定レジスタによ
り指定 

立ち上がり遅延ゼロ

ＬＯＷ期間設定レジスタ
により指定 
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Ｂ ｉ ｔ ６ ， ５ の Ｂ Ｒ Ｋ Ｍ Ｄ を 設 定 す る こと で 、 デ バ ッ ガ 使 用 時 のブ レ イ ク 時 に 、 モ ー タ出 力 信 号

を以 下 のように制 御 できます。  

モード ＢＲＫＭＤ Ｂｒｅａｋ時の動作 

０ ００ 動作を継続 
１ ０１ 現在のステップの終了で回路停止 出力は停止時の状態 

２ １０ 回路停止、出力はＡＬＬ０ 

３ １１ 回路停止、出力は停止時の状態 

 

周 期 設 定 レジスタバッファリロードタイミングについては、「３ - ２６ - ５ - ２  周 期 設 定 レジスタ、

ＬＯＷ期 間 設 定 レジスタリロードタイミング」を参 照 してください。  

このレジスタの使 用 方 法 については、「３ - ２６ - ７  超 音 波 モータ モード動 作 の具 体 例 」「３ -

２６ - ８  ステッピングモータモード動 作 の具 体 例 」を参 照 してください。  

 

３ - ２ ６ - ４ - ５  出 力 波 形 設 定 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｐ Ｓ Ｆ ）  

①出 力 する波 形 を制 御 するレジスタです。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F86 0000 L000 R/W USM0PSF TSTA PWMMD OUTMD - NPT 

 

ＴＳＴＡ（ビット７）：テストモード設 定 ビット  

この ビットは０で使 用 してくだ さい。  

 

Ｐ ＷＭＭＤ（ビット６）：ＰＷＭ波 形 重 畳 制 御 ビット  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ 出 力 信 号 に 、 タ イ マ ３ 上 位 Ｐ Ｗ Ｍ 出 力 波 形 が Ａ Ｎ Ｄ 出

力 されます。  

こ の ビ ッ ト が０ の 時 、 Ｕ ＳＭ ０ 出 力 信 号 に 、 タ イマ ３ 上 位 ＰＷ Ｍ 出 力 波 形 は 影 響 を 与

えません。  

※超 音 波 モータモード時 、このビットは０で使 用 してください。  

 

ＯＵＴＭＤ（ビット５、４）：出 力 波 形 指 定  

２ビットにより出 力 波 形 を指 定 します。  

超 音 波 モータモード時 は、モード０を選 択 してください。  

ステッピングモータモード時 は、モード０、１、２のいずれかを選 択 してください。  

モード ＯＵＴＭＤ 出力波形 超音波モータ ステッピングモータ 

０ ００ 超音波用４相波形／１相励磁 ○ ○ 
１ ０１ １－２相励磁 × ○ 
２ １０ ２相励磁 × ○ 
３ １１ － × × 

 

ＮＰＴ（ビット２、１、０）：出 力 ポート数 指 定  

３ビットにより波 形 出 力 するポート数 を指 定 します。  

超 音 波 モ ー タ モ ー ド 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ モ ー ド 時 と も に 、 Ｎ Ｐ Ｔ ( ビ ッ ト ２ ， １ ， ０ ) ＝  

( ０１１ ) を設 定 してください。  

 



Ｕ Ｓ Ｍ ０  

3-206 

３ - ２ ６ - ４ - ６  Ｐ Ｌ Ｌ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｕ Ｓ Ｍ Ｐ Ｌ Ｌ Ｃ ）  

①超 音 波 モータモード用 ＰＬＬ発 振 器 を制 御 するレジスタです。  

②ステッピングモータモード時 は、このレジスタは００ｈで使 用 してください。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F88 0L00 0000 R/W USMPLLC TSTB - SELREF FRQSEL VC3 PLLON

 

ＴＳＴＢ（ビット７）：テストモード設 定 ビット  

この ビットは０で使 用 してくだ さい。  

 

ＳＥＬＲＥＦ（ビット５，４，３） ：ＯＳＣ１クロック選 択 ビット  

Ｃ Ｆ １， Ｃ Ｆ２端 子 に接 続 して い るＯ Ｓ Ｃ１ 用 の発 振 子 周 波 数 に より、 この ビッ トを 設 定

してください。  

 

ＳＥＬＲＥＦ ＯＳＣ１周波数 

０００ ｏｒ ００１ ２ＭＨｚ 
０１０ ４ＭＨｚ 
０１１ ６ＭＨｚ 
１００ ８ＭＨｚ 
１０１ １０ＭＨｚ 
１１０ １２ＭＨｚ 

 

ＦＲＱＳＥＬ（ビット２）：４０ＭＨｚ／４８ＭＨｚ選 択 ビット  

このビットが０の時 、ＰＬＬ発 振 周 波 数 は４０ＭＨｚになります。  

このビットが１の時 、ＰＬＬ発 振 周 波 数 は４８ＭＨｚになります。  

 

ＶＣ３（ビット１）：電 源 電 圧 選 択 ビット  

マイコンの電 源 電 圧 により、このビットを設 定 してください。  

電 源 電 圧 ５Ｖ系 の場 合 、このビットを０に設 定 してください。  

電 源 電 圧 ３Ｖ系 の場 合 、このビットを１に設 定 してください。  

 

Ｐ ＬＬＯＮ（ビット ０）：ＰＬＬ発 振 器 動 作 制 御 ビット  

このビットが０の時 、ＰＬＬ発 振 器 は動 作 を停 止 します。  

このビットが１の時 、ＰＬＬ発 振 器 は動 作 を開 始 します。  
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３ - ２ ６ - ５ バ ッ フ ァ レ ジ ス タ リ ロ ー ド タ イ ミ ン グ  

３ - ２ ６ - ５ - １  Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ リ ロ ー ド タ イ ミ ン グ  

Ｐ Ａ Ｈ Ｓ Ｅ 数 カ ウ ン タ と 、 Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 値 が 一 致 し 、 か つ 、 周 期 カ ウ ン タ と 周

期 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ が 一 致 し 、 周 期 カ ウ ン タ が １ に リ セ ッ ト さ れ る タ イ ミ ン グ で 、 Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ

ウンタが０にリセットされ、ＰＨＡＳＥ数 設 定 レジスタ値 がＰＨＡＳＥ数 バッファレジスタにリロー

ドされます。  

Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 値 が ０ の 時 、 Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 カ ウ ン タ は フ リ ー ラ ン 状 態 （ ０ ０ ｈ →  Ｆ

Ｆ ｈ ま で の カ ウ ン ト ア ッ プ を 繰 り 返 す ） と な り 、Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ の リ ロ ー ド は 、 行 わ

れません。  

 

 

図 ３－２６－２ ＰＨＡＳＥ数 設 定 レジスタバッファリロードタイミング 

 

３ - ２ ６ - ５ - ２  周 期 設 定 レ ジ ス タ 、 Ｌ Ｏ Ｗ 期 間 設 定 レ ジ ス タ リ ロ ー ド タ イ ミ ン グ  

①超 音 波 モータモード時  

周 期 設 定 バッファレジスタ、ＬＯＷ期 間 設 定 バッファレジスタは、周 期 カウンタと周 期 設 定

バッファレジスタが一 致 し、周 期 カウンタが１にリセットされるタイミングでリロードされます。  

た だし 、周 期 設 定 レ ジス タ 、Ｌ ＯＷ期 間 設 定 レ ジス タに書 き 込 む タイ ミン グが 、こ のリ ロー

ド タ イ ミ ン グ か ら カ ウ ン ト ク ロ ッ ク ２ 周 期 よ り 前 で な い と 、 書 き 込 ん だ 値 は リ ロ ー ド に 反 映 さ

れません。  

レジスタに書 き込 ん でから、リロード タイミングまでの時 間 がカウントクロック１周 期 以 内 の

場 合 、 レ ジ ス タ に 書 き 込 ん だ 値 は リ ロ ー ド に 反 映 さ れ ず 、 次 々 回 の リ ロ ー ド タ イ ミ ン グ に

反 映 されます。  

レ ジ ス タ に 書 き 込 ん で か ら 、 リ ロ ー ド タ イ ミ ン グ ま で の 時 間 が カ ウ ン ト ク ロ ッ ク ２ 周 期 ～ １ 周

期 の 間 の場 合 、 書 き 込 ん だ 値 が リロ ー ド に 反 映 さ れ る か 、 次 々 回 のリ ロ ー ド 時 に反 映 さ

れるかは、カウントクロックとシステムクロックの非 同 期 性 により、不 確 定 です。  

 

 

ＵＳＭ０出力信号０～３

周期設定レジスタによ
り指定 

ＰＨＡＳＥ数カウンタ A-1A-2 A 0 1 2

ＰＨＡＳＥ数 
バッファレジスタ 

A 

ＵＳＭ０ＮＰＨ B C

C

3 4 5 6 

D

一致 クリア

リロード 

周期カウンタと、周期バッファレジスタが一致し、 
周期カウンタが１にリセットされるタイミング 
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図 ３－２６－３ 超 音 波 モータモード時 リロードタイミング 

 
※ 超 音 波 モ ー タ モ ー ド 時 周 期 設 定 値 は １ ２ ビ ッ ト で あ る が 、 周 期 カ ウ ン タ と コ ン ペ ア

が 行 わ れ る の は 、 上 位 １ ０ ビ ッ ト で す 。 上 図 は 、 設 定 値 １ ２ ビ ッ ト の う ち 、 下 位 ２ ビ ッ

ト を ０ ０ と し た 時 の タ イ ミ ン グ 図 で す 。 下 位 ２ ビ ッ ト を ０ ０ 以 外 に 設 定 し た 場 合 は 、 そ

の 設 定 値 に よ り 、 ４ 相 の 特 定 の Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ の 、 コ ン ペ ア 一 致 後 の リ ロ ー ド お よ び 出

力 波 形 変 化 のタイミングが、１カウントクロック周 期 延 長 されます。 

（「３-２６-７-３  周 期 設 定 レジスタ値 と４相 パルス波 形 」参 照 ） 

 

②ステッピングモータモード時 （ＵＳＭ０ＮＰＨ＝０設 定 時 ）  

ス テッ ピ ン グモ ー タ モ ード 時 で 、ＰＨＡ Ｓ Ｅ 数 設 定 レジ ス タに ０を 設 定 し て い る場 合 のリ

ロ ー ド タ イ ミ ン グ は 、 ① の 超 音 波 モー タ モ ー ド 時 と 同 じ で 、 周 期 バ ッフ ァ レ ジ ス タ と 、 周

期 設 定 （１０ビット値 ）が一 致 したタイミングでリロードが行 われます。  

こ の 時 、 超 音 波 モ ー タ モ ー ド と 同 様 に 、 リ ロ ー ド タ イ ミ ン グ の ２ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 以 前 に

更 新 されたデータが反 映 されます。  

カウントクロック 

周期カウンタ 

周期バッファレジスタ 

周期設定上位 10 ビット値 
※ 

A-1A-2 A 1 2 3 1 2 3 1 

A 3 B 

3 B

ＬＯＷ期間バッファ
レジスタ 

ＬＯＷ期間設定 10 ビット値 

Ｗ Ｘ Ｚ Ｙ 

Ｚ ＹＸ

カウントクロック
２周期 カウントクロック１周期のため、

次々回のリロードタイミングに 
反映される 

ＵＳＭ０出力信号 
ＵＳＭ０O0～ＵＳＭ０O3 

リ ロ ー

リロード リロード

周期カウンタと周期バッファレジスタが一致し、周期カウンタが
リセットされ、バッファがリロードされるタイミング
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③ステッピングモータモード時 （ＵＳＭ０ＮＰＨ＝０以 外 を設 定 時 ）  

ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ モ ー ド 時 で 、 Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ に ０ 以 外 を 設 定 し て い る 場 合

は、ＰＨＡＳＥ数 カウンタとＰＨＡＳＥ数 バッファレジスタ値 が一 致 し、かつ、周 期 カウンタと、

周 期 バ ッ フ ァ レ ジ ス タ 値 が 一 致 し た タ イ ミ ン グ で 、 周 期 設 定 レ ジ ス タ ・ Ｌ Ｏ Ｗ 期 間 設 定 レ

ジスタ、ＰＨＡＳＥ数 設 定 レジスタ値 がリロードされます。  

こ の 時 、 超 音 波 モ ー タ モ ー ド と 同 様 に 、 リ ロ ー ド タ イ ミ ン グ の ２ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク 以 前 に 更

新 されたデータが反 映 されます。  

 

 

図 ３－２６－４ ステッピングモータモード時 リロードタイミング 

 

 

ＰＨＡＳＥ数カウンタ 

周期バッファレジスタ 

周期設定 10 ﾋﾞｯﾄ値 

α

A Ｂ

Ｂ Ｃ

ＬＯＷ期間バッファ 
レジスタ 

ＬＯＷ期間設定10 ビット値 

X Ｙ

ＺＹ

０ １ ２ α-1 

ＰＨＡＳＥ数バッファ α β

周期設定値Ａ
周期設定値Ｂ

ＰＨＡＳＥ数カウンタ一致により 
各設定値リロード 

周期カウンタと周期バッファレジスタが一致し、
周期カウンタがリセットされるタイミング

ＵＳＭ０出力信号 
ＵＳＭ０Ｏ０～ＵＳＭ０Ｏ３
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３ - ２ ６ - ６ Ｕ Ｓ Ｍ ０ ポー ト 設 定  

①ＵＳＭ０Ｏ０（ＰＡ０）  

レジスタデータ ポートＰＡ０の状態 

ＰＡＦＳＡ＜０＞ ＰＡＦＳＢ＜０＞ ＰＡＬＡＴ＜０＞ ＰＡＤＤＲ＜０＞ 出力 

１ ０ １ ０ ＵＳＭ０Ｏ０出力（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ ＵＳＭ０Ｏ０出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ ＵＳＭ０Ｏ０出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ ＵＳＭ０Ｏ０出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

②ＵＳＭ０Ｏ１（ＰＡ１）  

レジスタデータ ポートＰA1 の状態 

ＰＡＦＳＡ＜１＞ ＰＡＦＳＢ＜１＞ ＰＡＬＡＴ＜１＞ ＰＡＤＤＲ＜１＞ 出力 

１ ０ １ ０ ＵＳＭ０Ｏ１出力（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ ＵＳＭ０Ｏ１出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ ＵＳＭ０Ｏ１出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ ＵＳＭ０Ｏ１出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

③ＵＳＭ０Ｏ２（ＰＡ２）  

レジスタデータ ポートＰＡ２の状態 

ＰＡＦＳＡ＜２＞ ＰＡＦＳＢ＜２＞ ＰＡＬＡＴ＜２＞ ＰＡＤＤＲ＜２＞ 出力 

１ ０ １ ０ ＵＳＭ０Ｏ２出力（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ ＵＳＭ０Ｏ２出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ ＵＳＭ０Ｏ２出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ ＵＳＭ０Ｏ２出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

④ＵＳＭ０Ｏ３（ＰＡ３）  

レジスタデータ ポートＰＡ３の状態 

ＰＡＦＳＡ＜３＞ ＰＡＦＳＢ＜３＞ ＰＡＬＡＴ＜３＞ ＰＡＤＤＲ＜３＞ 出力 

１ ０ １ ０ ＵＳＭ０Ｏ３出力（ＣＭＯＳ反転） 

１ ０ ０ １ ＵＳＭ０Ｏ３出力（ＣＭＯＳ） 

１ １ １ ０ ＵＳＭ０Ｏ３出力（ＣＭＯＳ変化ＳＬＯＷ） 

１ １ ０ １ ＵＳＭ０Ｏ３出力（Ｎｃｈオープンドレイン） 

 

⑤ＦＩＬＴ（ＰＣ２）  

レジスタデータ ポートＰC2 の状態 

ＰＣＬＡＴ＜２＞ ＰＣＤＤＲ＜２＞ 端子データの読み込み 兼用機能ＦＩＬＴ 出力 

０ ０ 可能 可能 オープン 

１ ０ 可能 － 内蔵プルアップ 

０ １ 可能 － LOW 

１ １ 可能 － HIGH 
 
※ 超 音 波 モ ー タ モ ー ド で 使 用 す る 場 合 、 Ｐ Ｃ Ｌ Ａ Ｔ ＜ ２ ＞ ， Ｐ Ｃ Ｄ Ｄ Ｒ ＜ ２ ＞ を ０ に し 、 外 付 け

フィルタ回 路 を接 続 する必 要 があります。  
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３ - ２ ６ - ７ 超 音 波 モー タ モ ード動 作 の具 体 例  

３ - ２ ６ - ７ - １  超 音 波 モ ー タ モ ー ド プ ロ グ ラ ム 例  

① ＵＳＭ０出 力 ポートＰＡ０～ＰＡ３の設 定 を行 う。  

② Ｏ Ｓ Ｃ １ 発 振 子 周 波 数 に よ り 、 Ｐ Ｌ Ｌ 制 御 レ ジ ス タ Ｕ Ｓ Ｍ Ｐ Ｌ Ｌ Ｃ の Ｓ Ｅ Ｌ Ｒ Ｅ Ｆ （ ｂ ｉ ｔ ５ , ４ , ３ ）

の設 定 を行 う。  

③ 電 源 電 圧 により、ＰＬＬ制 御 レジスタＵＳＭＰＬＬＣのＶＣ３（ｂ ｉ ｔ１）の設 定 を行 う。  

④ Ｐ Ｌ Ｌ 制 御 レジ ス タ Ｕ Ｓ Ｍ Ｐ Ｌ Ｌ Ｃ の ＦＲ Ｑ Ｓ Ｅ Ｌ （ ｂ ｉ ｔ ２ ） の 設 定 に よ り 、 Ｐ Ｌ Ｌ 出 力 周 波 数 を

選 択 する。  

⑤ Ｐ ＬＬ制 御 レジスタＵＳＭＰ ＬＬＣのＰＬＬＯＮ（ ｂ ｉ ｔ０）に１を書 き込 む。  

⑥ ＰＬＬの発 振 が安 定 するまでＷＡＩＴする。  

⑦ 出 力 波 形 設 定 レジスタＵＳＭ０ＰＳＦに０３ｈを書 き込 む。  

⑧ Ｕ Ｓ Ｍ ０ 制 御 レ ジ ス タ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ の Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ （ ｂ ｉ ｔ ３ ， ２ ） = （ １ ， ０ ） を 書 き 込 み 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ の

カウント クロックをＰＬＬクロックとする。  

⑨ 周 期 設 定 レジ スタに、４相 パルスＰ ｈ０～Ｐ ｈ３の１周 期 の時 間 を設 定 す る。 周 期 設 定 レ

ジ ス タ 上 位 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ の Ｄ Ｉ Ｒ ２ （ ｂ ｉ ｔ ７ ） 、 Ｓ Ｔ Ｐ （ ｂ ｉ ｔ ６ ） は ０ で 使 用 し て く だ さ い 。 ま た 、

周 期 設 定 値 は４０以 上 の値 を設 定 してください。  

 

上 図 ４相 １周 期 の時 間 は、周 期 設 定 レジスタにより以 下 のように設 定 されます。  

 

４相 １周 期  ＝ （周 期 設 定 １２ビット値 ）×カウントクロック周 期  

 

※カウントクロック周 期 ＝ＵＳＭ０ＣＴＬのｂｉｔ３，ｂｉ ｔ２で選 択 されたカウントクロックの１周 期  

※ 周 期 設 定 １ ２ ビ ッ ト 値 ＝ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ Ｈ の ｂ ｉ ｔ ３ ～ ｂ ｉ ｔ ０ を 上 位 ４ ビ ッ ト と し 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｔ Ｗ

Ｌのｂｉ ｔ７～ｂ ｉ ｔ０を下 位 ８ビットとする１２ビット値  

 

⑩ Ｌ Ｏ Ｗ 設 定 レ ジ ス タ に 、 Ｐ ｈ ０ ～ Ｐ ｈ ３ の 信 号 立 ち 上 が り 遅 延 時 間 を 設 定 す る 。 Ｌ Ｏ Ｗ 期

間 設 定 レジスタ上 位 ＵＳＭ０ＬＰＨのＢＲＫＭＤ（ｂ ｉ ｔ６ , ５）は０で使 用 してください。  

 

USM0O0 (Ph0) 

USM0O1 (Ph1) 

USM0O2 (Ph2) 

USM0O3 (Ph3) 

４相１周期
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上 図 信 号 立 ち 上 が り 遅 延 時 間 は 、 Ｌ Ｏ Ｗ 期 間 設 定 レ ジ ス タ に よ り 以 下 の よ う に 設 定

されます。  

 

信 号 立 ち上 がり遅 延 時 間 ＝（ＬＯＷ期 間 設 定 １０ビット値 ）×カウントクロック周 期  

 
※カウントクロック周 期 ＝ＵＳＭ０ＣＴＬｂ ｉ ｔ３，ｂ ｉ ｔ２で選 択 されたカウントクロックの１周 期  

※ＬＯ Ｗ期 間 設 定 １０ビット値 ＝ＵＳＭ０ＬＰＨのｂ ｉ ｔ１～ｂ ｉ ｔ０を上 位 ２ビット とし、ＵＳＭ０

ＬＰＬのｂｉ ｔ７～ｂ ｉ ｔ０を下 位 ８ビット とする１０ビット値  

 

⑪ 回 転 方 向 により、ＵＳＭ０制 御 レジスタＵＳＭ０ＣＴＬのＤＩＲ１（ｂ ｉ ｔ１）を設 定 する。  

ＤＩＲ１＝０の時 正 回 転  

ＤＩＲ１＝１の時 逆 回 転  

⑫ Ｕ Ｓ Ｍ ０ 制 御 レ ジ ス タ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ の Ｒ Ｕ Ｎ （ ｂ ｉ ｔ ０ ） に １ を 書 き 込 む こ と で 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ モ ジ ュ

ールが動 作 を開 始 し、ＵＳＭ０Ｏ０～ＵＳＭ０Ｏ３に出 力 が開 始 される。  

⑬ 動 作 中 に周 期 、信 号 立 ち上 がり遅 延 時 間 を変 更 する場 合 、周 期 設 定 レジスタ・ＬＯＷ

期 間 設 定 時 間 に値 を書 き込 む 。た だし、動 作 中 に値 を書 き込 む場 合 は、周 期 設 定 レ

ジスタ、ＬＯＷ期 間 設 定 レジスタともにワードアクセスにより書 き換 えてください。  

⑭ 動 作 中 に回 転 方 向 を変 える場 合 、ＵＳＭ０制 御 レジスタＵＳＭ０ＣＴＬのＤＩＲ１（ｂ ｉ ｔ１）を

書 き換 えてください。  

⑮ 動 作 を 停 止 す る 場 合 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ 制 御 レ ジ ス タ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ の Ｒ Ｕ Ｎ （ ｂ ｉ ｔ ０ ） に ０ を 書 き 込

んでください。カウントクロック２周 期 以 内 にＵＳＭ０モジュールは動 作 を停 止 し、ＵＳＭ０

出 力 ＵＳＭ０Ｏ０～ＵＳＭ０Ｏ３にはＬＯＷレベルが 出 力 されます。  

 

USM0O0 (Ph0) 

USM0O1 (Ph1) 

USM0O2 (Ph2) 

 

信号立ち上がり遅延時間
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３ - ２ ６ - ７ - ２  Ｄ Ｉ Ｒ １ ビ ッ ト に よ る 回 転 方 向 指 定  

動 作 開 始 時 、 ＵＳＭ０制 御 レジスタ ＵＳＭ０ ＣＴ ＬのＤＩ Ｒ１（ｂ ｉ ｔ１）を設 定 する こと によ り、

回 転 方 向 を指 定 できます。  

 

 
図 ３－２６－５ 動 作 開 始 後 波 形 （正 回 転 ） 

 
 
 

 
図 ３－２６－６ 動 作 開 始 後 波 形 （逆 回 転 ） 

 

また、動 作 中 にＤＩＲ１ビットを書 き換 えることで、回 転 方 向 を変 えることが可 能 です。  

動 作 中 に Ｄ Ｉ Ｒ １ ビ ッ ト を 書 き 換 え た 場 合 、 書 き 換 え 命 令 終 了 後 、 カ ウ ン ト ク ロ ッ ク ２ 周

期 以 内 に、１～２カウントクロック周 期 停 止 した後 、反 転 動 作 します。  

 

 

 

USM0O0 (Ph0) 

USM0O1 (Ph1) 

USM0O2 (Ph2) 

USM0O3 (Ph3) 

DIR1 

RUN 

USM0O0 (Ph0) 

USM0O1 (Ph1) 

USM0O2 (Ph2) 

USM0O3 (Ph3) 

DIR1 

RUN 
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図  ３－２６－７ ＤＩＲ１による反 転 動 作  

 
 
３ - ２ ６ - ７ - ３  周 期 設 定 レ ジ ス タ 値 と ４ 相 パ ル ス 波 形  

周 期 設 定 １２ビット値 により、４相 パルス波 形 の１周 期 の時 間 が設 定 されます。  

周 期 設 定 １２ ビ ット値 の、 上 位 １ ０ビッ ト値 をＷ と し 、 Ｔ ｗ , Ｔ ( ｗ + １ ) を以 下 の 式 の ように定

義 すると、ＵＳＭ０Ｏ０ ( Ｐｈ０ ) ～ＵＳＭ０Ｏ３ ( Ｐ ｈ３ ) の各 パルス幅 は以 下 の ように なります。  

 Ｔｗ  ＝Ｗ×カウントクロック周 期  

 Ｔ ( ｗ + 1 ) ＝（Ｗ＋１）×カウントクロック周 期  

 

周期設定 
下位２ビット値 

ＵＳＭ０Ｏ０パルス幅 
(Ph0) 

ＵＳＭ０Ｏ１パルス幅
(Ph1) 

ＵＳＭ０Ｏ２パルス幅
(Ph2) 

ＵＳＭ０Ｏ３パルス幅
(Ph3) 

００ Ｔｗ Ｔｗ Ｔｗ Ｔｗ 
０１ Ｔｗ Ｔ(ｗ+1) Ｔｗ Ｔｗ 
１０ Ｔ(ｗ+1) Ｔｗ Ｔ(ｗ+1) Ｔｗ 
１１ Ｔ(ｗ+１) Ｔ(ｗ+１) Ｔ(ｗ+1) Ｔｗ 

 

DIR1 書き換え後の反応時間
＝ カウントクロック４周期(max)

USM0O0 (Ph0) 

USM0O1 (Ph1) 

USM0O2 (Ph2) 

USM0O3 (Ph3) 

DIR1 

RUN 
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３ - ２ ６ - ８ ス テッ ピング モ ータモ ー ド 動 作 の具 体 例  

３ - ２ ６ - ８ - １  ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ モ ー ド プ ロ グ ラ ム 例  

① ＵＳＭ０出 力 ポートＰＡ０～ＰＡ３の設 定 を行 う。  

② ＰＬＬ制 御 レジスタＵＳＭＰＬＬＣは００ｈに設 定 する。  

③ カ ウ ン ト ク ロ ッ ク に 、 タ イ マ ３ 上 位 一 致 信 号 を 使 用 す る 場 合 、 タ イ マ ３ の 設 定 を 行 い 、 タ

イマ３を動 作 状 態 にする。  

④ 出 力 波 形 設 定 レジスタＵＳＭ０ＰＳＦのＮＰＴ（ｂ ｉ ｔ２～０）に０３ｈを書 き込 む。  

⑤ 出 力 波 形 設 定 レジスタＵＳＭ０ＰＳＦのＯＵＴＭＤ（ｂ ｉ ｔ５ , ４）を設 定 する。  
 

モード ＯＵＴＭＤ 出力波形 

０ ００ １相励磁 
１ ０１ １－２相励磁 
２ １０ ２相励磁 

 

⑥ Ｕ Ｓ Ｍ０ 制 御 レ ジ ス タＵ Ｓ Ｍ０ Ｃ ＴＬ の Ｃ Ｋ ＳＬ（ ｂ ｉ ｔ ３ , ２） を設 定 し、ＵＳ Ｍ ０の カウント クロッ

クを選 択 する。  
 

モード ＣＫＳＬ 周期カウンタのカウントクロック 

０ ００ システムクロック 
１ ０１ ﾀｲﾏ３上位一致信号 
３ １１ ＯＳＣ０ 

 

⑦ 周 期 設 定 レジスタに、１ステップの切 り替 え時 間 を１０ビット値 で設 定 する。  

 

上 図 １ステップの切 り替 え時 間 は、周 期 設 定 レジスタにより以 下 のように設 定 されます。  
 

切 り替 え時 間 ＝（周 期 設 定 １０ビット値 ）×カウントクロック周 期  
 

※カウントクロック周 期 ＝ＵＳＭ０ＣＴＬのｂｉｔ３，ｂｉ ｔ２で選 択 されたカウントクロックの１周 期  

※周 期 設 定 １０ビット値 ＝ＵＳＭ０ＴＷＨのｂｉ ｔ３～ｂ ｉ ｔ０を上 位 ４ビットとし、ＵＳＭ０ＴＷＬ

のｂｉｔ７～ｂｉｔ２を下 位 ６ビットとする１０ビット値  

※ＵＳＭ０ＴＷＬのｂｉ ｔ１，ｂ ｉ ｔ０は０に設 定 してください。  

 

USM0O0  

USM0O1  

USM0O2  

USM0O3  

周期設定１０ビット値より設定
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ＵＳＭ０ＴＷＨのＤＩＲ２ ( ｂ ｉ ｔ７ ) は、回 転 方 向 によって以 下 のように設 定 してください。  

ＤＩＲ２＝０の時 正 回 転  

ＤＩＲ２＝１の時 逆 回 転  

 

ＵＳＭ０ＴＷＨのＳＴＰ ( ｂ ｉ ｔ６ ) は、０に設 定 してください。  

 

⑧ Ｌ Ｏ Ｗ 設 定 レ ジ ス タ に 、 Ｐ ｈ ０ ～ Ｐ ｈ ３ の 信 号 立 ち 上 が り 遅 延 時 間 を 設 定 す る 。 Ｌ Ｏ Ｗ 期

間 設 定 レ ジ ス タ 上 位 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｌ Ｐ Ｈの Ｂ Ｒ Ｋ Ｍ Ｄ （ ｂ ｉ ｔ ６ , ５ ） に よ り デ バ ッ ガ 使 用 時 の ブ レ イ

クモード時 動 作 を指 定 できます。  

 

モード ＢＲＫＭＤ Ｂｒｅａｋ時の動作 

０ ００ 動作を継続 
１ ０１ 現在のステップの終了で回路停止 出力は停止時の状態 

２ １０ 回路停止、出力はＡＬＬ０ 

３ １１ 回路停止、出力は停止時の状態 

 

⑨ Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ Ｐ Ｈ に 、 値 を 設 定 す る 。 ス テ ッ プ 数 指 定 機 能 を 使 用

しない場 合 、ＵＳＭ０ＮＰＨに０を設 定 する。  

⑩ Ｕ Ｓ Ｍ ０ 制 御 レ ジ ス タ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ の Ｒ Ｕ Ｎ （ ｂ ｉ ｔ ０ ） に １ を 書 き 込 む こ と で 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ モ ジ ュ

ールが動 作 を開 始 し、ＵＳＭ０Ｏ０～ＵＳＭ０Ｏ３に出 力 が開 始 される。  

⑪ 動 作 中 に周 期 、 信 号 立 ち上 が り遅 延 時 間 、回 転 方 向 を 変 更 す る場 合 、 周 期 設 定 レ

ジ ス タ ・ Ｌ Ｏ Ｗ 期 間 設 定 時 間 に 値 を 書 き 込 む 。 た だ し 、 動 作 中 に 値 を 書 き 込 む 場 合 は 、

周 期 設 定 レ ジ ス タ 、 Ｌ Ｏ Ｗ 期 間 設 定 レ ジ ス タ と も に ワ ー ド ア ク セ ス に よ り 書 き 換 え て く だ 

さい。（「３ - ２６ - ９  レジスタ書 き込 み時 の注 意 点 」参 照 ）  

⑫途 中 でモータを停 止 させる場 合 、ＵＳＭ０ＴＷＨのＳＴＰ ( ｂ ｉ ｔ６ ) に１を書 き込 んでください。

再 動 作 させる場 合 は、ＳＴＰをクリアしてください。  

⑬モジュール動 作 を停 止 する場 合 、ＵＳＭ０制 御 レジスタＵＳＭ０ＣＴＬのＲＵＮ（ｂ ｉ ｔ０）に０

を 書 き 込 ん で く だ さ い 。 こ の 時 同 時 に 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ の Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ ( ｂ ｉ ｔ ３ , ２ ) に ０ ０ を 設 定 し 、

カ ウ ン ト ク ロ ッ ク を シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 設 定 し て く だ さ い 。 ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ 以 内 に Ｕ Ｓ Ｍ ０ モ ジ ュ ー ル

は 動 作 を 停 止 し 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ 出 力 の Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｏ ０ ～ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｏ ３ に は Ｌ Ｏ Ｗ レ ベ ル が 出 力 さ れ

ます。  
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３ - ２ ６ - ８ - ２  ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ モ ー ド 出 力 波 形  

①モード０ １相 励 磁  

 

 
 

図 ３－２６－８ モード０動 作 開 始 後 波 形 （正 回 転 ） 

 

 

 

 
 

図 ３－２６－９ モード０動 作 開 始 後 波 形 （逆 回 転 ） 

 

USM0O0  

USM0O1  

USM0O2  

USM0O3  

DIR2 

RUN 

USM0O0  

USM0O1  

USM0O2  

USM0O3  

DIR2 

RUN 
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② モード１ １－２相 励 磁  

 

 
 

図 ３－２６－１０ モード１動 作 開 始 後 波 形 （正 回 転 ） 

 

 

 

 
 

図 ３－２６－１１ モード１動 作 開 始 後 波 形 （逆 回 転 ） 

 
 

上 図 正 回 転 、逆 回 転 ともに、①時 の波 形 と①’波 形 が異 なっています。これは、動 作 開 始

直 後 の １ 回 目 の み の 現 象 で あ り 、 １ サ イ ク ル 後 の ① ’ 時 点 以 降 は 正 常 に 波 形 出 力 さ れ   

ます。  

USM0O0  

USM0O1  

USM0O2  

① 

DIR2 

RUN 

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ①’②’③’ ④’ ⑤’ 

USM0O3  

USM0O0  

USM0O1  

USM0O2  

① 

DIR2 

RUN 

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ①’②’③’ ④’ ⑤’ 

USM0O3  
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③モード２ ２相 励 磁  

 

 
 

図  ３－２６－１２  モード２動 作 開 始 後 波 形 （正 回 転 ） 

 

 

 

 
 

図  ３－２６－１３  モード２動 作 開 始 後 波 形 （逆 回 転 ） 

 
 

上 図 正 回 転 、 逆 回 転 と も に 、 ① 時 の 波 形 と ① ’ 波 形 が 異 な っ て い ま す 。 こ れ は 、 動 作 開

始 直 後 の１回 目 のみの現 象 で あ り、 １ サイクル後 の ①’時 点 以 降 は正 常 に波 形 出 力 さ れ

ます。  

USM0O0  

USM0O1  

USM0O2  

① 

DIR2 

RUN 

② ③ ④ ①’ ②’ ③’ 

USM0O3  

USM0O0  

USM0O1  

USM0O2  

①

DIR2 

RUN 

② ③ ④ ①’ ②’ ③’ 

USM0O3  
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３ - ２ ６ - ８ - ３  Ｐ Ｈ Ａ Ｓ Ｅ 数 設 定 レ ジ ス タ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ Ｐ Ｈ を 使 用 し た 時 の 動 作  

Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｎ Ｐ Ｈ レ ジ ス タ と 割 り 込 み を 使 用 す る こ と で 、 次 に 周 期 設 定 レ ジ ス タ 、 Ｌ Ｏ Ｗ 期 間

設 定 レジスタがリロードされるまでの、ステップ数 を制 御 できます。  

例 として、以 下 のような制 御 を行 う場 合 の方 法 を説 明 します。  

 

①動 作 開 始 後 、１ステップ幅 ‘Ａ’で５０ステップ進 む  

②次 の３０ステップは、１ステップ幅 ‘Ｂ’で進 む  

③次 の２０ステップは、１ステップ幅 ‘Ｃ’で逆 回 転 する  

④上 記 ③の２０ステップ終 了 で、停 止 （出 力 維 持 ）  

⑤次 の１０ステップは、１ステップ幅 ‘Ｄ’で正 回 転 する  

⑥次 の１５ステップは、１ステップ幅 ‘Ｅ’で逆 回 転 する  

⑦１５ステップ終 了 後 、モジュールを停 止 し、出 力 をＡＬＬ０とする  

 

 
上 図 動 作 を行 うために、ＵＳＭ０ＮＰＨレジスタと割 り込 みを使 用 します。  

１ . ポート、各 レジスタの設 定 、ＵＳＭ０の割 り込 み許 可 設 定 を行 う  

２ . ＵＳＭ０ＮＰＨに４９を設 定 する  

 （ＵＳＭ０ＮＰＨ＋１ステップ進 むため）  

３ . 周 期 設 定 レジスタに、周 期 Ａ、ＤＩＲ２＝０、ＳＴＰ＝０を設 定  

４ . ＵＳＭ０動 作 開 始 させる  

５ . ＵＳＭ０ＮＰＨに 、次 のステップ数 ２９を書 き込 む  

６ . 周 期 設 定 レジスタに、周 期 Ｂ、ＤＩＲ２＝０、ＳＴＰ＝０を設 定 。  

７ . 周 期 Ａで５０ステップ終 了 後 に、割 り込 みが発 生 するので、それまでＷＡＩＴする  

（ＵＳＭ０ＮＰＨの２９ , 周 期 設 定 Ｂがリロードされる）  

８ . ＵＳＭ０ＮＰＨに 、次 のステップ数 １９を書 き込 む  

９ . 周 期 設 定 レジスタに、周 期 Ｂ、ＤＩＲ２＝１、ＳＴＰ＝０を設 定  

動作開始 
50step 30step 10step

モ
ー
タ
正
回
転
方
向

周期設定
Ａ 

周期設定
D

周期設定
Ｃ

停
止

15step 20step

周期設定
E 

周期設定
B 

終了 
出力ＡＬＬ０ 
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１０ . 周 期 Ｂで３０ステップ終 了 後 に、割 り込 みが発 生 するので、それまでＷＡＩＴする  

（ＵＳＭ０ＮＰＨの１９ , 周 期 設 定 Ｃがリードされる）  

１１ . 周 期 設 定 レジスタにＳＴＰ＝ 1 を設 定  

１２ . 周 期 Ｃ で ２ ０ ス テ ッ プ 終 了 後 に 、 Ｓ Ｔ Ｐ ＝ １ 設 定 に よ り 、 波 形 出 力 が 停 止 す る （ 出 力 ポ

ート維 持 ）  

１３ . 波 形 出 力 が 停 止 す る タ イ ミ ン グ で 、 Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ の Ｓ Ｔ Ｐ Ｆ Ｌ Ｇ ( ｂ ｉ ｔ ７ ) が セ ッ ト さ れ 、 割 り

込 みが発 生 するので、それまでＷＡＩＴする  

１４ . 停 止 状 態 を解 除 し、再 動 作 させたいタイミングになるまでＷＡＩＴする  

１５ . ＵＳＭ０ＮＰＨに９を設 定 する  

１６ . 周 期 設 定 レジスタに、周 期 Ｄ、ＤＩＲ２＝０、ＳＴＰ＝０を設 定 する  

１７ . 周 期 設 定 レジ スタにＳＴＰ ＝０を設 定 後 、４カウ ントクロック周 期 以 内 にリ ロードが発 生

し、波 形 出 力 が再 動 作 を開 始 する  

１８ . 再 動 作 開 始 後 、 Ｎ Ｐ Ｈ Ｆ Ｌ Ｇ が セ ッ ト さ れ 割 り 込 み が 発 生 す る の で 、 そ れ ま で Ｗ Ａ Ｉ Ｔ  

する  

１９ . ＵＳＭ０ＮＰＨに１４を設 定 する  

２０ . 周 期 設 定 レジスタに、周 期 Ｅ、ＤＩＲ２＝１、ＳＴＰ＝０を設 定 する  

２１ . 周 期 Ｄで１０ステップ終 了 後 に、割 り込 みが発 生 するので、それまでＷＡＩＴする  

２２ . 周 期 設 定 レジスタにＳＴＰ＝１を設 定  

２３ . 周 期 Ｅ で １ ５ ス テ ッ プ 終 了 後 に 、 Ｓ Ｔ Ｐ ＝ １ 設 定 に よ り 、 波 形 出 力 が 停 止 す る （ 出 力 ポ

ート維 持 ）  

２４ . 波 形 出 力 が停 止 するタイミングで、ＵＳＭ０ＣＴＬのＳＴＰＦＬＧ ( ｂ ｉ ｔ７ ) がセットされ、割 り

込 みが発 生 するので、それまでＷＡＩＴする  

２５ . Ｕ Ｓ Ｍ ０ 制 御 レ ジ ス タ Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｃ Ｔ Ｌ の Ｒ Ｕ Ｎ （ ｂ ｉ ｔ ０ ） に ０ 、 Ｃ Ｋ Ｓ Ｌ ( ｂ ｉ ｔ ３ ， ２ ) に ０ ０を 設 定

する  

２６ . ２Ｔｃｙｃ以 内 に ＵＳＭ０モジュールは動 作 を停 止 し、ＵＳＭ０出 力 ＵＳＭ０Ｏ０～ＵＳＭ０

Ｏ３にＬＯＷレベルが出 力 される  

 

３ - ２ ６ - ９ レ ジス タ書 き込 み時 の注 意 点  

周 期 設 定 レジスタ（ＵＳＭ０ＴＷＬ，ＵＳＭ０ＴＷＨ）、ＬＯＷ期 間 設 定 レジスタ ( ＵＳＭ０ＬＰＬ ，

Ｕ Ｓ Ｍ ０ Ｌ Ｐ Ｈ ) を Ｕ Ｓ Ｍ ０ 動 作 中 （ Ｒ Ｕ Ｎ ＝ １ 時 ） に 書 き 換 え る 場 合 は 、 必 ず Ｗ Ｏ Ｒ Ｄ ア ク セ

ス命 令 により行 ってください。  

 

①アセンブラ言 語 使 用 の場 合  

 ＭＯＶ．Ｗ命 令 により、書 込 みを行 ってください。  

 

②Ｃ言 語 使 用 の場 合 、次 のようにアクセスしてください。  

 _ _ S F R W ( U S M 0 T W L )  =  x x x x  

 _ _ S F R W ( U S M 0 L P L )  =  x x x x  
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４ 制 御 機 能  

４ - １ 割 り込 み機 能  

４ - １ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ に は 外 部 入 力 に よ る 割 り 込 み 要 因 と 、 内 部 ブ ロ ッ ク の 動 作 結 果 か ら 生 じ る

割 り 込 み 要 因 が あ り ま す 。  

割 り 込 み 個 別 許 可 フ ラ グ と 一 括 許 可 フ ラ グ で そ れ ぞ れ の 割 り 込 み の 許 可 ・ 禁 止 が 設

定 で き る 割 り 込 み ベ ク タ に 対 し 、 ３ レ ベ ル の 割 り 込 み レ ベ ル が 設 定 可 能 で す 。  

ま た 、 一 括 許 可 フ ラ グ に 影 響 さ れ な い 例 外 処 理 の 割 り 込 み が 存 在 し ま す 。  

 

４ - １ - ２  機 能  

① 割 り 込 み 動 作  

・  周 辺 モ ジ ュ ー ル は 、 そ れ ぞ れ の 割 り 込 み 要 求 フ ラ グ と 割 り 込 み 要 求 許 可 フ ラ グ が と

も に “ １ ” に な る と 、 所 定 の ベ ク タ ア ド レ ス に 対 す る 割 り 込 み 要 求 を 発 生 し ま す 。  

・  Ｃ Ｐ Ｕ は 周 辺 モ ジ ュ ー ル か ら の 割 り 込 み 要 求 を 受 け 付 け る と 、 割 り 込 み レ ベ ル 、 優

先 順 位 割 り 込 み 許 可 状 態 を 判 断 し ま す 。 そ の 結 果 、 割 り 込 み を 受 け 付 け る 場 合

に は Ｐ Ｃ の 値 と Ｐ Ｓ Ｗ の 値 を ス タ ッ ク に 退 避 し 、 あ ら か じ め 決 め ら れ て い る ベ ク タ ア ド レ

ス に 分 岐 し ま す 。 そ の 際 、 ３ サ イ ク ル か か り ま す 。  

・  割 り 込 み ル ー チ ン か ら の 復 帰 は 、 Ｉ Ｒ Ｅ Ｔ 命 令 に よ り 行 わ れ 、 Ｐ Ｃ と 割 り 込 み レ ベ ル が

以 前 の 状 態 に 戻 り ま す 。  

 

② 割 り 込 み 要 求 の 許 可 受 付 制 御  

・  最 高 位 レ ベ ル の 割 り 込 み 以 外 は 、 Ｉ Ｅ （ Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト ７ ） で 割 り 込 み 要 求 受 付 の 許

可 ／ 禁 止 の 制 御 が で き ま す 。  

 

③ 多 重 割 り 込 み 制 御  

・  割 り 込 み レ ベ ル 設 定 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｌ １ Ｌ ， Ｉ Ｌ １ Ｈ ， Ｉ Ｌ ２ Ｌ ， Ｉ Ｌ ２ Ｈ ） で ３ つ の 割 り 込 み レ ベ

ル が 設 定 で き ま す 。  

・  割 り 込 み 処 理 中 に 同 一 レ ベ ル ま た は 下 位 レ ベ ル の 割 り 込 み 要 求 が あ っ て も 受 け

付 け ら れ ま せ ん 。  

・  現 在 の 割 り 込 み 優 先 レ ベ ル は Ｐ Ｓ Ｗ の ビ ッ ト ８ ～ １ ０ に 設 定 さ れ て い ま す 。  

 

④ 割 り 込 み の 優 先  

・  異 な る 優 先 レ ベ ル の 割 り 込 み が 同 時 に 発 生 し た 時 は 、 優 先 レ ベ ル の 高 い も の が 優

先 さ れ ま す 。 ま た 、 同 じ 優 先 レ ベ ル の 割 り 込 み が 同 時 に 発 生 し た 時 は 、 割 り 込 み ベ

ク タ ア ド レ ス の 小 さ い も の が 優 先 さ れ ま す 。  

 

⑤ 割 り 込 み 受 け 付 け 禁 止 期 間  

・  Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 解 除 後 の ２ Ｔ ｃ ｙ ｃ の 期 間 割 り 込 み は 受 け 付 け ら れ ま せ ん 。  

・  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 命 令 の 直 前 で の 割 り 込 み は 禁 止 さ れ ま す 。  

・  Ｉ Ｒ Ｅ Ｔ 命 令 と 次 の 命 令 実 行 の 間 に は 割 り 込 み は 発 生 し ま せ ん 。  
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⑥ 割 り 込 み レ ベ ル 制 御  

・  割 り 込 み レ ベ ル 設 定 レ ジ ス タ （ Ｉ Ｌ １ Ｌ ， Ｉ Ｌ １ Ｈ ， Ｉ Ｌ ２ Ｌ ， Ｉ Ｌ ２ Ｈ ） で 、 ベ ク タ 単 位 で 割 り

込 み の 許 可 ／ 禁 止 の 設 定 と ３ つ の 割 り 込 み 優 先 レ ベ ル の 設 定 が で き ま す 。  

 

⑦ 例 外 処 理 の 割 り 込 み  

・  例 外 割 り 込 み 制 御 レ ジ ス タ （ Ｅ Ｘ Ｃ Ｐ Ｌ 、 Ｅ Ｘ Ｃ Ｐ Ｈ ） で 許 可 ・ 禁 止 が 設 定 さ れ る 割 り

込 み 処 理 で あ り 、 一 括 許 可 フ ラ グ に 影 響 さ れ ま せ ん 。  

・  例 外 処 理 割 り 込 み は 、 全 て の 周 辺 機 能 に よ る 割 り 込 み よ り も 優 先 さ れ ま す 。 そ の

た め 、 例 外 割 り 込 み 処 理 中 は 全 て の 割 り 込 み 要 求 を 受 け 付 け ま せ ん 。  

 

⑧ 割 り 込 み の 許 可 や 割 り 込 み の 優 先 レ ベ ル の 指 定 を 行 う に は Ｒ １ ４ （ Ｐ Ｓ Ｗ ） と 次 に 示 す

 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が あ り ま す 。  
 

・  Ｒ １ ４ 、 Ｉ Ｌ １ Ｌ 、 Ｉ Ｌ １ Ｈ 、 Ｉ Ｌ ２ Ｌ 、 Ｉ Ｌ ２ Ｈ 、 Ｅ Ｘ Ｃ Ｐ Ｌ 、 Ｅ Ｘ Ｃ Ｐ Ｈ  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F02 0000 0000 R/W IL1L IRQ3 T0 BT WDT 

7F03 0000 0000 R/W IL1H IRQ7 IRQ6 IRQ5 IRQ4 

7F04 0000 0000 R/W IL2L IRQB IRQA IRQ9 IRQ8 

7F05 0000 0000 R/W IL2H IRQF IRQE IRQD IRQC 

7F08 0000 0000 R/W EXCPL CLKSTP
_FLG 

CLKSTP
_IE 

ADDERR
_FLG 

ADDERR
_IE 

ODDACC
_FLG 

ODDACC 
_IE 

NONINS 
_FLG 

NONINS
_IE 

7F09 LL00 L0L0 R/W EXCPH UART1 
_FLG 

UART1
_IE 

UART0
_FLG 

UART0
_IE 

UART1
_ITYPE

UART0 
_ITYPE 

－ MOVEVEC

 

４ - １ - ３  割 り 込 み 一 覧  

① 本 シ リ ー ズ の 割 り 込 み 一 覧  

No. ベクタ 割り込み（周辺機能） 

1 08000H ウォッチドッグタイマ(1) 

2 08004H ベースタイマ(2) 

3 08008H タイマ 0(2) 

4 0800CH INT0(1) 

5 08010H  

6 08014H INT1(1) 

7 08018H INT2(1)／タイマ 1(2)／ＵART2(4) 

8 0801CH INT3(1)／タイマ 2(4)／SMIIC0(1) 

9 08020H INT4(1)／タイマ 3(2) 

10 08024H INT5(1)／タイマ 4(1)／SIO1(2) 

11 08028H USM0(3) 

12 0802CH PWM0(1) 

13 08030H ADC(1)／タイマ 5(1) 

14 08034H INT6(1) 

15 08038H INT7(1)／SIO0(2) 

16 0803CH ポート 0(3) 
 

（ ） 内 の 数 字 は モ ジ ュ ー ル に お け る 割 り 込 み 要 因 数  

・  優 先 レ ベ ル  ３ ＞ ２ ＞ １  

・  同 一 レ ベ ル で は ベ ク タ ア ド レ ス の 小 さ い も の が 優 先 さ れ る 。  
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② 本 シ リ ー ズ の 例 外 処 理 割 り 込 み 一 覧  

 No. ベクタアドレス 割り込み（例外処理） 

1 08080H  例外処理(5) 
 

・  （ ） 内 の 数 字 は 割 り 込 み 要 因 数  

・  例 外 処 理 割 り 込 み は 、 ① の す べ て の 周 辺 機 能 に よ る 割 り 込 み よ り も 優 先 さ れ る  

 

４ - １ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

４ - １ - ４ - １  Ｒ １ ４ （ Ｐ Ｓ Ｗ ）  

①  Ｃ Ｐ Ｕ の 状 態 を 格 納 す る １ ６ ビ ッ ト の レ ジ ス タ で す 。  

②  ビ ッ ト ７ ～ １ ０ で 割 り 込 み の 制 御 を 行 い ま す 。  

ビット 記号 機能 

０ Ｚ８ データ転送・演算で、データの下位８ビットが０の時１になります。 

１ Ｚ１６ データ転送・演算で、データが０の時１になります。 

８ビット転送時はＺ８と同じ変化をします。 

２ ＣＹ 次の２つの場合で、データが変化します。 

・算術演算の結果、ビット１５からのキャリー／ボローが入ります。 

・シフト・ローテート命令で値が変化します。 

３ ＨＣ 算術演算の結果、ビット３からのキャリー・ボローが入ります。 

４ ＯＶ 演算のオーバーフローが入ります。 

５ Ｐ データ転送・演算でデータ１の総数が奇数の時１になります。 

６ Ｓ 最後に扱われたデータの最上位ビットを格納します。 

７ ＩＥ 割り込みの許可を行います。 

＊このビットが１でないとすべての割り込みはかかりません。 

８ ＩＬ０ 割り込みレベルを制御します。 

＊ＩＥ＝１の時、ＩＬ２～ＩＬ０で指定されたレベルより高いレベルの割り込み要求

が受け付けられます。 

９ ＩＬ１ 

１０ ＩＬ２ 

１１ ＷＳ 例外割り込み制御レジスタの書き込み制御（０／１ ： 禁止／許可） 

１２ Ｎ０ Ｎ３～Ｎ０の値でレジスタ指定する命令で参照されます。 

データ転送・演算で使われた汎用レジスタの番号がここに入ります。 １３ Ｎ１ 

１４ Ｎ２ 

１５ Ｎ３ 
 

（ 注 ） M U L ・ D I V ・ D I V L H ・ S D I V ・ S D I V L H 命 令 実 行 時 の フ ラ グ 変 化 は 以 下 の よ う に な
り ま す 。  

  Z 8 , Z 1 6 , P , S    …  演 算 結 果 の Ｒ ０ の 値 に 影 響 を 受 け 変 化 し ま す  
  H C , O V , N 0 ～ N 3  …  ク リ ア さ れ ま す  
  C Y            …  S D I V ・ S D I V L H 命 令 時 は S フ ラ グ と 同 一 値 、 そ れ 以 外

の 場 合 ク リ ア  
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４ - １ - ４ - ２  割 り 込 み レ ベ ル 設 定 レ ジ ス タ １ Ｌ  

 ① ベ ク タ 毎 の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 す る レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F02 0000 0000 R/W IL1L IRQ3 T0 BT WDT 

 

Ｉ Ｒ Ｑ ３ （ ビ ッ ト ７ 、 ６ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ Ｃ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ Ｃ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱ３ 割り込みレベル（８００ＣＨ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｔ ０ （ ビ ッ ト ５ 、 ４ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ ８ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ ８ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

Ｔ０ 割り込みレベル（８００８Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｂ Ｔ （ ビ ッ ト ３ 、 ２ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ ４ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ ４ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＢＴ 割り込みレベル（８００４Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｗ Ｄ Ｔ （ ビ ッ ト １ 、 ０ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ ０ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ０ ０ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＷＤＴ 割り込みレベル（８０００Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 
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４ - １ - ４ - ３  割 り 込 み レ ベ ル 設 定 レ ジ ス タ １ Ｈ  

 ① ベ ク タ 毎 の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 す る レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F03 0000 0000 R/W IL1H IRQ7 IRQ6 IRQ5 IRQ4 

 

Ｉ Ｒ Ｑ ７ （ ビ ッ ト ７ 、 ６ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ Ｃ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ Ｃ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱ７ 割り込みレベル（８０１ＣＨ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｉ Ｒ Ｑ ６ （ ビ ッ ト ５ 、 ４ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ ８ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ ８ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱ６ 割り込みレベル（８０１８Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｉ Ｒ Ｑ ５ （ ビ ッ ト ３ 、 ２ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ ４ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ ４ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱ５ 割り込みレベル（８０１４Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｉ Ｒ Ｑ ４ （ ビ ッ ト １ 、 ０ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ ０ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ １ ０ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱ４ 割り込みレベル（８０１０Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 
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４ - １ - ４ - ４  割 り 込 み レ ベ ル 設 定 レ ジ ス タ ２ Ｌ  

① ベ ク タ 毎 の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 す る レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F04 0000 0000 R/W IL2L IRQB IRQA IRQ9 IRQ8 

 

Ｉ Ｒ Ｑ Ｂ （ ビ ッ ト ７ 、 ６ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ Ｃ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ Ｃ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱＢ 割り込みレベル（８０２ＣＨ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｉ Ｒ Ｑ Ａ （ ビ ッ ト ５ 、 ４ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ ８ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ ８ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱＡ 割り込みレベル（８０２８Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｉ Ｒ Ｑ ９ （ ビ ッ ト ３ 、 ２ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ ４ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ ４ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱ９ 割り込みレベル（８０２４Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｉ Ｒ Ｑ ８ （ ビ ッ ト １ 、 ０ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ ０ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ２ ０ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱ８ 割り込みレベル（８０２０Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 
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４ - １ - ４ - ５  割 り 込 み レ ベ ル 設 定 レ ジ ス タ ２ Ｈ  

① ベ ク タ 毎 の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 す る レ ジ ス タ で す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F05 0000 0000 R/W IL2H IRQF IRQE IRQD IRQC 

 

Ｉ Ｒ Ｑ Ｆ （ ビ ッ ト ７ 、 ６ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ Ｃ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ Ｃ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱＦ 割り込みレベル（８０３ＣＨ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｉ Ｒ Ｑ Ｅ （ ビ ッ ト ５ 、 ４ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ ８ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ ８ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱＥ 割り込みレベル（８０３８Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｉ Ｒ Ｑ Ｄ （ ビ ッ ト ３ 、 ２ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ ４ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ ４ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱＤ 割り込みレベル（８０３４Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 

 

Ｉ Ｒ Ｑ Ｃ （ ビ ッ ト １ 、 ０ ） ： ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ ０ Ｈ 割 り 込 み レ ベ ル 設 定  

上 記 ２ ビ ッ ト で ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ３ ０ Ｈ の 割 り 込 み レ ベ ル を 設 定 し ま す 。  

ＩＲＱＣ 割り込みレベル（８０３０Ｈ） 

１１ ３ 

１０ ２ 

０１ １ 

００ 割り込み禁止 
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４ - １ - ４ - ６  例 外 割 り 込 み 制 御 レ ジ ス タ 下 位  

① Ｒ １ ４ （ Ｐ Ｓ Ｗ ） の ビ ッ ト １ １ が １ の 時 、 書 き 込 み を 行 う こ と が で き ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F08 0000 0000 R/W EXCPL CLKSTP
_FLG 

CLKSTP
_IE 

ADDERR
_FLG 

ADDERR
_IE 

ODDACC
_FLG 

ODDACC 
_IE 

NONINS 
_FLG 

NONINS

_IE 

 

Ｃ Ｌ Ｋ Ｓ Ｔ Ｐ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ７ ） ： 発 振 停 止 検 出 フ ラ グ  

Ｃ Ｌ Ｋ Ｓ Ｔ Ｐ ＿ Ｉ Ｅ が １ の 時 シ ス テ ム ク ロ ッ ク が 停 止 す る と セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 命 令 で ０ に ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｃ Ｌ Ｋ Ｓ Ｔ Ｐ ＿ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ６ ） ： 発 振 停 止 割 り 込 み 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｃ Ｌ Ｋ Ｓ Ｔ Ｐ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ８ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が

発 生 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 低 速 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 が 動 作 し 、 発 振 停 止 検 出 回 路 が 動 作 し  

ま す 。  

 

Ａ Ｄ Ｄ Ｅ Ｒ Ｒ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） ： ア ド レ ス エ ラ ー フ ラ グ  

実 装 さ れ て い る メ モ リ 空 間 の 領 域 外 を ア ク セ ス す る と セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 命 令 で ０ に ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ａ Ｄ Ｄ Ｅ Ｒ Ｒ ＿ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： ア ド レ ス エ ラ ー 割 り 込 み 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ａ Ｄ Ｄ Ｅ Ｒ Ｒ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ８ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求

が 発 生 し ま す 。  

 

Ｏ Ｄ Ｄ Ａ Ｃ Ｃ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ３ ） ： ワ ー ド 命 令 奇 数 ア ド レ ス ア ク セ ス フ ラ グ  

奇 数 ア ド レ ス に 対 し ワ ー ド 命 令 で ア ク セ ス し た 時 に セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 命 令 で ０ に ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｏ Ｄ Ｄ Ａ Ｃ Ｃ ＿ Ｉ Ｅ ( ビ ッ ト ２ ) ： ワ ー ド 命 令 奇 数 ア ド レ ス ア ク セ ス 割 り 込 み 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｏ Ｄ Ｄ Ａ Ｃ Ｃ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ８ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求

が 発 生 し ま す 。  

 

Ｎ Ｏ Ｎ Ｉ Ｎ Ｓ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト １ ） ： 未 定 義 命 令 チ ェ ッ ク フ ラ グ  

未 定 義 の 命 令 コ ー ド を 実 行 す る と セ ッ ト さ れ ま す 。  

こ の ビ ッ ト は 命 令 で ０ に ク リ ア し て く だ さ い 。  

 

Ｎ Ｏ Ｎ Ｉ Ｎ Ｓ ＿ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ０ ） ： 未 定 義 命 令 チ ェ ッ ク 割 り 込 み 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｎ Ｏ Ｎ Ｉ Ｎ Ｓ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ８ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求

が 発 生 し ま す 。  
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４ - １ - ４ - ７  例 外 割 り 込 み 制 御 レ ジ ス タ 上 位  

① Ｒ １ ４ （ Ｐ Ｓ Ｗ ） の ビ ッ ト １ １ が １ の 時 、 書 き 込 み を 行 う こ と が で き ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F09 LL00 L0L0 R/W EXCPH UART1 
_FLG 

UART1
_IE 

UART0
_FLG 

UART0
_IE 

UART1
_ITYPE

UART0 
_ITYPE 

－ MOVEVEC

 

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ７ ） ： 予 約 ビ ッ ト  

０ で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ＿ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ６ ） ： 予 約 ビ ッ ト  

０ で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ （ ビ ッ ト ５ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 割 り 込 み フ ラ グ  

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ の 割 り 込 み 要 求 フ ラ グ を 見 る レ ジ ス タ で す 。  

こ の ビ ッ ト は リ ー ド オ ン リ ー で す 。  

 

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ ＿ Ｉ Ｅ （ ビ ッ ト ４ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 割 り 込 み 許 可  

こ の ビ ッ ト と Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ ＿ Ｆ Ｌ Ｇ が １ の 時 、 ベ ク タ ア ド レ ス ８ ０ ８ ０ Ｈ へ の 割 り 込 み 要 求 が

発 生 し ま す 。  

 

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ １ ＿ Ｉ Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ （ ビ ッ ト ３ ） ： 予 約 ビ ッ ト  

０ で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ ＿ Ｉ Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 割 り 込 み マ ス ク 制 御  

こ の ビ ッ ト が １ の 時 、 Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 割 り 込 み は Ｉ Ｅ に よ っ て 許 可 ・ 禁 止 を 制 御 さ れ ま す 。  

   こ の ビ ッ ト が ０ の 時 、 Ｕ Ａ Ｒ Ｔ ０ 割 り 込 み は Ｉ Ｅ の 値 に か か わ ら ず 許 可 さ れ ま す 。  

 

Ｍ Ｏ Ｖ Ｅ Ｖ Ｅ Ｃ （ ビ ッ ト ０ ） ： 予 約 ビ ッ ト  

０ で 使 用 し て く だ さ い 。  
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４ - ２ システムクロック発 生 機 能  

４ - ２ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク 源 と し て 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ 、 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 の ３ 系 統 の ク ロ

ッ ク か ら プ ロ グ ラ ム で シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 選 択 し ま す 。 Ｒ Ｃ 発 振 回 路 は 、 抵 抗 Ｒ 、 コ ン デ ン サ

Ｃ を 内 蔵 し て お り 、 外 付 け 回 路 の 必 要 が あ り ま せ ん 。 ま た 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 分 周 出 力

を ベ ー ス タ イ マ の ク ロ ッ ク 源 と し て 使 用 す る こ と が で き ま す 。  

（ １ ） Ｏ Ｓ Ｃ １ ： Ｃ Ｆ 発 振 回 路  

（ ２ ） Ｏ Ｓ Ｃ ０ ： 水 晶 発 振 回 路  

 

４ - ２ - ２  機 能  

① シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択  

・ Ｏ Ｓ Ｃ １ ， Ｏ Ｓ Ｃ ０ ， Ｒ Ｃ 発 振 の ３ 系 統 の ク ロ ッ ク か ら シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 選 択 し ま す 。  

 

② シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周  

・ シ ス テ ム ク ロ ッ ク と し て 選 択 さ れ た ク ロ ッ ク を 分 周 し て シ ス テ ム ク ロ ッ ク と し て 供 給 し ま す 。  

・ 分 周 は
1

1 ，
2

1 ，
4
1 ，

8

1
，

16
1 ，

32
1 ，

64
1 ，

128
1

の 選 択 が で き ま す 。  

 

③ 発 振 回 路 制 御  

・ 命 令 で 上 記 ３ 系 統 の ク ロ ッ ク 源 の 動 作 ／ 停 止 を 独 立 に 制 御 で き ま す 。  

 

④ ベ ー ス タ イ マ へ の ク ロ ッ ク 供 給  

・ シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 分 周 出 力 を ベ ー ス タ イ マ の ク ロ ッ ク と し て 供 給 す る こ と が で き ま す 。  

  ・ 分 周 は
32
1 ，

64
1 ，

128
1 ，

256

1
の 選 択 が で き ま す 。  

 

⑤ 周 辺 モ ジ ュ ー ル へ の ク ロ ッ ク 供 給  

・ 上 記 ３ 系 統 の ク ロ ッ ク を 周 辺 モ ジ ュ ー ル で 使 用 し ま す 。 詳 細 は 周 辺 モ ジ ュ ー ル を 参

照 し て く だ さ い 。  

 

⑥ シ ス テ ム ク ロ ッ ク を 制 御 す る に は 次 に 示 す 特 殊 機 能 レ ジ ス タ を 操 作 す る 必 要 が あ り  

ま す 。  
 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F0A 0000 0000 R/W OCR0 OSC1TYPE1 SCKSEL RCSTOP OSC1TYPE0 OSC0TYPE ENOSC1 ENOSC0

7F0B 0L00 L000 R/W OCR1 BTCKSEL2 - BTCKSEL1 - SCKDIV 
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４ - ２ - ３  回 路 構 成  

４ - ２ - ３ - １  Ｏ Ｓ Ｃ １  

4 - ２ - ３ - １ - １   Ｃ Ｆ 発 振 回 路  

①  Ｃ Ｆ １ ， Ｃ Ｆ ２ 端 子 に セ ラ ミ ッ ク 発 振 子 と 容 量 を 接 続 す る こ と に よ り 発 振 可 能 に な り ま す 。  

 

４ - ２ - ３ - ２  Ｏ Ｓ Ｃ ０  

４ - ２ - ３ - ２ - １  Ｘ Ｔ 発 振 回 路  

①  Ｘ Ｔ １ ， Ｘ Ｔ ２ 端 子 に 水 晶 発 振 子 （ ３ ２ ． ７ ６ ８ ｋ Ｈ ｚ ） と 容 量 ， 帰 還 抵 抗 ， ダ ン ピ ン グ 抵

抗 を 接 続 す る こ と に よ り 発 振 可 能 と な り ま す 。  

 

４ - ２ - ３ - ３  Ｒ Ｃ 発 振 回 路  

① 内 蔵 の 抵 抗 と 容 量 で 発 振 し ま す 。  

② リ セ ッ ト ま た は Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 解 除 後 に は 、 Ｒ Ｃ 発 振 の ク ロ ッ ク が シ ス テ ム ク ロ ッ ク と な り ま す 。  

③ 発 振 開 始 直 後 か ら 正 常 な 周 波 数 で 発 振 を 行 い ま す 。  

 

４ - ２ - ３ - ４  発 振 制 御 レ ジ ス タ ０  

① 発 振 回 路 の 選 択 と 動 作 停 止 ／ 開 始 の 制 御 を 行 い ま す 。  

 

４ - ２ - ３ - ５  発 振 制 御 レ ジ ス タ １  

①  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 回 路 の 制 御 を 行 い ま す 。  

②  ベ ー ス タ イ マ へ の 供 給 ク ロ ッ ク 選 択 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４ － ２ － １  シ ス テ ム ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ブ ロ ッ ク 図  
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４ - ２ - ４  関 連 レ ジ ス タ  

４ - ２ - ４ - １  発 振 制 御 レ ジ ス タ ０  

 ① 発 振 回 路 の 選 択 と 動 作 停 止 ／ 開 始 の 制 御 を 行 い ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F0A 0000 0000 R/W OCR0 OSC1TYPE1 SCKSEL RCSTOP OSC1TYPE0 OSC0TYPE ENOSC1 ENOSC0

 
Ｓ Ｃ Ｋ Ｓ Ｅ Ｌ （ ビ ッ ト ６ 、 ５ ） ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択  

上 記 ２ ビ ッ ト で シ ス テ ム ク ロ ッ ク 源 を 選 択 し ま す 。  

ＳＣＫＳＥＬ システムクロック 

１１ ＯＳＣ０ 

１０ ＯＳＣ１ 

０１ ＲＣ発振 

００ ＲＣ発振 

 

Ｒ Ｃ Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ ( ビ ッ ト ４ ) ： Ｒ Ｃ 発 振 動 作 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 Ｒ Ｃ 発 振 は 停 止 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は “ ０ ” の 時 、 Ｒ Ｃ 発 振 は 動 作 し ま す 。  

 

Ｏ Ｓ Ｃ １ Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ １ （ ビ ッ ト ７ ） ： Ｏ Ｓ Ｃ １ 回 路 選 択 １  

Ｏ Ｓ Ｃ １ Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ ０ （ ビ ッ ト ３ ） ： Ｏ Ｓ Ｃ １ 回 路 選 択 ０  

上 記 ２ ビ ッ ト で Ｏ Ｓ Ｃ １ を 選 択 し ま す 。  

ＯＳＣ１ＴＹＰＥ１ ＯＳＣ１ＴＹＰＥ０ ＯＳＣ１回路選択 

１ １ ＣＦ発振回路 

１ ０ 設定禁止 

０ １ 設定禁止 

０ ０ 発振停止 

 

Ｏ Ｓ Ｃ ０ Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ （ ビ ッ ト ２ ） ： Ｏ Ｓ Ｃ ０ 回 路 選 択  

こ の ビ ッ ト で Ｏ Ｓ Ｃ ０ を 選 択 し ま す 。  

ＯＳＣ０ＴＹＰＥ ＯＳＣ０回路選択 

１ ＸＴ発振回路 

０ 汎用ポート 

 

Ｅ Ｎ Ｏ Ｓ Ｃ １ （ ビ ッ ト １ ） ： Ｏ Ｓ Ｃ １ 動 作 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 選 択 さ れ た Ｏ Ｓ Ｃ １ 回 路 が 動 作 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は “ ０ ” の 時 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ は 停 止 し ま す 。  

 

Ｅ Ｎ Ｏ Ｓ Ｃ ０ （ ビ ッ ト ０ ） ： Ｏ Ｓ Ｃ ０ 動 作 制 御  

こ の ビ ッ ト が “ １ ” の 時 、 選 択 さ れ た Ｏ Ｓ Ｃ ０ 回 路 が 動 作 し ま す 。  

こ の ビ ッ ト は “ ０ ” の 時 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ は 停 止 し ま す 。  
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４ - ２ - ４ - ２  発 振 制 御 レ ジ ス タ １  

 ① シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 回 路 の 制 御 を 行 い ま す 。  

 ② ベ ー ス タ イ マ へ の 供 給 ク ロ ッ ク 選 択 を 行 い ま す 。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値  R/W 名前  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F0B 0L00 L000 R/W OCR1 BTCKSEL2 - BTCKSEL1 - SCKDIV 

 
Ｂ Ｔ Ｃ Ｋ Ｓ Ｅ Ｌ ２ （ ビ ッ ト ７ ） ： ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク 選 択  

   こ の ビ ッ ト で ベ ー ス タ イ マ の ク ロ ッ ク を 選 択 し ま す 。  

ＢＴＣＫＳＥＬ２ ベースタイマクロック 

１ システムクロックの分周出力(注) 

０ ＯＳＣ０ 

    （ 注 ） 分 周 比 は ビ ッ ト ５ ， ４ で 設 定 し ま す 。  

 

Ｂ Ｔ Ｃ Ｋ Ｓ Ｅ Ｌ １ （ ビ ッ ト ５ 、 ４ ） ： ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク 分 周 設 定  

   こ の ビ ッ ト で ベ ー ス タ イ マ へ 供 給 す る ク ロ ッ ク 分 周 を 選 択 し ま す 。  

ＢＴＣＫＳＥＬ１ 分周比 

００ 32

1  

０１ 64

1  

１０ 128

1  

１１ 256

1  

 

Ｓ Ｃ Ｋ Ｄ Ｉ Ｖ ( ビ ッ ト ２ ～ ０ ) ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク 分 周 設 定  

ＳＣＫＤＩＶ 分周比 

０００ 1

1  

００１ 2

1  

０１０ 4

1  

０１１ 8

1  

１００ 16

1  

１０１ 32
1  

１１０ 64

1  

１１１ 128

1  
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４ - ３ スタンバイ機 能  

４ - ３ - １  概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 停 電 時 や 待 機 中 の 消 費 電 流 を 低 減 す る た め に Ｈ Ａ Ｌ Ｔ （ ホ ル ト ） ， Ｈ Ｏ Ｌ

Ｄ （ ホ ー ル ド ） ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ （ ホ ー ル ド Ｘ ） と 呼 ば れ る ３ つ の ス タ ン バ イ モ ー ド が あ り ま す 。 ス タ ン

バ イ 状 態 で は 、 命 令 の 実 行 は 停 止 し ま す 。  

 

４ - ３ - ２  機 能  

① Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド  

・  命 令 の 実 行 は 停 止 す る が 、 周 辺 回 路 は 動 作 を 継 続 し ま す 。  

・  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ 命 令 を 実 行 す る こ と に よ り 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド に 入 り ま す 。  

・  リ セ ッ ト ま た は 割 り 込 み 要 求 の 受 付 に よ り 、 通 常 動 作 モ ー ド に 復 帰 し ま す 。  

 

② Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド  

・  全 て の 発 振 が 停 止 し ま す 。 命 令 の 実 行 が 停 止 し 、 周 辺 回 路 も 動 作 停 止 し ま す 。  

・  Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 命 令 を 実 行 す る こ と に よ り 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ モ ー ド に 入 り ま す 。  

・  リ セ ッ ト ま た は Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 解 除 信 号 の 発 生 に よ り 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド に 移 行 し ま す 。  

 

③ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド  

・  Ｏ Ｓ Ｃ ０ 以 外 の 発 振 が 停 止 し ま す 。 命 令 の 実 行 が 停 止 し 、 Ｏ Ｓ Ｃ ０ の ク ロ ッ ク 以 外 で

動 作 す る 周 辺 回 路 も 動 作 停 止 し ま す 。  

・  Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 命 令 を 実 行 す る こ と に よ り 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド に 入 り ま す 。  

・  リ セ ッ ト ま た は Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 解 除 信 号 の 発 生 に よ り 、 Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド に 移 行 し ま す 。  

・  Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 解 除 時 、 Ｏ Ｓ Ｃ １ ・ Ｒ Ｃ 発 振 の 発 振 状 態 、 及 び シ ス テ ム ク ロ ッ ク 選 択 は 突

入 時 の 状 態 に 戻 り ま す 。 Ｏ Ｓ Ｃ １ に Ｃ Ｆ 発 振 子 を 接 続 し て い る 場 合 は 、 発 振 安 定

時 間 が 必 要 と な り ま す の で 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド に 入 る 前 に 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク と し て Ｏ Ｓ

Ｃ ０ ま た は Ｒ Ｃ 発 振 を 選 択 し て く だ さ い 。  

 

※ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 解 除 信 号 は 各 周 辺 シ ス テ ム か ら の 割 り 込 み 要 求 信 号 で す 。 し た

が っ て 各 周 辺 シ ス テ ム の 割 り 込 み 要 求 が 成 立 し た ま ま Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ 命 令 を 実

行 し て も す ぐ に Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド か ら 移 行 し て し ま い ま す 。  

・  割 り 込 み 受 け 付 け が 許 可 さ れ て い た 場 合 は 通 常 動 作 へ 移 行 。  

・  割 り 込 み 受 け 付 け が 禁 止 さ れ て い た 場 合 は Ｈ Ａ Ｌ Ｔ モ ー ド 移 行 。  

（ 注 ） 割 り 込 み の 受 け 付 け に 関 し て は 、 ４ － １ 章 を 参 照 し て く だ さ い 。  

 

※ 周 辺 シ ス テ ム で Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド か ら 復 帰 さ せ る 場 合 は 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ

モ ー ド に 入 る 前 に 解 除 要 因 以 外 の 周 辺 シ ス テ ム の 割 り 込 み 要 求 を 禁 止 し て く だ   

さ い 。  

 

※ リ セ ッ ト 条 件 の み で Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド か ら 復 帰 さ せ る 場 合 は 、 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ／ Ｈ Ｏ Ｌ

Ｄ Ｘ モ ー ド に 入 る 前 に す べ て の 周 辺 シ ス テ ム の 割 り 込 み 要 求 を 禁 止 し て く だ さ い 。  
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※  Ｈ Ａ Ｌ Ｔ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ ， Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ の ３ 種 類 の 命 令 を ２ つ 以 上 連 続 し て 記 述 し な い で く だ   

さ い 。  

 

例 ）  

  ：  

H O L D  

H A L T  

  ：  

 

  ：  

H A L T  

N O P  

H A L T  

  ：  

 

記述ＮＧ 

記述ＯＫ 
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表 ４ － ３ － １  ス タ ン バ イ 動 作  

項目／モード リセット状態 ＨＡＬＴモード ＨＯＬＤモード ＨＯＬＤＸモード 

突入条件 ・ＲＥＳＢ信号印加 

・ウォッチドッグタイマ

のリセット発生 

ＨＡＬＴ命令実行 ＨＯＬＤ命令実行 ＨＯＬＤＸ命令実行 

突入後、 

変化するデータ 

別紙のように初期化さ

れる。 

（表２－６－１） 

なし ・ＷＤＴＣＲのビット３が

セ ッ ト さ れ て い る 場

合、ＷＤＴＣＲのビット

０がクリアされる。 

・ＯＣＲ０，ＯＣＲ１レジ

スタが００になる。 

・ＷＤＴＣＲのビット３が

セ ッ ト さ れ て い る 場

合、ＷＤＴＣＲのビット

０がクリアされる。 

ＯＣＲ０，ＯＣＲ１ 初期化される 変化しない 初期化される 変化しない 

ＯＳＣ０ 停止 突入時の状態 停止 突入時の状態 

ＯＳＣ１ 停止 突入時の状態 停止 停止 

ＲＣ発振 停止 突入時の状態 停止 停止 

ＣＰＵ 初期化される 停止 停止 停止 

Ｉ／Ｏ端子状態 表４－３－２参照 ← ← ← 

ＲＡＭ ・ＲＥＳＢの場合：不定 

・ウォッチドッグタイマリ

セットの場合：データ

保持 

 

データ保持 データ保持 データ保持 

周辺モジュール 停止 突入時の状態 停止 ＯＳＣ０で動作している

モジュール：突入時の

状態 

その他：停止 

復帰条件 突入条件の解消 ・割り込み要求の受付

・リセット条件の成立 

・ＩＮＴ０～７，Ｐ０ＩＮＴ，

ＵＡＲＴ２，ＳＩＯ０，ＳＩ

Ｏ１からの割り込み要

求の受付 

・リセット条件の成立 

・ＩＮＴ０～７，Ｐ０ＩＮＴ，

ＵＡＲＴ２，ＳＩＯ０，ＳＩ

Ｏ１，ＯＳＣ０で動作し

ているモジュールから

の 割 り 込 み 要 求 の

受付 

・リセット条件の成立 

復帰先 通常動作モード 通常動作モード ＨＡＬＴモード 

(注１) 

ＨＡＬＴモード 

(注１) 

復 帰 後 に 変 化 

するデータ 

なし なし なし なし 

 
注 １ ： リ セ ッ ト 突 入 条 件 の 成 立 で 復 帰 し た 場 合 、 リ セ ッ ト 状 態 に 移 行 す る 。  
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表 ４ － ３ － ２  モ ー ド に よ る 端 子 状 態 （ 本 シ リ ー ズ ）  

端子名 リセット時 通常動作時 ＨＡＬＴ時 ＨＯＬＤ時 ＨＯＬＤ解除時 

RESB ・入力端子 ← ← ← ← 

PC0 ・ 入力モード 

・ X’tal 発振は開始し

ない。 

・ レジスタ OCR0(7F0AH)
で X’tal 発振用入力端

子として使用を制御 

・ 入力／出力はプログラ

ムで制御 

※発振端子として使用時

は PC0 出力機能は動

作しない。 

← ・ HOLD 突入時の PC0
関連レジスタの状態 

※HOLDX 時は発振

状態を保持する。 

・HOLD 時の状態 

・ PC0,PC1 の間の帰

還抵抗はオフ 
・ PC0,PC1 の間の帰還抵

抗はプロクラムで制御 
← ・ PC0,PC1 の間の帰還

抵抗はオフ 
 

PC1 ・ 入力モード 

・ X’tal 発振は開始し

ない。 

・ レジスタ OCR0(7F0AH)
で X’tal 発振用出力端

子として使用を制御 

・ 入力／出力はプログラ

ムで制御 

※発振端子として使用時

は PC1 出力機能は動

作しない。 

← ・HOLD 突入時の PC1
関連レジスタの状態 

※HOLDX 時は発振

状態を保持する。 

・HOLD 時の状態 

・ PC0,PC1 の間の帰

還抵抗はオフ 
・ PC0,PC1 の間の帰還抵

抗はプロクラムで制御 
 ・ PC0,PC1 の間の帰還

抵抗はオフ 
 

CF1 ・CF 発振用インバー

タの入力 
・ CF 発振用インバータの

入力 

・ レジスタ OCR0(7F0AH)
で発振可能／停止を制

御 

← ・ 発振停止状態 

 

・ リセット時と同じ 

 

※HOLDX 解除時は

突入時の状態 

・CF1,CF2 の間に帰

還抵抗あり 
・CF1,CF2 の間に帰還抵

抗あり 
 ・CF1,CF2 の間に帰還

抵抗あり 
 

CF2 ・ CF 発振用インバー

タの出力 

・ 発振可能状態 

・ CF 発振用インバータの

出力 

・ レジスタ OCR0(7F0AH)
で発振可能／停止を制

御 

・ 発振停止時は CF1 に

関係なく VDD レベル 

出力 

← ・ 発振停止状態 

・ CF1 に関係なく VDD
レベル出力 

・ リセット時と同じ 

 

※HOLDX 解除時は

突入時の状態 

P00-P07 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御 

← ← ← 

P10-P17 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御 

← ← ← 

P20-P27 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御 

← ← ← 

P30-P33 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルアッ

プ抵抗はプログラムで

制御 

← ← ← 

次 ペ ー ジ へ 続 く  
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モ ー ド に よ る 端 子 状 態 （ 続 き ）  

端子名 リセット時 通常動作時 ＨＡＬＴ時 ＨＯＬＤ時 ＨＯＬＤ解除時 

P40-P47 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルア

ップ抵抗はプログラム

で制御 

← ← ← 

P60-P67 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ

・ 入力／出力／プルア

ップ抵抗はプログラム

で制御 

← ← ← 

P70-P72 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルア

ップ抵抗はプログラム

で制御 

← ← ← 

PA0-PA3 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルア

ップ抵抗はプログラム

で制御 

← ← ← 

PC2 ・ 入力モード 

・ プルアップ抵抗オフ

・入力／出力／プルア

ップ抵抗はプログラム

で制御 

← ← ← 

TEST ・オンチップデバッガ 

通信端子 
← ← ← ← 
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図 ４ － ３ － １   ス タ ン バ イ モ ー ド 遷 移  

 

●全てのモード

■HOLD モード突入条件 
・HOLD 命令の実行 

●HOLD モード 
・全ての発振は停止 
・OCR0，OCR1 レジスタがクリア

されるため、解除時 RC 発振は

動作し、RC 発振がシステムクロ

ックとなる。 
・CPU,周辺モジュールは、動作

停止。 

■HOLD 解除条件 
・INT0～INT7，ポート０，SIO0，

SIO1，UART2 の割り込み要求

発生 
・リセット突入条件の成立(注 1) 

■HALT モード突入条件 
・HALT 命令の実行 

■HALT 解除条件 
・割り込み要求の受け付け （注 2）

・リセット突入条件の成立 （注 1）

●リセット 
・OSC0 停止 
・OSC1 停止 
・RC 発振動作 
・各レジスタは初期状態 

●通常動作モード 
・それぞれの発振の動作／停

止はプログラマブル 
・CPU,周辺モジュールは通常

動作する。 

●HALT モード 
・それぞれの発振の状態は、

突入時の状態を確保。 
・CPU は動作停止。周辺モジ

ュールは動作。 

■リセット状態解除条件 
・リセット突入条件が解除されて

から所定の時間の経過 

■HOLDX モード突入条件 
・HOLDX 命令の実行 

●HOLDX モード 
・OSC1 及び RC 発振は停止、

OSC0 は突入時の状態を保持。

・OCR0，OCR1 レジスタの内容は

変わらない。 
・システムクロックとして OSC0 また

は RC 発振を選び、OSC1 を停止

して、このモードに突入する。 
・OSC0で動作するモジュール以外

の周辺モジュールと CPU は動作

停止。 
・解除時,発振は突入時の状態に

戻る。 

■HOLDX 解除条件 
・OSC0 で動作するモジュールの

割り込み要求発生 
・INT0～INT7，ポート０，SIO0，

SIO1，UART2 の割り込み要求

発生 
・リセット突入条件の成立 （注 1）

（注 1） リセット突入条件の成立の場合、リセット状態に移行する。 

（注 2）  HALT／HOLD／HOLDX に突入した時の割り込みレベルにより、高位の割り込みでないと割り込み要求が

受けられないため、ホルトからの復帰はできません。 

HALT／HOLD／HOLDX モード突
入時の割り込みレベル HALT 解除可能な割り込み要求レベル 

割り込みがかかっていない状態 

レベル１ 

レベル２ 

レベル３ 

レベル３，レベル２，レベル１ 

レベル３，レベル２ 

レベル３ 

なし（割り込みによる解除不可能） 

■リセット状態突入条件 
・RESB 端子の L レベル印加 

 ・ウォッチドッグタイマでのリセット 
信号発生 
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４ -４ リセット機 能  

４ -４ -１  概 要  

リセット機 能 とは、電 源 投 入 時 や動 作 中 にマイクロコンピュータを初 期 化 する機 能 です。  

 

４ -４ -２  機 能  

本 シリーズは、次 の三 つの機 能 を持 っています。  
 
①ＲＥＳＢ端 子 による外 部 リセット機 能  

・  電 源 が安 定 してからＲＥＳＢ端 子 のＬレベルを１０μｓ以 上 印 加 することで、確 実 に

リセットがかかります。しかしわずかな幅 のＬレベルが印 加 されてもリセットがかかる場

合 がありますので注 意 が必 要 です。  

・  ＲＥＳＢ端 子 に適 当 な時 定 数 を外 付 けすれば、電 源 投 入 時 のリセットとして使 用

できます。  
 
②ウォッチドッグタイマによる暴 走 検 出 リセット機 能  

 
③プログラムでＲＥＳＥＴ命 令 を実 行 することによる、ソフトウェアリセット機 能  

 

 

４ -４ -３  リセット時 の状 態  

・  ＲＥＳＢ端 子 、ウォッチドッグタイマ、ソフトウェアによるリセットが発 生 すると、システムク

ロックに同 期 したリセット信 号 により、各 ハードウェアが初 期 化 されます。  

・  リセットがかかると、システムクロックはＲＣ発 振 クロックになりますので、電 源 投 入 後 の

待 ち時 間 は不 要 です。システムクロックの切 り替 えは、切 り替 えるクロックが安 定 発 振

してから行 ってください。  

 

＜注 意 点 ＞  

・  Ｒ１５（ＳＰ）の初 期 値 は００００Ｈとなります。  

・  データＲＡＭの内 容 はリセットで初 期 化 されることはありません。よって、電 源 投 入

時 ではＲＡＭの内 容 が不 定 となっています。  
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４ -５ ウォッチドッグタイマ  

４ - ５ - １ 概 要  

本 シ リ ー ズ は 、 プ ロ グ ラ ム 暴 走 を 検 出 す る た め に 、 ベ ー ス タ イ マ を 使 用 す る ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ

イマを内 蔵 しています。  

こ の ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は 、 一 定 期 間 の う ち に プ ロ グ ラ ム に よ る ク リ ア 信 号 を 検 出 し な か っ

た場 合 にプログラムが暴 走 したとみなし、リセットや割 り込 みをかけることができます。  

 

４ - ５ - ２ 機 能  

①暴 走 の検 出  

定 期 的 に ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を ク リ ア す る プ ロ グ ラ ム を 作 成 し ま す 。 プ ロ グ ラ ム が 暴 走 す

る と タ イ マ を ク リ ア す る 命 令 が 実 行 さ れ な い の で 、 タ イ マ は オ ー バ ー フ ロ ー し 、 暴 走 検 出

フラグが セットされます。  

 

②暴 走 検 出 の動 作  

ウォッチドッグタイマが暴 走 を検 出 した場 、次 の２つの動 作 を選 択 することができます。  

・ リセット モード  

Ｐ Ｃ は 、 初 期 化 さ れ “ ０ ０ ８ ０ ０ ０ Ｈ ” に な り ま す 。 Ｓ Ｆ Ｒ （ 周 辺 機 能 制 御 レ ジ ス タ ） は 、 初

期 化 されます。  

た だ し 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｒ ） の ｂ ｉ ｔ ５ ～ ｂ ｉ ｔ ２ は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ

グタイマリセットで初 期 化 されません。ｂ ｉ ｔ１，ｂ ｉ ｔ０は、ウォッチドッグタイマリセットで初

期 化 されます。  

・ インタラプトモード  

ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 割 り 込 み が 発 生 し ま す 。 ベ ク タ ア ド レ ス “ ０ ０ ８ ０ ０ ０ Ｈ ” へ の 割 り 込

み処 理 が行 われます。  

Ｐ Ｃ は 、 ベ ク タ ア ド レ ス “ ０ ０ ８ ０ ０ ０ Ｈ ” に な り ま す 。 Ｓ Ｆ Ｒ （ 周 辺 機 能 制 御 レ ジ ス タ ） は 、

初 期 化 されません。インタラプトモード突 入 前 の状 態 が保 持 されます。  

ただし、ウォッチドッグタイマ制 御 レジスタ（ＷＤＴＣＲ）のビット１は、セットされます。  

③ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を制 御 するには、次 に示 す特 殊 機 能 レジスタを操 作 する必 要 があり

ます。  
 

・ＷＤＴＣＲ，ＢＴＣＲ，ＯＣＲ０，ＯＣＲ１  
 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F0C 0L00 0000 R/W WDTCR - - MDSEL SRFLG PDNSTOP USERFLG OVF START
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４ - ５ - ３ 回 路 構 成  

４ - ５ - ３ - １  ３ ビ ッ ト バ イ ナ リ ア ッ プ カ ウ ン タ   

①ベースタイマの出 力 をカウントするアップカウンタです。  

 

４ - ５ - ３ - ２  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ   

①ウォッチドッグタイマの動 作 の制 御 を行 います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４－５－１ ウォッチドッグタイマブロック図  

 

 

 

bit7

ベースタイマ 

分周回路（1/8 分周） 

ウォッチドッグタイマ制御回路 

モード選択回路 

スタート制御

ウォッチドッグタイマ制御レジスタ(WDTCR)

インタラプトモード
割り込み 

ＨＯＬＤＸ／ＨＯＬＤ 

モード信号 

リセットモード
割り込み 

オーバーフロー信号 

リセット信号

bit5 bit3bit4 bit2 bit0bit1

ウォッチドッグタイマ制御クロック

bit6 
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４ - ５ - ４ 関 連 レ ジス タ  

４ - ５ - ４ - １  ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ  

①ウォッチドッグタイマの動 作 の制 御 を行 います。  

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W 名前 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F0C 0L00 0000 R/W WDTCR - - MDSEL SRFLG PDNSTOP USERFLG OVF START

 

（ ビット ７～６）： 固 定 ビット  

０で使 用 してくだ さい。  

 

ＭＤＳＥＬ（ビット５）：暴 走 検 出 時 のモード選 択  

この ビットが１の 時 、ウォッチドッグタイマはリセット モード。  

このビットが０の時 、ウォッチドッグタイマはインタラプト モード。  

 

ＳＲＦＬＧ（ビット４）：リセット実 行 検 出 フラグ  

Ｍ Ｄ Ｓ Ｅ Ｌ が １ （ リ セ ッ ト モ ー ド ） の 状 態 で 暴 走 検 出 さ れ た 場 合 、 も し く は 設 定 が 不 十

分 な 状 態 で ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を 動 作 さ せ た 場 合 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ は リ セ ッ ト を

実 行 し、このビットをセットします。このビットはリセット実 行 によりクリアされないため、こ

の ビ ッ ト を モ ニ タ す る こ と に よ り 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ に よ る リ セ ッ ト 実 行 か ど う か を 判 断

することができます。  

 

ＰＤＮＳＴＯＰ（ビット３）：ＨＯＬＤＸ／ＨＯＬＤモード時 の機 能 制 御  

ＨＯＬＤＸ／ＨＯＬＤモードになった場 合 のウォッチドッグタイ マの動 作 （ ０）／停 止 （ １）

を 制 御 しま す 。 「 １ 」 の 設 定 時 Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ ／ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ 状 態 では Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ が リ セ ッ ト され 、 ウ

ォッチドッグタイマは停 止 します。「０」の設 定 時 ではＳＴＡＲＴは変 化 せずＨＯＬＤＸ状

態 でもウォッチドッグタイマは動 作 します。  

      

ＵＳＥＲＦＬＧ（ ビット ２）：汎 用 フラグ  

 

 ＯＶＦ（ビット１）：暴 走 検 出 フラグ  

ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の オ ー バ ー フ ロ ー に よ っ て 暴 走 が 検 出 さ れ た 場 合 に セ ッ ト さ れ 

ます。  

 

ＳＴＡＲＴ（ビット０）：ウォッチドッグタイマの動 作 制 御  

ウォッチドッグ タイマの動 作 を制 御 します。このビットに「１」を書 き込 むことで、ウォッチ

ド ッ グ タイ マが動 作 開 始 しま す。ウ ォッ チ ドッグ タ イ マ動 作 開 始 後 は 、 レジス タＷ Ｄ ＴＣ

Ｒ へ の 書 き 込 み は 禁 止 さ れ ま す 。 し た が っ て 、 プ ロ グ ラ ム で こ の ビ ッ ト に 「 ０ 」 を 書 き 込

むことで、ウォッチドッグタイマを停 止 させることはできません。  

ＳＴ ＡＲ Ｔビットがクリアさ れ、ウォッチ ドッグタイマが停 止 する 条 件 は、表 ４－５－１を参

照 してください。  
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注 意 ：①ウォッチドッグタイマに供 給 するクロックは、ベースタイマ部 内 の１６ビットカウンタか

ら出 力 しています。従 って、ベースタイマを動 作 させないと（１６ビットカウンタにクロ

ックを供 給 しないと）この機 能 は動 作 しません。  

こ れ ら の 機 能 を 使 用 す る 場 合 は 、 ベ ー ス タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ Ｂ Ｔ Ｃ Ｒ （ ア ド レ ス ： ７Ｆ

０ Ｅ Ｈ ） の ベ ー ス タ イ マ 動 作 制 御 （ ｂ ｉ ｔ ６ ） を 必 ず “ １ ” （ 動 作 ） に 設 定 し て か ら 、 ウ ォ

ッチドッグタイマを動 作 させてください。  

ベ ー ス タ イ マ 動 作 制 御 （ ｂ ｉ ｔ ６ ） が “ ０ ” （ 停 止 ） も し く は 、 ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク と し て

選 択 さ れ た 発 振 器 が 、 発 振 許 可 で な い 状 態 で 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を 動 作 さ せ

ると、ウォッチドッグタイマリセット信 号 が発 生 します。  

 

ＷＤＴＣＲ 

外部 

リセット 

発生時 

ウォッチドッグタイマ 

暴走検出時 ＲＥＳＥＴ 

命令実行時 

HOLDX/HOLD 

命令の実行時 

リセット 

モード 

インタラプト

モード 

PDNSTP=1 

設定時 

PDNSTP=0 

設定時 

ビット７ ０ 保持 保持 保持 保持 保持 

ビット６ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ 

ＭＤＳＥＬ ０ １を保持 ０を保持 保持 保持 保持 

ＳＲＦＬＧ ０ １ 保持 保持 保持 保持 

ＰＤＮＳＴＰ ０ 保持 保持 保持 １を保持 0 を保持 

ＵＳＥＲＦＬＧ ０ 保持 保持 保持 保持 保持 

ＯＶＦ ０ ０ １ ０ 保持 保持 

ＳＴＡＲＴ ０ ０ １を保持 ０ ０ 保持 

 

表 ４－５－１ 各 イベント発 生 後 のＷＤＴＣＲの状 態  

 

４ - ５ - ５ ウ ォ ッ チ ドッ グ タ イ マ の 使 い 方  

定 期 的 に ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を ク リ ア す る 命 令 が 実 行 さ れ る よ う に プ ロ グ ラ ム を 作 成 し   

ます。  
 

（１）ウォッチドッグタイマ実 行 前 の状 態 設 定  

以 下 の 設 定 を 行 わ ず に ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を 動 作 さ せ た 場 合 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

はリセットを実 行 します。  

①ベースタイマクロックとして使 用 する発 振 源 の発 振 許 可  

②ベースタイマの動 作 開 始  

 

（２）ウォッチドッグタイマの動 作 開 始  

以 下 ①～③のレジスタ設 定 を同 時 に行 ってください。  

①ビット０（ＳＴＡＲＴ）に「１」を書 き込 みます。  

②暴 走 検 出 でリセットをかける場 合 はビット５（ＭＤＳＥＬ）に「１」を同 時 に書 き込 みます。  
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③ Ｈ Ｏ Ｌ Ｄ Ｘ モ ー ド 時 に ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 動 作 を 停 止 す る 場 合 に は ビ ッ ト ３ （ Ｐ Ｄ Ｎ

ＳＴＯＰ）に「１」を同 時 に書 き込 みます。  

ビ ッ ト ０ （ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ） に 「 １ 」 を 書 き 込 む こ と で 、 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ の 機 能 が 働 き 始 め

ま す 。 一 度 動 作 が 始 ま る と 、 レ ジ ス タ （ Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｒ ） へ の 書 き 込 み は 禁 止 さ れ 、 ウ ォ ッ

チ ド ッ グ タ イ マ カ ウ ン タ の ク リ ア と Ｗ Ｄ Ｔ Ｃ Ｒ の 読 み 出 し の み が 可 能 に な り ま す 。 し た が

って、プログラムでビット０（ＳＴＡＲＴ）に「０」を書 き込 むことでは、ウォッチドッグタイマ

を停 止 さ せるこ とはできません。 ＳＴＡＲＴビットがクリアされ、ウ ォッチドッ グタイ マが停

止 する条 件 については、表 ４－５－１を参 照 してください。  

   

（３）ウォッチドッグタイマカウンタのクリア  

ウ ォ ッ チド ッグ タ イ マ が 動 作 を開 始 す る と 、 カウ ン タが カウン ト アッ プしま す 。こ の カウ ン タ

がオーバーフローすると、ウォッチドッグタイマ制 御 レジスタ（ＷＤＴＣＲ）の設 定 に したが

っ て 、 リ セ ッ ト ま た は 割 り 込 み が 発 生 し ま す 。 し た が っ て 、 通 常 の プ ロ グ ラ ム 動 作 を 行 う

に は 、 カ ウ ン タ が オ ー バ ー フ ロ ー す る 前 に 、 定 期 的 に カ ウン タ を ク リ アす る 必 要 があ り ま

す。動 作 中 のウォッチドッグタイマカウンタのクリアには次 の命 令 を使 用 してください。  

これ以 外 の命 令 では、ウォッチドッグタイマカウンタの クリアは、行 われません。  

 

Ｃ言 語 ：  

＿＿ＳＦ Ｒ＿ＢＩＴ ＣＬＲ（＿＿ＷＤ ＴＣＲ，０）；  

 

アセンブラ：  

ＣＬ Ｒ１  ＿＿ＷＤＴ ＣＲ，＃０ 

 

（４）暴 走 検 出  

定 期 的 に前 述 の命 令 を実 行 しないと、ウォッチドッグタイマがクリアされないのでカウン

タが オー バー フロー します 。オーバーフ ローが起 こ る とプ ログラムが暴 走 したと判 断 され、

リ セ ッ ト あ る い は 割 り 込 み が 発 生 し ま す 。 こ の と き 、 暴 走 検 出 フ ラ グ Ｏ Ｖ Ｆ が セ ッ ト さ れ  

ます。  

こ の 時 、 Ｍ Ｄ Ｓ Ｅ Ｌ が 「 １」 で あ れ ば リ セ ッ ト が か か り 、 「 ０ 」 で あ れ ば 割 り 込 み を 発 生 し 、 プ

ログラムを８０００Ｈから実 行 します。  

 

（５）タイマ値 の 設 定  

ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ を 使 用 す る 場 合 、 割 り 込 み 発 生 周 期 を 設 定 す る 必 要 が あ り ま す 。

ま た 同 時 に 、 メ イ ン ル ー チ ン 中 で こ の 割 り 込 み 発 生 周 期 を 下 回 る 周 期 で ウ ォ ッ チ ド ッ

グタイマカウンタの クリア処 理 を行 う必 要 が あります。  



ウォッチドッグタイマ 

4-26 

ウォッチドッグタイマ割 り込 み発 生 周 期 の計 算 式 は以 下 のようになります。  

①ベースタイマ制 御 （ ＢＴＣＲ）の ＦＳＴ＝１，ＣＮＴ＝００又 はＣＮＴ＝０１の時  

Ｔ Ｗ Ｄ Ｔ ＝（１／ｆＢＳＴ）×３２×８  

②ベースタイマ制 御 （ＢＴＣＲ）のＦＳＴ，ＣＮＴが①以 外 の時  

Ｔ Ｗ Ｄ Ｔ ＝（ １／ｆＢＳＴ）×８１９２×８  

＊ｆＢＳＴ：ベースタイマクロック選 択 レジスタ（ＯＣＲ１）で選 択 される、入 力 ク

ロック周 波 数 。  

Ｔ Ｗ Ｄ Ｔ ：ウォッチドッグタイマの割 り込 み発 生 周 期  

 

例 １ ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク を Ｏ Ｓ Ｃ １ （ １ Ｍ Ｈ ｚ ） の １ ／ １ 分 周 、 ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク を シ

ス テ ム ク ロ ッ ク の １ ／ ６ ４ 分 周 、 ベ ー ス タ イ マ 制 御 レ ジ ス タ （ Ｂ Ｔ Ｃ Ｒ ） の Ｆ Ｓ Ｔ

＝０，ＣＮＴ＝００の場 合 。  

Ｔ Ｗ Ｄ Ｔ ＝１×１０ － ６ ×６４×８１９２×８＝４．１９４３０４Ｓ  

例 ２ ： シ ス テ ム ク ロ ッ ク を Ｏ Ｓ Ｃ １ （ １ Ｍ Ｈ ｚ ） の １ ／ １ 分 周 、 ベ ー ス タ イ マ ク ロ ッ ク を Ｏ

ＳＣ０（３２．７６８ｋＨｚ）の１／１分 周 、ベースタイ マ制 御 レジスタ（ ＢＴＣＲ）の

ＦＳＴ＝１，ＣＮＴ＝００の場 合 。  

Ｔ Ｗ Ｄ Ｔ ＝（１／３２．７６８）×１０ － 3 ×３２×８＝７．８１２５μｓ  
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AI-1 

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC885800 備考 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

0～17FF XXXX XXXX R/W RAM6KB          

7F00             

7F01             

7F02 0000 0000 R/W IL1L  IRQ3 T0 BT WDT 

7F03 0000 0000 R/W IL1H  IRQ7 IRQ6 IRQ5 IRG4 

7F04 0000 0000 R/W IL2L  IRQB IRQA IRQ9 IRQ8 

7F05 0000 0000 R/W IL2H  IRQF IRQE IRQD IRQC 

7F06             

7F07             

7F08 0000 0000 R/W EXCPL  CLKSTP_FLG CLKSTP_IE ADDERR_FLG ADDERR_IE ODDACC_FLG ODDACC_IE NONINS_FLG NONINS_IE 

7F09 LL00 L0L0 R/W EXCPH  UART1_FLG UART1_IE UART0_FLG UART0_IE UART1 

_ITYPE 

UART0 

_ITYPE 

- MOVEVEC 

7F0A 0000 0000 R/W OCR0  OSC1TYPE1 SCKSEL RCSTOP OSC1TYPE0 OSC0TYPE ENOSC1 ENOSC0 

7F0B 0L00 L000 R/W OCR1  BTCKSEL2 - BTCKSEL1 - SCKDIV 

7F0C 0L00 0000 R/W WDTCR  - - MDSEL SRFLG PDNSTOP USERFLG OVF START 

7F0D   RAND システム予約         

7F0E 0000 0000 R/W BTCR  FST RUN CNT FLG1 IE1 FLG0 IE0 

7F0F   PWRDET システム予約         

7F10 0000 0000 R/W T0LR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F11 0000 0000 R/W T0HR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F12 0000 0000 R/W T0CNT  SISTS SIFLG SIIE CLKSEL RUN FLG IE 

7F13 0000 0000 R/W T0PR  MODE PR 

7F14 0000 0000 R/W T1LR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F15 0000 0000 R/W T1HR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F16 0000 0000 R/W T1CNT  HRUN HFLG HIE CLKSEL RUN FLG IE 

7F17 0000 0000 R/W T1PR  MDSELRD MDSELBIT MDSELCP PR 

7F18 0000 0000 R/W T2LR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F19 0000 0000 R/W T2HR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1A 0000 0000 R T2L  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1B 0000 0000 R T2H  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1C 0000 0000 R/W T2CNT0  HRUN HFLG HIE CTR8 SLCPRD RUN FLG IE 

7F1D LLL0 0000 R/W T2CNT1  - - - CP0SL CP0HFLG CP0LFLG CPIE 



AI-2 

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC885800 備考 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F1E 000L 0000 R/W T2CNT2  CKSL EXISL - PR 

7F1F             

7F20 0000 0000 R/W ADCR  CHSEL CMP START ENDFLG IE 

7F21 0000 0000 R/W ADMR  - RESOL - - - ADJ MD10 

7F22 0000 0000 R/W ADRL  DATAL - - - MD2 

7F23 0000 0000 R/W ADRH  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F24             

7F25             

7F26             

7F27             

7F28 0000 0000 R/W T3LR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F29 0000 0000 R/W T3HR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2A 0000 0000 R T3L  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2B 0000 0000 R T3H  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F2C 0000 0000 R/W T3CNT0  HRUN HFLG HIE CKSL RUN FLG IE 

7F2D LLLL L000 R/W T3CNT1  - - - - - EXISL MD 

7F2E 0000 0000 R/W T3PR  PR 

7F2F             

7F30 0000 0000 R/W S0CNT  WAKEUP REC RUN AUTO MSB OVRRUN FLG IE 

7F31 0000 0000 R/W S0BG  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F32 0000 0000 R/W S0BUF  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F33 0000 0000 R/W S0INTVL  - SNBIT XCHNG INTVL 

7F34 0000 0000 R/W S1CNT  WAKEUP REC RUN AUTO MSB OVRRUN FLG IE 

7F35 0000 0000 R/W S1BG  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F36 0000 0000 R/W S1BUF  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F37 0000 0000 R/W S1INTVL  - SNBIT XCHNG INTVL 

7F38 0000 1000 R/W U0CR  RUN OVRUN BAUDRATE PARITY TXEMPTY TXIE RXREADY RXIE 

7F39             

7F3A 0000 0000 R/W U0RXL  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F3B LLLL LL00 R/W U0RXH  - - - - - - BIT1 BIT0 

7F3C 0000 0000 R/W U0TXL  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F3D LLLL LLH0 R/W U0TXH  - - - - - - BIT1 BIT0 
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AI-3 

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC885800 備考 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F3E             

7F3F             

7F40 0000 0000 R/W P0LAT  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F41 XXXX XXXX R P0IN  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F42 0000 0000 R/W P0DDR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F43 0000 0000 R/W P0FSA  P05IL P05FLG P05IE P04IL P04FLG P04IE P0FLG P0IE 

7F44 0000 0000 R/W P1LAT  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F45 XXXX XXXX R P1IN  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F46 0000 0000 R/W P1DDR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F47 0000 0000 R/W P1FSA  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F48 0000 0000 R/W P2LAT  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F49 XXXX XXXX R P2IN  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4A 0000 0000 R/W P2DDR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4B 0000 0000 R/W P2FSA  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4C LLLL 0000 R/W P3LAT  - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4D LLLL XXXX R P3IN  - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4E LLLL 0000 R/W P3DDR  - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F4F LLLL 0000 R/W P3FSA  - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F50 0000 0000 R/W P4LAT  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F51 XXXX XXXX R P4IN  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F52 0000 0000 R/W P4DDR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F53 0000 0000 R/W P4FSA  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F54             

7F55             

7F56             

7F57             

7F58 0000 0000 R/W P6LAT  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F59 XXXX XXXX R P6IN  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F5A 0000 0000 R/W P6DDR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F5B             

7F5C LLLL L000 R/W P7LAT  - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7F5D LLLL LXXX R P7IN  - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

 



AI-4 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC885800 備考 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F5E LLLL L000 R/W P7DDR  - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7F5F             

7F60 0000 0000 R/W SMIC0CNT  RUN MST TRX SCL8 MKC BB END IE 

7F61 0000 0000 R/W SMIC0STA  SMD RQL9 STD SPD AL OVR TAK RAK 

7F62 0000 0000 R/W SMIC0BRG  BRP BRDQ BRD 

7F63 0000 0000 R/W SMIC0BUF  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F64             

7F65             

7F66             

7F67             

7F68 LLLL 0000 R/W SMIC0PCNT  - - - - SHDS P5V PCLV PSLW 

7F69             

7F6A             

7F6B             

7F6C 0010 0000 R/W U2CNT0  TEND TENDIE TEMPTY TEMPTYIE RUN RERR RREADY RIE 

7F6D 0000 0000 R/W U2CNT1  TSTB DIV SCK PODD PEN WUPFLG WUPIE 

7F6E 0000 0000 R/W U2TBUF  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F6F 0000 0000 R U2RBUF  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F70             

7F71             

7F72             

7F73             

7F74 0000 0000 R/W U2BG  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F75             

7F76   FSR0 システム予約         

7F77             

7F78             

7F79             

7F7A             

7F7B             

7F7C             
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AI-5 

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC885800 備考 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F7D             

7F7E             

7F7F             

7F80 0000 0000 R/W USM0CTL  STPFLG OVF NPHFLG IE CKSL DIR1 RUN 

7F81 0000 0000 R/W USM0NPH  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F82 0000 0000 R/W USM0TWL  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F83 00LL 0000 R/W USM0TWH  DIR2 STP - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F84 0000 0000 R/W USM0LPL  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F85 L00L LL00 R/W USM0LPH  - BRKMD - - - BIT1 BIT0 

7F86 0000 L000 R/W USM0PSF  TSTA PWMMD OUTMD - NPT 

7F87             

7F88 0L00 0000 R/W USMPLLC  TSTB - SELREF FRQSEL VC3 PLLON 

7F89             

7F8A             

7F8B             

7F8C             

7F8D             

7F8E             

7F8F             

7F90             

7F91             

7F92             

7F93             

7F94             

7F95             

7F96             

7F97             

7F98             

7F99             

7F9A             

7F9B             



AI-6 

 
ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC885800 備考 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7F9C             

7F9D             

7F9E             

7F9F             

7FA0 0000 0000 R/W T4LR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA1 0000 0000 R/W T4HR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA2 0000 0000 R/W T5LR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA3 0000 0000 R/W T5HR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FA4 0000 0000 R/W T45CNT  T5RUN T5CKSL T5FLG T5IE T4RUN T4CKSL T4FLG T4IE 

7FA5             

7FA6             

7FA7             

7FA8             

7FA9             

7FAA 0000 LLLL R/W PWM0AL  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 - - - - 

7FAB 0000 0000 R/W PWM0AH  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAC 0000 LLLL R/W PWM0BL  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 - - - - 

7FAD 0000 0000 R/W PWM0BH  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FAE 0000 0000 R/W PWM0C  CH ENPWM0B ENPWM0A OV IE 

7FAF 0000 0000 R/W PWM0PR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FB0             

7FB1             

7FB2             

7FB3             

7FB4             

7FB5             

7FB6 0000 00L0 R/W TMCLK0  PR0 PR0CK - PWM0CK 

7FB7             

7FB8             

7FB9             

7FBA             

7FBB             
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AI-7 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC885800 備考 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FBC             

7FBD             

7FBE             

7FBF             

7FC0             

7FC1             

7FC2             

7FC3             

7FC4             

7FC5             

7FC6             

7FC7             

7FC8 0000 0000 R/W PALAT  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FC9 XXXX XXXX R PAIN  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FCA 0000 0000 R/W PADDR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FCB 0000 0000 R/W PAFSA  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FCC             

7FCD             

7FCE             

7FCF             

7FD0 LLLL L000 R/W PCLAT  - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7FD1 LLLL LXXX R PCIN  - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7FD2 LLLL L000 R/W PCDDR  - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7FD3             

7FD4             

7FD5             

7FD6             

7FD7             

7FD8 0000 0000 R/W INT01CR  INT1MD INT1IF INT1IE INT0MD INT0IF INT0IE 

7FD9 0000 0000 R/W INT23CR  INT3MD INT3IF INT3IE INT2MD INT2IF INT2IE 

7FDA 0000 0000 R/W INT45CR  INT5MD INT5IF INT5IE INT4MD INT4IF INT4IE 

7FDB 0000 0000 R/W INT67CR  INT7MD INT7IF INT7IE INT6MD INT6IF INT6IE 

 
 



AI-8 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC885800 備考 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FDC   IRQREG0 システム予約         

7FDD   IRQREG1 システム予約         

7FDE             

7FDF             

7FE0 0000 0000 R/W RTS1ADRL  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 CTRH 

7FE1 LLL0 0000 R/W RTS1ADRH  - - - BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE2 0000 0000 R/W RTS2ADRL  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 CTRH 

7FE3 LLL0 0000 R/W RTS2ADRH  - - - BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE4 0000 0000 R/W RTS1CTR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE5 0000 0000 R/W RTS1CTR  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FE6             

7FE7             

7FE8             

7FE9             

7FEA             

7FEB             

7FEC             

7FED             

7FEE             

7FEF             

7FF0             

7FF1 0000 0000 R/W P1FSB  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF2 0000 0000 R/W P2FSB  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF3 LLLL 0000 R/W P3FSB  - - - - BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF4 0000 0000 R/W P4FSB  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF5             

7FF6 0000 0000 R/W P6FSB  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FF7 LLLL L000 R/W P7FSB  - - - - - BIT2 BIT1 BIT0 

7FF8             

7FF9             

7FFA 0000 0000 R/W PAFSB  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FFB             
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AI-9 

ｱﾄﾞﾚｽ 初期値 R/W LC885800 備考 BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FFC             

7FFD             

7FFE 0000 0000 R/W RTSTST  BIT7 BIT6 BIT5 BIT4 BIT3 BIT2 BIT1 BIT0 

7FFF LL00 0000 R/W RTSCNT  - - INHWT2 INHBS2 INHWT1 INHBS1 INHWTP INHBSP 
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  ・ W - P 0 L A T ： レ ジ ス タ P 0 L A T へ の 書 き 込 み 制 御 信 号  

・ W - P 0 D D R ： レ ジ ス タ P 0 D D R へ の 書 き 込 み 信 号  

・ W - P 0 F S A ： レ ジ ス タ P 0 F S A へ の 書 き 込 み 信 号  

・ Ｒ - P 0 X X X ： P 0 L A T ま た は P 0 D D R ま た は P 0 F S A の 読 み 出 し 信 号  

 

ポ ー ト ０  ブ ロ ッ ク 図  
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・ W - P x L A T ： レ ジ ス タ P x L A T へ の 書 き 込 み 制 御 信 号  

・ W - P x D D R ： レ ジ ス タ P x D D R へ の 書 き 込 み 信 号  

・ W - P x F S A ： レ ジ ス タ P x F S A へ の 書 き 込 み 信 号  

・ W - P x F S B ： レ ジ ス タ P 0 F S B へ の 書 き 込 み 信 号  

・ Ｒ - P x X X X ： P x L A T ま た は P x D D R ま た は P x F S A ま た は P x F S B の 読 み 出 し 信 号  

  （ 注 ） x ： は １ ／ ２ ／ ３ ／ ４ ／ Ａ  

 

ポ ー ト １ ／ ２ ／ ３ ／ ４ ／ Ａ  ブ ロ ッ ク 図  
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・ W - P x L A T ： レ ジ ス タ P x L A T へ の 書 き 込 み 制 御 信 号  

・ W - P x D D R ： レ ジ ス タ P x D D R へ の 書 き 込 み 信 号  

・ W - P x F S B ： レ ジ ス タ P x F S B へ の 書 き 込 み 信 号  

・ Ｒ - P x X X X ： P x L A T ま た は P x D D R ま た は P x F S B の 読 み 出 し 信 号  

  （ 注 ） x ： は ６ ／ ７  
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  ・ W - P C L A T ： レ ジ ス タ P C L A T へ の 書 き 込 み 制 御 信 号  

・ W - P C D D R ： レ ジ ス タ P C D D R へ の 書 き 込 み 信 号  

・ Ｒ - P C X X X ： P C L A T ま た は P C D D R の 読 み 出 し 信 号  
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ご注意 

 

本資料に掲載されている記事は、読者が正しく，且つ容易にデバイスの使用法を理解できるように作

成したものです。記載されている応用例などをそのまま用いて製品を製造するために書かれているも

のではありません。したがって、この資料にもとづいて試作・製造が行われ、その結果、安全性・特許

権・その他の権利侵害などの問題がありましても当社は一切責任を負いません。 
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